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資料 No. 7 の 1

東南アジア等における森林資源

およびその開発と利用

' ---,~ 
第 1部（森林資源およびその調査方法）
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昭和 43 年 10 月

農林省農林水産技術会議事務局

熱 帯農業研究管理室

~ 一 ーニ-··-·-~~-ー、—•―-· ・- . . 

i

I

i

1

1

,

1

・
9
9
9
・ヽ,．

|

9

9

-

,1, ．． 
9
1
1

、
ー
，
＇
・

1
.
I
i
f
1

、

:
r
`

｀
ー
'
_
\
．

9
ー

1
!
,
＇
ぃ

’
l
'

、

,
‘
•
L
.
,
_

，

1
"
'

．
＂

'
.
1
,

，

1
1
,
9
,

•• 
＇
ヽ
9
j
9
,
1
1
'
‘
,
•
9
9
1
,
1
1
1
.
9

・

‘

 

i

-

．

,

．

、

"
｀

9

.

i

 

-

l

,

｀

-

-

l

.

‘

 



---"-~---- ----"'---

は し ヵ5 き

東南アジア諸国の森林は，それらの国々の重要な資源であり，その開発は経済の発展に極めて重要

な位骰をしめている。一方，我が国における木材事情は，需要は高まる一方であるにもかかわらず，

国内森林資源が不足しているため，熱帝材への依存度が極めて高く，また今後も一恩その度合いを高

めるものと思われる。

しかしながら，戦後しばらくの間わが国と東南アジア諸国との間には密接なる接触がなかったため，

熱帯林業の各般に亘る知見の面で不充分であり，今後，東南アジア諸国の林業開発に効率的に協力し．

ていくためには，緊急に調査研究を行なうことが必要とされている。

この調査研究は，これらの要望に応え，また，今後行なうぺき熱帯林業研究の方向づけを行なうこ

とを目的として，熱帯における森林資源，林業技術の実態と問題点を明らかにしようとの意図の下に，

昭和 4 1年度および 4 2年度の熱帯農業調査研究委託事業の一つとして，熱帯林業協会会長三浦伊八

郎氏に労をわずらわすことになった。

ここに深甚の謝意を表すると共に，本書の刊行が東南ア・シア林業の開発に貢献することを希ってや

まない。

昭和 4 3年 1 0月

農林省農林水産技術会議事務局

熱帯農業研究管理室長

星出暁
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世界の産業界はその先進国たると否とにかヽわらず，経済の発展と文化の向上をめざし，資源の利

用拡大
，殊に未利用費源の開発とその活用にあらゆる科学技術を動員しておる現状にあります。

われわれ林業界においても，各国ともに木材利用の増大に伴う資源の開発と未利用樹木の活用に関

する問題が，
夙にとりあげられており，殊に世界森林の半ばを占めるという熱帝林資源に対する世界

の関心は，
一庖深まりつヽあるのであります。特にわが国は，熱帯，特に東南アジアに対しては，地

理的，歴史的，また経済的に深い関連を持っており，この森林資源を無視しては，わが国の木材工業

が成り立たない事態にすら来ていると申しても過言ではないのであります。

かかる時期に農林水産技術会議が＂熱帯林業問題の文献的考証に関する調査研究” を開始される

1―‘ とき~. まことに時宜を得た•ものと存じ，受託した次第でございます。昭和 4 1年より 2ケ年に亘り

綿密な調査研究をおこない，これを本書にまとめえたことは，この上もない喜ぴとするところであり

ます。

調査の内容としては，現下のわが国にとって必要と考えられる 5つの重要問題，即ち，東南アジア

の森林資源，熱帯における森林調査，育林，生産，および利用の各問題をとりあげ， 夫々第 1編よ

り第 5編までとし，これを第 1部（第 1, 2編）．第 2部（第 3~ 5編）に分けてまとめました。

本調資は，今後熱帯における森林資源の開発または活用に関係する諸喪に少からず貢献すること

と確信いたします。

最後に．本調査の機会をあたえて下さった，農林水産技術会議に対し，深甚の謝意を表します。
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昭和 4 3年 1 D月
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熱帯林業協会

会長三浦伊八郎
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第一章 インドの森林資源
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I 森林の概兄

国士面和 326285千haの中で森林面積は 68 9 5 5千haであって 18 oJ, に相当し，人口（総数

460,490千人） 1人当り Cl1 3 ha となっている。この森林は菩積の挙げられるもの (57,393

千 ha)と学げられないもの (11,562千 ha)に分けられるし，また公共有林 (65, 2 3 4千 ha)

と私有林 (37 2 1千 ha)にも分けられる。そしてまたその中には森林の施業中利用に法的な制約を

受け，或は保安林的な扱いを受けるものもある。森林は樹種構成により広葉樹林と針葉樹林に分けられ

る。広葉樹林は 54,4 3 7千 haで，その蓄稜は 1,8 2 0百万 m凡生長址は 21,003千 m 3 /年，損耗

は 2,633千 m3/年であり，差引増加は 18,512千m3/年である。

針葉樹林は 2,9 5 6千 haであって，その蓄珀は 3 0 8百万 m3 , 生長燥は 1,9 1 7千 m3/年，損耗

は 14 2千 m3/年，増加は 1,7 7 5千 m3/年である。

木材Ijc_廂 l.1:(1960年~1 9 6 2年の平均）は 16, 8 8 6千 m3' この内訳は薪炭材が 11, 1 8 4千m3

（針葉樹は 15 7千 m3 , 広葉樹は 11, 0 2 7千 m3)で，これ以外の用材は 5,702千 m3 (針葉樹は

1, 2 6 1千 m3' 広葉樹は 4,4 4 1千 m3)であると， FAO1 963年版は報じている。

また， 100 Years of Indian forestrv の記述を甚として森林慨i兄を表によって示せば，第

1~5表の通り。 （この記述に於ける数字は 1957~1959年のものが多く，上記の F, A, Oの

ものと多小の差異や不均衡の部分もあるが， これは年次による変還の他に，各辿邦洲政府の調査時に

おける不賂な因子も含まれているものと思われる。）

インドの森林は行政的には保護林と生産林に分けられ，全森林面積の 1 2 %は前者， 8 8 %は後者

に入っている。 Maharashtra,Jammu & Kashmir, Kerala, Punjab, Himachal. Pradesh, 

Mi pu r, Tri pu raには前者に属するものが多い。

h
'
1
l
I
I
I
'
1
1
f
i
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第 1表 地方別生産林の面租及蓄租

森 林 森林面

地方別 面稜 1面稜 I総蓄稜

計
I 

面稜 i総蓄積 1
ha当り
蓄積

Km2 

Andhra・Pra. 

Assam 

Bihar 

Bombay 

J ammu, Kas hn i r 

Kera I 

Madhya Pra. 

Madras 

Mysore 

Ori ssa 

Punjab 

Raj a st ham 

Utter Pra. 

West Bengal 

Andaman Nicobar 

Delhi 

Himachal Pra. 

Manipur 

Tripura 

計

12,2必

6,475 

34 

竺⑩M.5 

"I 
砥 179

93,776 

33,504 

84, 61:B 

28. 640 

12,5印

182,468 

21. 378 

35,934 

65,618 

14,2761 2, 3剥 18.724 

43,31:B 

s7. 8681 s. 361 I 27. 1n 

人

23 

14 

積 I広葉樹林
I'I  

ha当り
面積 i総蓄積

ha当り
蓄租 ：蓄積

M 5 Km  2 1 1直〕ヽ 1s! M 5 

44, 四，

11117.156[ 7. 函

33,504 186,614 

59. 865 I 1~. 568 

Km2 1000M5 M3 

4, 848 I 1 06, 652 

79 

10, 5151 5, 874 I 66, 128 
6,022 1, 494 

6,366 

783, 962 I 19. 997 I 215,375 

220 

44,043 

41 17. 169 

561 33,504 

124 

7,213 

145,418 

16. 104 

16. ffil 

SU OS? 

791 1, 163 

心,388

646261074 

位

弘

n

255
販

799

払

n

4

5
2
3
4
 

1131 1, 出0

476 

59. 747 

182. 江18

108. 656 

BJ. 703 

ぉ,734

7. 251 

1,813 

48), 476 I 900, 128 

22 59,865 

38 4,973 

83 7, 213 

13 145, 418 

16, 104 

64 16, 8.51 +u必7
204 3,546 

必,388

7, 099 

18S, 614 

133,568 

107, 128 

59, 747 

182, 互18

108. 656 

En 703 
42,459 

4
5
6
2
2
1
5
お

13

64 

16 

120 

21 31, 616 91, 423 

3311U s,;I 36. 3411 
~4, 799 1 7, 074 

391 7, 7341 73,379 

1,494 

1,813 

乃

3
3
3
6

S5 

500. 473 I 1, 119. 517 

第 2表森林の生長量

森林面稜 針，広葉別 総生長量 自然減 差引増加量

調査した地方名 N .•. 針葉
1 OOha l』・・・広葉

1 D DO M3 1000M5 1DDDM3 

Bihar 33,504 N, L 8.24 7 124 8,123 

Gujarat ↑ 7, 11 2 L 511 50 461 

J ammu & Ka s hm i r 28,640 N 585 53 568 

I、 (36) (36) 

Kerala 12,587 L 282 3 278 

My sore 35,934 L 91 1 85 827 

Ori ssa 65,618 L 855 11 8 73 7 

Punjab 14,276 N 232 1 1 2 1 1 9 

L 309 85 224 

Uttar Pra. 57,868 N 792 1 93 599 

L 2,144 1 30 2,015 

West Bengal 12,246 N 37 0.0 6 37 

L 1,357 0. 1 1 1,357 

Andaman & Nocobar 6,475 I、 210 210 

Himac ha I Pra. 1 0.51 5 N 104 25 79 

L 91 91 

計 294,776 16,704 978 15,725 

ヽ
A
9̂r̀ 

ヽ
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第 3表森林の樹種構成

森 林 面 積 針葉林面積 広葉林面積
主要樹種の優占する森林面稜地 方 別

1000 ha 1000ha 1 000 ha 1 000 ha 

Arrlhra P ra. 6,818 6,818 Teak…91 4.5, Sa l…0.5 

Assam 9,378 9,376 

B ihar 3,350 3,350 Sa I・・・3,35UO 

Bombay a469 8,469 Teak・・-1,667.2 

J ammu &Kashmir 2,864 802 2,062 

Kerala 1,259 1,259 Teak…569.8 

M祉卵 Pra. 1 8,2 4 7 18.247 Teak…4, 1 4 4.0 , S a l・ ・・3, 7 6 a2 

Madras 2,138 2,138 Teak・・・1,554.0, 針葉樹造採地 0.065,

Teak'',, ・・・3.9 

Mysore 3,593 3,593 Teak・・・34 45 

Orissa 6,562 6,562 Teak…3 42, Sa I・ ・ ・2,8 7 3.3 

Ptmjab 1,428 451 976 

Rajast血 4;, 3 9 4,339 Teak・・・51ao, Anogeissus spp… 
2,7 7 t3 

Uttar Pra. 5,787 586 5,201 Te a k・ ・ ・1 3.2 , Sa l・ ・・5 7 6.8 

West Bengal 1,225 7 1,218 Teak・・・3.1, Sal・・・523.2 

Andaman &Nicd:>ar 648 648 Teak・・・0.2 6 

Dehl i 3 3 ． 
Himachal Pra, 1,052 663 389 

Manip.1r 602 91 512 

Tripura 637 637 Sal・・・40.1 

計 78,396 2,600 75,796 

-3-
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第 5表 用途別の木材生産

単位 10OOM3 

~ 

材 種 工 業 用 材 新 炭
地 方 別

（硬軟） 製材品 I丸 用 材
総 計

太 パルプ材 計
I 

Andh ra Pr a 硬 1 32 1 2 144 1 83 327 

Assam 硬 16 243 ll62 260 1,826 2,085 

Bi ha r 硬 513 109 622 538 1,160 

Bombay 硬 413 91 507 1,057 1,564 

J arrrnu &. Ka s hrn i r ｛ 軟硬
3 71 3 71 37 408 

1 0 1 1 D 1 

Kera la 硬 11 5 1 0 U14 1 25 22 148 

Madhya Pra 硬 363 489 37 889 1,706 2,595 

Madras ｛ 軟硬

1 4 1 4 1 4 

27 27 458 486 

Mysore 硬 282 88 3 71 1,166 1,536 

Orissa 硬 2 31 11 9 350 481 831 

Punjab ｛ 軟硬
75 ， 84 84 

. 21 13 34 319 353 

Rajas than 硬 69 69 748 817 

Uttar Pra. ｛ 軟硬
179 ・, 79 179 

242 242 1,665 1. 90 7 

West Bengal 硬 5 153 159 6 70 828 

1[ 森林型と樹種構成

インドの植生は緯度的には大約熱帯から暖帯に在るが，気温は熱帯から恒雪帯に亘っている。而し

て植生を大きく左右する降雨状態は地方によって異ることが多く，森林の型は東南アジアの他の領城

に比ぺて著しく多様である。

この型の分類については，人により必ずしも同じではないが，インド政府材業試験所発行の文献

(1□□years of Indian forestry V.II)によれば次の通り，

1. Alpine forest …寒帯林

2. Montane temperate forest・・・温帯性高地林

＆
 ＂ 

sub-tropical ''・・・亜熱帯性高地林

4. Mo i s t t r o p i c a I 

5. Dry II 

II・・・湿性熱帯林

,, ・・・乾性 ,, 愚

これらの森林に生育する樹種は多種であって，原産種と見られるものの中には双子葉類が 47 <Ii. 

-5-
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原産種以外のものの中には双子葉類が 3astt,含まれている。（全分布種の過半数は原産種である）

種の分布はインドが中東から地中海，欧州，チペットから中国，日本につながると言う現在の位置的

な姿のみでなく，地竹学的に言われるゴソドワナ時代にアフリカとインド，褻州が陸つづきであった

ことにも関連がある。即ち，西ヒマラヤは西アジア，欧州に，東ヒマラャはア・；；ァ，欧州に似ている。

その例として前者では Taxas baccata, Juniperus co11TT1unisが，後者では Rhododendron

sppが挙げられる。また北東部の熱帯性の植生ではピルマ，マレイに多い Di p t e r o c a r p u s , S h orea , 

Oarcinia, Tectona, Elaeocarpus, Podocarpus spp及びマングロープ樹，禄州に多い Casu-

a r i na spp, アフリカに多い Tamarix, Ziziphus, Inula, Tecomella, Euphorbia, 

Acacia sppが生育するのが見られる。

ll - 1 A I pine fores t 

この森林は標高 29 0 0 ~ 3 5 0 Om (稀に 38 0 Omにも）に成立する植生にして大部分はヒマラヤ

山脈に見られる。これは生育する林木は倭性にして不整形なものが多く，一般的なものとして日本の

山野に見られる Rhodo<lendron spp (ッツジ類）が多い。しかし，東ヒマラヤ地方には大喬木の

Abies densaも生育する。この森林は他の地域の混帝の植生に著しく似ていて Betu I a u t i I i s, 

時として Juni pe ru sも生育する。しかし，インドでは放牧民によってこの植生は荒らされ，細い竹

(Arundinaria spp)が優勢である。

ll-2 Montane temperate forest 

この森林は標高 18 0 0 ~ 2 7 0 Omにして降雨量が 12 5 0 ~ 2 0 O O mm/年の地方に成立し Cedrus

deodara (Deodar), Pi nus excelsa・・・id P.wal I ichiana (Blue-pine)の生育する植生

である（西ヒマラヤでも冬期に降雪のある地方にもこの型の森林が見られる）。この型は東ヒマラヤ

に多く， Darjiling, Sikkim地方の如く降雨が多く，冬期に降雪が少なく，またその期間が短か

い地方では Tsuga brunoniana (Hemlock) , Taxus baccata (Yew)も混生し，下部には広

葉樹類の Quercus lamellosa, Q.Jineata, Q-spicata, Fam.Lauracese, Aceraceae, 

Backlandia populnea, Alnas nepalensis, Michelia excelsaが生育している。西部で

は Deodorは Blue-pineより生育地帯が低く，上部には Pi c ea sm i t hi an a, Ac er s pp, 

Juglans regia, Corylus, Celt is, Utmus spp, Quercus incana, Q.dilatata, Q.se-

mecorpifol iaが混生し，多様の針濶混交林を形成している。

この森林の中には遊牧民の破躁によって生れたと言われる Sholas林がある。これは Nilgiri,

Anama la i・, の標高 1500m以上や Madras地方の Palni高原に多く（草原に散在して）見られる。

この構成樹種は常緑，矮性，樹冠は拡がり，枝は多く，幹は捩曲していて，その主なる種は Terns-

troemia gymnanthera, Syzygium calophyl I ifol ium, S.montanum, I lex wightiana, 

Rhododendron arboreum, Gaul theria fragrantissima (この種は冬緑油の原木）である。

ll -3 Montane sub-tropical forest 

この森林は前者 2から熱帯の植生に移る中間的なものにして標高 750m~1800m(この高サは
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地方によって異る）に見られる。インドの様な熱地では低地は悪疫が多いので，健康的な高地が人類

の生活のために古くから利用され，近世にもゴム，コーヒーなどの農園に転用された。従ってこの型

の原生林に近い植生の弗存するものは， Assam, 西 Bengal地方のみに限られ，その主なる構成樹

種は Engelhardtia spicata, Castanopsis tribisloides, Schima wallichii, Betula 

c y I i n d r o s tac hy s, Pc hoe be a t ten u at aである。この型の中には亜熱帯松林とも呼ぷぺき植生

がDarj ee I in gからヒマラヤに沿うて Kashmir(Kashi, Nahga)地方，北東部の'Manipu r高原

の耕地化されない急傾斜の丘などに見られる。これはヒマラヤ地方では放牧や野火のためVCChi r -

P i n e (P i nus I on g i f o I i a i d P. r ox burgh i i)が生育したものであり，北東部の湿性地帯で

はKhasi-pine(Pinus khasya)が優勢である。

II -4 Mo i s t t r op i c a I f o r e s t 

湿性の熱帯林は次の 4種に細分される。

〔i) Tropical wet evergreen type (熱帯湿性常緑型）：これは 4の中で最も湿濶なもの

にして• 西Ghat, Andaman, Assam北部に多く，常緑の多くの樹種によって構成される，地方によ

り多小の種の相違があるが， Dipterocarpus indicus, Valeria indica, Palaquium spp, 

Mesua ferrea, Artocarpus spp, Hopea parvifloraが多く，北東部ではD.pitorus, 

Shorea assemica, Aqui !aria agal locha (Agaru)がまたアンダマンでは D. g r and i f l o-

rus (id D.griffithii), D.turbinatus, D-kerrii, D.incanus, D.costatus, Hopea 

odorata, Terminal ia mani i. T.bialata, T.proceraが多く， Mesua fer rea, Artoca-

rpus chaplashaは北東部や Andamanにも分布する。また特宝的なものとしてMysoreのAgube

には大径喬木（標高 36 m, 胸高径 1mに達する）の Poeciloneuron indicumが Elaeocarpus 

tuberculatus (Rudraksha)と共に生育している：

〔ii) Tr o p i ca I s em i -eve r g re e n t y p e (熱帯半常緑型）：この型は西海岸や Andaman,

Assamから Ben f? a l , 0 r i s s a地方の降雨量 15 0 0 mm/年の地区に見られる。西海岸ではこの型は

到る所にあり， Vateria indica, Hopea oarviflora, Xylia xylocarpa (ラテライト土壌

に多い）が主なる林木である。北東部には経済的に重要な大面稜の Sal林があり Shorea robusta 

が優勢である。然し， Sal樹が生育しないか或は伐採跡地にはMichilia champaca, Schima 

w a l l i c h i i (As s amや西ベンガルのみに分布）， Cedrela toona, Gnelina arboreaなどの

喬木が生育するが竹類（西Bengal, Assamの一部には Dendrocalamus hamiltonii, アッサム

東部にはMelocanna bambuso ides, オリワサには Bambusa arundinacea, 西海岸には Oehl-

andra, B.arundinaceaが多い）も混生し，蔓茎類も水湿の多い土壌には見られる：

〔iii) Tropical moist deciduous type C熱帯湿性落葉型）：この型は標高 30~37mの

低地に成立し，落葉性の優勢木が多く，常緑なものは下生に多い。そして竹類，蔓茎類（水湿のある

土地に）も生育している。喬木としては， Terminalia tomentosa, T.bel leaica, Di l lenia 

p e n t a gy n a , Ma d h u c a i n d i c a (i d Ba s s i a I a t e fo I i a)が多いが，南部や中部では Tectona

が， OrissaBihar, 西 Beng a 1 , As s amでは Shorea robsta (Sal)が，南部の Teakの分布
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しない植生には Pterocarpas marsupium, Dalbcrgia lat ifol iaが混 'Eしている c And;iman 

ではこの型の植生は Pte r o ca r pus d a I b c r g i o i des (Pad u k : , Te rm i n a I i a b i a I a t a, T. 

manii, T.procera, またマッチ原木として知られる大径木 VCanarium eupky I tum, Pteroc-

arpus tinctorium(id Sterculia campanulata), Salmaria Cid Bombax) insign-

isによって描成されている：

〔W〕 Mo i s t s e r a I t y p c (湿地籾）：この塑は 2種に分れる。 I)→ Tidal forest(湖水林）

は Bengal誇に注ぐ Ganges河の河口地帯に大1fti和に，またアンダマン諸国の河口にも成立し，イン

ドからバキスクンに亘って見られる。この樅生の主なる種は Hcriticra, Bruguic_ra, Rhizoph-

ora, Ccriops, Excoccaria, Carapa, Sonncratia, Avicennia sppにして，水際（河川(lJ)

にはニッパ梱＋（．、:ippa fruticans)が生育するこ '2'→ Fresh-wa !er swamp (淡水湿地林）は

lJt arr -prade sh, 西 Ben ga I , As s amの湿地に成立し，そこに生育する Barrington1a acuta-

ngula (Hijjal)は雨期には冠水しながらも優勢な生育をなしている。

II -5 Dry-tropical forest (乾性熱帯林）

この森林は降雨砒が 750~1250mm/年の地方に成立する次の①型と 12 5 ~ 7 5 0 mm /年に

成立する②の型た分れる。

①→  Tr op i ca I d r y de c i duo us Type (熱帯乾燥落葉型）は全士の大河川流城に大面梢に見られ

るが，その池方の住民の放牧，過伐，野火などの害を受けたものが多い。この植生の構成樹種は前述

の熱帯湿性落葉型より少なく（人為の破壊も種の減少に勁いている）。その生育も良好ではない。主

なるものは Shorea robsta, Tectonb grand is, Pterocarpus santalinus (Red-sander) 

Hardwickia binata, Boswellia serrata, Butea monospPrma, Anogeissus pendula, 

A.latifolia, Shorea-talura, Terminalia tomentosa, Soymida febrifuga, Acacia 

cat ec hである。この植．生の疎い群落には下生か草木によって占められ，乾期には野火に見舞われる

のが常である。また或ものはパルプ原料とされる竹類 (Dend r oc a I am us s t r i c tu s)匠よつて占

めら れ，或地方 (Mysoreや Madras)では Santalum album(Sandal-wood)が散在し，附近

の樹木匹その根を寄性しているのが見られる。

②→  Tropic a I thorn Type (熱帯有棘林）は砂漠や乾燥地方 (Raj as than, Pun j ab, U t tar -

Pradesh, Guara t, 中央部の乾地）に成立し，倭性たして有棘の木本類から構成され，その種は

Acacia s ppが特に優勢にして (A.arabica, A.ca tech, A.chundra, A. [eucopkloea, A. 

latronum, A.ferruginea, A.planifrousが多し、）， Prosopis spicigera (北西部に多い），

Euphorbia, Zizyphus, Mimosa, Aegle, Flacourtia, Capparis, Dichrostachys sppも

生育する。

Rの型とも言える Dry evergreen forest (乾性常緑林）は東海岸の Trinelveriから Nerole

地方に見られる。この地方は気候は不順にして降雨は主として北東季節風匠よってもたされ，その植

生は樹高 9~ 1 2 mの倭林であり，構成樹種は皮角質の葉を有し，樹冠が疎開したものが多く，主と

して Manilkara hexandra (irl Mimusops h. ) M.e Iengi, Diospyros ebenwn, Memecylon 
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edule, Eugenia sppが生育し，有棘の；龍木や蔓茎類が見られる，この植生は遊牧民の羊類に若葉

が喰い荒され，若しく行弱なものが多く，気象条件の悪いため正常の植生に掬帰し得ない様である。

Il -6 Certain scral forest (その他の水湿林）

河の流れが士砂を堆積して後にそこに植生が成立した水湿林とも言うぺき型のものはヒマラヤやそ

の他の山派地方の河畔に見られる。この構成種は Dalhergia sisso (Sisso), Acacia cata:h 

(Kha i r)が一般に多いが，肥沃な土壌にはインドではマッチ材として知られる Bombaxmalabaricum 

(Semu I)が生育する，この植生は河流の変更（洪水などにより）のために構成が変遷する（例えば

前記 Si sヽo Khairから SemuIに，次に Albizzia procera, Cedrela toona, Gnel ina a-rb-

orea, Dillenia pentagyna, Terminalia bellericaの群落となり，更に SaI林となって行

く）。

11[ インドの主要樹種について

針葉樹： 1 9 5 8年の記録ではインドの針葉樹林面梢は 2 6 0万 ha と言われ，全森林の約 3.3劣

に当なこの面禎は概略全世界のそれの 0.4 %'ア・シア全体の 7"'に当っている。インドにおける針

葉樹林（犬然林）の分布はヒマラヤに最も多く， Jammu , Ka s hm i r , Pu n j ab , U t t e r -pr ad e sh, 

Hi ma c h a I -p r ad e s h , As s am, 西 Beng a l , Man i pu rの一部にも見られる。導入種の造林地は

Nyrgirisの高地（標高 18 0 Om以上）やMadrasの PaI ni sに見られるっ現在経済的に重要な種は

Cedrus deodara (Deodara)→ 1500~2400mに分布， Pinuswa l I ichiana (Blue -

pine)→ 1500~3350mに分布， P. roxburghi i (Chi r-pine)→ 1200~21□Omに分

布， P.1nsularis (Khasi-pine)→ 900~1500mに分布， Pi c ea sm i t h i an a & P . s p-

i nu I osa (Spruce)→ 1 8 0 0 m以上に分布， Abies pindrow & A.spectabil_is (Fir)→ 

2400~3350mに分布， である。之等は一般に高地の僻地に分布し伐採利用されることは稀であ

る。

広葉樹：前記と同じ記録によればインドの広葉樹林面積は 75 8 0万haと言われ，全森林の 96. 7 

％に当る， この面積は全世界のそれの 12 % , アジア全体の 4 1 "/4に当っている。この森林は 2,000

m内外の海抜高以下に分布し，多種類の喬木にて組成される。現在経済的に重視される程の主なるも

のは Tectone grandis (Tesk), Shorea robusta (Sal), Terminalia tomentosa 

(Laurel), Dipterocarpus spp C Gurjan), Dalbergia latifolia, Palaquium 

ellipticum, Pterocarpus dalbergirdes, Santalwn albwn, Anogeissus pendulaであ

る。この中で Teakと Salはインドでは最も重視されている様であり， Teakは生育環境の良い地方

には人工の育成が行われ，その面積は次の如く毎年増加している。 Salも天然と人工の更新が行われ

面積的には次の如く増加している。

-9-
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Teakの森林面 稜

1949~1950年

1951~195211 

1953~1954 h 

1955~1956H 

4 3, 7 1 7 k m2 

51,329 ,, 

5 6.7 6 8 " 

sa133 " 

Sa Iの森林面摂

地 方 別
面 栢

1 95 0-5 1年 1958~59年

km2 km2 
Assam 1,41 3 2,709 

Bihar 6.03 7 33,504 

¥fadya-Pradesh 24,452 3 7,682 

Oris sa 24,771 28.733 

Rengal 686 5232 

（上表は 10 0 ye a rs of Ind i an fores t ryより引用）

またインドの低地，丘陵林において二羽柿科林木は重要な構成をなすも(/..)であって，前述の如く

Dipterocarous sppは熱帝降雨林型に， Sha rea robs taは季節風林型に優勢な生育をなす。

参考文献

A.world geography of forest product 

1 0 0 ye a r s o f Ind i a n f o re s t ry 

南洋材の知識

海外 林業事業調査資料 No.74 

1 956年 TheAmerican geographical Soc. 

1962年 Indian forestry institute 

昭 35年 会 田 貞 助

1 960年 林 野 庁

Indian tree; 1921, D.Brandis 

-10 -

J
T
 



第二章 セイロンの森林資源

I 森林の概況

国土面積 65 6 1千 ha(陸地 6474千 ha)の中で森林面積 2900千 ha であり，陸地面積に対し

4 5'1, を占め，人口 (10,625千人）の 1人当り 0.3 ha となっている。この森林の内訳は生産可能

林—ー 2 0 4 7千 ha, 非生産林— 1 2 2 3千 ha, 公共有林——. 2 6 9 7千 ha, 私有林—— 1 6 2千

haに分けられ，その中には施業や利用に制約を附されるものや，保安林的な取扱を受ける林分もあ

る。

樹木によって構成される森林面積は 28 2 7千 haにして，之等はすべて広葉樹よりなり，その密度

の優良なものと著しく不良なものがあり，前者は 16 0 5千 ha, 後者は 12 2_ 2千 haと言われる。而

してその総蓄積は 13 0 百万 m3~こして，その 5 4'1, は製材可能の材（セイロンでは胸高径 3 0 cm以

上）である。また全森林の生長量／年は 21 8 0千m3, 損耗／年は 85 0千 m3にして増加量／年は

1 3 3 0千 m3である。森林の木材総生産量 (1960~196年の平均）は 263千m3にして，この中

の 14 5千記は薪炭材， 11 8千 m3はその他の用材である。

（（以上の数字は F.A.0. 1963年版より引用））

この領城は 16世紀から 19世紀にかけて，ポルトガル，オランダ，英国の統治下にあり，之等の

統治者により森林は多大の破捩を受けたが，また現住民の焼畑耕作や乱伐による破壊も受けたのであ

る。従って再生林や草原の見られることは他の領城と同様であり，ダマナ，或はクラワと呼ばれる草

原は lmperat sppが見事な生育をなし，その中に木本類は稀にしかなく，東南部のものは野性動物

（象，水牛，豹）の生棲地として世界に知られている。

この国の西部（一部分を除いて）は所謂降雨林的の植生であるが，東部は季節風林的である。降雨

林的な森林には二羽柿科が優勢にして， Foxworthy氏の記録によれば，その中にはセイロン特有の

Doona, Monoporandra, Stemonocarpus sppを含んでいる。季節風林的の森林には特別の優占

種を挙げ得ないが， Terminalia, Chloroxylon, Diospyros, Anogeissus, Be.rrya sppな

どの有用材を産する種も生育し，往時には降雨林の木材よりも重視された種の溝成であった。森林の

分布上限は割合に低く（この国の最高峰は 22 4 1 mである），針葉樹の植生は見られない様である。

（然し植栽されたものはある。）

I 森林型と樹種構成

n -1 熱帯降雨林，熱帯常緑林

島の南西部の降雨量は熱帯の両季節風の影響を受けて最も多く (25 0 0 mm/年），気温も高く

（平均 C 2 5゚ ／年），その月別較差も小さい。従って所謂熱帯降雨林とも呼ばれる植生が成立してい

る。この型の森林は熱帯アジアの多くの地城（多雨地城）に見られるものにして，所謂二羽柿科降雨

林と呼ばれるものである。この森林は常緑性で，之を構成する樹種は多く次の通り，これ等の或る樹
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神は樹邸 4 5 m 
(/(も達し．森林の形態は西マレイ・ンャのも．つ i::';., ている、

この植生ぱまた Dipt c roe ar pus z<'I an i cum (TJ啜勢なナ、ラ群落, ¥1csua, Doona, Shorea 守

の壕勢なナダ ン群落 Vitex, Wormia, Chactocarpus, :¥n1sophvll;i, Dill<'ni;i sppの澤勢

な 群落（之は 2次的の朋'E)になる C・

ホラ群落は渓谷ゃ低地の湿闊な沖積河岸の士壌（この t壌は七刊が荏＜粘士 'flが少なく且つ排水が

良い）を好み， 3者の中では最も良い生f.fをなし，樹翡 4 Sm, 唸科径 13 0 Cm以上に達する巨木も

林内匹ぱ見られる 3

ナダン群落は前者より裔地の斜面や嶺部匹て，礫の少ない壌十ー竹の士壌を好み，前者に次いだ良好

な生育をなしている。而してその中の大径木は前者に劣らをい e

前 2者以外の 2次的群落は耕作跡地に多く見られ，その士壌は鉄分（之は種々の形をなしている）

の多いものにして甲物の生育には最も劣った地的条件を興えている．従ってこの栢生は熱帯常緑林の

中では最も劣った生長をなし，樹晶 3 0 m に達するものは稀にして，また樹幹，樹冠の幣形なものは

少ない。

降雨林は一般に大径材が得られ，材'ftも割合に良好なものが多いので，利用価値が高い，然し 2次

的の群落の如きは木材行源として軍視されることは少ない。

◎ 熱帯 常 緑 林 の 構 成 樹 種 id …同種

注 {'そ ・・・ 2次林に多い

（ ）・・・現地の呼称

Albizzia chinensis (0.)Merr. (Hulanmara) 

id stipulata Boiv. ( ")  

Albizzia odor a tis sima (L. F.)Benth. (Suriyamara) 

-lrAnisophyllea scholaris (L.)R.Br. (Rukattana) 

Artocarpus gomezianus (Del, Bedi-del, Kanagona) 

" zelanicus Jarret. (Del, Bedi-del, Kanagona 

''nobilis Thw. (Del. Bedi-del) 

''heterophyllus Lam. (Kos) 

Bombax malabaricum (D. C)S. & E. (Katuimbul) 

Bridelia retusa (L.)Spreng. (Keta-kela) 

Canarium zelanicum (Retz.)Bl. (Kekuna) 

Calophyllum inophyllum L. (Domba) 

" soulattri Burm. f. (Domba-kina) 

Calophyllum calaba L. (Gurukina) 

" bracteatam Thw. (Walu-kina) 

Carallia brachia ta (Lour)Merr. (Ubberiya) 

Careya arborea Roxb. (Kahata) 

Campnosperma zelanica Thw. (Aridda) 

Cassia siamea Lam. (Wa) 

Cedrela toona Roxb. (Toona) 

-t~Chaetocarpus castanocarpus (Roxb.)Thw. (Hedawaka) 

Cotylelobium scabriusculum (Thw.)Brandis. (Na-mendora) 
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Cryptocarya wightiana Thw. (Gulumora) 

Dipterocarpus zelanicus Thw. (Hora) 

" hispidus Thw. (Bu-hora) 

''glandulosus Thw. (Dorana) 

Doona gardneri Thw. (Yakahalu) 

zelanica Thw. (Dun) 

" congestiflora Thw. (Thiniya) 

''trapesifolia Thw. (Yakahalu) 

*Dillenia retusa Thumb. (Goda para) 

Durio zelanicus 
!lex zelanica (Hk. £) Max. (Andun-wenna) 
Litsea glutinosa (Lour.)C. B. R (Bomi) 

Madhuca fulva (Thw.)J. F. Macbr. (Wana-mi) 

id Bassia fulva Bedd. 
Madkuca neriifolia H. Lam. (Garn-mi) 

Machilus macrantha Nees. (Ululu) 

*Melia dubia Cav. (Lunumidella) 

Mesua ferra L. (Na) 

Mimusops elengi L. (Munamal) 

Mastixia tetrandra (W. ex Thw.)C. B. Clerke. (Diyataliya, Matswara) 

Mangifera zelanica (Bl.)Hk. f. (Amba, Etamba) 

" indica L. 

Neolitsea cassia (L.)Kostermans. (Dawul-kurundu, Kudu-dawula) 
id involucrata Lamk. Al. 

Palaquim rubiginosum (Thw.)Engl. (Tawenna) 

" petiolare (Thw)Engl. (Kirihembiliya) 

" grande (Thw) Engl. (Kiripedda) 

Pericopsis mooniana Thw. (Nedun) 

Semecarpus spp (Badulla) 

Shorea stipularis (? Mendora) 

Sterospermum personatum (Hassk.)Ch. (Dumu-madala, Lumu-m) 

~ Swietenia macrophylla King. (導入種にして Mahogany)
Syzygium makul Gaertn. (Alubo) 

L_ 

" operculatum (Roxb.)Nied. (Bata-domba) 

''gardneri Thw. (Dambu) 

Urandra apicalis Thw. (Uruhonda, Urakanu) 

*Wormia triquetra Rott. (Diyapara) 
Vateria copallifera (Retz.)Alston. (Hal) 

Vitex pinnata 
Xylopia parvifolia (W.)Hk. Thos. (Netaw) 

I[ - 2 漉性高地林

前記熱帯常緑林の北東部は地形は高地性にして，前記の森林とは少しく異った型の常緑性の植生が

あり，高度を増す('(つれてその構成種も漸時変化して行く。その重なるものは次の通り。

〇 標高 13 D Om以下に生育が多い樹種

Acronychia pedunculata (Ankenda) 

Kurrimia zelanica Arn. (Pelen) 
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Michelia champaca L. (Sapa, Gini) 

" nilagirica Zenk. (Wal-sapu) 

Pseudocarpa championii (Thw.)Hems 1. (Gonapana) 

Syzygium umbrosum 

〇 椋高 1300m以上に生育が多い樹種

Calophyllum walkeri Wight. (Kina) 

''tomentosum Wight. (Kina) 

Gordonia zelanica Wight. (Mihiriya) 

Meliosma simplicifolia (Elbedda) 

Syzygium rotundifolium 

Rhododendron arboreum 

II -3 中高地林

前記湿性高地林の東部は降雨が少なく (18 DD mm/年），土壌も浅く，保水力は弱く，加え 1年

の 4ヶ月以上が乾期であり，森林の成立には条件が悪い。従ってこの型の森林では常緑の群落は水湿

の多い土壌や渓谷のみに見られ，標高 9DD m以下には低地の散樹草原に多い次の如き樹種が生育する。

こ1 林帝の中高地には乾燥や浅い土壌が原因となって山腹が崩壊したり，或は焼畑や野火の結果大面

積の草原（之を乾燥パクナスと呼ぶ）となったものが多く， Careya coccineaのみが生育する。

◎ 中高地林の栂成樹種

Anogeissus latifolia (R. ex D. C)Wall. (Dawn) 

Butea monosperma (Gaskela) 

Careya coccinea 

Elaeodendron galucam (Rott)Pers. (Neralu) 

Emblica officinalis (Nelli) 

Gmelina arborea Roxb. (Et-demata) 

Grewia tiliifolia Vahl. (Daminiya) 
Myristica dactyloides Gaertn. (Malaboda) 

Nauclea orientalis L. (Bakmi) 

Pterocarpus marsupium Roxb. (Gammalu) 

Terminalia chebula (Ara la) 

" belerica Roxb (Bulu) 

II -4 半常緑乾燥季節風林

前記以外の地方は乾期が 1年に 5ヶ月以上も続き降雨量は少なく (18 D Dmm/年），その植生は

落葉性にして分布する樹木の径級は小さく樹高 1 8 mに達するものは稀である。而して之に生育する

樹種は次の通り。

Acasia leucophloea (R.)W. (Keariya, Maka -andara) 

Albizzia lebbeck Benth. (Mara) 

Adina cordifolia (R.) Brandis. (Kolen) 

Azadirachta indica A. Juss. (Kohomba) 

Aglaia roxburghiana (W. & A.)Miq. (Kanna-kompa) 

Alseodaphne semecarpifolia Nees. (Wewarana) 

Berrya cordifolia (Willd.)Burret. (Halmilla) 

Cassta fistula L. (Ehela) 

Chloroxylon swietenia D. C. (Buruta, Satin-wood) 

Chukrasia velutina (R.)Hk. £. ex Bedd. 
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Chukrasia tabular is A. Juss. (Hulankik) 
Cullenia ceylanica (G.) K. Sch. (Katuboda) 

''rosayroana K. 
Diospyros ebenum Koenig. (Kaluwara) 

" quaesita Thw. (Kalumediriya) 
Drypetes sepiaria (W. & A.)P. & H. (Wira) 
Ficus spp 

Felicium decipiens (Pihimbiya) 

Hemicylia sepiaria (Wira) 
Lagerstroemia speciosa (L.) Pers. (Muruta) 
Lannea coramandelica (Houtt.)Merr. (Hik) 

Madhuca longifolia (L.)T. F. machor (Mi) 

Manikara hexandra (R.)Dubard. (Palu) 
Mitragyna parvifolia (R.)Korth. (Helamba) 
Stephegyne Korth. 

Mangifera spp 

Pleurostylia oppos ita (Wall.)Alst. (Panaka) 

Premma tomentosa Willd. 
Pterospermum conescens Roxb. (Welang) 

suberifolium Lam. 

Pityranthe verrucosa Thw. (Dikwenna) 

Schleichera oleosa (L.)Oken. (Kon) 

trijuga W. 
Syzygium cumini (L.)Sheels. (Ma-dan) 
Tectona grandis L. (Thekka) 

Terminalia ar juna (R.)W. &A. (Kumbuk) 

" parviflora Thw. (Hampalanda) 
Ulmus integrifolia Roxb. (Godakirilla) 

id Holoptelea R.P. 

Vatica chinensis L. (Mendora) 
''obscura Trim. (Dummala-dun) 

Vitex pinnata L. (Milla) 
Walsura piscida Roxb. (Kirikon, Molpetta) 

II -5 海岸叢林

島の東部，北西部，南東部の海岸は乾燥性にして有棘の灌木類の多い森林であり，樹高 8mに達す

るものは稀である。この地方は 1年の中の 4ヶ月のみに降雨があり，その量は 12 0 Omm/年以下，

大気中の湿度も平均 60~75'11以下である。この森林の樹木は倭性，樹形が不整にして材としては

余り利用されないが，痔悪な砂質地を被覆するのに役立っている。その種は次の通り。

〇 灌木類として

Gmelina arborea (Et-demata) 

Memecylon rostratum (Kuratiya) 

Randia durr,entorum (Kukuruman) 

〇 喬木類として

Calophyllum calaba (Gurukina) 

Cassia fistula (Ehela) 
Chloroxylon swietenia (Satin-wood) 

Euphorbia antiquorum (Daluk) 

Hemicyclia sepiaria (Wira) 
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Manil≪ara hexandra (Palu) 

一般に熱帝常 緑林以外の森林の構成樹種は少なく，その径級が小さく，不幣の幹材を有するものが

多い。然しその材竹は頂，硬，強，美麗なものも多い。この咲な樹種の割合に多い森林としては半常

緑乾燥季節風林が挙げられる。

参考文献

A.world geography of forest prodact 1956年 The 細 erican geogrophical Society 

Note on Cey Ion timber 

海外林業事情調 査臼料

1 960年 Ceylon forest department 

1960年林野 Jf 
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第三章 東パキスタンの森林資源

I
4
,
 

I 森林の概況

東バキスクンの森林面積は 19 6 3年の報告によると約 22 1万 haで， 総面和の約 16 %に当り

ごく小面栢の一部領主所有林，約 10万 haを除けば， 全域国有林とみなしてよい。

I -1 地理的条件からみると（付図参照），束バキスクンは，北緯 2 1'3/.Jヽら 27°, 東経 88° と92°

との間にあって，南はペンガル湾に臨み，東南部は僅かにピルマに接しているが，それ以外はインド

の AssamBihar, West Ilengelの各州に囲まれている。 アジアでは大河川として数え上げられる

プラマプトラ，ガン・ンスの二大河が中央部，西部を貫流し，広大なデルク地帯をつくって，沖租陪の

大乎原で国 I:の大半を占めているが，北部では HimaI aya山脈に続く立陵地帯となり，東部と北東部

が Lushai llillsに連なり，それから Saraspore, Langtarai, Atharamiurの 3山系が分岐し

ている。これら吃陵の襟高は大体 3 0 0 m以下であるが， Lushai Hillsは南方にのひ:, Chit tagcng 

Hi 11'l'r;-icksになり，その椋高は 1,000 mを越える高峰がいくつかある。

デルク地域と渓谷地城の士壌は沖稜階が厘く，肥沃で米や茶の栽培地が多く，全丘陵地帯はモンス

ーンの進跨に、りり，雨址も多く常緑樹が繁茂し， Tropical Forestsを形成している。

気候は典刑的な熱帯季節風地帯で，気湿は寒発の差がl在とんどなく，年間を通じての平均 24°C 

（最低 1が c, 最高 34°c), 雨情はすこぷる多く，年平均雨駐は， 1, 7 0 0 ~ 2, 0 0 0 m mであるが，

一部 Sylhct地方では最高 6,3DO mm以上に達する所もある。一般的に言えば， 5月中旬から 9月中

旬までの 4カ月間がモンスーンの時期で，降雨量は最も多い。

I -2 植物帯の分布から言えば，その経済林の大半は， t ropi ca 1 evergreen fores ts (熱

帯常緑林）と tropical mixed forests (熱帯常緑・落葉混生林）に属し，全く広葉樹で構成さ

れている。斜稲樹では，一種， Podocarpus neriifpliaが高地に混生はしているが，量的には問

題にならない。

I -3 森林管理の組織では，国有林は屯バキスタン森林管理局長 (Chi e f Con s e r v a t o r o f 

F o r c s t s Ea s t Pa k i s t a n)の管轄下に属し，さらに地区的に―二大別されている。すなわち，

1) 東部地区森林管理区 (Conservator of Forests, Eastern Circle(chittagong)〕

: chittagongとchittagong hill Tracksおよび Cox's Bazarの地域。

2) 西部地区森林管理区 (Conservator of Forests, Western Circle (Dacca)〕

Sunderbans, D'lcca, Nasi rabad (Mymens ingh), Sy lhetおよびその他北部地方。

I -4 森林面積とその分布概況，管理区分は次表のとおりである。
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〔付表， 1〕 森林召源の分布面珀

森 林の種類 面 積 (ha) I 地 区
I 

森林の総面積 2, 2 D 9. 2 D 0 J Chit tagonszとC.Hi11 

Trac ts : 1, 2 9 5. 0 0 0 
t 常緑林と常緑，落葉

S、・Ihe t : 7U500 1, 4 9 5. 0 0 0 
混生林 Cox'c; Razar : 129,500 

2. 潮水浸水林 600.000 Sundarbans 

3. Sa I (サル）林 1 1 4, 2 0 0 Dace a, Mymens i nszh 

4. 落葉樹散生林 （不 詳）

5. 淡水浸水低地林 （不 詳）

〔付表， 2 〕 森林管理区分

区分 地 区 Reserved Forests Unclassed Forests 

Chittagong州および 5 9 5, 7 0 0 (ha) 7 7 7, 0 0 0 (ha) 

東＾ C.Hill Tracts州 （内 233,lOOhaは
部多
管ク Protected Forests) 
理 ゴ

Cox's Bazar地区ン 129.500 区 ジ

C Sangoo -Ma tamu Ii地区）

西＾
Sundarbans地区 600,000 

部 ダ
Dacca, Mymen sing h地区 111.600 2,600 

管ツ

理カ Sy I he t地区 70,500 

区ゞ
その他北部地区 （不 詳）
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東バキスクン概要図
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l 森林型と樹種構成

森林型は，森林の地域的分布にほぼ/fl.¥じて，それそれの自侭的安：和こ出応して区分するのが最も適

当である。

束パキスクンの森林型は大別すると， ff.種の吸良森林~~::: 経済的；ご；士侠'ffな碩'I:地帝に区分されよ

う。すなわち，

1) Tropical evergreen forests & semi-vergreen forests (熱帯常緑林と常緑・落

栗混生林）

2) Tidal forests (潮水ーを2水林）

3) Fresh-water low-level forests (淡水・低地林）

4) Open deciduons forests (落栗疎生林）

5) Sal forests (サル林）

6) Miner vegetational communities (低＇印釦 tオ＊）

これらの森林型は大慨，森林の地域分布に準じた分布状態にあるが，熱帯林の特質としてその樹種

描成は誠に複碓であり，道路網が不備の奥地林について，その内容を詳細に調査した報告はまだない

ようである。

以下現在までに，主として FAOの技術援助職且や，第 3回， 4回， 5回の世界森林会議に提出さ

れた Nat i on a I Rep o r tや， FAOの地城会議へ提出された Progress Reportの Dataを基とし

て，各森林型梱成とその森林行源の概況をまとめてみる。

II -1 Tr o p i c a I e v e r g r e e n & S cm i -e v e r g r e en f o re s t s (熱帯常緑林・落葉混生林）

東パキスタンでの最も有用な森林型であって，その分布は， ChittagongDistrictの Coxs

Bazar近辺と Chittagong hi 11 Tracks (チックゴン丘陵地帯）および東北部の SyI he tに広く

生育し，東パキスクンの森林面税の約 6 D %を占めている。その主要分布は， Chittagong Hi 11 

Tracks州にあるが，その地域には， c hkma族などの tribal area (原住民種族区域）が多く，約

1, 2 9 5.0 DO haの 6 D %に当る 77 7, 0 0 D haは unclassed forest (未格付林）として土地利用上の

区分が確立しておらず，森林管理上では林野当局の所管外で州副知事 (Chitta gong Hi I I Tracks, 

Deputy Commissioner)の管轄下に属し，森林に対する施業管理は何ら行われず，州副知事が個

別的に自家消費用材の伐採に許可を与えているだけである。原住種族民は sifting cultivation 

（移動焼畑）を行って生活をしているため，林地の荒廃・破埃がひど(, FA  0などの勧告によりそ

の対策が急がれている。

これらの熱帯常緑林と常緑・落葉混生林は，大概原生林状態で，搬出路の関係から施業的には未開

発林が多い (FAO調ぺでは利用林が 2,4 9 1, D D D h a)が，原住種族民の shiftingCultivattion 

（移動焼畑）や部落住民の日用木材の需要を考えると，多かれ少なかれ利用され，むしろ無統制の採

取林業が行われて，原生林の破壊が目立って来ている。特に， Chittagong州と Cox's Bazar近辺

の保護林を主体とする森林は，かっては ChittagongHi 11 Tracks州の保続林と同林型と推定さ

れるが，早くから乱伐され，現在大部分は再生林の型である。

以上，各地の森林を構成する樹種は多種多様であるが，その主体をなす樹種は， Dipterocarpus

Spp (Pakistan gurjun)が最も有用で多く，次いで， Swintonia floribunda (civit) 
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が比較的に多く，有用樹種の主要なものは次の通りである。

学 名 〔科 名〕 俗 称（地方名）

(1) Dipterocarpus spp. 

D. alatus, D. costatus, D. rnacrocarpus, 

D. turbinatusなどを含む， Dipterocarpaceae

二羽柿科
(2) Swintonia floribunda (Anacardiaceaeウル・ン科）

(3) Gmelia arborea戊 erbenaceaeクマツヅラ科〕

(4) Michelia charnpa叫 Magnoliaceaeモクレン科〕

(5) Artocarpus chaplasha 〔珈raceaeクワ科）

(6) Chukrasia tabular is (Meliaceaeセンダン科〕

(7) Trewia nudiflora 

(8) Eugenia spp. 

(Syzygium spp.) -〔Myrtaceaeテンニンクワ科〕

(9) Lagerstroemia flos -reg1nae 

syn : L. speciosa, 

(Lythraceaeミソハギ科〕

(1 O) Di chops is polyantha 

(Palaquium polyanthum) 

(Sapotaceaeアカテツ科〕

Pakistan gurjun, 

(garjan) 

． 

civit 

gamar 

champa 

chapalish 

(chapalash) 

chickrassy 

(chickrash) 

pi tali 

Jam 

jarul 

(jaul, ajhur) 

tali 

その他 Harnaful i Paper mi I lsのバルプ原料となっている竹 (Melacana bambusoides 

: mu Ii)は Hassalong地区から多菌に出材される。

Sylhct地区の森林は小面積（約 70,50Dha)で，内容も大体上記と同様であるが，ある地区で

は Daccaに多い Shorea robusta (Sal)が混生している。

1 9 6 2年「パキスクン・クイ木材工業開発」調査団一団長平井信二氏ーの調査によって，具体的

に資料の得られた

1) h:assalong Reserved Forests 

2) Kaptai造林地

3) nox's Bazar Forests 

についてその概要をまとめてみる。

Il -1 -1~assalong Reserved Forests 

前記のとおり， ChittagongHi 11 Tracksの保続林は東バキスクンの森林資源の主要な部分を

占め，総じて林相が良好であって，中でも ChittagongHill Tracks Forest Divisionの管

轄下にある北部の Kassalong河流城と中部の Rangkeong河流城（両河とも西流して Karnafuli

本流に合して， chitta gongでペンガル濡に注ぐ）の保読林は FIDCの手によって開発に着手さ

れている。

（注） FI  D C =  Forest Industry Development Corporation 

森林構成の概要を FIDOの作業実績からみると， Paburakari Forest Rangeでは総括的に

いえば， Dipterocarpus spp. (Pakistan gurjun)が 50 % , Swinton i a f Io r i bu nd a 
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(ci vit) が 40 <fh残りの 10劣が Micheliachampaca(champa), Artocarpus chaplasha 

(chapalish), Gmelia arborea(gamar), Cedrela toona(toon), Lagerstroem1a 

speciosa(jarul, ajhar), Palaguium polyanthum(tali), Mesua ferrea(nagesso, 

nagasari)などが混 'l:していると推定される。

この地城での開発竹史は年問伐採面積 10 0エーカー (4C.5ha)で伐採:fit2 0 万 C• f t (5, 6 6 4 

m3) を椋準としているので， ha山 1り 11 0 m3の収穫 !1l:である。伐採跡地は Forest Range 

Office (林区署）によって人上朋栽が行われている。槙栽樹種は Teeton a (teak, gegum)が

5 0 %その他 Dipterocarpusspp. (gurjun), Lagerstroemia spec1osa(Jarul), 

Artocarpus chaplasha(chapalish), Palaquium polyanthum(tali), Gemelia arborea 

(gamar), Swietenia macrophylla(mahoni) などを人工造林している。

Kasoalor:ig河のさらにI・.流の BagaihatForest Range地域の森林構成も Paburakari

の地区と大体近似のもので Dipterocarpusspp. (gurjun)が最も多く．次いで，

Swintonia sp. (civit), Gmelia sp. (gamar), Palaqui•.1m spp. (tali), Terminatia 

belerica(bohera), Artocarpus sp. (chapalish), Mesua sp. (naglsso), Calophyl-

lum polyunthum(kambed), Mangibera sylvalica(wild mango, uliam), Michelia 

sp. (champa), Syzygium spp. (jam), Albizzia odratissima(telaiya karai, kala 

s iris), Sterculia ala ta (goraok narikal), Amoora wallichii (pitraj), Albizzia 

stipulata(chakwa karai), Salmalia malabarica(simul), Lagerotroemia speciosg 

(jarul), Bischofia javanica(Bishop wood, uriam, kanjal), Anthocephalus 

cadamba(kadamba), Tetrameles nudiflora(chundulu, chemdul, maina) Duabange 

s onneratiordes (lampati, banderhola), Chukrasia Tabularis(chickrassy, 

chikrash), Lophopetalum sp. (raktan), Pterospermum spp. (Moss darmara), 

Cordia sp. {bahal), Artocarpus sp. {barta), Trewia sp. (pitali), Cinnamomum 

sp. (ニッケイ） (gandroi, kasturi) など多くの樹種が混生している。

Bagaihat地区での FIDOは 1960~1 965年の第二次 5カ年計画でアメリカの援助資金に

よって完備した機械化作業で集材搬出を行っているが，現在のところ採算上，小径木を林地に残すた

め，蓄積の 3 0 %位に当たる大径木だけを抜き伐りして出材し，残存木は焼き払って，跡地には

teakや gamarの造林が行われている。

Tl -1 -2 Ka p t a i造林地

Kaptai Forest Rangeには古い造林地がある。 teakの植栽が主であって，最古のものは1860

年植栽であるが， Kapi ta iでは 18 7 3年以降ピルマの teakを導入して行われている。従って約90

年生の優良なチーク林がある。伐期令は 8 0年とされていて，すでに伐期に達したものも多く， 8 0 

年生で直径 40~5Dcmに達している。 1 8 9 0年以来， mahoganyの植栽も行われ 50 ~ 6 0年生

のものが多く，直径 30~40cmで直幹で，形質も良好であり，蓄積の推定は 500~700m3/ha

である。
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11 -1 - 3 Cox's Bazar周辺の森林

Ch i t tag on g F o r e s t D i v i s i onの管内， Cox's Bazar Forest Subdivisionの管轄地域の

森林は，

1) Res e rv e d f o res t (保続林） 1 3 0. 6 4 0 ha 

2) Protected forest (保護林） 1 2. 9 5 0 ha 

となっており， 転 served forestの大部分は， ChittagongHi I l Tracks州に属する Sangoo, 

Mat amu r 1両河流城の森林で， 1 9 6 3年現在では殆んど手の入っていない原生林であり， 1 9 6 5 

年~1 9 7 0年の第三次 5カ年計画 (1 9 6 5年 7月から）開発に着手されている。交通運搬関係が

極めて困難な地域で，森林構成の詳細は不明であるが，林況の概要は Kassalong流城に類似のもの

で，ただ主林木のうち， gur j anよりも CiVi tが多く， 50外を越すと報告されている。 Cox's

Bazarに近い小面積であるが 19 6 2年に伐採事業が行われ1t.6 7 2 haの地城での実績では，皆伐

作業で用材： 17.868m丸燃料材： 3 5, 2 1 5 m3 , 竹材： 4, 9 9 7. 1 i 8本と報告されている。 伐採

木は立木で周囲 2ft (約 6 1 cm)以上を対象にしているから，用材の利用材績は約 26.6m3/ha

燃料材で約 5 2 m3 / ha平均に当たり，これらから蓄積損を推算すると，利用率用材 5 0 <{I,, 燃料材

7 0 %と仮定して，立木蓄積径 18cm以上が約 12 5 m3 / haと推算され，その他竹の生産を総乎均

して約 7,5 0 0本/haが合算されることになる。

主要な用材樹種は，

1) Cox's Razarに比較的に近い林地では， gur』un, c1vit, jam(Syzygiwn Bassi叩 cnia),

boilam(Onisoptera glabra)などであり，

2) Mitha chariの伐採地では， civil, gurjun, jam, chapalish, uliam, horoi ( 

Al b i z z i a p r oc e r a iクイワンネムノキ）などで jamが多くなっている。

いずれにしても各林地の樹種構成は， gurjunか CiVi tが用材蓄積の 80~90'{/,を占め，その

いずれかが 5 0 <{I, 内外で主林木となっている。そして用材としての利用材稼は乎均して 2O ~ 2 5 m3 

/ haで， さらに伐木・搬出および木材加工の技術向上によって，用材利用の歩止りは倍増され得る

ものと考えられる。

伐採跡地は直ちに人工造林することを原則とされ， 1 9 6 2年~1 9 6 3年にこの地区で人工造林

面積は伐採跡地で約 67 2 ha, 無立木地 49 2 haの合計 1.1 6 4 haで，立地条件に応じて teak,

g u r j u n, g ama r, j a r u lなどが植栽されている。

"― 2 Tidal forestsーマングロープ林（潮水・浸水林）

この熱帯常緑マングロープ林はガンジス河口の大三角州沿岸，一部は東部沿岸 Cox's Bazarから

南岸沿いにピルマ沿岸に続くが，この地域はUnclassedForests (未区分林）として，地元住民

の燃料など自家用材の供給源として利用され，森林資源としては，東バキスクンの「美しの森」と呼

ばれている西側沿岸，インドとの国境に接し1t.Sundarbans地区のmangrove林が主体である。こ

の地区の面積は 19 4 8年の F.A,0,の公式報告では約 2,0 0 0 s g・m i l e s (約 52万 ha) となっ

ていたが， 1 9 6 3年の報告によると， 6 0万 haと推算されている。大三角州地区内で睦上交通路
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が皆無 の 現 吠 で あるから，利用林劣など人だ匹↑ 明であるが. : 9~ ・年~i 9 6 3年 7.J伐出実 $:'iiから

ha当り約 50 m0と報告されている(/)で．約 3,0 0 0 Jj面の甲材呑所があると推符され，燃料材を含

めると，さら区多；1しの菩積が期待され．優良林分で；ま ha.!.'! り:S~m'~ 2~-Ccm3 の立木蓄積がある

と報告されている，，

主要樹種としては，

1) Heritiera minor, H. for mes (sundriと総称）

2) Excoecaria agallocha (gewa, genwa) 

3) Ce rips R oxburghianurn (goran) 

の 3種が主材木の有弔材で 80~90%を占めている。その他Arnooraculcullata (amoor), 

Avicennia officinalis (baen, kalabaen), Bruguiera gymnorhiza (kenkra, 

kankra), Carapa moluccensis (passur), C. obovata (dundul), Sonneratia apetala 

(keora), S. acida (ora)などで，そのマングロープ類は約 2 0種を数え，マングロープ林の背

後林として相当依のニッバヤン林 (Nipa fr u t es c ens : Q'O I pa t ta)がある。

-1 9 5 3年パキスクン梨林省の汽科によると，約 52万 haの地域に渡り， Sund r i (Hert i c ra 

s pp. )が 6 5 %で樹邸は 12~21m, 胸高径 24~30cmで，生長は極めて遅く 15 0年生で

造船材に適し，小径木は防腐処理をすれば，良質の電柱に利用できる。次いで有用材は gewa(Exe-

a c ec a r i a s p .)で，材’目は軟らかく，マッチ用材，パルプ用材に適し，蓄積の 10~1 5%を占め，

fr, 哲木として gor a n (Ce r i o p s sq .)は良質のクンニンが樹皮から採れ， 材は高カロリーの燃料材

が得られる。 goranは極めて生育が良く，更新も容易なので，これから得られるタンニンは国内需

要のみならず，将来工業化が進めば，輸出用に充当されるものと期待されている。

Sundarbans地区の林内作業は，林内匠虎，河川とクリーク匠鰐が多く生息していまだに危険が多く，

また，潮の干跨に制約され，満潮時には，作業が不可能の状態であり，陸路は皆無に近いので，今後

の唱発も容易でない。

l[-3 Sal forests (サル林）

東パキスクン (J_)中央部地域約 11 4, 2 0 0 haにわたり， Shorea robusta(sal)を主材木とする

森林が分布し，小面積の私有林（数百プロックの農地に囲まれ点在する。）は，地元民の伐採と焼畑

がくり返えされ，現在林野当局の管理林 (vested forests)とされている。残りの約 11 2, 0 0 0 

haは 保 続 林 に 編入されて，利用樹種として Shorea robusta (Sal)を主林木とし， TPrm i na I ia 

be Jerica (bahera), Di l lenia pentagyna (hargaza), Albizzia procera (sada koroi) 

など Albizzia sop_ (koroi)類が混生している。良好な林分で， ha当たり 12 0記内外の 蓄積

があると推定される。

1[一4 Open Deciduous Forests (散生落葉林）

Cox's Raz a rと Chi t ta gong Hi I I sの近接地の丘陵の陵線で水分の乏しい森林型で，倭性樹種

が多く，利用樹種としては， AI b i z z i a s p P. (k or o i) , Trew i a nu d i f I or a (p i t a I i) , 
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Terminalia bclerica(hahera)その他 Rauhin ia spp. (kanchan), Phv I Ian thus sp. 

(am I ak i)などが報告されているが，面積や菩段の詳細は不明である。

II -5 Fresh-water, Low-levPI Forests (i灸水・没水林と低地湿潤地林）

この森林型は東ペンガル地域，特に S、.I hP tの南部や 1¥-IymensinghDistrictsの低地湿澗地に

分布するもので主要な利用明神としては， Barringtonia acutangula(hiual), Crataeva 

rel igiosa (boran), Lagerstroemia spp (jarul)であるが，汽源としては，地元民自給用

である。

n -6 その他竹林および Savanna type 

竹類は Chittagong, Cox's, Bazar, Sy I he t地城の常緑林と半常緑林地帯に混交または群生し，

林産物として相当軍要な汽源価値があり， MeI o can n a b amb us o i de s, Te i nos tac h s j um du! I oa, 

Bambusa tuldaなどが址的にも利用価値も高く，その他 Oxy t e n a n t h e r a a u r i c u I a t a , 0 . n i -

grociliata, Teinostachyum griffithiiなども経済的に利用価値があり，建築の柱，壁材，

床敷，尻根その他現地民の日用品材料，工業的にはパルプ原料として重要汽源である。

Me I o c a n n a s p. は太さ（周囲） 15~23cm, 高さ設高 12 m普通 7~ 1 0 m, Teinostach刃n

s P. と Bambusaは高さ 20 mに達し，太さも 23 c m ~ 3 0 c m, Ox y ten a n the r a s ppは太さ 15cm 

内外， TcinostachyumSP. は 3~ 8 cmの小径のも(/..)である。
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バキスクン木材利用工業計画槻査 報告・.!l=

乎井信 二（東大教授）外 4名 日本， 海 外 技 術 協 力 事 業 団 19 6 3 . 9月

熱 帝材の識別，林業拭験場研究報告第 15 7号 須藤彰司 1 9 6 3 . 9月

14. 地図： Bartholomew's Atlas 4 0 0万分ノ 1

［付］ 参考資料

東パキスクンの林産事情

統計資料を欠いているため，東バキスクンだけの林産事情の詳細は不明であるが，断片的であるが

手許にある木材生産屈を参考までに記しておく。

1. 1959年~1 9 6 0年 (19 5 9年 7月~1 9 6 0年 6月末まで）

用材

燃料材

国有林生産 4 2 4,8 0 Om3 

民有林生産 46,730 

（計） 471,530 

国有林生産 849,600 

部 落民自家用 （不詳）

2. 1 9 6 2年~1 9 6 3年.Sundarbans地区の年間伐採生産量（単位： 1,000c.ft=28.32mり

s u nd r i (4, 3 0 0) , gew a (5, 6 0 6) , go ran (4. 3 4 8) , Keo r a (3 5 7) , pass u r (6 7 8)な

どで合計約 1,5 0 0万 Cft. (約 42万 m3), そ の う ち gewaは新聞紙製紙工場へ約 13万 m3, マッ

チ工場へ 2~3万 m3使われたが，多くは東バキスクンの年間燃料材の主要供給源となっている。

まft., goranはクンニン工場の原料として使われる。 (F.I.D.C提供資料による）

3. 1 963年 7月 ~1 9 6 4年 1月の間， Chandpai Forest Rangeにおける木材生産量は，合計

約 14万 Cft (約 4,0 0 0 m3)でそのうち sundriが最も多く約 2/3の 9万 3,000c.ft (約 2,630

m3)で，そのうち 60 %が電柱材に供された。

〔注） 1 9 6 3年~1 9 6 4年 .FAOの Forest Products Year Bookによれば，西パキスク

ンを含めたパキスクン国合計木材生産量は

用材

燃料材

となっている。

1 1 0万 m3

2 6 2.2万 m3
合計 3 7 2. 2万 m3
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第四章 ビルマの森林資源

I 森林の概況

ピルマは北緯 1 0度から 2 8度，東経 93度から 1 0 3度に位置し，総面積は約 67 a O O O km2で

我が国の約 1.8倍に当る。人工は約 2,000万人で，増加率は約 1.5弔である。

ビルマは山脈が南北に走り，地形的にはおおよそ 3つの地域に分けられる。すなわち，西方の

Ar akan山地と束方の ShamPlateauおよびこの両者に挟まれた中央の低地帯である。 Arakan山

地は北はインドの Assam国境を南々西に走り，下ビルマに入って弓状に南々東に方向を変えて Negr-

ais岬に達し，ここで一旦海中に没するがその延長は Andaman諸島， Nicober諸島となって現われ

る。この山地には 3,00 D m以上に達する山がある。一方東の Shan Plateauは雲南高原の続きで，

平均して 1,000~1,2oomの高度を保つが， Salween川によって深い渓谷が穿たれ，また西側は約

1, 0 DO mの沿とんど連続した断崖となって Sittang川の谷に臨んでいる。中央の低地帯は南北に貫

ぬく Irrawaddy川と Sittang川の 2大河によって作り出される大平野部も含み，ところどころ低い

丘陵が見られる。南部の河口付近は川が複雑に分流して巨大なデルク地帯を形成している。 Shan

Plateauに続く東南部は， Tenasserimと呼ばれ，クイ国境をマレー半島に伸びて北緯 10度に達

する。

I -, ビルマの気候は本質的にモンスーン気候に属し， 5月から 10月はベンガル湾より吹いて

くる温度の高い南西季節風により雨季となり， 1 D月下旬より 5月始めにかけては内陸からくる乾い

た北東風によって乾季がもたらされる。乾季には一般に雨がきわめて少<, 年間雨盤の大部分は雨季

に集中するので，年降水量の分布（図 1)は雨季の雨量分布とほとんど一致する。南西の季節風を直

接受ける Arakan山脈の西側斜面や Tenasserimの沿岸地方ではとくに雨が多く 5,00 0 mmを越え

るところがあり，世界有数の多雨地帯となっている。これに対しArakan山脈の蔭となる内陸部は雨

が少(, mandala yを中心とする平原地方では年間雨蓋 1,DOD mm以下となる。

I -2 気湿は乾季に入った 10月~2月が最も低く，涼しい時期で， 2月から上り出し雨季前の

4月~5月に最高に達する。この時期には気温は緯度の高い内陸部でかえって高温で， MandaI ay付

近で最も高く， 4月~5月の乎均気温が 30°0を越える。しかし 1D月~ 2月の冷涼季の気温は北方

ほど低いので， 1年間の気温較差は北方ほど大きくなり，例えば，南岸のMoulme inで約 4°0,

Rangoonで約 5°0であるがMandalayでは 11°Cにもなる。なお北部での最低気温は 12月 ~1月

の 15°~ 1 6°Cである。 Tenasserin地方では乾季が比較的短かく，またこの時期にも北部に比ぺ

て多少の雨が降るのでゴムの栽培が可能となっている。

ビルマの森林面積は約 3,693万 haで国土面積の約 55 %に当る。このうち保護林が 893万ha,

未区冷林が 2,800万 haとされている。これを林政区分的な地区別に見た場合の各林区の森林面積は

次表の如くである。
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福井英一郎： 「南方嶼の気候」 より

図 2 年降水量

(1,000 m m以下と 2,000mm

以上の地帯を示す。）

L,D.Stamp: "The Vegetation 

of Burma "による。
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保 晦 林 未区分林

， 

I ha ha ha 
海辺林区

i 
2,352,600 10.356,3 00 1 2.7 0 8.90 0 

ライン林区 ' 785,900 1.4 04.6 0 0 2.79U50 o 
I 

＇ 
Sit tang林区 1,344,800 1,336,800 2.6 81.60 0 

北方林区 1. 775,600 5,317,400 7.0 93,000 

Chindwin林区 1.85 6,5 DD 5.4 67,400 7,323,900 

Shan State 81 9,1 0 0 4,1 1 0.1 0 0 4,929,200 

8,934,500 2 7,9 921, 0 0 36,927,100 

ビルマの森林で木材汽源としての価値が高いのは常緑樹林と季節風林である。前者には Dipter-

ocarpaceaeの Dipterocarpus, Hopea, Shorea, Parashoreaなどの属の常緑樹木が多く含ま

れ，後者には teakの外 pyinkads, pyinma, taukhyan. padank等の僭良材を生産する樹種があ

る。またやゞ乾燥した季節風林には in, ingyin, thi tya等の落葉性の Dipterocarpaceaeの樹

木が見られる。海岸のマングロープ林も薪炭材及びクンニンの資源として重要である。

I 森林型と樹種構成

St amp (1 9 2 5年）によると，ビルマの低地植生は雨量から約 2,000mm以上， 2, 0 0 0 ~ 1. 0 0 0 

mmの間，約 1.DO O mm以下の 3つの地域に分けて考えられる。（図 2)。雨量が 2,00 0mmも越え

る地域では常緑樹林が発達し，典型的な季節風林に見られない。ここでは Teakは生長は早いが樹幹

た空桐又は溝が入り易い。雨量が 2,0 0 0 mm  ~ 1, 0 0 0 mmの地城は季節風林地帯に属し，樹木は乾季

の 1月~2月に落葉し雨季の始まる約 1ヶ月前の 5月頃に新葉を出す。主要な Teak樹林はこの地域

に見られる。雨量が 1,0 0 0mm以下の地域はいわゆる "Dry belt"で，樹木は樹高が低くなり，乾

燥程度に応じて疎開した Savanna林から Thorn Forest, さらに半砂漠灌木地帯に変化する。一方

海抜約 9O Om以上の山地には主として暖帯林の植生が発達する。これらの各地帯に於ける檎生は，

それを構成する樹種によって次のようにさらにくわしい森林型に分けて考えることができる。

(1). Lowland Vegetation (低地植生） (900m=3,00Dft. 以下）

(A). Wet Evergreen Forest (湿潤常緑樹林）

(1). Evergreen Dipterocarp Forest (常緑フクバガキ科樹林）

(2). Wet Evergreen Forest, Northern type (北方型湿潤常緑樹林）

(3). Mixed Cane Brake 

(B). Monsoon Forest (季節風林）

(1). Pyinkado or Semi-evergreen Forest (Pyinkado樹林）

(2). Moist Teak Forest (湿性 Teak樹林）

(3)、Dry Tesk Fore st (乾性 Teak樹林）

(4). Pyinma Forest (Pyinma樹林）
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(5). Semi-Indaing (準 In樹林）

(6). Indaing (In 樹林）

(C). Savanna Forest (サパンナ林）

(1). Diospyros Tore st 

(2). Dry Deciduous Forest without Teak 

(3). Than-Dahat Forest 

(D). Thorn Forest, Thorn-Scrub and Semidesert 

(l) . Sha-Dahat Thorn Forest 

(2). Sha Thorn Scrub 

(3). Zizyphus Thorn Scrub 

(4). Euphorbia Semi-Desert 

(E). そ の 他

(I) . Valloy Swamp Forest 

(2). Kanazo Forest 

(3). Mixed Delta Scrub 

(4). True Mangrove Forest 

(5). Beach or Dune Forest 

(6). Salt-marsh Vegetation 

(7). Fresh-water Swamy Vegetation 

(8). Lake Vegetation 

(9). Bamboo Brakes 

(II). Mountain Vegetation (山地植生） (90 Om= 3,0 DO ft. 以上）

(1). Oak Forest (常緑プナ科樹林）

(2). Pine Forest (マツ樹林）

(3). Rhododendron Forest 

(4). Bracken Brake 

(5). Mountain Bamboo Brake 

(6). Mountain Grassland 
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口 耕作地

匪］ 乾 燥 地

□ 季節風林

■ 常緑樹林

厖 山地帝

図 3 主要植物分布図

次にこれらの主要なものについて説明する。

II -1 Lowland Vegetation 

(A) Wet Evergreen Forest (常緑林）

この森林（とくに常緑フクバガキ科樹林）はMalay半島， Sumatra, Borneoに見られる典型的

な熱帯降雨林 (TropicaI Rain Forest)にきわめて近いもので，樹木の一部は乾季に落葉する

が，森林全体として見れば一年を通じて常緑の様相を保っている。

O) Eve r gr e en Di pt er o ca r p Fores t (常緑フクバガキ科林）

この型の森林は，雨量が 2,00 0 mmを越え，乾季・雨季の差が甚だしくないピルマ南部に成立して

いるが，とくに雨量 5,0 0 0mmに達する。 Tenasserimにおいて最も著しく発達している。 Arakai.

および Pegu Yomas南部にも分布し，北は Thayetmyo地方にまで見られる。北へ行くほど土壌が1

年中湿り気を失わない河岸沿いなどに成立する。

樹種はひじょうに多いが，中でも優占種として Dipterocarpaceaeに属する樹木の占める割合が

高い。上層木はふつう 45~60mに達し，常緑樹種と落葉樹種からなっている。また Dipterocarp.1s 

spp. などは毎年落葉するが，古い葉が完全に落ちる前に新しい葉が出る。中層および下喘の樹木は
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ほとんどすぺて常緑性のもので，椰＋類，竹類，藤類が多 .r.: i炉 t祁物，つる性樅物も豊1:rである。

草木庖はまばらで，イネ科の草木は全くない。

用材，薪炭材の行源としてこの森林は Teak林に次ぎ頂要である、 l>1pterocarpaccaeの樹木，

とくに kanyin (Dipterocarpus spp.) は南に行くほど多くなり，代~的なものは D.alatus,

D. g r and i f I o r u s, D. pi I o s us , D. I u r b i n a I uヽ などであるつこれらは材竹ほゞ等しく，

Ke ruing (Malay, Indonesia), Apitong (Philippine), Yang (Thai) と呼ばれるもの

に相当する。 Dipterocarpaceaeのものにはこの外， kaban (Shorea spp.), kaunghmu 

(Anisoptera sp.), thingan (Hopea odorata), thingadu (Parashorea stellata) 

等がある。 また Lagerstroemiaspp. (Lythraceae), anan (Fagraea fragrans, 

Loganiaceae), kanzaw (Bassia longifolia, Sapotaceae), gangaw (Mesua ferrea, 

Guttiferae), myanklok (Artocarpus lakoocha, Moraceae), Taungthsyet 

(Swintonia picrrei, Anacardiaceae), Buchanaia lancifolia (Anacardiaceae) 

などもこの森林を構成する主要樹木であり，用材としての価値も高い。これらの樹木は，通直，円筒

状の明幹も有し，周囲 4.5 m, 枝下高 30 mに達する地域，即わち東北部 Bhamo, Ka th a, Myi tkyina 

ー 地方から西北部 Assam国境付近にかけての平地から山腹'I(再び湿潤常緑樹林が現われる。 Bhamoよ

り少し下った mogok地方にもこの型の森林が少し見られる。上述の南方型（湿瀾 Diptercarpaceae 

樹林）との大きな違いは Di p t e r o c a r pa c e a e (I_)ものが少ないことで， Dipterocarpus alatus, 

Hopea odorata, Anisoptera sp., Parashorea stellataなどは全く姿を哨し，代りたや、

山地性の Dysoxylum(Meliaceae), Ced re la (同）， Chukrasia(同）， Michelia (Magn-

ol i aceae)などが入ってきている。しかし， Myitkyina,Hatha地方にはまだDipterocarpus

laevis, D.turbiratusが弗っている。この森林は上部でカ・ン・・ンイ類を主体とする山地常緑樹林

と接続し，部分的に混交している。下層には竹の一種， Dend r o c a I amu s h am i I t on i iが多く，こ

れも南方型にない特徴の一つである。藤類，木本性・ンダ類も多い。主要樹種は，

Mesua ferrea (Guttiferae), Terminolia myriocarpa (Combrefaceae), Shorea 

assamica (Dipterocarpaceae), Dipterocarpus laevis, D. pilosus, Disoxylum 

binectariferum, Cedrela spp. , Morus le (Moraceae), Eugenia spp. 

(Myrfaceae), Artocarpus fraxinifolius (Horaceae), A. lakoocha, Mangifera 

indica (Aracardiaceae), Alstonia scholaris (Apocynaceae)などである。低地には

ときに Teakも生育するが，丈低く，枝を広く張り， UfUfつる性植物におおわれで＾る。落葉樹林

地帯との境ではGmelinaarborea (Verbcnaceae), Tetrameles nudiflora (Datiscaceae), 

Protium serratum (Burseraceae), Adina cordifolia (Rubiaceae), Lagerstrocmia 

flos -reginae (Lythraceae) などの落葉性の樹種が多い。

(B) Monsoon Forest (季節風林）

この森林はかなりの雨量があるが，雨季・乾季が多少とも明瞭に区別される地城に広く見られ，乾

季に落葉する樹種が主体をなしており，混生落葉樹林 (MixedDeciduous Forest)と呼ばれるこ
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ともある。主として雨故および土壌条件の違いによって次に述ぺるいくつかの森林型が認められるが，

優占種として Teakを含む森林が経済的に特に軍要である。樹高は一般に先述の湿潤常緑樹林より低

く，下庖に竹類の多いことが特徴である。また草本陪も豊富になる。

(1) Pyinkado or Semi-evergreen Forest (Pyinkado樹林）

この森林は Pyinkado(Xylia xylocarpa, Leguminosae)を優占種とし，主として雨飛が

2, D D D ~ 2, 5 0 D mmの地城に発達している。即ち湿澗常緑樹林と湿潤 Teak樹林の中間地帯を占め，

Pegu Yomas南部， Tenasserim北部， Arak an南部にかなりの面租がある。また士壌が貧弱な場

合は，より雨祉の多いところでもこの林が生立している。 Pyinkado樹林中にも Teakが生育するが，

樹高がやや低く， しばしば樹幹基部に深い溝が入る。その他の主要樹木には，

myaukchaw (Homalium tomentosum, Flacourtiaceae), yemane (Gmelina 

arborea, Verbenaceae), bambwe (Carey a arborea, Lecythidaceae), gyo 

(Schleichera trijuga, Sapindaceae), Terminalia tomentosa (Combretaceae) 

などがある。 kanyin (Dipterocarpus alatus, D. turbinatus, Dipterocarpaceae), 

Pyinma (Lagerstroemia spp.) も見られるがあまり多くはない。下団の竹類は kyathaing

(B amb u s a po I yma r p h a)が代表的なもので， tin (Cephalostachyum pergracile), 

wapyu (Dendrocal amus membranaceus)なども見られる。

(2) Moist Teak Forest (湿性 Teak林）

Teak ('l'ec ton aggr and is, Ve rbenaceae)は広い範囲にわたっていろいろな型の森林に生育

しているが，森林の主要な構成要素として出現するのは雨最がおおよそ 1,D D D ~ 2, D D D mmの地帯で

ある。 Teak樹林は湿潤型と乾燥型に分けて考えられるが，前者は雨量が 1,5 D D ~ 2, D D D mmのとこ

ろに多く，後者は 1,D DD~ 1, 5 D 0mmのところに見られる。しかし Tenasserimの北部では 2,5DD 

mmに達ナる地域でも良好な森林がある。湿性 Teak樹林が良く発達しているのは， Pegn Yomas, 

西部 Thagcrmys,Katha, Bhamo, Mogok地方で，とくに PegnYomasの排水のよい肥沃な砂岩質

の土壌では Teakは最大の生育を示し，樹高 35~4 Om, 枝下高 20~25mに達し，通直・完満

で品質最も優れた材を生産する。この森林において Teakが胸高周囲 2.3 D mに達するには 1 5 D年

を要するという。

Teakは純林を形成することはほとんどなく単木的に散在し，また主要樹木の 1D弔以上になるこ

とも少ない。湿性 Teak樹林においては数の上でむしろ先述の Pyinkadoが上回っている。この森林

を構成する樹種には他に

yon (Arogcissus flabellifera, Combretaceae), gyo (Schleichera trijuga, 

Sapirdaceae), myaukchaw (Homalium tomontosum, Flacourtiaceae), knaw 

(Adina cordifolia, Rubiaceae), bambwe (Careya arbor ea, Lecythidaceae), 

padauk (Pterocarpus macrocarpus, Legumirosae), thinwin (Milletia pendula, 

Leguminosae), kathit (Erythrina ovaligolia, Leguminosae), nagye (Ptero-

spermum semisagittatum, Sterculiaceae), petwun (Berrya ammonila, 
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Ti I iaceae)があり，低地の湿り気の多いところでは

kanyin (Dipterocarpus alatus, D. turbinatus, Dipterocarpaceae) r,yinma 

(Lagerstroemia sp.) も見られる。東北部の Bhamo, Katha, Mogok地方では樹種が

ゃ>少なくなり， yon, gyo, nabeの他に yemane(Gmelina arborea, Verbenaceae), 

thadi (Bursera serrata, Burseraceae), terminalia belerica (Combretaceae), 

E laeocarpus bracteatus (Elaeocarpaceae)などが主体となっている。 Pyinkadoの 北 限

は 24°N付近で，このあたりにはほとんど見られなくなっている。これらの樹種の多くはインドおよ

び Indochina半島の湿潤な季節風林に広く分布し．有用な木材を生産するも(/..)が少なくない。

(3) Dry Teak Forest (乾燥 Teak林）

この森林の成立するのは大体雨祉が 1.0 0 0 mm以上であるが，雨祉の上限は土壌条件の違いによっ

て一定しない。即ち，乾燥気候の森林の特徴がすでに現われて，一定雨且以上では森林の形態は雨位

よりもむしろ土壌の影蓉を強く受け，士壌の貧弱な地城では雨祉が 1,800mmのところまでこの森林

が分布するが，排水のよい肥沃な土壌地帯では 1.250~1,400mmのところまでしか見られない。

この森林の分布する地域は，①Pegn Yomasの北部，③W. Pakokku, Chi ndwi nおよび Shwebo

Hi I Is, ③東北部の Katha,Mogokに分けて考えられるが，①②は第 3紀の砂岩，③は片磨岩，片

岩，石灰岩を基岩としている。一般に，湿潤 Teak樹林と乾燥 Teak樹林は下層に現われる竹の種類

によって指標される。即ち，湿碑型の森林に典型的な竹は肥沃な土壌に於ける kyathaung

(Bambusa po I ymorpha), やや乾燥したところの tinwa (Cephalostachyum pergracile)であ

るのに対し，乾燥型の森林では myinwa(Dendrocalamus strictus)が特徴でほとんど常に存在

する。また Teakに伴って出現する樹種は，湿潤性の森林では常緑樹林， Pyinkado樹林などのより

湿潤な森林を構成する樹種と共通なものが多いのに対し，乾燥 Teak樹林ではむしろ Semi-Indaing, 

Inda i ngなどのより乾燥した森林との共通樹種が多い。

上述の竹myi nwaによって指標される森林での Teakの樹高は湿潤性森林においてより低く，乎均

2 5 m程度で枝下高も 10 m殴どである。 Teakに随列して出現する樹種としては， Combre t a c eae 

の堅硬な良材を産する tankkyan(Terminal ia tomentosa)がかなりふつうである。 Pyinkado

も見られるが，乾燥地では樹形悪く，低く枝を張る。 Padauk,myaukchaw, yon, gue, hnawも広

く分布している。乾いた砂質土壌のところでは， thitya(Shorea obtasa), ingyin(Pentacme 

s u av i s)が混じってきて， Semi - Indaing, Indaingへの移行を示す。また土壌が粘土質の乾燥地芍ま，

didu (Bombax insigne, Bombacaceae), Sterculia colorata (Sterculiaceae), 

Vitex peduncularis (Verbenaceae) などが現われる。 Chindwin, Shwebo地方では，

knaw, yinma (Chukrasia tabularis, Meliaceae), 東北部の Katha, Bhamo, 

Mogok地方では hnaw, didu, letpan (Bombax malabaricum), gwe (Spondias 

mangifera), Cassia fistula (Leguminosae), Sterculia spp. , gyo, yon, ingyin, 

thitya, pyinkadoなどが主要な樹種である。
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(4) Py i nma Fo res t (Py i nma林）

この森林は Pyinma(Lagerstroemia spp., Lythraceae)が優占種として大きな割合を占め

るのが特徴で， Py ink ado樹林あるいは湿性 Teak樹林の成立する地城において，低沖稽地のしばし

ば冠水される堀った士壌に成立している。他には kany in (Di pt e r o carpus a I a tu s) , th i tsein 

(Terminalia belerica, Comb.retaceae, panga(T.chebula), 

lein (T. biolata), yindeik (Dalbergia cultrata, Leguminosae), D. purpurea, 

yon (Anogeis sus acurnirata, Cornbretaceae)などが主要樹種で，湿潤Teak 樹林への

移行部 で は thitpok(Dalbergia・kurzu), rnyaukchaw (Homalium tomentosum), 

kabaury (Strychnos nurnxvomica)が見られる。またふつぅは lndaing のような乾燥し

た森林に特徴的な taukkyan(Terminal i a tomentosa)も混じっていることがある。下層には竹

が少い。

(5) Semi -Inda i ngおよび lndaing(準イン樹林およびイン樹林）

lndaingは in Forestで 1)ipterocarpaceaeの inまたは eng (Di pt er o ca r pus tube r c-

ulatus)によって代表される森林である。この森林は雨量が 600mm程度の乾燥地帯から成立し，

1, D OD mm以下の地帝に主として分布するが貧弱な土壌即ち石灰岩の露出地，片磨岩の尾根，堅い砂

岩などでは 1,5 D Om m ~ 2, O O O mmの地城にも見られる。準 In樹林 (Semi-Inda ing)は In樹林

(Indaing)よりも湿り気の多いところあるいは土壌の良いところに成立するが，乾燥 Teak樹林か

ら In樹林への移行型ではっきりした独立型ではない。

In樹林は疎開した明るい林で，樹木はやや散生しており，下層植物も見透しがきかない程密生し

ていない。平均樹高は低く，ところによって 8~24mまで変化する。樹種も少なくなり，主要なも

のを除けば樹形が悪く不良な発育をしているものが多い。乾季には完全に落葉し，雨季前に新葉が出

る。竹は少く， ときに myinwa(Dondrocalamus strictus)があるくらいでしばしば全く欠いて

いる。イネ科草本が多くなり，また cycad(Cycas siamensis), Phoenix paludosaなども見

られる。着生植物，とくにラン類はかなり多い。

In樹林では inがしばしば純林状になり，ふつう主要樹木の材積の 80 %を占める。外に thitsi

(Me I an o r r k o e a u s i t a t a, An a ca rd i a c e a e) , t a u k k y an (Fe rm i n a I i a t omen to s a) , 

ingyin(Pentacme suavis, Dipterocarpaceae)などが重要である。準 In樹林では inより

も ingyinが多く，その他 in, thi tya (Shor ea obtusa, Dipterocarpaceae),. taukkyan 

が主要なものである。 inの材は同じ Dipterocarpus属に属する常緑樹林の kaxyinの材とほぽ等

しい。

(0) Savanna Forest (サバンナ林）

この森林では，常緑植物はほとんど全く含まれず，乾季に落葉し，樹木の高さはふつう 2D mに達

することは稀で，草本層は大部分イネ科草本からなり，灌木類，つる性植物，着生植物は少く，庭園

的な景観を呈する。

(1) Diospyros Forest (Te Forest) 
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この型の森林は中央部の In 樹林よりもさらに ~:r;l.', した地名おこ分布し, t e (J) i o spy r o s h u rma-

n i ca, Eben a c e a e)が代表的な樹木であるが， ingyin (Pent acme suavis), taukkyan 

(Te rmi n a I i a tome n to s a)もかなり多いへ樹木は丈が低く．草本府はほとんどイネ科草本（主に

Andropogon spp.)からなり．竹類，つる性梱物，幹をもたな 1.APhoenixなどが教牛している。

より乾燥したところでは dahat(Tectona hami I tonrana ;, tapauk (Dalbergia~•culata), 

Acacia catechuなどが多く生育している。

12) Dry Deciduous Forest without Teak 

乾燥 Teak樹林は気候が乾燥するに従って士壌が砂'I!{(J.)ところでは in樹林 (Semi-Inda i ng, 

Indaing)に移り変るが，とくに山腹の粘士'flの浅い士壌ではこの型の森林に移行する。ここでは

Vi t ex s pp. (V. I i mo n i f o I i a, V. pubes c ens, V. g I ab rat aなど）， Heterophragma spp. 

(H . ad en op h y I I umなど）がしばしば見られるが全体を通じて特た特徴的な樹木はなく， Albizzia 

spp., Dalbergia spp., Bombax insigne, Odina wodier, Tectona hamiltonianaなど

乾燥地型の植物が雑多に生育している。竹は myinwa(Dendroealamus strictus)がふつうであ

る。

(3) Than -Daha t Forest 

これは典型的なサバンナ林で，乾燥地の堅い粘士竹士壌に成立し，優占樹種は than(Terminalia 

o I i ve r i)と dah a t (Te ct on a ham i I t on i an a)である。これらは地上近くから枝を張り樹高 10

mに達しない。竹は唯 1種， Dendrocalamus strictusが一般的に存在し，草本はほとんどイネ

科のもの，とくに Andropogan apricusに限られる。次に多いのは Acacia catechuでしだいに

Acacia catecha Tectona hami I toniana Thorn Forestに移行する。ここに至っては，樹高

が低いこと。樹形が悪いことにより森林の木材資源としての価値はきわめて乏しくなる。

II -2 Mountoin Vegetation (山地植生）

(1) Oak Forest (常緑プナ科林）

この森林は一般に標高 90Dm~1,500mの山地に広く分布し，ときには 600mぐらいまで下降す

ることがある。常緑のプナ科樹木，即ち Quercus, Castanopsis属の樹木が主体をなし， Ilex 

spp., Prunus spp., Salix tetrasperma, Cicca macrocarpa, Bridelia retusa, 

Barringtonia racemosa, Eugenia spp. 等が混交し，針葉樹の Cep h a I o t ax u s g r i f i t h i i 

もふつうに見られる。また 1,200~1,5□Omにかけてはしばしば Alnus nepalensisの純林がある。

ビルマ全土の山地に分布するので，下部で低地のいろいろな森林型と接して移行型の森林を構成し，

例えば乾燥地城では， In樹林 (Indaing)がこの森林に移行する過程で ingyn(Pextacme

suaris), thitya(Shorea obtusa), thitsi(Melanorrhoca vsitata)がQuer cu s spp. 

Castanopsis spp. を混交している。しかし， ビルマのこの高度範囲に含められる地域はどこでも

かなりの雨量があるので，林内は湿り気多く，コケ類，地衣類，ラン類などが樹幹や枝にまつわりつ

き，下層には濯木類，竹類，藤類，｀ンダ類が繁茂している。経済的にはこの森林はその地形的条件か

ら未開発のところが多く用材源としての価値は乏しいが， Quercusの樹皮より得られるクンニンの
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資源としての価値がある。

(2) P i n e For e s t (松柏林）

この森林は主に Araka n山脈および ShamPl ate auの tD00~1,20Dmより上部に見られ， 2種

のマツ， Pinus khasyaとP.mer k us i i (とくに前者）が主体をなしている。これらのマツは

3, DD D m付近まで分布し，ときに胸高直径 1mを越す大木になる。しかし分布が敬発的で面積もごく

限られたものなので用材林としての経済的な価値は低い。

II -3 その他の主な森林

(1) Va I I e y Swamp Forest (沼沢林）

この森林は雨季に 3~ 4ヶ月間の冠水をうける地帯に見られる。 Rangoon~ Prome間 (J.JIrr邸社U

川流城地帯に多く，ここでは， 7月~1 D月に樹木は 3m近くも水に浸る。樹種は

pauk (Butea frondosa, Leguminosae), kyi (Barringtonia acutangula, Lecythida-

ceae), sit (Albizzia procera, Leguminosae), yon (Arogeis sus sp. , Combreta-

ceae), tein (Mitragyne parvifolia, Rubiaceae), Lagerstoemia spp. (Lythraceae), 

gyo (Schleichera trijuga, Sagindaceae)等からなる。これらの樹木は散生し， 疎 開 し

た森林をつくっている。竹は kyatkat(Bambusa arundinacea)が特徴的である。また， 2, 3週

間を除いて一年中水につかっているような場所では， Xanthophyllam glaucum(Polygolaceae) 

および DaI berg i a re n i form i sがほとんど純林状に生育している。

(2) Kan a z o (Her i t i er a f ome s) Forest 

この森林は海岸のマングロープ林よりも少し高い場所で満潮時以外は全く乾いているようなところ

に成立する。主要な樹木は Kanazo(Heri ti era fomes, Stercul i aceae)で，これは根から数

十～数 cmの高さの呼吸根を地上に出す。水の中に塩分が少ないところではしばしば樹高 30mを越え

pantagama (Amoora cuculata, Meliaceae), pantagobs (Dysoxylum sp., 

Meliaceae), sagalum (Afzelia bijuga, Leguminosae). kyi (Barri~gtonia 

acutangula, Lecythidaceae), sauk (Combretum sp., Combretaceae) など立交え

ている。

さらに塩分のやや濃いところでは Kanazoは木が小さくなるが， より密生し， Acrostichumsp. 

Oarapa sp., Bruguiera 5p., Excoecarca sp., Sonneratia sp., Cerbera sp. 等のい

わゆるマングロープ林の樹木が混ざってくる。 Kanazoの材は暗赤色で重く耐久力があり，重構造用

材に用いられる。

(3) Mangrove (紅樹林）

この森林はピルマの海岸線および付近の低い島々に見られ，主要な樹種は Rhi zophora mucronata, 

R.conjugata, Sonneratia apetalaで，他に Bruguiera parviflora, Carapa obovata, 

Sonneratia griffitu, S.acidaも多い。また Dani Palm(Nipa fruticans)がふつうに見

られる。ここでは一日のうちわずかの間だけ泥土が露出するだけで後は海水に浸っている。

(4) Beach or Dune Forests (海岸林）
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Ar ak anおよび Tenasserimの海岸の砂浜地帯には，海水が到逹しないところに Casuar1na 

equisetifoliaが狭い帝状に生育する。ま 1t.Irrawaddy De It aでは樹種は sit(Albizzia

procera), myatya (Oaewia microcos), thalye (F:ugenia sp.)である。

以上主要な森林型について述ぺてきた如く，植生の型は全降雨位とはっきりした喝係をもっている。

しかし，其の関係はむしろ乾季の長さと厳しさが問咀で雨季における降雨ftl:は必ずしも重要でない。

ま1t., 気候ばかりでなく士壌すなわちその深さと暗磁さ（乾季における水分供給能力）も植生の型に

大きく喝係している。一般に気候が乾燥するほど士壌の影悸が大きく現われ，このことは乾燥 Teak

地帯ですでに明らかに見られる。
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ピルマの木材生産撮

Year Qutput and royalty Qutput and royalty Total Forest Total Forest Remarks 
value of teak value of other w辺 s Reverrue Eヰ心niture 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) 

Tons Rs. Tons Rs. Rs. Rs. 

1859 60 19,81 8 ... ．．． ．．． 

1 86 9 7 0 51,279 ．．． ... ．．． 

1879 80 65,543 ... ... ．．． 1,180,19(1 753,490 

1889 90 217,009 ... ... ... 4,940.786 1,606,644 

1899 00 2 7 4,815 ．．． ．．． ．．． 7,812,050 2,447,440 

1909 10 284,607 ... 308.323 ．．． 9,358.077 3,683,61 8 

1 91 9 2 D 436,022 9,389,976 _445,828 2,561,233 16,567,281 6,s3a200 

1929 3 0 394,692 13,312,981 441,649 3;260,636 18,540.1 7 8 7,912,198 

33,834 678.937 40.773 235.042 1,583,802 5 43,813 F.s.s. 

1939 40 400,159 10,577,546 43 6.26 0 2,238.212 14,393,21 0 6,173297 Burma 

46,571 852,955 4 1, 95 7 20 a903 1, 175,977 457,442 F.s.s. 

Year Qutturn of Qutturn of Royalty ox Total Forest Total Forest Remarks 

teak other tinter teak and Re,;enu E,q泣 iture

other timrer 
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) 

Tons Tons K K K 

1 95 D 51 127,595 249,679 11,500,766 14,631,772 6,542,504 Burma 

5,892 27,332 481.770 452,229 F.S.S. 

1951 52 141,295 348,520 10,903,838 14,820,492 7,247,200 Burma 

13$07 32,303 508.8 70 452,142 F.S.S. 

1952 53 131,860 361,142 11637,527 16,021,999 7,620.227 Burma 

26,638 41.863 628.909 419,253 F.s.s. 

1 953 54 11 B.281 559,470 11,768.793 16,749,871 8,750.818 Burma 

13,058 6 9,71 9 1,067,034 41 4,26 6 F.S.S. 

1 954 55 127,128 598,183 12,777,841 18.729,94 7 11,220.967 Burma 

7, 71 3 77,724 771,039 468,677 F.s.s. 

1 955 56 165,400 593,577 12,914,280 22,258,448 10.787,082 Burma 

2 0. 93 6 79,591 2.1 45,1 86 5 4 9,925 F.s.s. 

1 956 5 7 178.077 704,904 22.174,124 2a1 s2.41 7 9,796,802 Burma 

36,581 83,548 2,751,842 55 &048 F.S.S. 

5 7,2 D 9 30,167 Kayah 

1957 58 187,077 6 90,315 18,797,542 24,599,835 9,858.898 Burma 

22,894 89,414 2,214,862 596,829 F.S.S. 

51,839 3 4250 Kayah 

1 958 5 9 237,188 597,711 23,553.495 28.981,4 78 1 0.000,555 Burma 

29,653 75,486 2,865,692 598,.384 F.S.S. 

57,934 65,288 Kayah 

1 959 60 250,166 659,858 24,645,723 30,528,618 9,507,279 Burma 

36,033 83,621 3,422,438 636,130 F.s.s. 

70.124 45,492 Kayah 

1960 61 293,093 704,460 3 6,169,133 43,5 5 4;2.1 9 1 0.149,875 Burma 

29,916 95,276 4,809,549 712,988 F.s.s. 

122,426 65,013 Kayah 

Note-Batries in column(4)exclude F.S.S. and Kayan 
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第li喉 タイの森林責源

I 森林の概要

クイ国ぱ Indochina半品の北tfr.5 f!t 3 5分から 2C官 1 5 分， l~f,.i 9 7度 3C分から 10 6度の

範囲に位『iし，聡面所は約 51 1, 9 5 I krn2 でわが国つ約••. : I舎；ご当る" Anは約 2,8 0 0万で増加率

は約 3 %である。

地形的に見てクイ国は北部，東北部，中部，南部の 4地域に分かれる（図 1参照）。北部は北緯 16 

度から 2 0度にわたり，地形は一般に山地性で，北から肉応走るいくつかの山脈があり，平地の海抜

店は 2C0~300rn, 山脈の平均邸は約 1,6 0 0 rnである。東北方向,,,:クイ国の最邸峰 Ooi Angga 

(2, 5 8 0 m)がある。東北部は北緯 14度から 18度の範囲にあり，平均海抜ぷS1 8 0 mの Kora!

台地が主要部分をなし，砂竹またはラテライト士壌vcよって特徴づけられる。中部は北緯 1 1度から

1 6度 の 問 にあり，中央 9て.¥fac Nam川流城の大沖梢平野（クイ平野）を含み，山地は少い。南部は

北 緯 6度から 1 1度さでの :'¥falay半島部で二つの山脈があり，東側の山脈匹は麻さ 1.7 9 o m 0.J Khao 

Luan gがある。気候匹ついてみると，雨 fJ:は1乱向と地形に！射係して若しい地城変化を示し，年間総雨

:,:: は [:X]2に示されるように半島部 2,0 0 0 ~ 3, 0 0 0 mm  , 東南部 2.0 0 0 mmと多いが内陸へ進むにした

がって 1,100~1,500mmと減少する。半島部では 10 ~ 1 2月に蚊も雨が多く， 1~9月はやや少

いが，明瞭な乾季は認められない，これに対し，その他の地域では一般に南西季節風の吹く 4~ 1 0 

月の雨季と北東季節風の吹く 3月の乾季が区別される。気温は年間平均が各地とも 2 6°C前後で熱帯

固た属するが 1年を通じての気湿の変動には地城的な違いが見られる。南部では気混は 6月頃最高の

2 9°cを示し，紋低の 10月でも 26℃ できわめて較差が少いのに対し，北部の山間平地では 5月匠

3 D℃ に達し南部よりも高く， 1 2月 ~ 1月には 20°Cに主で下がる。以上の気候条件は植物の分布

とも深い関係がある。

クイ国の森林面積は 32. 1 2 8. 9 0 3 haで，総国士面積 51, 1 9 3, 6 5 8 h aの約 60 %に当る。このう

ちすでに開発されている森林は 15, 7 1 4, 8 4 3 h a , 未開発の森林は 16, 4 1 4, 0 6 0 h aであって，農家

林などごくわずかのも (j_)を除けば森林はすべて国有林で，王室林野局 (RoyaI Forest Department) 

によって管理されている。

Il タイの森林型と樹種構成

タイ国の王室林野局は，森林を次の型に分類している。

(I). Evergreen Forests (常緑林）

(1). Tropical Evergreen Forests (熱帯常緑林）

(2). Hill Evergreen Forests (山地常緑林）

(3). Coniferous Forests (針葉樹林）

(4). Mangrove Forests (マングロープ林）

4□--
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(II). Deciduous Forests (落葉林）

(1). Mixed Deciduous Forests (混生落葉林）

(2). Deciduous Depterocarpus Forests (落葉フクバガキ科林）

(III). Others (その他）

(l). Beach Forests (海岸林）

(2). Swamp Forests (湿地林）

このように森林を常緑林と落葉林に二大別し，前者に針葉樹林や，常緑のカン・シイ類を主体とす

る山地常緑林を含めるのは生態学的な分類とはいえないが，実際冗は針葉樹林は全森林面租の 1qf, に

洟たず，また山地常緑林も経済的価値が低いので，利用上はこの分類で差しつかいない。

森林型の分布も概括すれば，熱帯常緑林は雨祇が多く気温の年較差が少い南部および中部の東南地

方に最もよく発達し，一方雨批が少く，雨季と乾季が明瞭な北部，東北部には落葉型の森林が多く見

られる。このうち混生落葉林は北部を中心とする排水良好な深い土壌の地帯に成立し，落葉二羽柿林

は東北部 Karat台地などのラテライト系の浅い土壌地帯に見られる。またおよそ 1,000mから上au
地には Qucrcus, Castanopsisの樹種を主体とする山地常緑林があり，ときに 2種(/_)マツ (Pinus 

me r k u s i i , P . k h a s y a)からなる針葉樹林が現われる。海岸線に沿ってはマングロープ林の発達が

著しい，，各森林型については次節でより詳しく説明する。

経済的に見て熱帯常緑林と混生落葉林はとくに重要である。前者は Yang類 (Dipterocarpus

spp. >: くに D. alatus), Hopea odorata, Cotylelobium lanceolatum, Anisoptera 

cochinchinensis, Balanocarpus heim liなどの Dipterocarpaceaeの樹木の外，多くの

有川な叩種を含んでいる。混生落葉林の多くには優占種として Teak(Tee tona grand is)が存在

し，その屯要さは改めていうまでもない。

Teakの主木は比重 1を越える沈木であるが，伐倒に先だって巻枯らしを行い， 2~3年林内に放

骰して位燥させると水に浮くようになる。伐倒は旧来の人力鋸を用い，運材には未だ象が主役を果し

ている。（ただし，最近は地形の緩やかなところではトラククーも用いられるが，奥地ではなお象の

方が経済的だと考えられている。雨季に入ると，象によって運ばれた（河岸の工場まで）木材は個々

に下流の筏場に集積され，そこで 150~300本の丸太が筏に組まれて大河下流の市場都市に流送

される。流送される主要な大河は MaeNam川， MaeKong川， Salween川で，それぞれの集積坦ま

Ba nkok, Saigon, およびビルマのMoulme inである。また一部は鉄道でも運搬される。

クイ国での用材の生産量は TeakとTeak以外の材に分けて集計される場合が多いが， Teak以外

の材では Yang類 (Dipterocarpus spp.), Teng(Shorea obtusa), Rang(Pentacme 

s i amens is)などの占める割合が大きい。

その他の林産物としては薪炭材，竹，藤，クンニン，クックペルカ， ラック，ガムペンゾィン，樹

脂などがある。

II -1 Evergreen Forests (常緑林）

(1) Tropical Evergreen Forests (熱帯常緑林）
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図 .t 山脈走向図

I : 北部

II : 東北部

Ill : 中部

1V : 南部
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図 2. 各地の年間総雨fil:
(mm) 

図 3. 6 ~ 1 1月総雨童等値線図
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主要 植生分布図

混生落葉樹林

熱帯常緑樹林

落葉二羽柿樹林

マングロープ林

この型の森林は全土にわたって見られるが，

発達しているのは熱帯降雨林気候を有する Malay半島

部の Prachuab

ここでは全林地の約 75 %がこの型の森林でおおわれて

いる。北部では河岸沿いや標高 1,000mまでの低い湿潤

地に分布し，

は Pa

1, 0 0 Om以上は山地常緑林に代る。

Sak川，

Khi rikhan以南と中部の東南部分で，

Prach in川，

農耕地帝に散在して見られる。

Mae Nam川の流城および

中部と東北部の境にも帯

状の広い分布がある。東北部にはこの型の森林はごくわ

ずかである。総面積は約 93,525km2で，

されているのは 30. 2 6 8 k m2である。

熱帯常緑林では植物の種類がきわめて多く，

相を呈する。上陪木は巨大な常緑樹で樹高 30~50m

に達し， 枝下高 20~30mの針葉樹に似た通直，

な樹幹を有している。第 2層には小高木，

つる性植物， 藤類， 竹類が繁茂し，

そのうち開発

種々の椰子類，

またンダ，

最もよく

複雑な林

コケ，

ンその他からなる着生横物に富んでいる。下層植物も豊

富で通り抜けるのが困難なほどである。

熱帝常緑林には Dipterocarpaceaeの樹木，

中部で

完満

ラ

とくに

Dipterocarpus属のものの多いことが若しい特徴であ

針葉樹林

耕作地

る。 この属の木材はフィリ ピンで Apitong, Ma layで

Keruingと呼ばれるもので， クイ国では Yangと総称さ

れる。主な樹種は Dipterocarpus alatus, D. t ru-

binatus, D.pi losus, D.keri i, 

は先述した如くの大高木となり，

D.grandi florus, D.costatus, D.dyeriである。・

クイ国全土の熱帝緑林に分布して蓄積も豊富なので， Teak 

これら

に次ぐ

重要な木材汽源とされている。材質は心材赤褐色，

さいが，

(Hope a 

一般建築用材として最も多く使用される。

肌目やや粗， 重さ， 硬さ中庸で， 耐久性はやや小

odorata)もこの森林全般に広く分布する大高木で，

耐久力大を<, 重構造用材，

cum)も広く分布し，

また同じ Dipterocarpaceaeの樹木，

枕木などに使用される。

枝下高 20 mに達する通直な樹幹を有し，

Taki en 

その材は黄色あるいは黄褐色で硬く，

Meli ac eaeのKaton(Sandoricum 

心材淡紅色，

ind i-

木理通直で光沢があり

室内装飾用材， 家具材などに用いられる。同じく Meli aceaeの Yornhorn (Cedrela to四）は半島部

を除く熱帯常緑林から混生落葉樹林にかけて分布し， その材は心材濃赤褐色で， 装訛用材， 家具材，

ベニア用材としてマホガニーに比較される優良材である。 LythraceaeのTabaek(Layerstroemia 

calyculata)もまた熱帯常緑林と浬生落葉林にまたがって分布する大高木で，心材は黄または黄褐
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ma I a ya n a) , Mc I i ace a eの Tasua(Amoora roh it uka), Lauraceaeの Phoebe panic u Iata, 

Stercul iaceaeの Chumpraek(Tarrietia cochinchinensis), 材質精硬で枕木，船舶用材

に使われる Guttiferaeの Bunn a k (Me s u a f e r re a) , 酎久性の大きい Loganiaceaeの Kan

krao (Fagraea f ragrans), 材 fl精で加工のしやすい Lauraceaeの Thang(Litsea grandis, 

L.polyantha), 束南アジア市場で Bintanghol と呼ばれている類の Guttif er aeに属する Tan-

g h on (0 a I op h y I I um f I o r i bun d um)などがある。

Malay半島部の南の方匠は先述したものの外に Ti n p e t -d a en g (Dy e r a co s t u I a t a)が分布す

るが，この樹液からはチューインガムの原料である Jelutongがとれ，その材は白色輻軟でマッチ用

材，天井・箱材などに用いられる。その他， Moraceaeの Mah a r t (Ar t o c a r p u s I a k o o e h a) , 

Magnoliaceae<DOhampa-pa (Michelia champaca)なども熱帯常緑樹林全体に広く見られる

有用樹種である。

熱帯常緑樹林は上述の用材ばかりでなく薪炭材にとっても重要な汽源で，またその他の林産物とし

て藤製品の原料である Rattans(Calamus spp. とくに C.caesius), Dammars (Balanocar(l.ls 

he imi iからのものを最高級とするが， Anisoptera spp., Shorea hypochraの樹脂からも得

る。）， 0u t t a p e r c h a (Pa I a q u i um ob o v a t umから）， Wood o i I s (Di p t er o ca r pu s s pp . 

から）など多くのものを生産する。

(2) Hi 11 Evergreen Forests (山地常緑林）

この型の森林は大体たおいて標高 1,000m以上の北部山岳地方に成立し， Fagaceaeに属する常

緑のカ・ン・ジイ類 (Quer cu sおよび Oastanopsis)の樹木が常に上層禾の主体を構成している。

この森林には他に Tha -I o (Sc h i ma w a I I i ch i i) , Kh a -ho t (En g e I h a r t i a s p i c a t a) , 

Kamyan (Styrax benzoides), Champa -pa (Michel ia champaca), Ohampi (M.kerri i), 

Hap(Mangifera garrettii), Wa(Eugenia cwninii), Sangching(Podocarpus neru-

folia), Ostodes spp. などがしばしば混交している。用材の得られる樹種は多いが，地形が山

地性であるためこの森林の大部分が未開発で， Schima wall ichi i, Michel ia champecaなどこ＊

く一部の樹種が地方的に利用されているにすぎない。しかし， Quercus, Oastanopsi sの樹皮から

得られるクン＝ン， styrax benzoidesの樹液から得られるペンゾインは重要林産物である。

(3) Coniferous Forests (針葉樹林）

クイ国における針葉樹林の総面積は約 2,37 8 k m2 で，そのうち開発されているのは 1,3 2 8 k m2 

である。主として北部および中北部の標高 7DD mないし 1,DDOmより上部に分布し， ときに落葉ニ

羽柿林と混交し・tいる。また東北部東南の SisaJ<et, Ubon 地方にも少し分布している。• この森林の

主要構成樹種は 2種のマッ，すなわち Pinus khasyaと P.merkus iiで後者の方が低いところまで

見られる。部分的には純林状の優良林分も存在するが，針葉樹林の総面積が全森林面積の 1%に満た

ず，また未嗚発林も多いので用材としての経済的価値は乏しい。むしろこれらのマツより得られる品

質食わめて良好な松脂の価値が重要視されている。

(4) Mangrove Forest (マングロープ林）
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クイ国の海岸線は全長約 2,0 0 0 k rnに達するが，この海岸沿いや河口の多くの部分にマングロープ

林が成立している。クイ湾に面しては， MaeNam (ch ow ph a Ya~ 川， Prach in川， Bang -pak-

ong川， Ph etch a bur i川の河口および東部の Rayong, Chan tabu r i, Tra t地方の海岸に多く見ら

れ， とくに Chantaburi地方の海岸では 18 0 k m2の林がある c ¥fa I a y半島部の東岸（クイ柄側）で

は Prachuab Khirikhanから Narathivasに至る海岸線をマングロープ林が点々と連ねている。

しかし，マングロープ林が般もよく発達しているのはマレー半島部の西臣で， ピルマ領とマレーツア

領にはさまれるクイの海岸線 50DKrnの問に連続した森林帯も形成している。クイ国マングロープ林

の総面 租は 1,6 2 0 k m2 で， そのうちクイ湾に面して 74 5 k m2 , マレー半島部の西岸に 875km

の森林がある。

マングロープ林を形成する樹種は主として Phizophoraceaeの Kong-kang (Phizophora 

mucronata, R. conjugata), Kongkang hua sorn (Bruguiera gyrnnorrhiza), Thua 

khao (B. coryophylloides), Thua darn (B. eriopetala), Prong (Ceriops candol-

leana) などである。これらはおおむね 20~30mに達する中高木で，とくに Bruguiera

gymnorrhizaは樹高 4 D rn, 周囲 2mに達する。 Ceriops candolleanaは 20mの高木にも

なる が，またときには 1~2mの薮状になることもある。マングロープ林た見られるその他の樹種には

Tabunkhao (Carapa obovata), Tabundarn (C. rnoluccensis), Srnae (Avicenia 

officinalis, A. intermedia, A. alba), Lam phu (Sonneratia acida), Lam phaen 

(S. alba), Ngon-gai (Heritiera littoralis), Fat khao (Lumnitzera racernosa), 

Fat daeng (L. coccinea), Ta-tum (Excoecaria agallocha), Tinpet (Cerbera 

lactaria, C. odollam), Lumpho-tha-le (Intsia retusa)がある。

マングロープ林では樹木が密生しているので単位面栢あたりの生産量が大きく，また位置的に哨発

が容易なので経済的利用性が高い。材の主な 用 途 は 薪 炭 用 で あ る が ， 一 般 構 造 用 材 と し て も使われて

いる 。 そ の 他 ， マングロープ林は染料およびクンニン原科の資源としてきわめて重要である。クンニ

ン をとるための最良の樹種は Ceriops roxburghianaである。

II-2 DeciduousForets(落葉林）

この型の森林は全森林面積の約 7 D %を占め，南部を除く広い地城に分布している。乎地から山地

にわたって見られるが標高 1,DD Omを越えることは少い。この型の森林が成立するのは 1年を通じて

雨量がそれほど多くなく， 3---4ヶ月間の乾季が認められる地域で，乾季には主要樹木の多くが落葉する。

(1) Mixed Deciduous Forests (混生落葉林）

この森 林 の 発達するのは主に北部の標高 1,DODm以下の排水のよい深い良好な土壌を有するところ

である。 1,DD Om以 上 の 山 地 で は 山 地 常 緑樹林や針葉樹林に代わり，また低地でもラテライトや乾燥

性土壌においては落葉二羽柿林，河岸や谷筋の湿潤地には熱帯常緑林が成立する。この森林は南は中部

の Kanbur iおよび Ratbur i地方にまで下がり，東北部の北方匠も分布して，その総面積は約78,000

km2 である。このうち約 65, D D Dk m2は Teak(Tectona grandis)を含む森林である。

Teakは Verbenaceaeに属 する 乾燥 期（乾季）落葉性の大高木で樹高 25 ~ 3 D m, 直径 1~ 2 
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m, 

ン，

枝下高 5~1 5 mに逹し，

ジャワにも生育し，

インドからピルマ， タイにかけて大森林となり，

または大規模に植栽されている。

マ レ ー， フィリッピ

一般には他の樹種と混って単木的に見られ

るが， 深く， 排水良好で肥沃な土壌条件の下では純林状になることもある。 材は暗黄あるいは暗褐色

で硬く， 耐久性去わめて大きく， しかも加工が容易で， 金属に接しても侵されない性質を有する。船

舶， 橋梁， 車輛， 建築， 高級家具， 装帷材等に用いられ， とくに船の甲板材としてはこれに勝るもの

はない。 クイ国の Teakは他の地域のものに比ぺ， 特に材’頁良好で， クイ国の最も重要な林産資源と

なっており， 林産物全輸出額の 5 D~ を越えている。 しかしクイ国政府が Brandis方式による厳し

い Teakの伐採制限をしているにもかかわらず，

ている。

菩稜は減りつつあり， とくに大径のものは少くなっ

Teakとともに混生する落葉性樹木にも有用なものが少くない。 Cedrela t oon a, Dalbergia 

coch inchi nens is, Af ze I i a xy I oc a r pa, Tetrameles nudiflora等については熱帯常緑林
A
¥
 のところでも述ぺたが，

Leguminosaeのものとして Pterocarpusmacrocarpus (Pradu), 

X. kerrii (Daeng), 

その他にも，

Dalbergia bariensis (Ching chang), D. 

Xylia xylocarpa, 

dongnaiensis, D. 

oli veri, Acacia catechu, Albizzia lebbek, Erythrophleum teysmanii, E. 

succirubrumなどがあり， これらはいずれも赤または褐色系統の硬く重い材を有し，重構造用材，

船舶， 車輛， 枕木， 家具用材などとして珍重され， 使用されている。 Xylia xylocarpaは湿潤

Teak林に特徴的な樹種である。 EbenaceaeのMa-kelua(Diospyros mo 11 is)は樹高 25 m, 

周囲 2mに達し， その心材は黒檀の一種で装飴器物， 楽器， 彰刻， 工芸品などの用途に珍重される。

Teak 

A

"

 

と同じ Verbenaceaeに属する Vitex 

Molaveと同属のもので非常に耐久性があり，

いられる。その他， RubiaceaeのNauclea

peduncularis, 

柱材， 船舶材，

V.pubescensはフィリビンの

枕木材， 車軸材，

oriental is, 同科の Adina

船の龍骨材として用

co rd i f o I i a (Kwa o) , 

Apocy na c eaeのWrightia tomentosaなどは上記のものよりはやや軽い材を産する。

東北部の束恨ljおよび中部の Ratburi地方の混生落葉林はTeakを含まない。その他の構成樹種は

大体似ているが， 南の方では Dipterocarpus alatus. Hopea odor at aもときに港生する。 面

積は約 13, 0 0 0 k m2  

混生落葉林の下層には竹類の多いのが特徴である。主な種類はMairuak (Thyrosostachys 

である。

siamensis), Mai rai (Giganthachloa albociliata), 

membranaceus), Mai sang doi (D. strictus), 

Mai sang (Dendrocalamus 

Mai-hop (Bambusa polymorpha), 

Mai khaolam (Cephalostachyum pergracyle)などで， また南の方の河岸台地には小径の

Mai pha i pa (Bambusa a run d i n a c ea e) , 大径の Thyrostachys siamensisがある。 クイ国

内における竹類の用途は非常に広く，種類， 量が豊富なこと， 採取やすいこと， 細工の容易なことか

ら木材の代替品として ~-g: とんどあらゆる用途に用いられており， また竹繊維は製紙原料としての将来

性がある。現在，

して用いている。

政府直轄のKanchanaburi製紙工場は年間 5,0 0 0 ~ 6, 0 0 0 t onの竹を主要原料と
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混生落葉林から得られる特殊林産物にはクンニンおよび染料がちる。 クンニンは

Terminalia tripteroides, T. mucronata, Anogeissus acuminata, Acacia 

leucophloea, Diospyros siamensis守から得られる o Acacia catcchuから得られる

cu t ch, Te rm in a I i aの果実から採られる myrabolansは商晶告惰が秘い。央科は Gaesalpinia

sappanより赤色染科， Cudrania javanensisより貨色染科， D i o s p y r o s mo I I i sの果実より

絹用の黒色染科が得られる。

(2) Deciduous Dipterocarpus Forests (落葉フクパガキ科林）

この森林は北部，中部，東北部に広く分布し，その面fflは約 147,000km2でクイ国全森林面積の

約 4 5弼を占めている。とくに東北部に多く，ここでは森林直I所の 7S~bJ'1,におよんでいる。し

かし南部にはほとんど見られない。この森林はおおむねラテライトまたはその崩壊によって生じた砂

竹のやや乾燥した土壌地帯に成立している。いいかえれば，この森林の成立は七壌条件に強く影蓉さ

れており，そのためこの型の森林はその広い分布にもかかわらずどの地域でも非常によく似た構成を

もっている。熱帝常緑林の密生した森林とは異ってやや疎淵した娯観を呈し．樹木の砧さも中浦で，

下陪には丈の高い草煩や灌木類があり， ときにはサヴァンナに近い状態になることもある。この森林

型の名前の如く乾季に落葉する

Dipterocarpaceaeの樹木が多く， Rang(Pentacme siamensis), Teng (Shorea 

obtusa), Phluang (Dipterocarpus tuberculatus), Hieng (D. obtusifolius), 

Ta baeng (D. intricatus)などが純林状を成すこともあるが，一般にはいろいろの樹種が混交

している。

この森林で最も代表的でかつ蓄積が多いために有用な樹種は上にあげた Dipterocarpaceaeのも

(l.)で，いずれも樹高 25~30m, 周囲 2mに達する高木である。 Dipterocarpus属のものの材は，

熱帝常緑林における同属(/..)も (7..), すなわち Yang類 (l_)材とほゞ同じで，市場においても同じに扱われ

ることがある。 Pentacme siamensisと Shorea obtusaは混交して生育していることが多く，

しばしばこの 2種からなる純林を形成する。材もまた利用上から見てよく似ており，心材は黄褐色な

いし褐色で，重く，硬く，耐久性甚だ大で，クイ国では専ら枕木に使用されている。この枕木は無処

理の材で 12年の耐久性があるという。その他耐久性を要するあらゆる重構造材として使用可能であ

る。その他， Ma-kha-tae (Sindora s iamensi s)は豆科の大木で，光沢ある褐色の材を有し，

家具，構造材，床材に用いられる。ンクンン科 (Combretaceae)の硬木 Rok f a (Te rmi n a I i a 

t omen to sa)は耐久力が大きく， 建築，造船，枕木材によい。 Anacardiaceaeの有用材には Rak

(Melanorrhoea usitata), Rak-mu(Buchanania latifolia)があるが，前者は心材赤褐

色でやや硬<, 家具材などに多く使われ， MaI ayで Rengasと呼ばれるものと同類であり，淡者は淡

灰色の重さ，硬さ中庸の材で室内造作，指物等に用いられる。 RubiaceaeのMa-k he t (Rand i a 

I on g i f o I i a)および Ma-khang (R.ery throclada), Di I Jen iaceae (1.) Di l leni a spp. も

重硬で優良な材を生産する。また Xilia kerrii, Pterocarpus macrocarpus, Irvinga 

malayana, Quercus spp., Castanea spp. もこの森林に見られることがある。
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し

落葉二羽柿林は燃料用材の行源としても賃要で， とくにクイ国の鉄道は年間 6 D万 m3~ 8 D万 m3

の燃料材をここから得ている。特殊林産物としては，主として Shorea obtusa, Pentacme 

siamensisから Dammars, Dipterocarpusの樹種から Wood oi I, Melanorrhoea usi tata 

から Oleo resin, Nux vomica(Strychnos nuxvomica)の種子から Strychnineなどが得ら

れる。

II -3 その他の森林

以上述ぺた主要森林型の他に，小面積の経済的には重要でないいくつかの森林型が認められるが，

著しい型は次の 2つである。

(I) Beach Forests (海岸林）

海岸の砂浜地帯に成立し， Son-tha-Ie(Casuarira equisetifolia), Ka thing 

(Calophyllum inophyllum), Yhi-ta-Ie(Pongamia glabra), Hu Kwang(Terminalia 

c a t t a p p a) , Ph o -t h a -I e (H i b i s c u s t i I i a c e u s)などの樹種からなる。

'f (2) Swamp Forests (沼沢林）

中部から南部に見られ，中部には Krabo(Hydnocarpus anthelmintica), Chum saeng 

(Xanthophyl lum glaucum), In-tha-nin (Lagerstroemia flos-reginae), Thon 

(Albizzia procera), Thong-kwao(Butea frondsa), Nauclea spp., Barringtonia 

s PP・, また南部では Lagerstroemia flos-reginae, Elaeocarpus spp., Kan krao 

(l<'agracr1 fr;;igrans), Thia(Alstonia spathulata), Wa(Bugenia spp.), Sok 

(Saraca spp.), Chi knam(Barringtonia acutangula), 藤類 (CaI amu s spp.)が多い。

もう一つの咄の沼沢林が海岸近くの酸性砂質土壌に見られ，ここでは Sa-me t (Me I a I e u c a 

I euc ad end ron)がほとんど純林を形成している。
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硲ー上立

弟 ／ ヽ 早 カンボジアの森林資源

I 森林の概要

カンポジアの森林面稜は 13,3 7 2, 4 8 6 haで，これは同国土面積 18, 1 1 1, 5 5 9 haの約 74'I, に相

当し，すぺて国有林である。

カンボジアは，国の東部，ラオスならびにヴェトナム国境と西部，クイとの国境に比較的高い山

(1,500~1,800m)を含む山脈がほゞ南北に走り，北部は低い山脈をもってクイと接している。国

の大部分を占める中央部は標高 20 0 m以下のほゞ乎坦地である。また雨祉の分布は，第一図に示す

如く年降雨墓 2,00 0mm以上の地帯はおおむね山岳ならびにその周辺地域で，国の大部分の地城は

2,000 mm以下である。とくにプノンペン (PhnomPen), パックンパン (Battambang)を結ぷ

帯状地は少い。また季節風の関係で，雨季，乾季 (1 0月~4月）の別が顕著なところが多い。この

ため森林は，落葉性の樹木の優勢な森林が多い。

第 1図 Cambodiaの雨量分布図

Tam-kim-Houn Geographic du Oambodge 
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また気温については第 5表に示す通りである

-51-

L .. , 



カンポジアの森林を生態学的見地から大別すると，湿潤常緑林，適潤落葉林，乾燥落葉林，松林，

マングロープ，マングロープ後背林，わい性常緑林，技水林，竹林となる。これら森林の特長や樹木

構成その他の内容匠ついては次章で述ぺるが，同国におげるこれらの森林型の占める面積を一覧表に

まとめると，第 1表に示す通りである。

第 1表 森林型ごとの面租

I 面 租 (ha) 
林 型

！ 由林！管轄林 自 計 同劣
~'ー・一., - -l -- ---I -

！ 

2.29a497 I 湿 潤 常 緑 林 I 1,689,144 3,987,641 29.8 

適 潤 落 葉 林 I 644,070 1,882,307 2,526,377 1 8.9 
I 

乾 燥 落 葉 林， 1,036,275 4,324,771 5,361,046 40. 1 

松 林＇ 7, 7 92 4,456 12,248 Q1 

マングロ ープ 1 1,3 98 27,133 38,531 Q3 

I 
わい性常緑林 I 1 1 4,1 2 2 177,272 291,394 2.2 

マングロープ背後林 I 1 0,8 81 46,977 57,858 Q4 
' 

浸 水 林 246,322 463,775 710,097 5.3 

竹 林 194,044 1 93,25 D 387,294 2.9 

計 3,954,048 i 9,418.438 1 3,372,486 1 00.0 

なお，これらの森林型の全国分布については詳細なデークーはないが，アメリカの U.S.A.I.Dの

報告によると，象山脈を中心としたカンポジア西部地城における各種森林型の分布は第二図匠示す通

りであり，象山脈以西の多雨地帯に湿潤常緑林が大きい地城を占めていることが分る。

またカンポジアの森林を管理形態（森林はすぺて国有）からわけると，管轄林 (Le d om a in e 

forest ier classe)と自由林 (Le doma ine forest i er protege)の二つにわけられる。前

者の管轄林の中には，木材生産ならびに分水嶺保護といった保安を目的とした保有林 (Lesre serves 

forestreres), 再造林地および市町村用林が含まれている。後者の自由林は管轄林ほどきびしい

森林局の管理，施業の対象となっていない。将来必要あれば農地に移行し易い森林であり，また管轄

林の質，量の充実を計るため，一時的にその犠性となり，木材生産の要求に応じ得る森林でもある。

しかし場所によっては管轄林繰り入れも考えられつつある。

管轄林面積は約 3,9 5 4, 0 4 8 h aで全森林の約 30 %を占めており，ある程度厳しい管理，施業が行

われているが， 自由林とともに木材生産が行われている。

またカンポジアの森林は先にも述ぺた如く，比較的平坦地ないし丘陵地が多く，閉発可能林分が多

ぃ。しかしこれを全国的，地城別に数値で示したものはないが，前記U.S.A.I.D. の報告による西

部地区たついては次のような数値が示されている。因にこの地区は象山脈を中心とした地区であるの

で全国平均より開発不可能林を多く含んでいる地区と推定される地区である。
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カ ン ポ ジ ア に お け る 管 轄林 Le domaine forestierの分布
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竹

松

林

林

計

(2) 

中・大径木林分

小径木林分

更新樹林分

計

1,69a7 

1,096.5 

2 7 2. 6 

1 5 3. 7 
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3 4.1 

1 1. 7 
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5U6% 

3 2. 7 

a, 

4.6 

1. 6 
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I 森林型と樹種構成

n -1 We t e Ver green f Ores t'hum i d f Ores t (湿潤常緑林）

この森林は僅かに落葉樹が混交しているもので，一見，常緑林の様相を呈している。ポルネオやニ

ューギニアの代表的降雨林とはだいぶ趣を異にしており，板根の発達も少なく，樹種の構成も異って

いる。経済林として最も重要な森林で，上陪木の優占種は二羽柿科の Chhoeu tea I (Dipteroca巾』S

a I a t u s , D. d yen , D. i n s u I a r i s , D. a r t o c a r p i f o I i umなど），フィリッピンのApitong, イソ

ドネシアのKeroewing, クイの Yangに相当する。これについでは同じ二羽柿科の Phdi ek (An 

(Ani soptera glabra), フィリッピンの PaI osapi s, インドネシアの Mersawaに相当する。

ついで落葉性の Sra I ao (Lagerstroemia sp.)などであり，そのほか主な樹種としては（混交樹種），

Koki (Hopea odrata) Chramas (Vatica astrotricha) ーニ羽柿科の堅材， DonChem 

(Tarrietia cochinchinensis), Sokram (Xyilia dolabriformis), Khvao (Adina 

cordifolia), Cham Chha (Toona febrifuga), Pha~ng (Calophyllum saigonense), 

Chambak Prang (Elaeocarpus madope talus), Pring (Augenia sp.)などがある。

ha 当りの蓄租は地区により多少異るが，最も伐採が進んでいると思われるメコン下流地城は例外

として，平均して利用材積で ha当り 10 Om3前後である。

Il-2 Moist deciduous forest, Semi humid forest 

この森林は乾燥期の終りに大部分の樹木が落葉するものであるが，乾燥期にもある程度の水分の弗

存が見られる土壌条件のところに出現するもので，次にのぺる乾燥落葉林にくらぺると林相は密で

ある。落葉性の SraI ao (Lagers troemi a sp.)が優勢木で，これに前記重要樹種の Chhoe t eae 

(D.alatusその他）と Phdiek(Anisoptera glabra)が混っている。

このほかの主な上層木としては， PopeI (Shorea cochinchinensis), Tr a let (Vatica 

philastreana), Khlong (Dipterocarpus tuberculatusなど二羽柿科の樹木の厄か Khvao

(Adina Cordifolia), Traying (Diospyros helferi), Thnong (Pterocarpus pedatus), 

Popoul (Vitex pubescens), Phaong (Calophyllum saigonensis), Prais Phneou 

(Terminalia nigrovenulosa), Phlou (Dillemia pentaggna), Kras (Kayea eugemi-

afolia), Chambak Prang (Elaeocarpus madopetalus), Sleng (Strychnos sp.) 

などである。この森林の特長は前にものぺたように，落葉喬木， Sralao(Lagerstroemia sp.) 

の占有率の高いことで，時には小団地か純林に近いものも見られる。この適潤落葉林から前記湿潤常

緑林に近づくにつれ， Sralaoの混交率は漸次減少してくるのであって，その区別の線をはっきりき

めることは困難である。

この種の森林は面積 1,8 8 2, 3 0 7 h aで，全森林面積の 18.9'/Jにあたる。またこの森林の蓄積は前

記湿潤常緑林に近い蓄積をもつものもあるが，一般には密度低く，蓄積も劣り， ha当り 6o~ 8 O m8 

である。しかし有用樹種も相当含んでおり，湿潤常緑林に次ぐ経済林である。

カンポジア森林開発調査報告によると，湿潤常緑林と適澗落葉林を合計すると，その総面積は

4, 1 8 0, 8 0 4 ha, 全森林面積の約半分， 4a7'1'になるが，カンポジアにおける伐採事業の現況から
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uド・ぃいじ',

見て，利用径級を直径 60 cm以上のものと考えて，

本数ならびに蓄稜を次の如く推定している。

等級材樹種（貴重材ー 3級材）

この全面積に含まれる利用径級 60 cm以上の

無級材樹種

31,00UOOO本

(ha当り約 5本）―

1 0 5. 8 0 U O O O m3 

(ha当り約 16 m3) 

1 4,0 0 U O O 0本

4 5, 8 0 U O O O m3 

， .l 
l.7"＂仙9.. , ．．． ,’,；J、9:'”.llH,H'

ha当り平均本数 ha当り乎均材積 (mり

地 区 名 直径 直径 直 径 直 径
10~29cm 30cm以上 計 1 0~29cm 30cm以上

海 岸 地 区 45 42 87 37 57 

Mekong上流地区 22 50 72 22 90 

Bat tambang地区 36 55 91 24 1 0 7 

大 湖 地 区 20 41 61 25 64 

Mekong 下流地区 26 31 57 22 5 1 

註(1) 材積は利用材積であらわす。

また U.S.A.I.D.(United State Agency 
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第 2及 蔀比地区における況界宮社林の勺成

1 0 CC ha 
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戟 I 

Treas 
小計 1

Neang Phaek 
Chhoeuteal 

'Chham Chha 
I 

Cho re hong 
2級材 Chramas

I Phdiek 
I Srakom 
, Sral 
, Srol sar 

小計

Beng Kheou 
: Konpenh Reach 
Kong Kang 
Krabau 
!Krai Sar 
, Kras 

3級材 Longieng
1 Phaong 
I Pram Damleng 
Pring 
Prus 
Sma Krabery 
Smach 
Svay Prey 
Ta our 
Thlok 
Tramoung 

I閤；：；:.::・,, .. ~ 

瓢悶a

Aglaia gi!f1111ia 
Sanoricum imi 
Rhi仄祐oramucrc 

1H如 oca叩 sant 
I Albizzia thorel I 
Kayea ru炉niafoha
Cratocyl<JI prunifolium 
Cal呻 yllum saigonensi s 
Terminal ia mucronata 
E屯iniasp. 
Garcinia ferrea 
M ii iusa velutina 
Melalwca I四叫匹Iron
Mangi fcra irxlica 
Termi ml ia ch由ula

小計

Pong ro Schleichera trijuga 
Pope I Khe Alsta,a scholaris 
Pophl ea Grewia四血l'!ta
Pras Phneou Terminalia nigrovenulosa 
Samrang Si phle Sterrulia lychnoかora
SI eng S trychnos sp. 
Rong Leang 
Thkeou 

無級材 ITr abek Prey 
Pring Phnom 
Pl ong 
Chamback 
Po 
Chheam Mon 
Phnieuv 
Krong 
Phlou 
Tous Les Autres 

Antha:e血 lusi呻 QJS

Psidiwn guajava 

Memecylon laevigatum 
E laeocal"Jl.ls ma'.lopetal us 
Evonymus cochinchinensi s 

L i thocarpus ele正 tum
D ii lenia pentagyna 

小計

合 計 21, 896~6. 922. a !10.820112, asu 9 Js.1241a 794. 716, 266121 066. o I礼 106159.634. 4 

注） 第 2表～第3表の数字は 1,0OOha当たりで直径級l:t.cm, nは本, vl:t.m5である。
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屯 5表 、lekong上色地[?._:こおける湿潤林常緑林の構成

1 OOOha 

I 

カテゴ

リー

.
J
 

樹

カンボデ fア名
. -

Angkot Khnsau 

貝頂材 I!:!cng 

ー・

小 計

Tray,ng 

Be Io i 

Bo sneak 

、Donchcm

Kok i 

1級材 .Krakas
I 

Kr.dank 

l'upou I 

S.111 gk ou I Thma t 

・Sralao 

Sok raw 

'l'r as ek 
--

小 Jt

I{, 

i ..... 
I 

,.. 名
・1 . --
D u,s~ros hcJaud11 

』 P叫 1aco clunch1nms1s 

, n,os~ros retreri 

I 

i Lit如 vang

!¥lcsus fer rca 

Tarrictia coch1nchmcns1s 

1-1叩 aabrata 

'S i n:lora oochi n中 incns1s

・Dial ium cochinchinms,s 

Vi tex p11Je';cens 

S tcreosprmum c比loreoodcs

, L雫 rstrremiasp. 

Xylia dolabriform,s 

Pelt01わrumfer喰 incum

fri 径

3 0 
I 
, 4 a l s a 
! --------, . 一――---I n I v• n 』 V I n , V 

_; 1---l---↓ I 
忠 277.3 I 

152, 112. 9 I I' 
152 86.2 152 194.5• , 

I 

---・- 4 

I 152 

I 
乃9'476.4 1笠 194.5 

I 

級

I 6 a 

三
, 152 

I 

必4.2

334.2 

計

n V 

455 277. 3 

304 447. 1 

304 280. 7 

¥ 063 1. 005.1 

304 I 262.3 

~r~ng Phaek 

('h hoe u I ea I 

f'hh~m chha 

C'.110 re hong 

2級材 ct,r ;nn;i s 

Khvao 

l.umbu r 

Ji,.i i ck 

Totimprey 

Chhngar 

4ヽ ;lt

訟 ng Kheou 

l'hek Tum 

h.ompenh Reach 

Krai Sar 

3級材 1、ungieng
'Phaong 

!'ring 

:-lrna Krabe ry 

Hassia cuneata 

, D ipterocal"JllS alatus 

'Toooa febri f喝

, S lx>rea vul~ri s 

Vatica astortridla 

'Adina cortlifolia 

I 
: Slnrea sp, 

i 
, Anisoptera glabra 

20696088n21 

碑嶼碑硲碗ご盆？・
25759828526 

,3| 
321竺心碑巴盗塁悶人51、4,1、152 、,'・ー11 

＇ー11年面ー四455941455152183303152037303304456062152365152789607607101 
3 3 3 ttス95ー1, ＇ 

66 
,＇, 

62 ， 
62 
a 
70252 

ー5ta, 
395年58959342函2辱臨殉

61 14122 
ー

1521529607152061124廻91521527591731
t2 t2 99 

1,＇しーー1.,95877658555

皿

8 

丞ご□碑臨殉叙071碑年・
15 12 

152152図志ー戯粟ー1303303607303303819
t 

846 199999,1、
76 ，＇ 92724284551 

g5碑慮紐四悶はこ四匹磁•ス1『14
9ヽ9.，9 

152303880 

9,1, 

5252758152758152152731蕊303361
ら`
15230311 

22 
55502-4 

,1,＇,99 
01_,401,47025 

臨g碑皿丸砒
4 

g“ 20 訟虚怨固碑巫即細
4 ttt1 

91ー11-

152152303四9212303455細303061818152818303152607
1*'』15'％2 

I 

Aglaia gi1g1ntia 152 lCB. 9 ， 

I 

Cinnamamum I itsaefolium 152 

伍, l SandoriCUl irdiwm 152 77. 7 

Albizzia thorel Ii 152 711 2 

Crata,cylon pnaiifol ium , 152 139. 1 

Calo由yllwn saigmmsis ¥ 818 2,537. 7 455 717. 3 303 64(131 

Eugenia sp. 4$ 必z91 606 681. , I i58I ¥ 2,s. 3 

Mi I iusa veluti na 152 152.0 

Ma屯 iferailllica 152 68. 3 Svay prey 

Th lok I Parinarium atnamense 

Trameng Carallia luciJa 
. -- I~--
小計！

lchan Tompeang 

Pong ro 

無級材 IPras Phneou 

1s2 1oa 9, 

152 63. 9 

152 77. 7 

152 70. 2 

152 139. 1 

2, 576 3, 895. 3 

¥819 2,334.3 

152 152. 0 

152 68. 3 

i 152 490. 6 152 490. 6 

152 245. 0 I 304 ¥ 239. 1 邸¥484.1 

3, 1あ 3,516.6¥ 365 ¥ 78'2. 5 1, 061 ¥ 855. 6 456 ¥ 729. 7 6, 067 8. 884. 4 

I 
152 229.1 I I I 1521 229.1 

Sleng 

Chamback 

Taus Les Aul res 
1小計 I -・-―-------

•— ---·I-. 
合計

152 1必 21 i 1s2 146.2 

Terminalia nigro如 ulosa 455 340. 2: 3叫 705.3 758 1, 045. 5 

S trychms sp. 152 139. 1 
I 

152 139.1 

E laeocarpus ma:lo回 alus 152 10t 41 152 95. 6 152 346. 5 910 4,142.3 1, 366 4, 6缶.8

3,636 2. 9ZZ, 6 I 1, 97Q 2,395.1 1, 212 1, 7況 6 759 2,33t3 7,577 9,44t6 

i,3も 3.51U 4 2, 274 2, 6匁 81, 516 2,368. 2 1, 972 7, 178. 9 10, 157 15,687. 3 

-----1~ 
16,826114, 31t 819. 402 11, 828. 7 5, 762 10, 991. 0 7, 知 047.0 39, 425 75, 1氾 5

Schleichera trijuga 
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第 4表 Trapeang Thom固定揉準地 (3ha)の林分構成

， 
ha当り材積 考樹 種 直 径級 本 数 材 積 備

(m3) I (m.5) 

Chhoeuteal 9cm以下 83 ！ 3.0 to Dipterocarpus alatus 
， 

/D-dyeri 10~29cm 48 I 1 3.1 4.4 

＇ 
30cm以上 92 I 2aa1 96.1 ， ， I 

計 223 I 3042 101.5 

＇ 

9cm以下 1

I 
Chore hong 1 6 i as U2 Shorea vulgaris 

1 0-29cm 20 I t5 QS 

30cm以上 28 1 08.2 36.1 

計 64 11 n2 I 36.8 

Koki 9cm以下 Hope a o d o r a t a 

Krakas 10-29cm 

゜ ゜ ゜
Sindora cochinchinensis 

30cm以上 68 23Q4 76.8 

計 68 23U4 76.8 

ムロ 計 9cm以下 100 3.5 1.2 

10~29cm 68 1 4ム 4.9 

30cm以上 187 626.8 2oa9 

計 355 644.9 215.0 

なおカンポジアで最も重要な商業樹種 Chhoenteaeとこれに次ぐ樹種 Phdiekは， 1 2,6 0 0. 0 0 0 

本 (ha当り 2本）， 6 4, 0 0 0. 0 0 0 m3 (ha当り約 10 m3)で，この両樹種が等級材樹種の中で蓄校

的に如何に大きい比重を占めているのかがわかる。

ll-3 Dry deciduous forest, Dry forest (乾燥落葉林）

疎林 (Open forest)ともいっているが，これより更に樹林の密度の低くなったものは，散樹草

原 (Savannah forest)ともいっている。この森林はカンボジアでは最も広い面積 (5,361,046

ha, 全森林の 4Q 1~) を占めている。主要樹種は乾燥，山火などの悪条件に適応する樹皮の厚い

二羽柿科の樹木， Thbeng(Dipterocarpus obtusifolius), Khlong(Dipterocarpus 

tuberculatus), Phcheck (Shorea obtusa)で，環境立地の強さに従って，疎林の状態や混

入樹種に相違がある。

混入樹種は二羽柿科の Trach(Dipterocarpus intricatus), Reang phnom(Pentacme 

siamensis)ならびに Chklik (Terminalia tomentosa)などの落葉性喬木である。また

Trackが集団的に出現しているところもある。
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これらの疎林は地表が， ヵャ (Imperata cylindric a)でおおわれているため，冬期（乾燥期）にこれ

が枯れて引火し易い。度々の火災で樹の成長が阻止され，森林が破壊されつつあるのが現状である。

Ro I I etの調査（椋準地調査）やその他の調査によるとこの森林の ha当り蓄積は 40 m3前後で優

良なもの 70 m3, 疎なものは 10 m3前後である。

Il-4 Pine forest(松林）

面積も少く，特殊な森林として，メルクシイ松 (Pinu s me r ks i i)の森林がある。プルサット

(Pu r sat)州，象山脈につらなるケムレン (Kemreng)およびプノムクラパン (PhnomKra喧＊）

高原，海抜 6 0 0 m以上の地，ここでは比較的純林で草と散生した灌木を下隈にして喬木の松林が展

開している。混交している樹としては， Thbeng(Dipterocarpus obtusifolius), Khlong 

(D.tuberculatus), Phchek(Shorea obtusa)などの前記乾燥落葉林に見かける落葉樹であ

る。この面積は 11,700ha又は 12,248 haと推定されている。

このほかにコンポントム (KompongThom)州の低地にも松林が見られるが，松林というよりは，

前記乾燥落葉林を構成している樹種が多く混ざっている混交林である。 rolletの標準地 (1ha)の

調究によると，その構成状況は次に示す通りである。

主要樹種 Dipterocarpus tuberculatus 

優勢木

主要 樹 種

下木

Melanorrhea laccifela 

Pi nus merkusi i 

Aporosa sp. 

Dipterocarpus tubercultus 

Melanorrhoca laccifela 

Memecylon edule 

貴重材， 1級材， 2級材， 3級材，無級材のカテゴリーごとの樹種別直径分布と材稜分布は次表に

示す通りであった。

直 径 (cm) 樹種ごと 丸太
,,..,. 子 名

合言l本数 材積5 1 0 15 20 25 30 35 40 45 50 60 70 80 

貴 重 材

MELANORRHEA 77 ， 1 4 2 1 1 95 1.56 
LAOOIFERA 

1 級 材
Shorea cochinchinensis 1 7 5 1 1 2 26 1.28 
Si rrlra cochi,1chinensis 1 1 2 0.22 

2 穀 材

Ani scptera Cochinchinensis 1 ~ 1 
DIPTEROCARPUS 147 23 1 1 0 13 7 7 1 209 a41 

TUBERCUIATUS 

PINUS M如 SIi 1 8 11 2 3 1 3 1 4 4 2 1 50 21.54 

Quercus Sp. 1 1 

3 級 材

Calqれyltum saigonense 5 1 6 0.06 
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直 径 (cm) ＇ 

＾ 子

名
椅拝孔ごと 丸太

l s 1015202530 35 40 45 50 60 70 80'合計本数 材積

Eugenia Sp. 16 2 2 3 -1 23 I U78 

Mag n i f e r a Sp • 1 -1 

2~I 3.84 
I 

p arm. arrum annamen如 7 4 1 2 6 3 3 1 ー，

Kylopia Pierei 1 2 3 1 -1 1 6 ! U06 

無 級 材
I i 

＇ 
I 

APOROSA Sp. ~55 2 1 2 2 BO'Q 12 

Di I lemi a ova ta i 3 2 2 -_I I 
7 I 0.12 

Gar c i n i a s p. 8 5 1 1 4 U22 

Grevria paniculata 1 1' 

lrvingia harmandiana 1 1 1 3 : 1.00 

M&¥i!ECYLON EDULE 88 2 90 
' 

Made rh - Meas 20 4 24' 
！ 

貴 重 材 77 ， 1 4 2 1 1 95 : 1.56 
カテゴリー

1 級 材 1 8 5 1 2 2 28 I 1.50 

こ・ と の 2 級 材 1 65 36 3 13 14 10 8 5 4 2 1 261 29.S5 

3 級 材 40 10 1 6 6 6 3 1 73 4.74 
総 計

無 級 材 1 76 35 2 4 1 1 219 1.46 

様準地本数計 476 95 8 27 20 21 1 14 1 6 4 2 1 676 

標準地丸太材校 - 16.2 2.4 4.6 2 3.5 Z4 2 Z5 6.0 Z2 5.1 3Z5 39.21 

(1) 大文字の樹種が椋準地で最上に本数が多いことを示す。

Il -5 Mangrove (紅樹林）

ジャム湾沿岸には Mangroveがある。その面積は 50,000~60.0DDhaと推定されているが，昔

からカンポット (Kampot)およびイロットコーン (Ilot-cone)地方の炭材に供するため乱伐さ

れ，現在は小径木を有するに過ぎず，一般的に林相は貧弱のようである。構成樹種は Avicinia sp. 

Rizophora conjugata, R.mucronata, Bruguiera gymnorhizaなどがあげられる。

またこの Mangroveの背後で海水の影響を例外的にしか受けない地帯に Smac h (Me I a I e u ca 

Jeucadendron)の純林が，そこここに見られる。

11 -6 Dwarf evergreen forest (わい性常緑林）

このわい性の樹幹の曲がりくねった常緑樹の林は，一般的には砂岩の上に，非常に薄い土壌でおお

われたところで，多雨と高い湿度を条件として現われる。低地から高地まで，このような条件のとこ

ろに成立するもので，土壌囁の深い場合，湿潤常緑林になっている (/Jであろう〇主な構成樹種は

Srol Kraham(Dacrydium elatum), Krang(Lithocarpus elephantum), Srol Sar 

(Podocarpus cupressina)などの針葉樹に Angkot Khmau(Diospiros bejaudii), 

Pring(Eugenia sp.), Rong Leang(Tristania myrtasi i), Trapoung(Croton 

oblongifolium),'J'ramonung(Garania oliveri), Pring Phnom(Eugenia longifolium) 

などである。 ha当りの材積も大体 3 0 m3前後で，利用価値は少い。
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11-7 Inundated forest (没水林）

大湖 (Grand Lac)の周辺やメコン川両岸には 7月~1 2月までの増水期に一時浸水する森林が

ある。栂成樹種の主なものは Ateang(Homaliumannamensis)およびKrabau(Hydnocarpus 

anthelmintica)で，古くから薪炭材として利用されてきたが，現在大湖周辺は魚類産卵のための

保安林として大部分禁伐になっている。

II -8 Bamboo (竹林）

低地から 1,000mの高さの種々の土地に現われている。またしばしば，湿潤常緑林や適潤落葉林の

中で，伐採，火入れのあとに出来たものもある。カンボジアの木材運搬は主に流送である。しかも有

用材の大部分は枕木であるので筏の材料として，竹はきわめて重要である。種類としては

Arundinaria sp., Barnbusa sp., Oxycanthera sp. などである。

（附） 生産祉ならびに輸出量

等級別木材生産最

等~耐翌巴l 1 9 5 5 1 9 5 6 1 9 5 7 1 9 5 8 1 9 5 9 1 9 6 0 

(2)貴重材 2,281, 771 ,. 25~. 356 3,367, 985 2,014,510 2, 181, 147 2,476, 133 

(3) 1級材 19,656,945 26,715,489 30, 037, 042 41, Bili, 829 44, あ5,663 54, 必0.578 

(4) 2級材 1 02, 896, 728 125, 681, 562 109. 610. 893 96,474,483 171, 668. 400 311, 668. 503 

(5) 3級材 4,068 957 3,853,443 6,398,003 15, 167, 146 8.547, 261 7,523,451 

(6)無級材 9,881,446 12,210, 799 35,294,922 71, 908,299 21, 842, 175 38,606,547 

計 138, 7ぁ,847169, 714,649 1 84, 708. 845 227, 370, 267 249. 094, 646 414,705,212 

(2) B'eng 

(3) Koki Popel.Phchek.Reang - Phom.Sralaoet Bosneak 

(4) Chhoeuteal .Phdiek.Khvao.Trach.Khlong.et Thbc ng 

(5) Svay - Preyet Pham Damleg. 

(6) Voryong et Sampong 

1 9 6 1 

2, 185, 781 

39, 刃4,970

184,520,539 

9,915,299 

10. 655, 136 

247, 181, 725 

丸太輸出先とその数量
単位 1,D□Dm3

製材の輸出先とその数量

函 1 9 5 9 1 9 6 0 1 9 6 1 1 9 6 2 涵 1 9 5 9 1 9 6 D 

中 共 73 6 1、 1 7 4 7 フ ラ ン ス 1. 2 3 D 1, 8 2 0 

北ペトナム 1 3 3 0 1 1 

日 本 3 1 0 3 D 2 D 

南ペトナム 6 44 2 

香 港 3 2 3 1 

フランス共同体 980 
英 国 4 3 0 
オ ラ ン ダ

中 共
香 港 3 6 D 5 0 

フランス 4 南ベ トナム 2 9 D 

西ドイツ 2 米 国 1 8 0 

総 計 7 9 1 1 3 96 83 
合 計 1, 5 9 0 3, 7 5 0 
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単位 ms

1 9 6 2 

1, 4'29, 489 

37, 313, 62.3 

1互 989,396

7, 267, 778 

21,449,507 

198. 449. 793 

単位m3

1 9 6 1 

2, 1 1 0 
2,540 

200 
1, 5 0 0 

7 5 D 
5 0 

6, 9 4 D 
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第七章 ベトナムの森林資源

I 森林の概要

1 9 6 3年版の FAOのWorld Forest Inventoryによると，ペトナムを北緯 17° 線で南・北に

二分して，竹林を含めた森林面積は北ペトナムで assoc千ha), 南ペトナムで 5.620(千ha)と報

告され，それぞれの総面稜の 5 6街 3 3'1, を占めている。人口 1人当たり 0.5 ~ 0. 4 haとなる。

ペトナムは，南北には北緯,ooから 23. 5° にわたり細長く，北部では東経 10 1°~ 1 0 7° でやや巾

広く，南部は南支那海に沿ってインドシナ半島の背稜山脈である標高 1,O O Om~2,4 0 Omの分水嶺に

よってラオスと境して，東経 105-1 09の間に位置している。

自然条件からみると，水乎的には熱帝林に属し，開発容易な経済林は海抜高 50 0 m内外の高地林

に蓄積が多い。植生上の森林型については各学者が種々の環境因子にもとづいて分類しており，垂直

的たは熱帯一亜熱帯ー湿帯性と複雑な林相を呈している。（後記．注 t 参照）

その森林資源の内容を，地域的に北緯 17° 線によって北部と南部ペトナムに二分して，公表されて

いる調査報告類の資料をまとめると第一表のとおりになる。

第 1表 森林面積，蓄租とその内容（面積単位： 1, 0 0 0 ha) 

区 ぶ 城 南ペトナム 北ペトナム

森林総面積（含む ） 
竹林

5,620 B.8 5 0 

利 針葉樹林 2 5 D 1 1 0 

用 広葉樹林 4,634 3, 7 0 0 

林 （小計） 4,884 3,8 1 0 

森林面積／国土面積 33嗚 56'1J 

人口 1人当たり面積 0. 4 ha U 5 ha 

乎 均 蓄 積 量 50~1 5 Om3/ha 50~150m3/ha 

低地の熱帯湿潤 4 4 1, は高地林，適

備 考 林は二次林で疎 当な搬出施設を行な

悪林が多い。
えば， 200-300m3/
ha約 110万ha利用

a注） 1 9 6 3年版FAO0World Forest Inventory• (1 9 5 8 

年調）による。これらの数値資料には推定によるものが含まれており，細部に

ついては未調査の地域が多い。

I 森林型と樹種構成

気温，降雨量，土壌などの自然的因子が複雑であるので，森林型については，各学者が種々な立場

から分類している。
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おもな 森 林 型 の 分類

1. Chev a I i er : 1 9 1 9年， トンキン地方を 10クイプ冗分類した。

(1) 低地の一次林 (2) 高地 (70 0 m~  1, 5 0 0 m)の一次林 (3) 高山地 (1,5 0 0 m~  3, 0 0 0 

m)の一次林 (4) マングロープ林 (5) 竹林 161 低地の二次林 (7) 疎林 (Sl 樹

生サバンナ (9) 低 木 林 (10) 草木サバンナ

2. P . Mau r a n d : 1 9 4 3年， 全 イ ン ド シ ナ地域を北，南，中部に分け

(1) マングロープ林 (2) マングロープ背後林 (3) 密林 (4) 疎林

(6) ヤ・ン林 (7) 高山林 (8) モクマオウ林

3. T.N.: ンチェグローパ： 1 9 5 7年，植生 群を基に 3つのクイプ

(1) 熱帯常緑広葉樹林

(2) 亜熱帯暖帯林

(3) 樹木．草木サバンナ

4. ヤン（楊）・ハニ・シー： 1 9 5 7年，気候と土壌因子による分類

(1) 熱帝常緑広葉樹林 (2) 低山地熱帯降雨林

(3) モンスーン熱帯降雨林 (4) サバンナ林

(5) 松林

(5) 沿岸砂地林 (6) マングロープ林

トハイ・ヴァン・トルソグ（ハノイ農林大学）

1 4のクイプに分類しているが，詳細は略す。

6. 緯度と高低度による分類

u
 

(7) 石灰岩山地林

9 6 2年，気候的要因と環境諸因子厄よって

(1) 高度 700m以下の熱帯性森林型

(2) 高度 700m以上 1,200m以下の亜熱帯性森林型

(3) 高度 1,200m以上の温帯性森林型

そのうえ，各クイプともに気温と降水量の条件によって，植生的に異なった森林構成を示し，さら

に土壌によって，また別の森林型を形成する。

本報告書では，既往の資料により数量的に資源として利用することが可能と考えられる森林型につい

て，概略 6.の分類に準じてベトナムの森林資源を分析した。

A 北ベトナムの森林資源

I 森林の概況

9 5 4年のジュネープ平和協定後，北ペトナムの中央森林管理部は初めて国内森林資源の調査結

果を発表した。それによると，森林総面積は， 790万 haで国土面積の約 5 0 %に当り， FAOの公

表した数量に比して約 6%少い。

森林をその経営集約度によって次の第 2表のとおり 3階級に分けられる。
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第 2表 経営躾約度による森林の区分

森 林 の 区 分
面積 Cto□3 □ha_)___ト：~ 4一7ヽ・—ー J._ ------ -

1) 経済的利用林 3,71 
. "一，—

a 菩梢多い一次林 (1,027) I (1 3) 
I 

b ，，少い＝次林 (2,2 91) I (2 9) 

C 竹 林 (395) I (5) 
---―---- ------------ ! - - --・-- - -

2) 保安林的森林 711 I ， 
. - --- ----- - - -

a 石灰岩山地林 (632) ！ (8) 
， 

b マング亡ープ林 (79) 
I 

(1) I 

3) 荒地と要造林地
I 

3,476 
I 

44 

疎林，サパンナ，沿坪砂 fi:'

丘陵地，乱伐地，原野
し—→

---Jt- —— l— 
合 7,900 10 0 

（注） （ ）内は内訳数I~ である。

古た，経済林の菩禎vc.ついては，竹林を含めずに約 9位 m5と評価され，森林開発地区を次のとお

り（第 3表〕分類している。

これら第 1,2及び 3表で示された数祉には多少の差違はあるが総括的にみると，北ベトナムの森林

の狩源的評価は，唱発が容易に期待しえる海抜高 50 0 m以下の 15 0万 haの熱帯林と 40万 haに

及ぶ竹林，淵発にi薩当な施設を要したり，多少は開発に困難を伴うが将来開発可能と目される 50 0 

m~  1, n O Omの科地林 22 0万 ha, 前者の蓄積が約 3億 4千万 m5, 後者が約 2億 5千万 m3と推定さ

れる。

第 3表 開発の誰易による森林の区分

海抜向区分 (1万ha)
合計面積

蓄 積

開発の雉易区分
500m i--11.□以00m 計

50 On止人・下
~1,0DDm 上 （万ha) m3/ha 

(1 DD万m3)
-- -- ---
1. 花協岩・石灰岩の山地林 80 

I 
80 so 40 

2. 開発困難な森林 130 50 1 80 150 270 

3. 現在の利用林と適当な

施設による開発可能林
I 
！ 

i ， 200~ 
a)蓄積多い森林 1 1 0 1 1 D 300 303 

b) ＇，中位の森林 40 1 80 ｝ 220 100 220 

c) II 少い森林 11 0 t― 

I 11 0 50 55 

d) 竹 林 70 20 90 
• 一

A ロ 計 41 0 330 50 790 893 

t注） 1. の花闘岩• 石灰岩の山地林は保安林的森林が多い。
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また，森林の管理上の区分をみると， 1 9 6 0年 7月に北ペトナム内閣付属の中央森林管理局が創

設されて，同国の重要汽源の一つとして，森林の合理的利用が重視され，政府の施策に強調されてい

る。管理局には次の 4課がある。造林と森林保護，横林数貸決定と森林経営，木材輸送と木材加工，

企画と人事の各課である。

1 9 6 1年には中央森林管理局付属の「森林と木材の科学研究所」が設けられた。中央森林管理局

には自治諸県の 2管理局が所属している。北部の郡を所管するピュトーバク管理局と西北部諸群を統

合するトハクーメニオ管理局である。

II 森林資源と樹種概成

ペトナムの森林の総括概況で記したように森林型としては各種の分類が考えられるが，森林汽源と

いう見地から考えると地勢，気候，土壌などの自然的要因と林産業としての経済的条件を考慮して，

資源内容を次のとおり大別して考えることが便利であろう。

1. 潮水浸水林帯：マングロープ林とその背後林（約 8万 ha)

2. 低地林と丘陵森林帝：（海抜 5 DD m以下の熱帝性森林）

1) 疎林地城とサバンナ樹林 (1D Om3/ha以下約 1D D万 ha)

2) 中紐および密林地城 (1D D m3 /ha以 上 約 3DD万 ha)

3. 高地森林帯： (5  D D m以上）

1) 50Dm~1,DDOm(100m3/ha 330万 haの内訳 25 D万 ha)

2) 1 D DD m以上の山岳林 (15 D m3 /haであるが開発困難）

以上の森林面積と蓄積の数量は，北ペトナム中央森林管理局がジュネープ乎和協定後に公表した汽

料についてまとめたものである。（表 2, 3参照）

以下，それらの地域の資源内容の概要を分析してみる。

II -1 潮水浸水林地帯：マングロープ林とその背後林

Red River (紅河）， Song Ma, Song Caなどの主な河川沿岸やその河口三角洲と海岸泥土地

帯に分布し，総面積約 8万 haと推定されている。

その主な樹種は， Rhizophora spp.(d示ng), Bruguiera spp. (vet)であるが，マレーやフ

ィリピン，ィンドネシアなどのマングロープ林と異なり，概して成長は悪く，かつ搬出便利な地城で

ほ住民の燃料源として古くから伐採がくりかえされて，特に北部地城では南部に比して樹高も 2m~

3mの程度のものが多く資源価値に乏しい。しかしながら，原住民の生活上では薪炭材，クンニン原

料，染料として欠くことのできない資源であり，搬出困難な所では優良林も残存している。

マングロープ背後林ではニッパャシその他のヤジ類が多く，これらも原住民の建築資材，食料に重

要産物の一つである。

II -2 低地林，丘陵林および竹林

この地帯は海抜高 50 Om以下で，合計約 4D 0万 haを占めているが，経済林としては ha当たり

5 D記内外の疎林が約 12 D万 ha, 竹林が 7D万 ha, ha当たり平均 10 D m3内外の中級林が 40
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万 ha, ha当たり 20 Om3 ~ 3 0 0記の豊かな蓄稜をもつ密林が約 11 0万 haで，合計約 30 0万 ha

といわれている。

この地帯が森林地帯として汽源価値の最も高い所であって，熱帯降雨林と，常緑・半落葉涅生林（

（熱帯雨林ともいわれる）および竹林で栂成されている。

この地帯は大慨生産材の搬出も容易で，有用材も多種類が群生しているので，ハノイを中心とする

森耕地近接林やトンキン湾に沿う交通路の便利地域では古くから乱伐がくり返され，現在では二次林

型の林地が多い。

都市や部落近接林では，代表的な Eryth roph aeum Ford i・i (I im)などが姿を消してしまった林

地が多いが， Red Fti ve rやその交流の Black River上流の北西部国境地帯の Phu-qui, Thunh 

-boa地方ではまだ蓄税が豊かである。その他比較的に蓄稜の多い有用材として， Quercus spp. 

(g i e)や Cas t a n op s i s s p . (ca -8 i)は低地林の特徴的樹種である。

また， Vati ca tonk i ne ns is (I au -tau)は建築材として， Chukrasia tabularis (lat 

h o a) , Me I i a A zed a r a c h (x o a n)や LiI a (日本リラ）は家具用材として有名であり， Aglaia

gigantea (goi)は，銃床材として尊重される。ま tt, Mal lotus cochinchirensis(vang) 

は箱材として， Mangletia Fordiana (mo v~ng tam)は棺材に， Canariumsp. (cham)や

Shorea s~. (sen)は優良建築材として重要な有用材である。

これらの有用材は多く珪質土か砂士の地帯に美林をなしているが，人里近い地城では二次林として

竹林に移行した形跡が多く見られる。花禍岩や石灰岩の林地には地利的条件の悪い林地が多く，今日

でも一次林の林型を残しているが，保安林的林地である。そこでの主要樹種は， Gareinia frag-

raeoides(trai), Pentace tonkinense(nghien), Nau cl ea purpurea (vang k i eng), 

Dacrydium elatum(boang dau)などである。

蓄租の豊かな ha当たり 200~300m3あるような美林は約 11 0万 haと報告されているが，その

多くは RedRiver, Song Ma 両河川の各支流々城に群落的に散在する林地と北緯 19° 付近までの

ラオス国境地域の山麓に群生するようである。そしてそれら森林の構成は次の 4層から構成されてい

る。

第 1層木：高さ 35~40mの散生木で 4m位の板根のある Hopea, Vatica, Parashorea, 

Dipterocarpus, Erythophleumなど。

第 2層木：高さ 15 ~ 2 6 mで比較的に密生する Vat i c a, Kn ema, Mang 1 i e ta, Ci n n amomun 

など J

第 3層木：灌木層で 1 0 m以下でありヤン類や竹が混生する。

第 4層は林床植生層である。

また，熱帯常緑降雨林では，北部地城では LeguminosaeとFagaceaeが主要樹となり，南部と中

部では Dipteroca rpaceaeとLeguminosaeが主要樹となって， 2つの林型に大別されている。

1I -3 高地森林帯

植生的の区分からいえが，大体海抜 70 0 m以上の地帯であるが，前述の数値的資料の関連で，こ
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こでは 50 0 m以上，年平均気温 20°~ 2 5°C, 年降水愉 1,500mm以上で，年間 4~ 6カ月の乾期

のあるモンスーン地帯を含めて記する。これを大別すると， 1)モンスーン林 2)亜熱帯林 3)高

山の針葉樹林となるが，ペトナムのモンスーン林は，インドやピルマ， クイのモンスーン林とは異な

って，熱帝性半落葉密生林が北ペトナムの典型的な森林である。

]l-3-1) モンスーン林（半落葉密生林）

樹種の多い点では低地林におとらないが，最 1:.囲は 5 0 t1; 以上の落葉樹が占めていて，降雨期には

熱帯降雨林と見分けられない。

南部と中部では Dipterocarpaceaeの常緑・落葉樹の混生林が主林木で，北部では Legumi nosae 

と Fagaceaeの常緑・落葉樹が主林木層である。しかし北部の一次林はほとんど乱伐により破壊され

ている。二次林は， Erythophl eum fordi i (I im)とCas t an ops i s, Que r cu s, Pas an i a, 

Li tho carpusなど，プナ科の樹種が相当含まれていて，多くの林地では，それらに 1級材である

Vatica tonkinensis(tau), Meadhaca pasquieri (cen-mat)が混生している。落葉樹で

は， Peltophorum dasyrachi s (haon I im). Liquidambar formosana (th~u) が主なもの

—である。

第 1層木は 25~30mの樹高で，第 2層木は 15~20mである。

]1-3-2) 亜熱帯林の広葉樹林と松林

7 0 Om~ 1, 5 0 0 mの高度地帯が主であるが， 1, 2 0 Om以上の所では所によって温帯性樹木が混生

する。平均の気温は 15~2D°, 最低乎均気温 10°, 降水量は高度が上るに従って 2,5 0 0 ~3, 0 0 0 

mmに達する。北部諸州の森林はこの種のクイプが多く，第 1層木は樹高 25 m, 径 60 cmに達す

る Castanopsis indica(Ka-oii), Manglietia fordiana(bang-tam), Oinnamomum 

s pp . (rang k a o) , Mach i I us Li t sea (h o a)などで形成されている。

Castanopsisは地方によってはクリと呼ばれていて，光沢のある波状紋材で栗色がかった褐色の

材は建築や家具用材として賞用されている。 Magnolia spp. は軽軟材で黄色の加工しやすい材で広

く分布し，狂いも少<, 耐菌や耐虫害が強いので加工材として珍重され， Oinnamomun spp. も貴

重材である。

またこの森林地帯で重要資源として松林は特記されるものである。かって仏領時代松林は樹脂採取

林として保護され，木材は蟻の害に弱いため現住民は材としての利用は考えず欧州向け(/..)テルペン資

源として活用したものである。近年諸外国の木材の需要は松林の木材生産源としての利用を要求し，

注目され出した。北ペトナム北部の Yen-Lap地方，南部の SongCa河流城と背稜山脈に沿う山腹

高原地には Pinus merkusi iが低部に Pinus kashyaが高地と大陸部に多く，約 11万 haの林地

を占めている。

山岳奥地の松林の詳細は不明な点が多く，資源内容は明らかでない。

]1-3-3) 高山温帯林

亜熱帯林の上層， 1,500m以上の森林はほとんど温帯林の林相を示し， Fagaceaeの CastanqJs is, 

Que re us, Pasani a, Li thocarpusなどと Oinnamonum, Manglietia, Michelia, Talauma, 
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Theace aが代表種で建築，家具用材として有用材が多い。しかし，搬出施設の乏しい現在では開発

不可能な林地が多く，行源として利用価値は少い。

B 南ベトナムの森林資源

I 森林の概況

北ペトナムと北緯 17° を境としてはいるが，森林の内容については，何ら境界はなく，その北部は

北ペトナムの南部の延長で，その南部と中部のメコンデルク地城の森林はカンポジアとラオス南部に

接した高地林に偏している。総括的には〔表 1〕に示されたように，総森林面租は約 56 2万 haで，

その内利用林は針葉樹林 25万 ha,広葉樹林 46 3万 ha約48 8万 haが開発可能の資源といえる。

Il 森林資源の内容

約 25年間にわたる戦乱と最近 1 0年間の戦争状態の近年における森林地帯の実状は何ら数字的に

精度のある行料は望めない。 FAOなど国連機関を通じて公表されているものが唯一の手懸りである

が，数字的行科の大部分は推定のものである。

費源の内容としても推定の城を脱しないが，その内容を北ペトナムの地城と同様に海抜高と気候的

条件を基として，

1) 投水林帯とその背後林

2) 低f也森林帯（散生林と密生林）

3) 沿;t也森林帯

に 3大別して，有用樹種の分布状態を略記する。

Il -1 浸水林地帯

この地帯は，海片沿線(/_)大河口地城とメコン河流城の淡水浸水帯とそれらの背後林に大別されるが，

利用樹種としては，海岸の潮水浸水林のマングロープ林とその背後林のニッパャジを主とするヤヽン類

である。

マングロープ林は北部より南部の方が優良林が多く，原住民の部落から離れた林地では 15 ~ 2 0 

mに達する林地があり，優良な薪炭材，竿材，柱材を供給し，またクンニン，染料として利用される c

主要なものとして， Rh i z o p h o r a s p p . で R.conjugata(duoc), R.mueronata(dang)や

Ce r i o p s p . (d~) , B r u g u i e r a Gym no r h i z a (v e t)などである。

Il -2 低地林帯

この地帯での散生林は古くから原住民の自給林の供給源として伐採がくり返され，有用材は減少し

た二次林，三次林になった。しかし，搬出条件の悪い地域には下記の有用樹が散生している。

Dipterocarpaceaeに属する sa o, d au, Leg um i n e usに属する gu, go -do, dang hu ong, 

Cam -I a i , t r a cなどは唐木細工用材としても著名な銘木であり， xay, cam-xeなどは有用な構

築材である。
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（注）

cam lai : Dalbergia bariensis 

cam -xe : Xylia dolabriformis 

dang huong : Pterocarpus padatus 
dau : Dipterocarpus spp. (D. alatus, D. artocarpifolius, D. Dyeri, 

D. obtusifolius, D. intricatus, etc.) 

go-do : Pahudia cochinchinensis 

gu : Sindra cochinchinensis 

sao : Hopea odorata, H. dealbata 
trac : Dalbergia cochinchinensis 

xaoy : Diallium cochinchinensis 

n -3 高地森林帝

この地帯の森林が資源として主要なものであるが，北部から中部にかけては，ラオス国境との分水

嶺沿いに，南部においてはカンポジャとの国境地域に分布し，北部と中部の森林は北ペトナムの南部

と同一林相で，地形の変化が甚しく，有用材として蓄積の多い樹種としては， Dipterocarpaceae

の cho, kien-kien, dau, sao, sen, Legumineusの Ji m, g u, cam -I a i , cam -x e, が主要

なものであり．南部では bangI angの純林が小群生し， dau, sao, !au-tau, ven-ven, go-

do, dan huongなどが主となる。

（注）

cho : Parashorea steliata 

kien-kien : Hopea Pierri 

sen : Shorea spp. 
lim : Vatica spp. (V. astrotricha, V. Dyeri) 

banglang : Lagerstroemia spp. 

lau-tau : Vatica spp. (V. Thoreil, V. phillostreana) 

ven-ven : Anisoptera cochinchinensis, 

また，高度 80 0 m~ 1, 5 0 0 mの高原性の高地林では低部海岸面には Pi nu s me r k u s i i , 高部内陸

部 には Pinus khasyaの純林が分布し， Lang-Biang高原を中心として，海岸方面ではDalat高

原にまで分布する。従来樹脂採取林，景観用に保護されたが，今後は木材の利用，パルプ資源として

も 25万haに及ぷ松林の開発が望まれる。

いずれにしてもペトナム地城の奥地林については，戦乱中の現在，人為的破壊が甚しく，平和恢復

後の調査を待たないと，適格な数量的資料は得られない。

参考文献

1. L'Indochine Forestiere. par P. Maurand 
(Bulletin economique de l'Indochine) 

2. ベトナム人民共和国の森林と動物界（付図 1)

M.T. ラヴァロフ著 1 9 5 7年 cu.s.s.R)

3. A World Geography of Forest Resources (U.S. A) 

4. 仏領インドジナ山林調査報告 1 9 4 1年 12月

南国企業株式会社（千田文七郎，佐々木友吉）
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5. Rapport National sur les Forets du Sud-Vietnam. APFC. FAO 

Progress Report. 1955, 1962, 1964. 

6. Year-Book, Forest Products FAO. 1965年版

7. Forest Inventory, FAO. 1958, 1963年版

8. 仏印の農林汽源

（日本）梨林省南方汽源調査室編， 1 9 4 2年

9. Standard Nomenclature of the Exportable Timbers of the Asia-Pacific. 

FAO, 1960. 

（付J 参考資料

ペト ナムの林産事情

1. 北ベトナムの木材生産

北ペトナム中央森林管理局の報告によると， 1 9 6 D年の木材生産最は 81 5, DD D m3で，竹材は含

まれていない。また， 「社会主義諸国の経済J(1960~1962年）発表の資料によると，次のとお

りである。

1 9 5 5年： 3 6 2, 4 0 0 m3 1 9 5 9年： 7 6 9, 8 0 0 m3 

1 9 5 6 

1 9 5 7 

1 9 5 8 

457,300 

4 3 9, 2 0 0 

458,500 

1 9 6 0 

1 9 6 1 

753,200 

s2asoo 

2. 北ペトナムの森林の典型的なものの一つであるフートー郡の林地を例にとると，森林総面積

258,000haのうち 224,000haが生産林であり，その 60 <1, は丘院と山地が占めていて，約

39,00Dhaは密生林で有用材の蓄積が豊かな開発可能林である。立木蓄積は約 1D 0万 m3と評価さ

れて有用材が 25m3/haである。

1 9 5 6年~1 9 6 D年の 5カ年間に，次の生産が行なわれた。

用材

薪材
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3. 北ベトナムの森林は適当な施設と適格な施業計画で開発すれば，年伐量 80 0万 m3, 人口 1人当

たり U5 m3を供給し，連年成長量 ha当たり 3m3をも期待し得るので，将来では年間 2,00 0 ~ 2,2 0 0 

万記の伐採が可能で一躍して一大木材輪出国となり得ると報告されている。

4. 南ペトナムの木材生産 (FAOに対する報告による）

1 9 6 3年

用材：（針葉 16, 0 0 0 m3 , 広葉 34 4, 0 O O m3) 

（ペルプ用材，針葉）

薪炭材：（広葉）

3 6 0, D D D m3 

5,0 DD 

471,000 
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1 9 6 4年

用 材：（針葉 19. 0 0 0 m3 広葉 28こCO O)  

（パルプ用材， 針葉）

薪炭材：

299,000 

5,0 DD 

3 7 4, DO D 

針葉樹では Pinus Merkusi i, P.Kh es syaのぽかに， マンチ軸木材として Podocar pusが年に

約 15.000m3使われる。
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第八章 ラオスの森林資源

I 森林の概要

インドシナ半島 (J_Jメコン河の最ヒ流に位骰するラオスは，国士総面栢 2,36 D万 haのうち森林面校

は約 1,5 D D万 haに及び，国土の 6 4'I, に達する森林国である。 1 9 4 5年以降，政治的混乱の時代

を過し，林政上の安定した施策を欠き，かつ周辺諸国との関連もあって，産業としての林業開発状況

はアジア地域でも最も遅れている国の一つである。

住民 1人当たり約 7.8 haの森林をもちながら経済的にも技術的にも後進国であって，衣食住匠つ

いても最低生活に甘んじて，あえて困難な林業の曲発を自らの手で開発する必要がなかったことと，

立地的に純内陸国として，林産物の国外移出を眼l約されていることも開発を遅らせている大きな原因

である。

I -1 自然的条件

地理的には北緯 14°~23°, 東経 10Q3°~107.6°に位置し，メコン河本流の源泉流域を占有し，

主要な森林地帯がその流城を囲続している。

南姻はカンポジァに接し，束側と北部はインドシナ半島の背稜山脈を分水嶺として，ペトナムに接

し，西北部は中国雲南省とビルマ，クイの 3国に囲まれ，外海との連絡は一切外国を通じなければと

れないという国際的に悲条件下にある。

さらに地理条件として西部は大メコンの本流を境として，南端に近い Pakseにおいて標高 1D 8 

m, 7首都 Vien-tianにおいて約 200m, 北部クイ国とビルマ国境は， 7 DD ~2, DD D mの山地であ

り，東部はペトナムと 1,D D D ~ 2, 3 D D mの高峰山脈によって門戸を閉ざされている。

結局，南部において，カンポジァとクイの両国との国境がメコン河を通じて開かれているだけであ

る。

気候的条件としては，全般的に大陸的熱帯気候とモンスーンの影咽を強く受け，メコン流城の平野

地においては，高度 600~70Dm以下の地帯で熱帯常緑降雨林型， 700m以上の高地では亜熱帝性

半常緑林， 1,DD Om以上の山岳林については，湿帯性落葉林の林相が濃くなっている。

I -2 主な河川の流城面積（単位は 1,DD D ha) 

国連のメコン開発委員会の調査によると，

Nam Ou (2,560), Nam sen (678), Nam Khang (741), Nam Ngung (1, 600), 

Nam Theun (1,470), Se Bang Fai (955), Se Bang Hieng (1,980), Se dong 

(779), Nam Heung (436), Se Kong (2,560) 

で合計約 1,3 7 6万 haとなっていて， NamHeung流域では，約 55 %はクイ領， Se kong流城の

約 2 D %の平地はカンボ、；；ァ領である。

その他，中東部の Xieng Khouangの北部，バンバン盆地周辺は，ペトナム側流城(J.JSong Con 

の f・.流である NamNeunとNamMatの流域に属し，さらに北部の SamNeuaを中心とする一円ば司
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じくペトナム側流城の SongMa河の源泉地帝でいずれも，ラオス国内での頂要な高地森林行源帯で

ある。

しかしながら，各河川の奥地流城の森林地帝はいずこも人跡未踏の地が多く，森林の構成状態など ト

の細部については明らかにされていない。

I -3 森林の区分

植生上の森林の区分は地理的に，低地および乎地林（海抜高約 100m~250m以下），中・裔地林

（約 250m~700m),高地山岳林 (700m以上）の 3大別して考えるのが便利で，高地山岳林はさ

らに，山腹の降雨祉の多いモンスーン林的熱帝林，半落葉林，亜熱帯林，温帯林に細分して区分でき

る。

1 9 6 3年現在として，ラオス国から FAOの World Forest Inventoryに公式に報告された数

字によると，全森林面積約 1,5 0 0万 haのうち約 73'I, の 1.1 0 0 haは開発不可能林や荒蕪地となっ

ている。

また，所有形態からみると， 1, 5 0 0万 haのうち，国有林は 21. 8万 ha,公有林 1.4 1 a 2万 haと

なっているが，この国有林とは国の開発計画によって森林の施業計画がたてられている林地で，一般

公有林は何ら国の計画のない林地で原住民の供用に供せられた林地と考えられる。なお現在利用され

ている林野は約 6 0万 haと報告されているが， 前記の国の開発計画による利用林と原住民の自給伐

採で，ある程度まとまった伐出事業が行なわれている林野の推定量と考えられる。

し

A

I 森林資源の内容

海抜高 10 Om~ 2 5 Omの低地・乎地林は伐木，搬出が容易なため伐採がくり返され耕地との近接地

では住民の自給材を供給するのみであるが，南部では Dipterocarpus, Shorea, HopeaのIまか t 

Sindra, Darbergia, Lagerstroemiaが 500m内外の山腹に小群生し，西北部のクイ，ビルマ

国境の 1,0 0 Om内外の高地ではチーク材の蓄稜も多く，古くからラオスの財源として，サイゴンや，

クイに移出されている。

また 8O Om~ 1, 2 0 0 mの NamTheunの上流高原や， NamNgeun Nam Nhiepの上流々城の Tran

Ninh高原地帯には Pinus spp. (P.khasyaとP,merkusii)の純生林が相当面積みられる。北部

の各河川上流の高地林は，北部ペトナムの高地林と類似の森林型と思われるが，その構成は詳らかで

なく，現在の施設では開発は不可能の林地が多い。

森林資源として豊かな ha当たり 20 0 ~3 0 Om3の林地は〔付図〕の①の地城で約 44万haといわ

れているが，開発は困維であり，その他，③の地城では或程度は開発も可能で有用材を生産する。

（付図参照のこと）

ラオスに女ける有用材の主要なものは次のとおりである。
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地 方 名 学 名 （属 名）

Puoi 

Bang-Lang 

Thom 

Binh-ling 

Mak kamtel 

Nuon 

C企m-lai

Li缶ng

Douk 

D合u

Cang-luong 

Ga。

}
、
,
_
↑

Lagerstroemis spp. 

Vitex pubescens. 

Shorea obtusa. 

ー
ト
ー
、

Dalbergia bariensis. 

ヽ
ー
4

|

J

r

_
＂r
_
J

Adina polycephala. 

Dipterocarpus spp. 

Adina cordifolia, A. sessifolia. 

Sue, Go-do Pahudia cochinchinensis. (May kha) 

May-ken, sao} 

May-kheng 
Hopea odorata. 

Ven-ven 

Bae 

Muong, 

ーヽト

J
Anisoptera cochinchinensis. 

Xoai 

Teck （チーク）

Trac 

May kanhoung } 

参 考 文 献

ペトナムの参考文献のほかに，

1) Rapport National 

FAQ, APFC, 

sur 

Progress 

Bass ia Pasquieri. 

Tectona grandis 

Dalbergia cochinchinensis. 

Jes Forets du Laos, 

Report 

2) 園連メコン開発委員会， 「メコン河流城図」 1/100万

1962-1964 

1 9 6 1年

l付J 参考資料

FAQに公表されたラオスの木材生産量は，

1 9 6 3年

1 9 6 4年

用材

薪材

用材

薪材

4 2, 0 0 Om3 

1 0 0, 0 O O m3 
｝計 14 2, O O O m3 

5 2, 0 0 Om3 

193,000m3 
｝計 245,000m3

いずれも樹種別，利用別爬その内容は不明である。
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第九章 マレーシアの森林資源

k
 I 森林の概要

I -1 森林地の組成

国連食粗梨業機構が 5年毎に行っている世界の森林汗湧諌査結果の昭和 38年度 (1 9 6 3年度）

の統計によると，この国の森林地の状況は，次の第 1表の通りである。

第 1表 マレー・ンァ国の林地祖成表

地 域 区
分 -- -—t 林a地a面,, 積千h a 

農地・叢林その他 国土総面梢
-'一-- . 

-- -—. - --・ ・- - - - -- - "' 

1. マレー半島部 4,3 1 7千 ha 1 2, 1 3 1千ha

2. ポルネオ島サラワク州 I 9. 1 1 2 3, 3 4 9 1 5, 5 2 1 

3. ボルネオ島サパ州

I 
6. D 4 7 1 5 6 4 7, 6 1 1 

4. ムロ 計 2 4,0 3 5 9,2 3 D 36,263 

林野面精比 所有区分 経営管理

対陸地面稜比 人口 1人当り ha 公有林（千 ha)I 民有狂ー」一ー経＿営一ー施業 その他

t 67% 1.2 *8,470 I I - * 7 4千 ha 1 4 6千ha

2. 5 9 1 1. 3 9, 1 7 2 - 4 7 2 -

3. 7 9 1 2. 3 6, D 4 D ! 7 3 3 1, 8 6 6 

4. 6 D 3. 4 D 2 3, 6 8 2 j 7 5 7 9 2, D 1 3 

育 林 施 業 林 地 立 木 度
永久 保続林 I•- - ---- -------- ー・ ---

高 木林 低木林 良好林{U7~1.D) 中f献木 (U4~U6)貧弱林(U4 ） 
. -- - -- - - -→  --

1. *220千ha 2,993千hal 2 2 D千ha

2. 5 72 3, D 1 D 9.1 2 2 

3. 414 2, 7 0 5 42 4 2,096 

4. 1,206 8, 7 0 8 2,3 1 6 9, 1 2 2 

噌ふ

r

'入＼

立 木 蓄 積 生 長 量

広 葉 樹 針 葉 樹 総生長量 正味成長量 損 失 量
_―- -- --- I 

1. 1 0千万m3 一千m3 一千m3 一千m3

2. 6 4 0 領付） -(皮付） ー波付）

3. 2 9 5 2 6,0 0 0 9, 1 0 0 16,900 

4. 945 2 6,0 DD 9, 1 D D 1 6, 9 0 0 

年 伐 量
人 口

年伐合計量 年伐用材量 年伐燃材量 用 材 比

1. 8,329千m3 3,323千m3 5,006千m3 4 D ffii 9,382千人
2. 1,3 OD 1,25 D 50 96 8 D 9 
3. 2,593 2526 67 9 7 4 9 0 
4. 12,222 7,173 5,123 5 8 10,681 

（注， * 1 9 5 8年度，発表統計による。）
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I -2 森林立木の組成

ここでは，マレー半島部 1 1州の森林立木の組成状態だけについて述ぺることとし，ポルネオ島に

ある，サパ，サラワク州の森林や立木組成については，別項で，インドネシア領カリマンクン地区と

併せ，ポルネオ地域の項で述ぺることにする。マレー林業録第 3号 (1 9 2 7年）によると，マレー

半島の 3,62 4.8エーカー (1,457ha)の森林蓄栢調査結果は，第 2表の通りであって，これは，ペ

ラク州，ネグリ・スミラン州，パハン州の商業径級樹種の蓄租調査の集計表として発表され，マレー

半島の平均して良好な菩精林分の組成を相当によく代表しているものとの注記もあるので，調査年代

はきわめて古いが，熱帯多雨林の天然林は，それほど年代による蓄積増減の巾は大きくはあるまいと

考えられるので御参考に供したい。

第 2表 マレー森林の商業樹種の蓄租調査一覧表

（標本区 1,457ha)

番
樹 種 名 科名 マレー名 総本数

交

方ロ
本/ha 総蓄租m3 m1/ha 

積比率

1 Shorea & Parashorea si:p. Dip t Me rant i 13,064 9.0 57,175 39.22 26.6 

2 Dipterocarpus spp. Dipt Keruing 6,621 4.5 22,009 26.27 1 7.5 

3 Koompassia malacmsis Legm Kempass 2,829 2.0 1 3,185 9.06 6.1 

4 B alanocarpus hei mi i Dip t Ch enga I 1,202 us 12,876 8.85 5.9 

5 Vatica spp. Dipt Resak 2,445 1. 8 9,423 6.44 4.4 

6 Eugenia ヽpp. My rt Kelat 6,108 4.3 7,5 1 4 5.1 7 3.5 

7 Li thea spp &. others 11Fam Medang 2.444 1.8 3,099 2.1 2 1.4 

8 Dyera costulata Apoc Jelutong 407 0.3 3,044 2.1 2 1.4 

9jShorea spp. Dipt Seraya 288 U2 2,985 2.05 1.4 

1D!I Dialium Legm Ker anj i 1,486 1.0 2,576 1. 7 7 1. 2 

11 lntsia spp. Legm Merbau 723 0.5 2,340 1.6 2 1. 1 

1 2 Quercus spp. Fag Mempeni ng 1,661 2.5 2,252 1.5 6 1.0 

1 3 Hopea spp. Dip t Merawan 1,632 2.5 2,010 1.42 U9 

1 4 Sindora spp. Legro Septer 7 51 0.5 1,686 1.1 3 0.8 

1 5 Tarrietia spp. Sterc Mengkulang 714- us 1,658 1.1 3 0.8 

1 6 A rtocarpus I ancaefol ia Maree Keladang 795 Q.5 1,577 1.06 U7 

1 7 Anisoptera spp. Di pt Mersawa 264 D. 1 8 1,462 U99 0.6 

18 Koompassia巫 elsa Legm Tualang 204 0.1 4 1,508 1.06 0.7 

1 9 G luta spp. &Meranohrea spp. Anac Rengas 82 7 0.5 1,396 Q.9 9 0.6 

20 Palaquium spp. Sapa t Njatoh 889 QS 1,377 0.92 0.6 

21 Dqゆalanops Dipt Keladan 294 U20 1,377 Q92 0.6 

22 Ochanostac切samoetana 01 eac Pataling 997 0.8 1, 1 95 Q78 U6 

23 Cal曲 yllumspp. Gutt Bintangor 910 0.8 1,01 9 Q71 0.5 

24 Shorea spp. Di pt Nemesu 1 08 0.07 728 U49 0.3 

25 Dilleni a・spp. Di lien Simpoh 380 0.3 63 4 Q47 0.3 

26 Payena at i I is Bet is 149 0.1 0 567 U42 0.3 

27 Scr<rlocarJ)Js bomensis Oleac Kulim 407 0.2 8 5 6 7 Q42 0.3 

28 Durio spp. Bombac Durian 25 9 0.1 8 551 0.35 Q3 

29 Mesua ferra Gutt Penaga 261 Q18 314 Q21 0. 15 

30 S loet ia sideroxylon Morac Tenpinis 125 0.08 1 7 o・ U14 0.(13 

31 Dyospylos spp. Ebenac Arony 166 0. 1 1 174 U14 Q[B 

32 Fagraea g1gantea Legm Tembusu 78 0.05 1 73 Q14 0. [B 
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番
樹 種 名

号

33 Pit匹 I由iumoonfertum 

34 CamJn)sperma spp. 

3 5 Balanoca中usPerangiaius 

361I Pa,an;a spp. 

3 7 Coelostegia Griffi thi i 

3 8 S trombasia j印 anica

39 S. rot四 ifolia 

40 Vi tex spp. 

41 C ra taxyl on spp. 

42 Lagerstroemia spp. 

43 其の他雑

ムロ 計

注 上表は 1acre = o. 4 ha 

][ 森林型と樹種構成

(I) 森林型の成立要素

科 名 I1マレー名 総 本 数 本/ha 総菩稜m3 m1/ha 
対全蓄

精比率

1 I Legm'Kungkon 
125 uoa 135 uo 7 0.06 

Anac : Te rent ang 5 71 UD3 130 0.07 U06 

Dip t : Damar hi tam! 44 U03i 128 0.0 7 0.06 

Fag Berangan 72/ uos I I 109 I uo 7 uos 
I Bombac Pungga i 3 7 I I Q02 82 - U04 

Oleac Deda Ii 87 
Q06I 81 I ! - Q02 

01 eac Kamap 36 Q02 44 - U04 

Verb Lebon 37 U02 41 - 0.0 2 

Gutt Gero咽 c11g 1 2 0.01 20 

Lgthr Bongor 1 0 uo 1 1 6 

26,850 1 9.3 3,954 1.08 1 a4 

76,853 52.5 21,514 5.90 1 DUO 

3 5.3 1 ft 3 = 1 m3として換算した。

マレ一連邦公刊文献

アジア太乎洋地域の熱帯植物分布は，大きく旧熱帯区系区界のアジア大陸棚地城と，豪州区系区界

のオーストラリア大陸棚地域やその中間地城，メラネシア・ミクロネジア区系区，ポリネシア区系区，

ハワイ区系区，ニュージーラン• ド区系区等に分たれているが，南東アジアでは，ウォーレスやウェー

バーによって提唱された動物区界線が割合によく植物区界線にも一致し，後にメリルやペルセニーヤ

によって修正された線が現在支持されている。

マレーの植生は，インド・マレーシア植物区系という最大の植物帯の一部をなしており，これは，

このフロラがインド．クイ，ペトナム，カンボジア，ラオス，マレー半島とマレー諸島に拡がり，東

アフリカ南支台湾ニューギニアから熱帯クィーンスランドに達しているようである。

この大きなフロラの境界を植物学者は，フクバガキ科樹木（ニューギニアー東アフリカ）というよ

うな典型的な代表樹種や， ョジノポリイチヂク，パンノキ，特徴のある榔子植物，其の他というよう

な典型的な代表植物の天然分布から認めている。

古生植物の研究によると，これはおそらく地質鉱物中に記録されている初期の種子植物の中に，こ

の植物種に多くの関連があるということで，世界中で最も興味深い植物区系といわれている。古生果

実，種子，花冠，葉，樹幹は約 6千万年前に遡り，英国のテームズ河下流のロンドン粘土中から，下

部第三紀層や始新世の地層で発見されてきている。そしてこれは多くのマレー植物に酷似しているの

で，そこに出現する堆積物が，現在マレーやボルネオの河口から報ぜられる植物残査の浮蒋物や，廃

棄物から形成されているものに比しうる。

地質史の熱帯海（テシー海）の期には，大乎洋からインド半島や小アジアを経て，英国に達し，こ

れは原始的なインド・マレーシア植物区系に境されている。そしてヨーロッパと北アフリカの気象が，
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その後の世代に変り，植物区系も現況に収縮するまで後退したものであろう。

インド・マレージア植生相は本質的には熱帯状であるが，気象や地理的な位置によって，更に再分

類しうる。

インド， ビルマ，インド・ンナ半島諸国とクイの北方モンスーン林は識別できる。これは多少落葉性

で，東ジャワ・チモールとフロレス島（禄州の最乾燥林に関連して）の南方モンスーン林，そしてス

マトラ・ボルネオからマレー諸島を経て，ニューギニアと北クィーンスランド迄拡がっている中央多

雨林とである。

この中央多雨林の一部は，残余の部分ときわめて近親な全地城を通じて，その植生によって分離し

うる。この類似性は，フィリビン，スラウェン（セレベス）と，もっと東方の国とから識別できる。

これは，スンダ岩礁のある一部か，或はアジア大陸の南東突出部であり，そしてスマトラ・マレー・

ジャワ・ポルネオを包含している。

この国々の植生は，一般の旅行者には同じように見え，往々，スンダ植物などといわれることがあ

る。地質時代のこの国々の比較的新しい分離が，単に植生相ばかりでなく，動物相においてもよく類

似している主な原因はこれによるものである。マレーの横生相は，かくて古代インド・マレーシア植

生相の中心の一部である。これは，優占的に特殊ではない常緑多雨林であって，その理由は，多くの

落葉樹の出現にもかかわらず，全部の落葉樹種に帰ーするに足る十分明瞭な乾季がないからである。

インドマレー・ンア地城の外にある林分と比較してみると，モンスーン気候状態に適するものとして

修正されてきて，そしてまた，中国の温帯植生相やオーストラリア・ニュージーランドの南半球の温

帯植生相のもののような，隣接植生相の流入によって修正されてきた。このような接触の効果は，マ

レー自体の植生相のなかでも追跡できる。スクンダ植物の主体にわたって， 次のような移入要素に言

及しうるであろう。

(I) - 1 ピルマ・クイからのモンスーン林要素

これは主にペルリス，ケダー，ケランクン州北部に出現するが， マレー半島の北部に拡がり，ク

アラ・カングサルとクアラトレンガヌまで入っている。代表樹種としては次のようなものが挙げられ

る。

1. Dillenia am ea ピワモドキ， ピワモドキ科，オトギリソウ目

2. Lagerstroernia flontunda サルスペリ属， ミソハギ科

3. Terminalia pylifolia コバティツ属，ックンシ科

4. Albi?;ia lebeck ヒロハネムノキ，ネムノキ亜科，マメ科

5. Stercnlia foetida ビンポン，アオギリ科，アオイ目

6. Garcinia cowa フクギ属，オトギリソウ科，

7. Streblus asper ストレプルス属，クワ科

8 Fl . acoultia Jangonrao ナンヨウイヌカンコ，イイギリ科

9. Capparis micracantha フウチョウボク，フウチョウソウ科，ケシ目

10. Cratoxylon cochinchinence サリンゴゴン，オトギリソウ科
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11. Holarrkena サカ キカ ズラ ，ケ ウチ クト ウ科

12. Antidesma ghaesembilla 

13. Feronia 

ヤマヒハッ，コミカンソウ亜科， トワダイグサ科

アイロニア， ミカン科， フウロソウ目

14. Glycosmis pentaphylla 

15. Melastomata senguineam 

16. Randia spinosa 

17. R. tomentosa 

18. Vanguenia 

19. Dilleniaceae 

20. Melastomataceae 

，，ヽ ナ・ンンボウキ， ミカン亜科， ミカン科

ボクン属，ボクン科

ミサオノキ，アカネ科，アカネ目，子房群

ミサオノキ，アカネ科，アカネ目，子房群

バッカ属．アカネ科，アカネ目

ディレニア，ピワモドキ科

ノポクン科

このうち，僅かのものはビルマのピワモドキ樹のように，蓬かクアラ・リビスの南部に出現し，そ

して巨大なノポクン科樹 (Sendok)は東海岸のメルジンで見られる。

(I) - 2 山地植生中のヒマラヤ・南支 要素

― これには，例えば次のようなものをある。

1. Bucklandia マンサク科，パラ目，がく筒群

2. Magnolia モ クレン，クロモジ亜科，クスノキ科

3. Rhododendrono ァッ・マシャクナゲ， ッツジ亜科， ッツジ科

4. Sanicula enoopea ウミノミッパ，ウミノミツバ亜科，セリ科

このほか，山すみれのような草本類もある。

(I) - 3 オーストラリア要素

南半球から，マレー諸島を経て西方へ移住してきた代表植生には次のようなものがある。

1. Backia 旧ウメザキフトモモ，バキア， フトモモ科

2. Leptospermum ネヅモドキ，ネヅモドキ亜科， フトモモ科

3. Rhodomyrtus テンニンカ，フトモモ亜科，フトモモ科

4. Tristania トペラモドキ，クサトペラ科，キキョウ目

5. Scavola クサドペラ，クサトペラ科，キキョウ目

6. Casuarina モクマオウ，モクマオウ科，モクマオウ目，尾状花序群

7. Agathis ナギモドキ，ナンヨウスギ科，球果植物目

8. Dacrydium ダクリディウム属，マキ科，球果槙物目，ソテツ網，裸子植物門

9. Podocarpus イヌマキ（ナギ），マキ科， ’’ 
II II 

(I)-4 郷土種（固有種）と導入種

一国だけに出現する植物はその国の郷土種（固有種）といわれ，例え低部クイ・スマトラ・西部ポ

ルネオなどで出現の可能はあるにしても，次のものはマレーの固有種と考えられている。

1. Fagraea 

2. Pettaplorum 

ゴムミカズラ，ホウライカズラ亜科，フジウツギ科

トゲナ・ンジャケッ， マメ科
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3. Lagerstroemia 

4. Sar aka thapingensis 

5. T revesia 

サルスペリ，ミソハギ科，フトモモ目

ムユウジュ（アソカノキ）， ミヤコグサ亜科，マメ科

トレペシア属， ウコギ科

6 B ・. arr1ngton1a scortechinii サガリバナ，シクン・ン科

7. Coelostegia sp. 

8. Melia exelsa 

パンャ科，アオイ目，花た＜群

センダン属，七ンダン科

なお，林地の周辺では，次のようなものが母入種である。

1. Albizia falcata 

2. Guava 

3. Cashew nut 

(II) 森林型

ネムノキ，ネムノキ亜科，マメ科

バンジロー， フトモモ科，フトモモ亜科

カツウノキ，ウルン科

(Il)-1 いろいろな森林型のわけ方

1 9 2 7年に F.W. フォックスワージーはマレー林業録第 3号で次のように森林型をわけている。

1. 海浜林 A 海汀林 B マングロープ林

2. 斤．阪林 A 山陵林

3. 低地 林 A 淡水沼沢林 B ロパック林 C 二次林

D 高木林 Da優占層 db亜優占庖 de第 3層 dd第 4層 deその下層

又， 1 9 4 0年に E.J.H. コーナーは，次のような分け方をしている。

1. 二次林と原生林

2. 低地林と山岳林

3. 士壌と位置

4. サラカ渓流林

5. ネラム河岸林

6. ラサウ河岸林

7. マングロープ林

8. クーミナリア・バリントニア林

なお，フクバガキ林のみについては， C.F.:ンミントンは 19 4~ 年にマレー林業録第 16号 で次

のようなわけ方を発表している。

1. 主な気象的植相としては

a 低地フクバガキ林

b 丘陵フクバガキ林

2. 土壌的な極相

a マングロープ沼沢林

b 海浜林

c 泥炭地沼沢林

~s1·· 



d 河岸林

e 其他沼沢林

f I::: ース土壌林

g 石灰岩地帝林

3. 生活的な極相

a I::: メッバキ竹林

b メロロイカ沼沢林

4. 不確定生態林

a 海岸畑地林

b アデイナンドラ林

c 更新林

1 9 6 3年にマレー林業試験場が，図解式踏査地林型図 (Schematic Reconnaissance Forest 

Type Map)素稿として．バハン州クアンクン地域の 一地図を発表しているが，同国は―~·--
6 3.3 6 1 25,000 

ー 地図，これは航測写真並に限定サムプリング線調究と既存有用踏査デークによって判読作
60,000 

成したものであって，森林型は次の通り分けられている。

1. 高山シャクナゲ・楢林型

2. 丘陵（上部丘陵）フクバガキ林型

3. 丘陵フクバガキ林型

4. 低地フクバガキ林型

5. 淡水沖稜土沼沢林型

6. 潮水沖稜土沼沢林型（マングロープ）

z 海浜丘陵林型

8. 海浜パダン枯生型

9. 被破壊枯生型

その林型並に枯生型にわけられ，又，写真との被覆指標型としては次のような記録がある。

1. 樹冠小型（優占層）

a 断続型，樹高不均一

b 密生，樹高均一

c 疎開プラス散生大樹

d 羽毛状樹冠（例，モクマオウ海浜林）

e 灰色（例，セラヤ）

2. 樹冠大型（優占層）

a 断続型（例，放置された伐採跡地）

b 散生型，高大樹で密生下層との小樹冠木

c 断続型で樹高の高い抽出木を伴うもの（低地原生林と低丘陵フクバガキ林）
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d 灰色（例，セラヤ山陵型林）

3. 被破壊植生

a 全耕作地（例，米作地，ココ椰子園，ゴム園等）

b 採鉱地と市街地

c 浸蝕丘陵地

d 草本被覆地

e 草本，低木混生地

f 密生低木地（例，幼令ペルカール林，樹高 15択下）

g 高木二次林（例，老令ペルカール林，樹高 15宍上）

h 疎開斑状地

マングロープ林

尚，地形学的指標としては次のような注記を採用している。

m 山地型（一般的に標高 2,50 0択以上）

H 山陵型（セラヤ帯又は低丘陵地，特に土壌的植生型）

D 河刻型（水流で刻まれた彫高に小変化があり油網状）

W 混生型（直接水系で追跡できずとも湿性凹地を占めるもの）

R 河畔型（水流に随伴するもの：河岸林には限定しない。）

S 沼沢型（常に水面下にあるため，土壌は飽和し，水位は地表付近）

この森林型図式の詳細については，マレー林業試験場に照会中であるが，フィリピンでも近年，大

縮尺航測写兵による全林地の再撮影を行っており，林地面税の約 75 <1/, に付必要資料を入手集計中と

伝えられているが，航空写真による地上照査併行判読は熱帯の森林型を把握するための最も適確な手

段と考えられ，これが推進されることを待望したい。

次に特殊林型の細分化については， J .G. ワトソンが， マングロープ林について，次のような浸水

林型区分と林野区分を行ない，航空写真と模式図によって， 1 9 2 8年，マレー林業録第 6号に発表

している。

マングロープ林の浸水型区分

英海軍潮汐表 浸水度数／月

自 至 自 至

浸水 1型 全満潮 8' 56 62 

浸水 2型 中位洞潮 8' 1 1 I 45 59 

浸水 3型 普通満潮 1 1 I 13 I 20 45 

浸水 4型 大潮 1 3 I 1 5 I 2 20 

浸水 5型 異常高潮か昼夜平分時潮 1 5 I 
2 
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ンティ・クルイン林型で軽広葉樹，或はショレア属の赤メランティ群と共にフクバガキ属（クルイン

種）との組合せで，頂府優占樹階陪で優占している。このような樹種は，繁茂することが多いが，或

は数種の樹種と共にか，又は個々の樹種の林分となっているが， 6樹種のうち単に 3種だけが現われ

1. Shrea par vi fol i a 

2. Dipterocarpui. costulata (クルイン群） 1本

3. D.sublamelatus 

が示されている。この外に，

（赤メランティ群） 4本

（クルイン群，扇たたみ果節） 1本

4. Ko omp a s s i a ex c e I s a (Le gm) 王様の樹，ジャケッイバラ亜科 マメ科

5. K.malaccensi s (Legm) ケムパス，ジャケッイバラ亜科 マメ科

これは，双方共この林型で極く沢通なもので，この立地の付近でよく見られる。

頂林冠附は割合に均ーであって，およそ 3□m~45mの高さを占めるが，優占樹の中には， 6 D 

m近い樹高のものがこの林型には出現する。

第 2層は，樹高は高いが約 2Dm~30mの間の亜停占種から成り，最高樹と最低樹の差は 7 mの

範囲内で，甚しい波状をなしている。

第 3府又は紋低咽は，全て 20 m以下の小型樹だが，約 22~23mの没入樹高の範囲を含み，ま

たこの椋本区では 3 1本のうちに 2 8樹種が出現している。

かくして頂酒から下暦に，単木の密生度や樹種出現と各群の樹高範囲の増減が見られる。このよう

な特徴は，マレーの低地林全般を通じて見られるものである。

低木形は，林型新面模式図には含まれていないが，この場合，ここでは地上から林冠を通じて，傾

向も外観も，ともに疎らで割合にとぎれてはいない。

地床l1Yjも，同じように疎生していて，ただ少数の地床羊歯や矮生椰子や草本類があるだけである。

たいがい，地床は裸出しており，フクバガキ林では，厚い腐植があるのは，例外的である。

根張りは，極めて明瞭というわけでもなく，着生植物やつる植物も繁多とはいえない。

第一筆者（註， R.G. ロピンス）の印象は，ともにマレーのフクパガキ林は，云うなれば，パナマ

やニューギニアの熱帯の割符の豊富さに比ぺて，もっと乾燥し，もっと疎開的である。しかし，特徴

としての明らかな乾燥性は，第二筆者（註， J.ワイアットスミス）を驚かさず，彼は南ナイジェリア

の経験に限定して，その国で観て得た印象を，はなはだ古い二次林とは考えたが，それはもっと開放

的であった。

巨大な板根，多量の着生テンナンジョウ科植物や，スズメノチャキキ萬植物（後者は新熱帯世界の

み）・ヨジノボ 1)羊歯や高所羊歯・蘭や蘇苔類・草本性のコショウ・バナナ・イラクサ類などの地床

植生が，葉の大きさや形の変化を持ち，おびただしいヨジノボリイチヂクや木性のつる植物類が，湿

潤熱帯多雨林と考えられる処に，よく発達している。

マレーの林木哨幹の硯相の相違は，もちろん多数のフクバガキ樹木の壕占である。林冠の開けたフ

クバガキ樹木は，旺盛な更新樹や，豊富な腐槙が，林冠を1~ 占するばかりでなく，森林群落の全相貌

に影響を及ぽしている。
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フクパガキ科の数種の属や多くの樹種は，生活型で極めてよく似ているところがあり，そして限定

された因子の示唆がある。

フクバガキ樹木群は，地域的なスケールでは，低地熱帯多雨林の中で，土壌的複合体をよく現わし ー

ているのである。

(1) -(8) カプール林型

経済樹種に基いて，林業技術者がマレーのフクパガキ林を認識するに当って，先ず第一の亜型の一

つは Dryobalanops aromaticaーカプールーの優占するカプール林であろう。これはマレーの東

海岸沿いに優占的に見られ， 20km~30km内陸には決して発見されず，又，養分が多く，排水の

よい黄色砂粘壌土を占め，花扁岩質土壌を避けて森林型として図化でき，単なる偶然分布より，もっ

と大きな信頼度に基いているものと思われる。

他方， Dryobalanopsの出現がなくても，カプール林は存しうる，共に群叢をなす，フクパガキ

樹の効果により，便宜的に赤メランティ・クルイン林型が，バラウ林（ショレア属の重硬材種群）に

位置されうるが，後 2者は緊密に類縁している。カプール林には，主な 2地城がある。一つはトレン

ガヌー州の海岸沿いの北にあり，一つは南方にあってバハン州から始まり，ロムピンの南部から，ジ

ョホール州すで伸びている。第 2図に示された模式断面は，この最後の地城からのものである。主な

地城の西部のカプールの出現は，昔の自生定位置に接続していると考えられる。他方，森林構造は，

これまた三樹階層であって， D.aromaticaは，ほかの上層樹階の単木よりも，もっと高いのが常で

あって， 6 0 mにもなって抽出している。この種は繁茂していることが多く，小地城には純林をなし，

またそのすばらしい胸高径と 3 0 m余の通直な樹幹は，貴重材のha当り底断面積を高めている。本種

は， よく開花して果実を着け，又稚樹は耐蔭性なので，更新は旺んである。レソン保続林の樹種から

離れて画かれている第 2図には主要樹種としては次のようなものが挙げられている。

I. Shorea crutisii （赤メランティ群）

2. S. rnacroptera （赤メランティ群）

3. S. parvifolia （赤メランティ群）

4. S. ochrophloia （パラウ群）

5. S. elliptica （バラウ群）

6. S. artineruosa （バラウ群）

7. Dipterocarpus grandiflorus (クルイン群，有翅果節）

8. Tarietia simplicifolia (クリエチア属，アオギリ科，アオイ目，花た＜群）

この模式断面図で，林冠の高さは約 40 mで，抽出しているカプールは約 5 D mある。第 2層は，

約 2 D mで疎らにしか表われていない。

しかし，一方低樹階層はまたもや小形樹木の単木も樹種もよく共に表わされており，およそ Bm ~

2 2 m間の樹高傾斜を見せている。低木層はジンドラの稚樹と 2種の扇状椰子を含んでいる。つる植

物の出現は記録されているが，着生植物はない。地床層は疎らで，疑いなくカプールの厚い耐久性葉

の濃密な腐植によるものであろう。
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(1) -t) ケムバス・クドンドン林中

第 3図は，低地フクバガキ林の乏しい姿を表わし

ており，これがケムバス・クドンドン林である。こ

の林型は，地域的には沼沢林に近接して見出され，

また養分の乏しい重粘土壌の低地林と組合さってい

る。これも，木材資源上からいうと，貧弱な林相で，

林冠廣が 3 D mを超えることは稀である。

ケムパス・クドンドン林は，割合に豊富な次のよ

うなカンラン科の樹種に特徴づけられている。

1. Koompass ia ma! accensi s ケムバス，

ジャケツイパラ亜科，マメ科

m

a

 

u

i

 

i

r

 

r

i

 

a

t

 

n

n

 

a

a

 

C

S

 

．
．
 

2

3

 

クナリ，カンラン科

サンティリア，カンラン科

同じく付近に現われるものは，次の樹種である。

4- Di a Ii um ジャケツイバラ亜科，マメ科

S. Di I I en i a ピワモドキ，サルナシ科

6- Dyer a cos tu I at a 

クトウ科

9- Sapo ta ceae 

ゼルトン，キョウチ

7. Fagraea fragrans ゴムミカズラ属，ホ

ウライカズラ亜科，フジウツギ科

8. Ixoranthus retuculata アマ科， フウ

ロウソウ目，花た＜群

アカテツ科の諸属群

この第 3模式断面図では，林冠層の樹高は， 2 5 

~35mで，第 2層は 15 m ~ 3 Om, 最低層は 7

~ 2 D mを示している。特徴のある次の榔子が密生

した低木層の一部に描かれている。

16 C 

150 

1 40 

13 0 

1 l〇

11 0 

1 DO 

90 

BO 

70 

60 

50 

4C 

30 

20 

1 0 

50 100FT. 
Kapur (Dryobalunops aromatica) forest in Lesong 

Forest Reserve, Pontian, South Pahang. These to-
gether with Red Meranti-keruing and Balau types, re-
present the optimum in Malayan lowland dipterocarp 
forests. Long recognised as a distinct forest type due 
to the dominance of the magnificent kapur trees which 
often reach pure stand density, there are quite large 
tracts of Kapur forest along the east coast. The forest 
profile, which includes only trees over ZO ft., repre-
sents an actual forest plot I 00 ft. long by ZS ft. deep. 
For full description see text, 

l=Durio carinatus Z=Dryobalanops aromatica 
(kapur) 3=Shorea acuminata 4-Elateriospermum tapos 
S=Ctenolophon parvifolius 6=Burseraceae ?=unidentified 
S=Diospyros cauliflora 9=Cynometra inaequifolia 10= 
Myrlstica sp. l l=Chisocheton penduliflorus lZ=Santiria 
laevigata 13=Polyalthia cinnamomea 14=Eugenia sp. 
15-Gironniera parvifolia 16=Baccaurea sp. J7=Xantho-
phyllum sp. I B=Ixonanthes icosandra l 9=Annonaccae 
ZO=Aporosa benthamiana Zl=unidentified ZZ=Scaphium 
offine Z3=Artocarpus scortechinii Z4=Barringtonia 
scortechinii, Species are numbered consecutively but 
from left to right in order of the three tree strata which 
have been recognised here, 

第 2図カプール林型（ マレー熱帯低地雨林）

1Q Eugeissonia trista palm ヤシ科，ャジ目

(1)-a)) クルイン林型

第 4図には，ペロン保続林の排水のよい処に成立するクルイン群の姿が描かれている。

この林型の殆んどのものは， しかし 1年のうち或時期にわずかながら浸水する地城ではなくて，淡

水沖積＋沼沢林の林緑にある。大面積のクルイン林は，マレー半島を横切って，クアラルンプールの

南に出現する。

選んで付けた代表林型名が示しているように，これにはフクバガキ属 (Genu s D i p t e rocarpus) 

が優占しており．これに随伴するフクバガキ科樹種は次のようなものである。
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1. Dryobalanops oblongifol1a (カプール群）

2. Hope a~1e ng a raw an (メラワン群，条裂樹皮亜群）

3. Shorea lcpidata (赤メランティ群）

非フクバガキ樹柿で，粋通この林塑に出現するものは次のような樹種である。

4. Ar t o c a r p u s s p p . バンノキ，パンノキ亜科，クワ科．イラクサ目

5. Di I I en i a s pp. ピワモドキ，サルナシ科，オトギリソウ目

6. My r s t i c a g i g a n t e a ニクズク属，ニクズク科，キンポウゲ目

7. Koornpa s s i a ma I accens is ケムバス，ジャケツイパラ亜科，マメ科

8. Palaquiurn spp. オオバアカテッ属アカテッ科，カキノキ目

模式断面図には， Jjij述の第 2図の構造と密接に比しうるような林相を呈している。林冠暦は約 4 5 

mに達して 2, 3の大きく拡がったフクバガキ科樹種が優占している。

第 2岡は，約 25~3Dmで， 8木から成り，うち 7木が図示され，一方，不均ーな最低樹階層は，

7~2□rnで， 2 2木が 2 0樹種から成立っている。

低木は，本図から除外されているが，次のような樹種から成立っている。

9. Ag r ,is t i st a ch go 

lQ An,,naceae spp. 

1 1. l~u gc n i a 

1 2. Panda nu s s pp. 

1 3. fan Pa I ms 

トウダイグサ科，フウロソウ目

バンレイ・ン科の種，キンポウゲ目

チョウ・シ属の種，フトモモ科，フトモモ目

クコノキ科の種，クコノキ目，単子葉植物

扇状椰子属， ャ・ン目，単子葉植物網

つる植物け，籐を含めておおむね稀であり，着生植物は，記録されていない。地床植物植生は，稚

樹から成立っているが，他に植物のない裸地では，ただ葉の厚囲で覆われているだけである。

(ll-(E) チェンガル林型

第 5図に描かれた林型は，マレーで有名な Balanocarpus heimii (マレー名 Chenga I)の出

現によって，このように命名されたものである。この林型は，肥沃な土壌の処に見られ，林分構造を

よく発達させている。ほかの多くの低地フクバガキ林のように，これは同様に多くのショレア属やフ

クバガキ属の樹種を含み，又，極めて近似した林木構造の関連性をもっているので，赤メランティ・

クルイン林型の一つの植生相的な分離型のように見える。ここに示した模式断面図にはいずれも優占

種的なフクバガキ樹 B.heimi iを含んでいないが， しかし，このような保続林は実に多いのである。

(2) モンスーン・フクバガキ林型

マレーの森林は概して，スマトヲのそれと共に，一方ではビルマ，クイのモンスーン林と，一方で

は南インドネツア（ジャワ・小スンダ列島・チモール）とを画する湿潤多雨林の中央のクサビを現わ

している。それゆえ，マレーで認められる低地フクバガキ林の唯一のモンスーン林型は，ペルリス州

の現在のクイ国境沿いの極北地城と，ビルマ・クイ植生相の南方への拡がりが，マレーに入った境界

線のなかに含まれることは明らかである。

この小地城は，デールの北西多雨地方で，乾季と雨季が交替する，殆んどモンスーン的な気象をも

っている。

マレーの東海岸に雨をもたらす，北東モンスーンには影響されず，このときは，乾季を経験するが，

しかし南西モンスーンからの相当な雨量は，スマトラ北端付近を一掃して，そのほかにマレー半島を

保護する。この明らかな乾季が反映して，あまり密ではないが，なお 3樹階層林が，わずかに低い林
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1

冠と，ゃゞ貧弱な林木と，多目の攀撓植物や木性つた類を形成している。上層階は樹高約 4 0 mに達

し，第 2階， 30m弱で，下喝は約 13 mである。この林分の大部分は，その集約な焼畑耕作によっ

て，変形されていると考えられ，また実際に，多くは今や二次混交林やヒメッパキ（シーマ）．竹型

のすぺての発達段階のツギハギやモザイク模様に変換している。天然林における主な相違は，普通の

南方ショレア樹種の欠如や稀少性で，同じ属の白メランティ群は，割合に豊富である。この林型で普

通なものは下記のとおりである。

1. Shorea asaamica£. globifera 

2. S. hypocra 

3. S. seriseifolia 

4. S. talusa 

（白メランティ群）

（白メランティ群）

（白メランティ群）

（白メランティ群）

ほかの特徴的なフクバガキ林木は次のものである。

5. Parashorea lucida （パラショレア群）

6. Hopea ferea （メラワン群，剥落樹皮亜群）

7. H. helferi （メラワン群，剥落樹皮亜群）

8. Hopea latiferi （メラワン群，乎滑樹皮亜群）

9. Vatica cinerea （ルサック群）

10. Dipterocarpus baudii （クルイン群，球形果節）

11. D. dyeri （クルイン群，有角果節）

12. D. Kerrii （クルイン群，球形果節）

13. D. grandiflorus （クルイン群，有翅果節）

14. D. obstusifolius （クルイン群）

15. Anisoptera oblongga （メルサワ群）

ほかに，たまに現われる非フクバガキ林木は次のものである。

16. Dillenia aurea 

1 7. Parkia ja vanica 

ピワモドキ．サルナシ科

パーキア，マメ科

18. Koompassia malaccensis ケムパス，マメ科

しかし，疑いなくその 3樹階層に基き，そして優占的常緑性にこの林型は属しており，季節的な

相としては，低地フクバガキ常緑多雨林型であって，別のモンスーン林型ではない。

(3) ヒース土壌フクバガキ林型

第 6函のこの林型はモンスーン林のように，これも低地フクパガキ林から分離した範疇に入れられ

てきた。しかし，この場合にはおそらく離した土壌的極相型を表わしているであろう。

各称は，これに対していささか異様で，地方的な術語のように親しまれてはいないが， ＂ヒース土

壌”フクバガキ林は，古く隆却した砂浜，或はペルマクンに沿って生育する高木林に属する。

このペルマクンは，マレーの東海岸に沿って優占的に出現し，ここではトレンガヌー州とパハン州

を通って伸び下り，又外見上では，海岸に乎行したせまい帯状の模様をなしている。この林型は，人
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類によって，ひどく撹乱されるか，破滅させられてきており，また西海岸では，これは今日ではディ

ンうィンのハントウ岬保続林の南部で，小地域9こ浪定之れている。

(:3)-(a) 湿地バラウ林型

ヒース士壌フクバガキ林は，兵の低地フクパガキ林とは，一般に下佗部で違っていることをホして

いる。しかし， 3樹階層の描造は残っていて，恕秤数でも I,;Jじ比ヽ年である。

上府は，ある場合には疎開して不連続的であり，樹高は 3 D m に達し，他Jj第 2将は，心jさ 2 5 m 

で，かなり密生した樹高 1 5mのM下府に至る。｛氏木洒も現われてこれに含まれるものは下，iじの通り

である。

1. Rubiaceae spp. アカネ科樹種

2. Leguminsae spp. マメ科樹種

3. Burceraceae カンラン科

4. Pandanus クコノキ属．クコノキ科. tf子葉植物綱

5. Zalaca palm ザラカ椰チ， ャ・ン科，単子芽植物嘩

地床層は疎らか，或は欠如しており，草本性のショウガ科植物（単子葉植物網）を含んでおり，稚

樹は生立するが，羊歯類はない。

つる植物は， Aroid (マム・ングサ亜科，サトイモ科）と籐がある。他方，いくつかの植生相的群叢

を認めることはできよう。この方が最善であろうが，東海岸沿いのヒース土壌フクバガキ林を，単一

の Sh o r ea ma t e r i a I i s 群叢を含むものと考え，この広く分布している樹種が，最大のそして最も

豊富な高木と考えることが妥当であろう。

(3) -(b) 海浜バラウ林型

この林型には，西海岸のハントウ岬保続林のヒース士壌フクバガキ林が東海岸のものと同様な構造

をもっているが， しかしバラウ群の指標樹 Shorea materia Ii sが完全に皆無で， そのかわりに同

じバラウ群に属するマレー海岸丘陵林の特徴的な大型樹木 Shorea glaucaー海浜バラウが生立しう

る。ヒース土壌フクバガキ林の土壌断面は，海岸砂丘ポドゾ）レ性で， B層は約 60 cmの堅硬な晒を

なしている。かくてこの地城は，豪雨の跡は，また時にモンスーン季の間は，一時的に水浸しとなり，

土壌表面に厚層の腐檀のあることが多く，その直下に多数の栄養根が集まっている。森林の変化は，

季節的冠水の頻度と立地条件によるものである。純砂土に生育する，ヒース土壌フクパガキ林は，択

伐やほかの妨害によって，容易に変化する。疎開した藪林の貧弱な型に帰せられ，これは耐火性を持

たぬ傾向があって，遂には疎開扇状草地に誘導されてしまう。

(4) 丘際フクバガキ林型

この森林型は，海抜約 300mから 80 0 m の内陸丘陵林に出現するが，処によっては，又，特に沿

岸付近では，ずっと下部に下ってくる。

これはまた，低地常緑多雨林の中にあって，実に低地フクバガキ林とは，極めてさゞやかな地形差

しかないのである。しかし，純粋の低地フクバガキ林樹種は段々に少なくなり，一方乎地には見られ

ない新しい樹種が現われ初める。そして，それによって多数の植物群叢を成立させるのである。最も
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普通の樹種は， Shorea curtisi iであって，ワイアットスミスは，丘陵地，傾斜地，谷底の立地条

件差によって，この中から次のような六つの林型を識別した。

1. セラヤ山防林型

2. バラウ・黄メランティ林型

3. 海浜バラウ丘陵林型

4. バラウ・クルイン林型

5. メルバウ林型

6. クルイン・ルサック・メンクルン林型

この森林型の中，ぉヽくの場合・ンコレア属が優占的であることは，注目すべき事実であろう。優占

樹セラヤの灰緑色の林冠によって，外葉でたやすく識別できるが，これが最も普通な，そしてもっと

広般に渉っている林型である。この林型は，マレーの主要地域を通じて出現し，又，もっとも豊富な

経済的林型の一つである。林冠岡の樹木は 50 mにも達し，そして全てが，繁茂する S.curtisiiを

もって構成されているであろう。

セラヤ林型は，時によると他のショレア丘陵林型と混交していることがある。沿岸地帯では，低標

高に下ってくるだろうが， しかし，随伴樹種には俸かな変化しかなく，海岸パラウ丘陵林に上ってゆ

くのである。

浅い石英土壌地帯の標高の高い処には， Aga th i s a Iba (ナギモドキ，ナンヨウスギ科，球果植

物綱，裸子植物亜門）が山地林から伸びて現われるであろう。

描かれた模式断面図第 7図は，乎地フクバガキ林と同じ構造模隊や樹階属群を見せている。林冠噌

には，丈高い通直な樹幹が，大きく拡がった林冠をもっており，第 2層は 20~30mで密に混生し

た蚊低層は 1 0 mから 2 Omの間の樹高傾斜を示している。低木層は，茎なし椰子のペルクムが密生

していることが多く，これは丘陵林には特徴的に豊富なので断面模式図に描いてある。地床植生は皆

無であるか， 又は疎生していることが多い。

(5) 高地フタバガキ林型

この森林型は，標高の高い 80 0 mから 1,300mのところに出現するが，リチャードの概念による

と，これもまた低地フクバガキ常緑多雨林型の中に入っている。

この森林型の植生相的構成は，フクバガキ樹木の標高限界に近づくに従って違ってくる。本科樹木

は，いまやほんの 2, 3種しか現われず，それも高標高樹種であって，単に 1群叢か 1林型が，これ

まで認められて肖たとはいえ，これは経済的価値のある Shorea pl atycl adas (赤メランティ群）

が多くの地域で優占する大型樹だが，更に林相区分を要するようになり，ほかには皆無であることが

判る迄に数年間を経て実現したものである。

林分構成は 3樹種層と同じものが弗っているが，樹高ではぐっと低くなってきている。上層は高さ

25~30mで散生木になる疎開型傾向をもっている。これに続いて， 16m~23mの密生した第

2層があり，又，第 3I晉は Bm~l 6mで，これはすぺてのフクバガキ林のように，かなり巾の広い

単木高の範囲の小形樹で特徴的に成立っている。
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楢類と針葉樹（アガチスとダクリディウム）は俵山地林の付近から現われるであろう。このほか多

い樹種は数種のピンタンゴール（カロフィルムーテリハボクー，オトギリソウ科）である。低木将は

籐や矮生椰子のアレンガ種・リクアラ種などの存在で特徴付けられることが多い。地床植物は疎生し

ているが，次のような種に占められている。

1. Zingiberaceae spp. •ン，ゥガ科種

2. Gesner iaceae spp. イワクパコ科種

3. Agrostemma ムギセンノウ． ナデ・ンコ科

4. Sonerilla ソネリラ， ノポタン科

5. Selaginella Sataginellaceae 

6. atroviridas 

7. ferns 羊 歯 類

8. Thelyptesis モッコク， ツバキ科，オトギリソウ目

9. Charamdophora & Adiantum 

つる植物や着生植物はあまり普辺的ではない。

土壌がもっと薄くなり，乾燥したもっと不適な立地ではピンクンゴール (CaIo phy I I um)やゲロ

ンガン (Cratoxylon)の樹高 1Dm~1 3mの密生した林分が見られる。

この断面図第 8図は，高地フクバガキ林が，低山林地に転移する植生群落を現わしている。

(6) 低山岳林型

海抜高約 1,000mでは，低地森林型や亜型はとり残され，そして主な新しい森林型がはじまる。こ

れが，低山岳林型で，地方的に変化があって標高 2,DD Om迄続いている。森林構造は， ？樹階層にす

ぎず，この事実が明瞭に低山岳林型を区分する。立木は全林分を通じて割合に樹幹が短かく，樹周

1.3~1.6mを超えるものは稀であって，また根張りのあるものは見られない。上位林冠層に続く第

2層は，かなり密生している。そして 2樹高群から成る。ペアードは，樹高が高くなるにつれて低地

林上層は疎開してきて遂には消減し，第 2層を林冠哨に引継ぐものとして考えた。これはマレーで確

認されたもののようである。他方，時折， Dipterocarpus retusas (クルイン群，球形果節）と

Vatica (ルサック群）が出現する。こヽ ．一般にはフクバガキ樹木は見られない。こヽで普通な

ものは次の 3科に嘱するものである。

1. Fagaceae spp. プナ科樹種

2. Lauraceae spp. クスノキ科樹種

3. Myrtaceae spp. フトモモ科樹種

なお，ここには次のような樹種も見られる。

4 ., Acer niveum 

5. Calophyllum 

イクヤカエデ属， カエデ科

ピンクンゴー Jレ，オトギリソウ科

6. Symingtonia poplunea 

7. Engelhordia spp. フジパンデ，クルミ科
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8. Gordonia spp. 

9. Belicia atenuata 

10. Toona spp. 

11. Weinmannia blume 

クイワンツパキ． ッパキ科

ヤマモガ・ン． ヤマモガ・ン科

スルヤン（土． カランクス），センダン科

ユキノ・ンク和

低木陪によく 出 現 す る も の は 次 の よ う な種である

12. I.xora サンクンカ属，アカネ科

13. Psychotria ポチョウ・:,;, アカネ亜科，アカネ科

14. Clenodendron クサギ（ヒギリ）． クマツ・プラ科

15. Lamorphia 

16. Linder a piper icarpa クロモ` ；；， クスノキ科

17. Wendrondia burkilii アカミズキ域．アカネ科

18. Small tree fern 小形 木性羊歯

19. Cythea contaminaris 

20. Pinanga palm ソグアヤン， ソグアヤ・ン科

クコノキは一つも 記 録 さ れ て い な い 。 地床植物としては次のものが普通である。

21. Melastomataceae spp. ノポクン科梱物種

22. Agrostemma ムギセンノウ，ナデ・ンコ科

23. Didymonorpus イワタバコ科

24. Ground ferns 地床 羊 歯

25. liverworts 苔類

流れのある渓流の地床植物では次のものが特徴的である。

26. Zingiberaceae : ンョウガ科，単子葉植物綱

27. Mussaceae バナナ科， 単子葉植物網

着生植物は， もっと多くなり下記を含んでいる。

28. Conocephalus ャナギイチゴ属， イラクサ科

29. Aeochyanthes 

30. Poikilospermum 

3 1. Arplenium nides. 

攀撓植物やつる植物は次のようなものが見られる。

ツ Jレアダン， クコノキ科

コジョウ， コショウ科， コジョウ目，花た＜群，双子葉植物綱

サルトリィバラ，ユリ科

32. Freycinetia 

33. Piper 

34. Smilax 

35. Calamus 

3 6. Conneriaceae 

37. aroid 

トウ，ャジ科．単子葉植物綱

マム・ングサ亜科， サトイモ科，単子葉植物綱
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この森林の I・.部は寒帝に入るだろうし，弔木は稀少となり樹幹や枝葉には次のようなものが付沼している。

38. Mosses , 心

39. liverworts 苔類

40. filmy ferns 薄膜羊歯

41. lichens 地衣類

次のものも水年認められており，これはもっと乾地のある標高の特徴的なものである。

42. Agathis alba ナギモドキ属ナンヨウスギ科

43. Dacridium ダクリディウム屈，マキ科

44. Podocarpus spp. イメマキ（ナギ）属，マキ科

ここでこの植生を第 2の低山地森林型か，或はこの森林型の随伴植生と認めることが想起される。

これは以前第 2策者（註， ワイアットスミス）が，過度の排水や，適憫喪失による不毛立地の植生型

の其の他群に入れたことがある。ジェライ山ではこの森林型は，丘咬フクバガキ林の上部に出現し，

概高 1.0 O Omから始って 1,300mの頂上点迄続いているが，ここでは甚だしく貧弱な立地条件や，

媒蕗， 再．．の浪霧等の組合せによって，ほとんど藪林に滞してしまっている。

この針虻樹林的な姿が，ナラ・月桂樹林とここで変るかどうかは，概して貧弱な立地条件なので，

少々疑わしいように見える。第 1D図の楢・月桂樹林のようにこの森林は，フクバガキ樹林の正常標

高の上位にあり，それぞれ個有の特徴的な随伴種をもっていて，あるものは両者に共通である。

第 2IM, 又は最下府は，楢，月桂樹低山岳林のように密生して続く高目の低木をもつ均ーな咽で 10 

mに達す,(,。

このサ月店な針莱樹の関連は，熱帯山岳を通じ至る処に見られ，またこの群落の歴史的起源が異って

いたという現在の林分要素には，これを示唆するいくつかの証処がある。（ウオマスレイ 1 9 5 8年，

ロビンス 1 9 6 2年）

これにr関連する針葉樹は，次のものである。

45. Agathis alba ナギモドキ属．ナンヨウスギ科

4 6. Podocarpus neriifolium イヌマキ属，マキ科

47. P. imbucatus II 

48. Dacridium beccarii ダクリディウム属，マキ科

49. D. elatum II 

50. D. falciforme ” 

低木は稀であって，第 9図の模式断面図にはわずかに次の小型のものが現われている。

51. Pandanus spp. 

52. Gelarium glomelatum 

53. Psichortia sp. 

クコノキ属，クコノキ科

オオバッゲ属， トウダイクサ科

ポチョウ・；；，アカネ科

地床層も，同じように疎生であって，次のようなわずかな草本類が見える匠すぎない。

54. Carea サガリバナ科
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55. Gahnia 

56. F reyc1netla 

57. Zingiberaceae 

クロガヤ，イネ科，単子葉横物網

ツルアダン， クコノキ科，単子葉植物綱

・ンコウガ科， 単子葉植物網

58. bamboo 竹類，単子葉植物網

59. Hymenophyllum ferns 羊歯類，隠花植物．無子葉類

60. Orchids 蘭類， ラン科，単子葉横物

また，珀生植物のうちでは次のようなものが出現する。

61. Ferns 

62. Orchids 

63, Climbers 

64. Disocorea 

65. Smilax 

66. Alyxia 

羊歯類，隠花植物，無子葉類

蘭類， ラン科，単子葉槙物

翠撓植物

ナガイモ，ヤマノイモ科，ユリ目

サルトリイバラ，ユリ科，ユリ目

｀ンマティキカズラ属，キョウチクトウ科

他方，最低標高地と適地では， Agathisが優占して， よく 30 m以上に達し，これは暴露斜面や

陵線の土壌がコチコチの処では，完全に哨失してしまっている。

ジェライ山の頂上 3,30 Omのところでは，森林は更新が悪く， 2庖の藪群落となり， しかし，また

寃生の山岳林型を現わしており，またある場合には林相が悪化して山岳林型ではなくなっているもの

もある。

(7) 高山岳林型

この森林はマレーでは，おおむね 2,0 0 Omから始まり，それ以上になるが，稀には 1,8 0 Om以下の

ところもある。かくて低山地林の上位にあることになり，まず第一に単ーな樹階層群落であると定義

される。

この林分の構造の逓減とは別に，林木は，おおむね矮小で樹高はすぺて約 10 mであり，樹形は節

が多く，曲っていることが多い。露のかかることが多いため，著しい地衣類の発達があり，ゼ＝ゴケ

や膜状羊歯が，樹幹や枝条に花網状に垂れたり，地床に敷物状になっている。このような森林は，熱

帯の至るところで実に，雲林とか，地衣林といわれてきたものである。

地床は，樹根の付近に大きな泥炭土鰻頭や伸長した地上根や，倒木のために平坦ではない。かくて

マレーの高地山岳林は，到底単一の混交群叢とは考えられず，森林型は，次のようなジャクナゲの類

（ツッジ科）の出現によって，高地、ンャクナゲ山岳林とも呼ばれている。

1. Pier is -ovalifolia アセビ属，イワナツ亜科，ッツジ科

2. Rhododendron spp. アズマツャクナゲ属，ッツジ科，ッツジ目

3. Vaccinium spp. コケモモ，ッツジ科，ッツジ目，花冠群，双子葉植物綱

楢は，低山岳林には極めて普通であるが，ここでは今や種が制約されて，ぉヽむね植生相の構成に

伴う変化がある。以上に加えて，ここでは次のような種が普通である。

4. Baxus sp. ツゲ属， ツゲ科，ムクロジ目，花た＜群，双子葉植物綱
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5. Elaeocarpus masterrii ホルトノキ滋，ホルトノキ科．アオイ [i' 化た＜群R

6. Ilex sp. マテチャノキ属，モチノキ豆，ムクロ・ノ目，花た＜群，R

7. Myrsine porteriana ヤポチカバ属， フトモモ科， フトモモ目，がく筒群，R

ヤドリクラノキ属，ウコギ科，セリ f:l. が く 筒 群 ・ R

ハイノキ科，カモノキ目，花冠群，杖 f-葉植物網

8. Pentaphylax aborea 

9. Symplocas sp. 

この峰の山岳林は，まさしくこの森林型のはじまりを表わし，頂上に限られた地域だけを占めてい

るが，これは至る処で， もっと高峰において十分に発達している。

この森林の林冠は，約 13 mの均一高の密集した浅い林冠から成立っている。多大の亜林冠樹が，

この第 11図模式断面図に見られるが，これはすべて林冠 'ffiに属する樹種で，恒存する低樹階屑を構

成するものではない。

低木は，次のようなものである。

10. Oxyspora albiflora 

11. Pry chotr ia ポチョウジ属，アカネ科，アカネ目，花冠群，慇）

12. Ardisia ャプコウ・1/, ャプコウ・ジ科，サクラソウ目，花冠群，R

13. Talauma bentongensis 

14. Ficus delloides var. lutescens インドゴムノキ属．クワ科

小樹形羊歯15. Small Cyanthea tree fern 

16. bamboo 竹類

50 

50 

40 
30 

2n 

20 
1 0 

1 0 

SO 1 OOFI'. 
Montane ericaceous forest at 6000 ft. on Gunong Berembun, Cameron 

Highlands, Pahang, From this altitude upwards In Malaya the montane formation, 
identified by a single tree-layer, is represented by a mixed florlstic association 
including many temperate families. The forest ls well within the cloud belt and 

the interior is heavily mossed. 
l=Vaccinium varingiifoium Z=Eugenia cumingiana 3-Pasania lampadaria 

4=Kayea wrayi S=Pygeum stipulaceum 6=Calophyllum cuneatum 7=Elaeocarpus 
glabrescens B=Cryptocarya wrayi 9=Eugenia sp. lO=Phoebe declinata var. 
sericea ll=Quercus bennettii IZ=Cinnamomum sp. 13=Helicia attenuata 14= 
Eugenia cerina var. montana IS=Lauraceae 16=Ficus sp. 17=Ardlsia sp. 

第 11図 高山岳ジャクナゲ林型

-100 -

-0 



地床は， 苔植物又は苔頌で，殆んどがゼニゴケの厚い敷物に瑾われ，長枕状爬なっており，次の

ような草本類と共に生育している。

17. Sonerilla (Melastomataceae) ソネリラ（ノボクン科）

18. Dydy mocarpu s (Gesner1aceae) ディディモカルプス（イワクバコ科）

19. Agrostemna 

20. Burmannia 

21. Aaertnea 

22. Filmy ferns 

23. Climbers 

24, Epiphytes 

25. Smilax 

26. Orchids 

ムギセンノウ，マンテマ亜科，ナデ・ンコ科

ヒナノシャク・ジョウ． ヒナノシャクジョウ科

ホザキサルオノキ，センダン科

疱膜状羊歯類

咀撓植物

苅生植物

サルトリイバラ（シオ・ジ），ユリ科

蘭類

地表は，伸長し1t.露出根や凹根の1t.めに特徴的に乎坦ではなく，これは，泥炭や活きている鮮類，

ゼニゴケ，各大樹付近の腐敗（腐植）隆起の形成のスポンヂ状庖で漢われている。蘇類は懸垂性で，

皮屈釘であり，樹幹・枝条・林冠の中に伸び上っている。

林木は担れていることが多く，掛り木も多く朋芽や垂直茎が普通に見られる。小形の木性植物は，

任意寄性植物が他樹の低枝又爬またがっている。林冠は乎地（坦）なことが多く，多枝性の枝が組合

さっている。

参 考文献、

A world geography of forest phodact 

100 ye,irs of Indian forestry 

南洋材の知識

海外林業事情調査資料 No.7 4 

1956年 The Amer i cane geogr aph i ca I Soc 

1962年 Indian forestry ins I i tut e 

昭 35年 会 田 貞 助

1 96 D年 林 野 庁
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第十章 フィリピンの森林資源

I 森林の概況

フィリッピンは北緯 5°~2 1~ 東経 11 6°~ 1 2 7° の間にまたがり，大小 7,D D D 以上の品々から

成つている。フィリピンの森林資源は，この共和国の最も価領ある再生産可能資源の一つであって，

本天然資瀕は，フィリビンの経済に特別重要な役目を果している。すなわち，最低 9 7. 5 %の森林は

一国有林であって，良く組織された山林局が管理・運営している。

国有林 21,0 2 1, 9 5 5 h aの中， 3,109,728 haが開発用として，伐採種を与えられている。

フィリピンの全陸地面栢は第 1表に示すとおり 2.9 7 4 haで，その 7 2. 5 %は林地として暫定的に

次の 4種に立地区分されている。

1 経済林

2. 非経済林

3. 疎開地 (open land)と草地

4. 湿地沼沢林とマングロープ林

第 1表 フィリピンの土地利用区分表

土 地 区 分 面 租 (ha) 比 率（％）

1. 径 済 林 11,415,020 3a4 

2. 非 経 済 林 4,459, 9 2 D 1 5.0 

3. 疎開地と草地 5,073.300 1 Z D 

農 地

｛ 
2,727,235 

牧 草 地 955,495 

更 新 林 1,390,570 

4. マングロープ・沼沢湿地林 6 1 2,7 4 D 2. 1 

淡水 湿地 {・ 169,340 

潮水湿地林 443,400 

5. 耕 地 8,179,992 2 Z 5 

A ロ 計 29,740,972 1 0 0.0 

フィリピンの大部分の森林は，主要島の大地城に生立している。（ミンダナオ島， Jレソン島，バラ

ワン島，サマール島，ネグロス島， ミンドロ島，レイテ島，ペナイ島，マスバテ島）これは殆んど熱

帯多雨林であって，複雑な森林組成をなしており，胸高径 3D cmに達する樹種は 3,0DD種 以 上ある

が，そのうち僅かに 6 D種以内の樹種しか市場に適していない。

フクパガキ科の樹木は，この林分(1.)75%を占めており， この熱帯多雨林の中，平均 ha当り 100

印以上の経済樹種の生立しているものが，近代的な機械化伐出事業に適するものとざれている。

全立木蓄積は 784百万叶で，その 9 7 %は広葉樹である。残りの 3%が針葉樹で，その中最も重要

なものはペンゲット松 (Pious insularis)とメルクシ松 (p. me rkusu)である。
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フィリビンの森林樹種は第 2表の通りに発表されている。

第 2表 フィリピン樹種別森林蓄栢表

樹 種 名 林分蓄栢

（千吋）

Aビここ竺ーキ科五刃
I 暗赤色ラワン領

1. Shorea Polysperma (クンギール）

2. S h o r e a n e g r o c en s i s (赤ラワン）

［ 明赤色ラワン類

225,116 

116,884 

108.232 

383,307 

3. P e n toe me cont or ta (白ラワン） 240.956 

4. Shorea palospis (ヤマピス） 112,483 

5. Parashorea malaononan (パクチカン） 1 6, 1 5 2 

6. Shorea al man (アルモン） 13,714 

皿 ギホー類

Z S ho r ea gu i so (ギホー）

IV ベロサビス頌

8. Anisoptera thrifera(ベロサビス）

v ャカール類

V ヤカール類

9. Hopea sP (ヤカール）

1Q Hopea accuminata(マンガチャプイ）

VI fピトン類

11. l)ipterocarpus grandiflorus(アピトン）

152,684 

62,420 

16,365 

6 a6 o 5 

4 3,3 1 7 

2 5.2 8 8 

対 全 林 蓄 積 比 率

（全立木） （％） 

1 a3 

9. 5 

as 
3 t 0 

1 9. 5 

9. 1 

1. 3 

1. 1 

5. 1 

1. 3 

5.5 

3.5 

2.0 

1 2. 4 

B l非フクバガキ科針木I
V11 松頬

1 2. P in us i n s u la r is (ベンゲット松）

珊花梨頬

13. Pterocarpus sp (ナラ）

JX マトア頬

1 4. P o m e t i a pi n na t a (マルグアイ）

X ユーゲニア頬

15. Eugenia sp (マカアンム）

非 フクバガキ科樹種小計

合 計

広葉樹は．商業価値のある材の殆んどを供給し，大部分は他国の胡桃．マホガニー，プナ，楢のよう

な樹種の範疇に入る。商業1ilfi鎖のある材は，優占的にフクバガキ科樹種によって占められているが，

登科樹種は，量的には次位の重要度を持つとはいえ，普通はもっとフクバガキ科樹木よりも貴重で高

価である。

殆んどの商業材は，世界中のそのクラスの最高商業樹種に比肩しうるような林分に 1ha当り．

品を見出しうる。

28.397 2.3 

1 4, 6 1 5 1. 2 

9, 8・8 9 0. 8 

8,837 U7 

61,738 5.0 

980,235 7 a 6 
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商業径済樹の生立は，収約的な開発の殻会を与えて、r,,0, 

伐出業者出 トラククー， トラック， t啜械砥スチームドンキー，ガソリン或ぱディーゼル集材

張のような最新の成械類を利用している J

森林軌道や汽関車も， ある種 ✓..>作束には利刊されて ',.r> .,~a 

II 森林型と樹種構成

fI 1. フクバガキ科樹林型

この森林は，熱帝多園林のうち，生育状況に最適な坦攻に見られる。その俎成は複雑であって．普

通 i'Cは数階府で溝成され，最上X?i1;[, 大きな優占木， 常/(フクパガキ科樹種が優占している。次階府

は．商業的にはきわめて 1面値の 1氏い，多種の小径亜優占樹種を含んでいる。その下の階府にはまた小

径樹種の密な 1氏木類が生成していふ全森林群を通じて大小の蔓茎禎物が錯雑しており,そ/_)中では

欅撓椰子や籐が，経済的なt要種として挙げられるっ

フクバガキ科樹木は，混父林を形成し， この国ク森林蓄柑;/_)7 5 %を占め，全森林生産材の約 70 

％を占めている。 ha当り 100~200rrf の材を生産しうる林分が，近代的伐出手段の,f:lj;fJを許す十

分価頑あるものと考えられている。主な商業樹種．＇ま下記/_)通りで，フクバガキ科としては，

樹種 学 名 比地方名

1. Pentacme contorta White lauan 

2. Shorea almon Fox. Foxw. Almon 

3. Parashorea pliga ta Brandis Bagtikan 

4. Shorea negrosensis Foxw. Red lauan 

5. Shorea polysperma (Blanco) Merr. Tangile 

6. Dipterocarpus grandiflorus A pi tong 

7. Hopea spp Yakal 

8. Shorea guiso (Blanco) Blume Guijo 

であり，曲の科のものは下記の通り，

9. Dracontmelum dao 

10. Celtis philippinens is 

11. Canarium spp. 

12. Cananga odorata (Lamk) Hook 

ilang -ilang 

13. Toona calantas merr. 

14. Pometia pinnata Forst 

15. Dillenia spp 

16. Euphoria didyma Blanco 

17. Pterocymbium tinctorium 

(Blanco) Merr. 

Dao 

Blanco malaikmo 

Canarium 

Thoms, ilang -ilang 

Rolfe Kalantas 

malugai (Tag) 

Katmon (Fil) 

alupag (Tag) 

Laluto 

Anac. ウル、ン科

Ulmac. ニレ料

Burs er. カンラン科

Annonac. ベンレイン科

Meliac. センダン科

Sapindac・ムクロジ科

Dillen. デイレニア科

Sapindac・ムクロジ科

Ste re. アオギリ科
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これらの樹木は，樹，:・E4 o m. - 5 o m. に及び，胸r'J直径が 100-1socm以上になる。樹幹は何れ

も通直である。この森林は，標閥 20J-600m. まで分布し，地形的には，緩傾斜地から本林型の上

限付近では，待に急凌な尾恨筋と深い峡谷の入り・品っている地形の処まで分布している。また本林型

の分布している地岐の試疾は，乾季り短かい地方から，乾季の辰い地方や乾季の無い地方まであり，

種々様々である。しかし．殆んど乾季が短かいか，或は乾季の無い地域に属している。

菩栢からみて，本林型が蚊良に発達している土壌は河床士であって，本土壌の母材は，火山灰か珊

瑚礁である。これはいるいろの形や大きさの礫で，一部は．風化作用で細かくなった岩石や腐植のな

かに埋まっている。

この森林咆の特徴は，フクパガキ科植物と優占する籐類や樹幹の追直な椰子類があることを除き，

林内には， ．；；ャングル性肌物は生育していない。又，この林型の疎開した処や林辺には蔓茎植物や，

他の直 fr.植物や姪性の竹類が繁生している。

この森林型には， フクパガキ科樹種が均 95 o/oも占めているものもあるが，一方他では本科樹種が

5 0 o/o程度心処もある。残りの樹種の組成は， Le gu m i nos a e (マメ科）， Anacardidaceae

（ウル・ン科）， Sterculiaceae (アオギリ科）， Meliaceae(センダン科）， C ombre taceae 

（．ンクン・ン科）や経済的にあまり軍要でない種類である。この樹種のあるものは，亜優占種で，大き

さや，形でも優占種フクバガキ科樹種に頬似しているものもある。

フクパ jjキ科には下記の通り 7属 5 2種が報告されているが，用材樹種の大部分を占めるのは，

1. Shorea属

2. Pentacme 哄

3. Anis optera属

4. Hopea属

5. Parashorea/戊

であって， Vatica属と Hopca属のある樹種は優占種とは考えられていない。

第 5表 フィリピンのフクバガキ科樹種の全目録

I. Aniseptera属 4種 mindanaopalosapis (Fil) 

1. A. mindanensis Foxw. palosapis 

2. A. thrifera (Blanco) Blume afa 

3. A. bruma Foxw. dayang 

4. A. aurea Foxw. 

II. Dipterocapus属 11種 Panau

5. D. gracilis Blume leaf tailed panau 

6. D. caud'atus Foxw. malapanau 

7. D. kerrii King Hasseltii panau 

8. D. has seltii Blume highland panau 

9. D. subalpinus Foxw. hagakhaK 

10. D. warburghii Brandis Basilan a pi tong 

11. D. basilanicus Foxw. round leafed apitong 

12. D. arbicular is Foxw. broad winged apitoing 

13. D. speciosus Brandis a pi tong 
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14. D. grandiflorus Blanco hang leafed apitong 

15. D. philippinensis Foxw. 

III. Hopea属 9種

16. H. filipinensis Dyer. -gisak-gisok 

17. H. bas ilanica Foxw. -Basilan yakal 
18. H. mindanensis Foxw. -yakal-mag mangasusu 

19. H. acuminata Merr. -manggachapui 

20. H. plagata (Blaco) Vid. -ya≪al-saplungan 

21. H. malibato Foxw. ex Elm. -yakal-kaliot 

22. H. foxworthyi Elm. -dalingdingan 

23. H. brachyptera (Foxw) -mindanao narek 

24. H cagayanensis (Foxw) Sym. -nar.P.k 

IV. Parashorea属 2種

25. P. plicata Brandis. -baktikan 

26. P. warburgii Brandis. -southern bakt1kan 

V. Pentacme属 2種

27. P. contorta (vid) Merr. & Ralfe -white lauan 

28. P. mindanensis Foxw. -mindanao lauan 

VI. Shorea属 16種

29. S. guise (Blanco) Blume -guijo 

30. S. silata King -kakol-mabolo 
31. S. malibato Foxw. yakal-malibato 
32. S. astylosa Fox.w. sbl. yakal gisok 

33. S. gisok. Foxw. yakal-gisok 

34. S. falciferoides Foxw. y誌 al-yamban 
35. S. seminis (de Vr.) v. Sloat. malayakal 
3 6. S. philipp inens is Bra nil is manggasinoro 

3 7. S. polita Vid.-malanonang kalunti 

38. S. kalunti Merr. 

39. S. plagata Foxw. malaguijo 
40. S. polysperma (Blanco) Merr. tangile 

41. S. polysperma forma tiaong Foxw. tiaong 

42. S. squamata (Turz) pyer. mayapis 

43. S. almon Foxw.-almon 

44. S. negrosensis Foxw. -red lauan 

VII. Vatic:a属 8種 parawannarig (Fil) 

45. V. obtusifolia Elm. -Palawan narig 

46. V. mangachapui Blanco mindana narig 

4 7. V. whitfordii Fox.w. -Whitford narig. 

48. V. pachyphylla Merr. -thick-leafed narig. 

49. V. elliptica Fox.w. -Kaladis-narig 

50. V. blancoana Elm. -Blanco narig 
51. V. mindanensis Foxw. -mindanao narig 

52. V. papuana Dyer. -Tawi-tawi narig 

以上合計の属 52種

-106-

｀
守
や
4



本林型においてフクバガキ樹種と混生している樹種は 25科，約 40~5 0種あり，この中のあるも

のは本数が非常に少ないので，主要樹種が 9 5 %程度を占めるものもあり，又随伴樹種が殆んど 5 0 

％以上を占める林分もある。随伴種は下表の通り報告されている。

第 4表 フクバガキ林型随伴樹種目録

I. Pterocarpus属 (Legm.マメ科）

1. P. indicus Willd.-narra 

2. P. vidalianus Rolfe. -pr icky narra 

II. Erythrophloeum属 (Legm.マメ科）

3. E. densiflorum (Elm) Merr. -kamatog 

III. Kingiodendron属 (Legm.マメ科）

4. K. alterfolium (Elm) Marr. & Rolfe.-batete 

IV. Parkia属 (Legm.マメ科 ） 

5. P. javanica 

V. Dracontomelon属 (Anac.ウル・ン科 ） 

6. D. dao (Blanco) Merr. & Rolfe. -dao 

7. D. edule (Blanco) Skecla-lamio 

VI. Koorder siodendron属(Anac.ウルッ科）

8. K. pinnatum (Blanc:o) Merr. -amugis 

VII. Mangifera属 (Anac. ウル・ン科）

9. M. altis sima Blanco-pahutan 

VIII. Tarrietia属 (Ster re. アオギリ科）

10. T. ja vanica Blume -lumbayau 

IX. Pterocymbium属 (Stere. アオギリ科）

11. P. tinctorium (Blanco) Merr. -taluto 

X. Terminalia属 (Combrシクンツ科）

12. T . com1ntana 

13. T. nitens Presel-sakat 

XI. Palaquium属 (Sa pot. アカテッ科）

14. P. luzonense (F. Vill) Vid -nato 

15. P; tenuipetiolatum Merr. -maniknik 

XII. Toona属 (Meliac. センダン科）

16. T. calantas Merr. & Rolfe -kalantas 

XIII. Ziziphus 属 (Blanco)Meir. -balakat 

17. Z. talanai 

XIV. Canarium属 (Burserカンラン科）

18. C. luzoneicum (Blume) A. Grey -piling-liitan 

XV. Octomeles属 (Datisa. ダキスカ科

19. 0. sumatrana Miq-binuang 
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XVI. Lagerstroemia属 (Lythr.ミソハギ科）

20. L. piriformis Koehne -batinan 

XVII. Litchi属

21. L. philippinensis Radlk. -alupag -amo 

XVIII.Ficus属 (Morac.クワ科）

22. F. variegata Blume -tangisang-bayaua~ 

XIX.Celtis属 (Ulmac.ニレ科

23. C. luzonica Warl.-megubuys 

XX. Cyathocalyx (Annonac. バンレイシ科）

24. C. globosus Merr. -dalinas 

XXI.Cananga 属 (Annonac.バンレイ・ン科

25. C. odoratia {Lamk.) Hook & Thoms. -ilang-ilang 

XXII.Myristica 属 {Myristic, ニクヅク科）

26. M. philippinensis Lam. -duguan 

XXIII. Euphoria属 {Sapindac. ムクロジ科）

27. E. didyma Blanco-alupag 

XXIV. (28) Aglaia属 (Meliac. センダン科）

XXV. (29) Amoora. {Meliac. センダン科）

XXVI. Ca lophy llum属 (Gutt. オトギリソウ科＼

30. C. blancii PL& Tr. -bintanghol 

XXVII. Dippyrosa属

31. D. pilosanthera 

XXVIII. (32) Zyzygium属

XXIX. Dillenia属 (Dilleniac. デイレニア科

33. D. philippinensis Rolfe -katmon 

XXX. Neonauclea属 {Rubiac. ア カ ネ 科 ）

-kalamansanai 

34. N. calycina (Bartl) Merr. -kalamansanai 

XXXI. (3 5) Li the a 属 (Laur. クスノキ科）

2. モラペ林型

この林型は， フクバガキ林型に面めてよく似ているが，これよりもっと疎開していて，単位面漬当

りの蓄積はずっと少なく，平均して ha当り 3D m8である。

これは，顕著な乾季や雨季が数ヶ月交替する処に成立する。乾季になると，多くの植生は落葉する

が， 雨季匠なると極めて旺盛に緊茂する。地城的な土壌状態が乾燥効果を強化して，所によっては殆

んど砂漠状態を呈する。

この森林型は，普通海岸に近い丘陵地や，河岸段丘の周辺に広く分布している。土壌は石灰岩の風

化土である。
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V i t e x pa r vi f I o r a (モラペ）がよく分布しているので， この林型名となったものであるが， こ

の森林は，普通は樹幹が短かく，林冠が拡がっている。この林木の組成はフィリピンの二つの島で違

っている。

この林型に見られる殆んどの樹種は，天然の美しさや耐久性に豊む高価材を産出する。その主なも

のには次の 6種である。

1. Vitex parviflora Tuss (Verb. クマツ・;iラ科 ）一molave(Bik, Bis, Ibn, Lan, 

Sbl, Tag.) 

2. Pterocarpus indicus Willd (Legm. マメ科）一nara. (Commercial) 

3. Afzelia rhombocalea (Legm. マメ科）

4. Intsia bijuga (Colebr), (Legmマメ科） 0. Ktze. -ipil (Bik, Bis Ibk. 
Mag, Mbo Neg, Sab, 

Tag, To.) 

5. Albizzia acle (Legm. マメ科）

6. Wallaceodendron celibicum (Legm. マメ科） kovrd, banuyo 

なお， この林型には次のような樹種が生立している。

7. Te rminalia polyantha presh-baneiraua (Tag• シク・ンシ科）

-philippine Tegk (E.) 

8. Te ctona philippinensis Be nth &: Hook, f, (Verb. クマッヅラ科）

9. Bcrrya ammonilla Tiliac ンナノキ科

1 O. Intsia accuminata Merr-malaipil (Legm・ マメ科）

11. Sideroxylon ferrgineum 

12. Mimasops parvifolia R. Br. -barealagin (Sa pot. アカテッ科）

13. Neonauclea calycina (Barth.) Merr -kalamansana1 

-liusin (Rubia. アカネ料）

14. Parinari corymbosa (Blume) Miq. -Amygdalac 

15. Lagerstromia piriformis Koehne -batilinan (Lythrac. サクラ科）

16. Pterospermum abliquum Blanco, -Kulatmgan (Ste re. アオギリ科）

17. Taxo-throphis ilieifolia (Morac• クワ科）

18. Xanthostemon verdugonianus Naves -mangono Myrst. フトモモ科）

3. マツ林型

この林型は，ルソン島の北都と中部で，標高 300~1,SOOm の高原や山脈に分布している。本地

域の気候は，明瞭な乾季がある。ペンゲット松 (pi nus ins u I a r is End!.)は広い草原に小詳状又

は単本的に分布している。殆んどの松：な金鉱地帯に見られることが多く，採鉱家は，杭木としては，

どんな 1氏地林広莱樹よりも松材を好んでいる。その埋由は，松材が緊急崩壊に警告を与えるからであ

つて， この事は，鉱業の発達にも一つの重要因子になっている。

この地域には，広葉樹である Pistacia chinensis Bunge (Anac.)や Zyzygium属の樹種
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などもある。この広策樹が本地域の以前からの優勢咄生で，マッ類は 2次林的なものとはじられてい

る。そしてこの森林の分布は地形急唆で，乾燥吠歴の処，こ限られている。焼畑耕作が，樹木(/..J性質を

変えて，本地成ではマツの火災匹対する抵抗性全強くしてわり，又，種子ぱ翅を有し，風により広く

散布され易く，そのために Iム〗思針にとって 1-\'.: って榮：えする。

それ故，序｝原の処にマツが散生している.•')が見られる 3 こクマツ類は樹高 1, 5 0 D mよりももっと高

い 2,5DO mのような絲地(Iiこも分布するが，ここでは卒原と 苔林型が父If_に出現し，降水址は 6月～

1 0月間に多い。

マッ類はまた，サンペー Iレス地方やミンダナオ島でも見られる。サンペール地方では piIIUS 

insular is と P-merkusiiJungh & de ¥,'r.-mindropine(E)の 2種があり，こゞでは，マッ

林の上下限は 500匹~1,500,. 几だが， p. mer kus ii は襟高 60 mの低地にも i枚生している。ミンド

ロ島では p.merkusiiは山地の卓原帝のいたるとこるに純林風紀生育した群をなしている。この樹種

はポ通 9 0 0 m よりも標邸の邸い処に分布しているが，稀には椋｛品 60 m. のような低地にも生育する。

ほかのill要な針葉樹は Aga th i s a I b a (アルマ・ンガ）で， これは樹脂生産する。内函林では最大の

巨木の一つに生長するであるうが，岱級ヮニス原料として輸出されるコペール源としての価値のため

に木材生産用には伐採されていない。

4. マングロープ林型

紅樹林は，最低標高から現われる。この林分は，林木の必要とする最低限の水分をとりうる限り潮

水のうちでも成林する。かゞる林分は，河口や入江によく見受けられ，現実に波の静かな三角州や湾

口で域もよく発達している。紅樹林の材は，耐久処埋すると構造用材として有用であり，林分は主と

して， Rhizo phoraceae (ヒルギ科）から阪立つが，次のような 13種の主要樹種がある。

A. Rhizophoracea 

1. R. mucronata Lam. -bakaun-babae (Rhiz. ヒルギ科）

2. R. apiculata Blume. -bakaun (Rhiz. ヒルギ料）

3. Burguiera gymnorrhiza (L.) Lam-Busaing (Rhiz. ヒルギ科

4. B. cylindrica (L.) Blume-pototan-lalaki, tangalan (Rhiz. ヒルギ科）

5. B. sexangula (Lair.) Poir. -pototan (Rhiz ヒルギ科）

6. B. parviflora (Roxsu.) w. & P. et Grip£. -langarai(Rhiz. ヒルギ科）

7. Ceriops tagal (Perr.) c. B. Rob. -tang al (Rhiz. ヒルギ科）

B 他科のもの

8. Sonneratla caseolaris (L.) Engl-pedada (Sonn. マヤプンキ科）

9. Avicennia officinalis L. api-api (Verb. クマツヅラ科）

10. Luminitzera littorea (Jack.) Voigt-tabau (Combr.'. ンクン・ン科）

11. Xylocanrpus granatum Hoen. -tabigi (Meliac. センダン科）

12. X. molucensis (Lam.) M. Roem-piagau (")  

13. Heritiera littoralis Ait. -dnngon-late (Sterc. アオギリ科）

,UIi 
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マングロープ樹は，燃材，クンニン樹皮，収叙剤（なめし皮用），樹皮染料や木炭原料としての重

要資源であり，最近日本のパルプ／原料としても開発が消目されている。

潮水湿地林の多くの個所では，流水に沿ってニッパヤンといわれる Nypa fruticans Wurmb-

(Palmae)が生立しており，その葉は主に屋根ふきや家屋の壁に用いられ，又， ヴィネガー，酒精，

葡どう洒，砂糖の製造匹も用いられる樹液をも産する。

フイリビンのマングロープ林生立樹種については上記の外，下表の樹極や植生が挙げられる。

14. Acrotichum aureum Linn. (Polypodiac.) ミミモチツク．， ウラポシ科

イトスジャッ，ャッ科15. Oncosperma filamentosa Blume anibong 

16. Excoecaria agallocha, L -buta bute シマジラキ， トウク＇イグサ科

17. Brounlowia lanceolata Ben th. -marayomon (Tiliac・) 

被針薬プラランロライア，ジナノキ科

18. Camptostemon philippinense Vid Becc-gapas -gapas 

19. Sonneratia alba J Sm -pagatpat 

20. Ceriops rexburghiana Arn. phiy 

21. Lumnizera racemesa Willd-kulasi 

22. Osbornia octodonta F muell tavalis 

フィリヒ゜ンカムプトステモン，バンヤ科

鋭先薬マヤプツキ，＾マザクロ科

コヒルギ， ヒルギ科

ヒルギモドキ， シクンシ科

オスポルニア， フトモモ科

． 
23. Aegiceras floridum Roem & Shutt tindduk-tindukan (Myrsmac.) 

小韮ツノヒルギ，ャプコウジ科

24. A. corniculatum (L) Blanco-saging-saging ( " ) ツノヒルギ(,,)

25. Cerbera manghas L-baraihai (Apoc.) ミフクラギ，キョウチクトウ科

26. Avicennia marina (Forsk) Viesh var alba (Blume) Bakh. -bangalon-

puti (Verb.) 

27. Acanthus ebracteatus Vahe (Acanth.) 

28. A. ilicifalius Linn 
,, 

プンガロンヒルギタ・マシ， クマツヅラ科

短膊ハアザミ，キ‘ンネノマゴ科

ハアザミ，キツネノマゴ科

29. Scyphiphora hydrophyllacea Gaertn f niled (Rubiac.) 

ミスニベヒルギ， アカネ科

30. Pluchea indica Linn (Composit.) 

インドヒイラギギク，ギク科

5. 海浜林型

満潮線の上部には砂浜が見られる。ここには，植生原型が損なわれずに残されており，明らかな

「海浜型」を形成している。最前線帝は錯雑した植生を持つのが常であるが， P andan が点在して

いる。
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この林型の主な樹種は次の 9種である。

1. Terminalia catapa L. -talisan Combr '. ンクンジ科

2. Erythrina orientalis (Legm.) (L) Marr. -dapdap マメ科

3. Barringtonia oriatica (L.) batong Barriengt 

4. Pandanus tectorius Soland-beach pandam Pandance マメ科

5. Heritiera littoralis Ait. dungon-late Stare アオギリ科

6. Calophyllum inophyllum L. bitaog オトギリソウ科

7. Casuarina equisetipolia Forst-agaho モクマオウ科

8. p ongam1a p1nnata Forst-rnalugai —イメ科

9. Osbornia octodonta F, v, Muell-taualis ニクズク科

この外vr., 次のような樹種も報告されている。

10. Mimusaps parviplora R. Br. -bansaligin 

11. Cordia subcordata Lam. -balu 

12. Intsia bijuga (Colbr) 0. ktze-ipil 

13. Sindora galedupa 

14. Prosapis vidaliana 

15. Avicennia marina (Fdrsk) Viesh-bungalon 

アカテツ科

マメ科

マメ科

マメ科

クマツヅラ科

6. 蘇苔林型

この森林型は標高が高く，きわめて起伏の多い山岳帯にあって，主として保護林である。

多量の降雨と，高い関係湿度ゃ強風の効果等の組合さった結果により，樹木は，多くは樹幹が短力

く，幹も枝も普通は僻類，苔類植物，薄膜羊歯頌や寄生菌等に被われている。主な樹種は次の通りて

ある。

1. Dacridium spp. Podoc. マ キ 科

2. Podocarpus spp. Podoc. マ キ 科

3. Eugenia spp. Myrt. フトモモ科

4. Decaspermum spp. Myrt フトモモ科

5. Lithocarpus spp. Fag プナ料

6. Myrica spp. Myrie. ヤマモモ科

7. Symplocas Symploc. ハイノキ科

8. Tristania decorticata Merr. -malabayabas Myrt. 

上記主要樹種のほかにこの林型では次のようなものが見出されている。

9. Elaeocarpus spp. Elaeoc ホルトノキ科

1 O. Astronia spp. Melastomatac ノボクン科

-112 -

,_‘ 

,
i
 



11. Astrocalyx spp. Melastomatac ノポクン科

12. Zyzygium spp. 

13. Michelia spp. Magncliac モ ク レ ン 科

14. Weinmannia luzonenus Vid. -itangan Cunoniac クノニア科

15. Leptrospermum spp. Myrt フトモモ科
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第十一章 インドネシャ（ボルネオにはサバ・サラワク

を含む）の森林資源

I インドネシャの森林概況

この領域は多数の島嗅よりなり，国土面栢はア・シャの中ではインドに次ぐ広大なもので 190.434ha

とされ，森林面積はインドのそれよりも広く 121,177千haにして国土の 64%を占め人口（総数

100.7 95千人） 1人当り 1.2 haとなっている。生産林は 58,0 1 1千haにして．針葉樹林は約2,718千

ha, 広葉樹林は約 55,258千haあり，その蓄栢は前者は 18 4百万吋，後者は 2,30 1百万叫，年間

総生長量は約 310.426千叶である。

木材の総生産量は 82,583千ma(針葉樹 75千吋，広葉樹 82,508千rrf)にして， その中の薪炭

材は若しく多く， 77,074千rn8(全部広葉樹），その他の用材は 5,509千吋（針葉樹 75千al, 広

葉樹 5,4 3 4千 rrf)である。

《以上の数字は F-A.Q. 1 963年版より引用》

（註） インドネジャの森林概況を述ぺるに当り，ポルネオ，ニューギニャのように 2領域に跨る地

域もある。これ等の地城の境界は大局的にその地域の森林植生に左程の影蓉を与えてはいない。

従って以下の記載はポルネオのマレイツヤ領， ニューギニャの豪領も含めたものとする。

森林の演生を生態植物地理的に区分すれば：ースマトラ，ポルネオ，ジャワ西半部，セレベス（東

南端部を除く），モルッカ北部諸島，ニューギニャ（東南の一部を除き）地域などの，低地や丘陵の

植生は降雨林型で，ジャワ東半部， Iトスンダ，モルッカの南部諸島の大部分の低地や丘陵では季節風

林（雨緑林と言わる）型である（一部には硬葉林も含む）。高地の植生には温，寒帯の針葉樹林型に

類似したものもあるが，降雪線以下の大部分は照葉林型とも言われる高地性の熱帯常緑樹林である：

また区系植物地理的に見れば：ースマトラ，ポルネオ，ジャワ西半部の低地や丘陵の植生（降雨林型）

には Fam-Dipterocarpaceae が優勢であるが，その他の地城のこの植生には特別の優占種はな

く，フクバガキ科の林木も稀少である。各地域の高地林（照葉林型）には Fa m . F a ga c ea e , 

Lauraceae, Theaceaeが一般的な分布樹種であるが，地方により A ltingia spp (スマトラ南．

部， ジャワ）， Agathis spp(ポルネオ，＝ューギニャに多い）が生育する。季節風林にはチーク

(Fam. Verbenaceae)の優勢なもの（ジャヮ東部）と否（ニューギニャ東南部）とがあり，硬葉

林は Casuarina& Melaleuca sppが多く， Fam.Legum i nosaeも生育する：

OFoxworthy氏の記録によれば Fam.D ipterocarpaceae の分布状況は次表の如く，ボルネ

オが最も多種にして，スマトラがこれに次ぎ，小スンダは最少である。属別に見れば Sborea, 

• D ipte rocarpusが多く， Upu na , C o t y l e lob i umは少ない。
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各地方に分布する 1戌

属 別 スマトラ lI ポルネオ 1 ・ンャワ l セレペス モルッカ =—ギニャ 小スンダ

I 

I i 
； Anisoptera 4 i 3 1 1 2 i 1 

I Balanocarpus 

I 
i I I 

Cotylelobium 2 : 3 I 

I 
Di oteroca rpus 22 3 4 5 1 

I 

！ D ryoba lanops 

I 
2 . ， 

I I 

Hopea s I 2 0 I 1 ， 1 I 4 
↑ I 

3 I I ' 

I 

I 
Parashorea ： 2 

I i 
Pen tac me ， ， ： 

I 

！ Shor ea 2 2 ; 6 0 1 1 2 1 
' 

U ouna 1 

Vat i ca 1 0 2 1 3 3 1 1 1 

計 7 3 1 5 3 1 0 6 4 8 3 

これ等の生育する上限lr:J:通常標高 60 0 m が最も多く，下限は淡水湿地林（季節的に乾く）である。

淡水湿地沐に生育する種を地方別に示せば次の通りである。

スマトラ，ポ ルネオに一： AT1isoptera marginata 

’’ ” Dipterocarpus costuratus 

ポルネオに Dryobalanops rappa 
,, 

Shorea albida 
,, 

s. pinanga 

スマトラ，ポ ルネオに s. teysrnanniana 

ポルネオに s. platycarpa 

II s. rugosa 

スマトラに s. uliginosa 

ポル ネ オ 冗 s. m aequirateralis 

’’ Vatica inbricata 

スマトラに V. wallichii 

II 森 林 型

以上の通り，この地域の森林は降雨林型と季節風林型に，また二羽柿科林と否に分けられる。然し

同一の気象下にてもその地的条件が異ることにより，植生の環境函子が変り，各々その型を異にして

いる。地的因子の中でも高度は気象にも大きく影響しそこの植生に深い関連を有し，森林型の区分に

は地的要素を基としたものが多い。この地域の森林も之により区分すれば次の通り。

1. 紅樹林（マングロープ，鍼水湿地林，潮水林）

海水に浸される森林
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2. 淡水湿地林

淡水に設される森林

3. 海岸林

塩分や閑風の影営を直接受ける森林

4. 低地，丘陵林

海岸より内方の投水しない低地，丘陵の森林

5. 高地林

丘陵林の上部の森林

A ポルネオの森林資源

I 森林の概況

樹種名の記号 N・・・北ボルネオ
（ 

S…サラワク．プルネイ K…カリマンクン）

ポルネオはマレイ半島の東方にあり，赤道はこの中央部を通っている。この附属の島嶼は割合に少

なく，唸面稜は約 74~ 7 6万 Krn2 (この中でインドネッャ領即ちカリマンクンは約 53万組）と言わ

れる。本品の地形は東西方向に走る背骨山脈（最高峯 4,175mのKinabalu山）が、ジャワ海と南支

那海えの河流の分水嶺となっている。背骨山脈は多くの支脈を出しているが，斜面は一般に緩やかに

して広大であり， 大河川が発達し，その多くは河口に大面積の湿地を形成している。ボルネオはスマ

トラに似た気象を有し森林の生育は良好であり，森林面積は約58万配（この中でカリマンクンは 42 

万紺）と言われる。この島は人口桐密な地方や西部の Kapuas河流城には再生林が多いが，全体とし

て原生林（老齢の再生林も含まれるかも知れない）の多く残存する地城である。

II 森林型と樹種構成

II -1. 紅樹林→は全島の風浪隠やかな，泥砂質の土壌を有する海浜（浸水する）に見られ，その

構成樹種は大咎スマトラと暑同様で，現在は主として燃材に利用されている。その種を挙げれば次の

通り。

cN K Bruguiera spp (N Beus, KLangadai),Ceriops spp Tengar, Bakau), 

Rhi zophora spp (N Bakau, K仝左）， Sonneratia spp(NPedada,KPerepat), 

Avicenia spp(NApi-api,K仝左）。

II -2. 淡水湿地林→は海岸附近のみならず内陸の低地にも大面積に成立するのがボルネオの特徴

とも言い得る。その構成種は一般に次の通りであるが，季節的に乾く森林には二羽柿科林木も生育する。

K 
Gluta & Melanorrhoea spp (NRengas, 仝左）， Dyer spp(N Jelutong, Le tung, 

Andjarutung),Dillenia spp(NSimpoh ,K仝左）， Jackia spp (NS i lumar, 

K K 
Sentulang),Tristania spp(NPelawan, 仝左， Balaban),Tetramerista spp 

N K 
(NTuyot,Panah,KPunak), Gonystylus spp(Ramin, Letung),Melaleuca 

spp(Gelam,K仝左）
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以上の中で Gonystylus sppはサラワクの Raja ng河流域に， Melaleuca spp がカリマンク

の南部に多く分布する。これ等の種の中には大径木.::達するものが多いが，多くの材は一般に軟・ 軟

にして強度，耐久力も弱い。しかしこの中で Ram i n, P un akは中硬，中重の材質にして，大径材も

多いので海外市場にまで知られ，特にサラワクでは均出の大部分を占めている。

II -3. 海岸林（乾地）→は全品の海岸に見られ，海に面した前面は椰子類が多く生育する。喬木

類としては咎スマトラと同成にして次の種が分布し，現地にて建築や造船材に多く用いられる。

Ca s ua r in a s pp (NA r u, S e mp i I au , K Ru) , Ba r r in gt on i a s pp (NP u tat , K Kar u t) , 

Calophyllum spp(NPenaga,Bintangor) ,Garcinia spp(NKandis,K仝左）。

II -4. 低地，丘陵林→はポルネオにては標高約 1,000m以下に成立する所謂熱帯降雨林の名をもっ

ーて呼ばれる森林型で，その生態はマレイ半島やスマトラのものに酷似している。一般た二羽柿科ヰ雨

林と言われるが，その内容は必ずしも二羽柿科のみが憂占する群落によって組立てられたものとは限

らない，保水力の弱い土壌には Agathis,Melanorrhoea spp が優占することもある。

N 
二羽柿科林木としては Shorea spp ( Seraya, Kawang, Melapi, Oba-sulk, ・ 

S K 
Selangan, Meranti, Merantirang, Engkabang, Seraya, Badau, Lun, 

Meranti, Bankirai, Lempong, Balc1.u, Tengkawang, Benuas, Awang, Palapak, 
N K 

Damar, Merapi), Parashorea spp (Urat-mata, Damar, Pendan, Koranak), 
N K 

Hopea spp (Selangan, Gagil, Luis, Njerakat, Mera wan, Luis, Tjengal) 

N K 
Anisoptera spp (Mersawa, Pengiran, Mersawa, Perapat-utan, Kakan), 

N K 
Dryobalanops spp (Kapur, Kalampait, Tulai, Kapor), Dipterocarpus spp 

K 
(N Keruing, Znsurai, Keruing, Kekalup, Tabuloh, Resak, Malitan), Vatica 

N K 
& Cotylelobium spp ( Resak, 仝左， Gisok, Tabing, Gagil) などであり，二羽

N K 
柿科以外のものは Dialiumspp ( Kerandji, 仝 左 ， Sesap, Njamut), Intsia spp 

N K N K 
( Merbau, 仝左， Djumelai), Koompassia spp ( Impass, Kempass, 仝左

N K 
Mengaris, Pa,(:), Millettia spp. (Merbau-lalat, Tulang), Ormosia spp 

N K N K 
( Saga, Piling, Kambajau) Parkia spp ( Petai, 仝左）， Pithecolobium

N S K N S 
spp (Petai, Kungkur, Apil, An~i), Sara ca spp (Ga  pis, Si-mambang, 
K N K 

Kosundai Sibau), Sindora spp (Sepetir, Kili, Sansaniet, Sasarut), 

N K N 
Litsea spp (Lisang, Medang Polot Bap), Eusideroxylon spp (Belian, 

K N 
Ulin, Talihan), Nothophoebe spp (Lamau-lamau, Medang, Lapak, Djiret, 

N K 
Telus -mas), Durio spp (Durian, Dujen, Putak), Palaquiam spp 

N K N K 
(Nyatoh, Njatu, Putat), Terminalia spp (Talisai, Ketapang. Melubak, 

N K N 
Punggeru), Gluta & Malanorrhoea spp (Rengas,),  Aglaia spp (Langsat, 

K N K 
Bunjau, Kuping), Amoora spp (Lantupak, Bunjau, Maripu), Toona spp 

N K N S 
(Surian,), Melia spp (Limpaga, Ranggu, Anggu, Surian-bawang), 

N K 
Sandoricum spp (Sentul, Klampu, Katul, Kelampu), 
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N K N K 
Ficus spp. ( Ara, Ara, Njawai), Eugenia spp ( Uba, 仝左， Awah,

N 
Bumbun), Myristica spp. (Dara-dara, Mandara, Dedarah), Xanthophyllum 

N K N 
spp (Minyak-berok, Gatling, Minyak-angat, Manggis), Adina spp ( 

K N S 
Mengkeniab, Gerungang), Anthocephalus spp (Laran, Selimpoh, 

K 

Kalom N K 
pajan, Jlex, Tawa), Nauclea spp (Bengkal, Ketap, Atop), Nepheliurn 

N K 
spp (Mata-kuching, Redan, Rambutan, Mudjau, Meritan), Pometia spp 

（ 
N K . K N K 

asa1, Djampanga, Kesipai), Duabanga spp (Magas, Amas, Binuang), 

N K N 
Pterospermam spp (Bayur, Adjah, Bajur), Scaphium spp (Kem  bang-

N K 
semangkok), Sterculia spp (Kelumpang, Kari, Awis, Kam lung, Lingan), 

N K 
Tetramerista spp (Tuyot, Lebira, Punak, Tjarengga), Gonystylus spp 
N K N S K 
(Ramin, R-telur, Letung), Pentace spp (Takalis, Baru, Kedang, 

K 
Lunggeh, Temberangas), Vitex spp (N Kulimpapa, Leban, 仝左）， Octomeles

N K N S K 
spp ( Binuang, 仝左）， Agathisspp ( Mengilan, Bindang, Tjina-k, 

Bengalon, Pilau) などが挙げられる。之等の材は中～大径木に達するものが多く，材質も各種用

材に適し， インドネジャの領城内は勿論海外市湯にも広く知られている。

N 
II-5. 麻地林→は背骨山脈の斜面に多く見られ，その低位帯は Quercusspp ( Berangan, 
s 

Mem 
K N K 

pening, Empili, Gasing), Castanopsis spp (Berangan, Bumbun-

N K N 
merah), Schima spp ( Medang-gatal, 仝左）， Tristan1aspp ( ? Palawan, 
K N K 

Balaban, Palawan), Dacrydium spp ( Sempilor, Tjemantan), が多く生育する。

この上部の高位帯についてケンプリッヂ大学植物学教室調査隊の Kinaba l u山の記録によれば：一

N K 
Magnolia spp ( Charnpaca, Buleo, Arau), Eugenia spp (前記）， Schimaspp 

N 
（前記） Ilex spp (N Bengkulot, K Medang), Leptospermum spp ( Gelam-bukit, 
K 

仝左）， Podocarpusspp (N Larnpias, Landin, K Pagi-k, Demelai, Lernpega), 

Phyllocladus &: Rhododendron &: Vaccinium & Symplocos sppが見られ，特に

Podocarpusと Phyllocladusspp は良好な生育をなしていたが， Agathis,Dacrydium 

SPPは見られなかった：と。

高地林は一般に低地，丘陵林より小径の樹種よりなり，材質は硬いもの，或は軟いものなど多様で

あり，またこの地帯には住民も比較的少なく，現地以外にて利用される材は少ない。

皿森林の概況

広い地城にして未開のポルネオの森林．を蘊的に解明することは誠に困碓であるが，入手し得た資料

の一端を基として述ぶれば次の通り：一

1. ・・・・・・戦前（昭和 18年 9月）に現地調査した記録・・・・・・

サラワク Rajang河流城の低地，丘陵性の原生林（当時保留林となっていた）の平均は後記BI

の通り 78 9. 8石／町にして，その 34.6%→ 272石は二羽柿科樹種であった。またこの地方の 2次林
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（原生林を伐採後焼畑として数回耕作した跡地に広立した）では後記表 HIIの如く 50 7石／町にして，

その中の二羽柿科林木は僅少である。また Raja ng河上流域の丘陵林の径級別蓄租は表 B皿の通り。

北ポルネオの Cowe湾の沿岸地方の低地，丘浚性の原生林は後記表 BVIの通り ssas石／町であり，

その 74. 2 %は二羽柿科林木である。

儘） 之等の立木材栢の算定には当時各地方にて作成した材租表を用いたものである。而して表 B

I, B IVは採材の元口径が 6D cm以上であったと思われる。従って表 BII, lII, V, Vlの如く

1 5 cm径を用いたものとは異る。

表 BI・・・…サラワク政府資料より立出した平均蓄苗

d." 

現 地 名 属 名 材 租 ％ 備 考

石
Meranti ※ Shor ea 8 6. 6 1 1. 0 記録原本には樹種は

Medang Dactylocladus 8 6.5 1 1. 0 原地名のみにて示す
Me I aka Gordon ia 6 1. 6 7. 8 

Uba Eugenia 5 6. 1 Z 1 I 
が，之を属名にあて

Kapur ※ D ryoba I anops 4 9. 6' 6.3 はめて述ぺる。

N j at oh Palaquium 4 ao I 6. 1 ※は二羽柿科林木

Luso ※?D ipterocarpus 4 ,. a I 5.3 , 

Ramin Gonys t yl us 3 z a I 4.8 I 
Enkabanpi nan ※? S horea 2 6.5 I ， 3.4 i 
K erui ng ※ D ipterocarpus 2 2.0 2.8 

Tekam ※ Shor ea 2 1. 1 2.7 

Ren gas Gluta Melanorrhoea 2 1. 1 2.6 

Bin tangor Cal ophyl lum 2 0. 6 2. 4 I ！ 

petier S indora 1 8. 8 2.4 

Geronggang Cratorylon 1 a 4 2.3 

Resak ※ V a t i ca & Co t y I e I ob i u m 1 4. 9 1. 9 

Semakol Pol ya l th i a 1 3.0 1. 6 

S erund j ul Cratoxylon srborescens 1 1. 5 1. 5 

Kerandji Dialum 1 QO 1. 3 

Mengar is Koompassi a 9.0 1. 1 

B i I i an E usideroxylon a9 1. 1 

M engbadj i Meliosma aa 1. 1 

Merawan ※ Hopea as 1. 1 

Selangan ※ S ho r ea & Hope a 8. 1 1.0 

En kabanum ha f ※ S ho rea 7. 8 1. 0 

Jelutong D yera 6. 9 U9 

そ の 他 6 6.4 a4 

計 7 8 9. 8 1 0 uo 

《※印の計 2 7 2.0 3 4.6 J 

『`

‘̀い
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表 B.II・・・・・・Rajang河 Kaput上流の丘陵 2次林の調査隊の実測

樹種別の蓄租

現 地 名 属 名 町当り本数 町当り材積 材稜 ％ 

Binoang Cctomeles 
本 石

52 1 D 1. 9 2 U 1 

Kala mpayan A nthocepa lus 4 3 8 7. 1 1 Z 2 

Mer gas in Parinarium 1 9 6 1. 4 1 2. 1 

P ul a i I Alstonia 4 5 6.3 1 t 1 

Wngun Lagers t roe mi a 1 9 4 1. 6 a2 

U.ba Eugenia 1 1 2 6.9 5.3 

Medang Gironniera 1 3 2 3.9 4.7 

Plan E lateriospermum 2 6 1 a a 3.7 

Kumpan S caphi um 1 D 1 7. 3 3.4 

P erawan Tri stania 3 1 3. 6 2. 7 

Resak Vatica & Cotyhelobium 3 9. 1 1. 8 

Ger r onga ng C ra toxyl on 3 8. 1 t 6 

其 の 他 48 41.0 a 1 

計 2 5 4 5 0 Z 0 3 DUD 

表 Bill・・・・・・Rajang河上流の丘陵林の調査隊実測

径級別の本数及材積 1町歩当り

径 数 本 数 材 積

吋 本 石
6 7 5 5 6. 3 

8 5 2 6 5.0' 

1 0 4 1 718 

1 2 3 1 7 Z 5 

1 4 2 3 8 0. 5 

1 6 1 7 8 5. 0 

1 8 1 2 9 3.0 

2 D 8 a ao 

2 2 5 7 6.3 

2 4 3 6 0. 8 

2 6 1 2 5.6 

計 2 6 8 7 7 9.8 
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表 BIV・・・・・・1935年の北ポルネオ森林調査裁告書より

椅種別の材租率

現 地 名 属 名
シリポ~ ボン iモロクイ 1 

備 考
カラバカン地区 ：地区

%i ％ 

Sera ya Shor ea ,ゞ.ヽ、 2a9 ！ 4 4.4 

Kerui ng Dipterocarpus ※ 1 Z 7 

I 
1 4.6 ※・・・ニ羽

Urat -mata parashorea ※ 1 ＇ 5.9 4.8 柿科

Koo mpass i a 
I I 

MePgariss 
法 I！ 

3. 1 I 4.6 

:(apur Dryobalanops 2. 1 4.4 
I 

Belian Eusideroxylon I 2.7 4.3 

Se I anga n -bat u Shor ea & Hop ea ※ 1 4. 1 2.8 

‘’ -gacha Hopea Z`●9 ミ (l 6 2.3 

Uba Eugenia U9 1. 8 

Impa ss ? Koo m pas s i a 2.4 1. 3 

Jelutong I Dye ra 1. 1 

Sepe tier Si ndo ra U7 0. 4 

Oba -sulk Shorea ※ 1. 2 U4 

Gagi I Cotylelobium & Hopea※ 1. 4 U3 

Resak Vatica & Cotylelobium※ 1. 3 U3 

Ker and j i Dialium 0. 5 0. 1 

Mexhau Intsia 0.5 

Madj au Sho rea ※ 1. 6 

S elangan-ha tu 2 ? Shor ea ※ U6 

Pelepok Lophopeta I um 0. 5 

T engkawang Shor ea ※ 0. 4 

Ren gas Gluta & Melanorrhoea Q1 

そ の 他 1 3. 1 1 U3 

計 1 0 QO 1 D U D 

《二羽柿科計 7 5.8 7 4.3)) 

表 BV・・・ …Seba ti k島KaI abakan河流城の調査隊の実測 ＇ 

現 地 名 属 名 材積％ 備 考
I 

Sera ya S horea ※ 5. 7 ※…二羽柿科

Keruing D ipterocarpus ※ 1 8. 4 

Ura t -ma ta Parashorea ※ 4 1. 5 

Sel sngan-ba tu S horea ※ 6.3 

Bi Ii an E us id er oxy l on 2.5 

S el angan-kacha Hopea ※ Q3 

Uha Eugenia 1. 7 
Sepe tier S i ndora 4.4 
Aran D iospyros 0. 5 

Gagi I Cotylelohiuin & Hopea ※ U7 
Pisan-pisan ? Fam Annonaceae 2.4 
Resak Vatica & Cotylelobium※ 1. 3 

Gandis Garcinia Q4 

其 の 他 1 3.9 

計 1 DUD 

《二羽柿科計 7 4.2》
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表 BVI …•ー・表 BV と同じ調査における径級別の材租，本数 1町歩当り

径 級 本 数 材 租 径 級 本 数 材 租

吋 本 ％ 吋 本 ％ 
6 ~ 1 1 41.8 6 6.9 28 1. 3 4 t 9 

＇ 
1 2 3 1. 7 9 0.5 30 1. 1 3 9. 1 

1 4 1 a 6 7 as 32 0.6 2 4.5 

1 6 1 0. 4 6 2. 1 

I 

3 4 t 1 5 6. 0 

1 8 a1 7 4.4 3 6 U7 3 9. 6 

20 5.9 6 Z6 38 0. 2 1 3. 9 

22 4. 1 6 6.5 40 0. 1 9. 6 

2 4 3. 9 8 3. 5 

26 2.8 
． 

7 3.9 計 1 3 3.0 8 8 8. 8 

2. ……戦前（昭和 17年）ボルネオ東部 (Sankuri lang)の伐採事業地の実測の記録によれば表

C1の如く 966石/ha を示している。この数値はこの事業地にて作成した立木材稜表にて算出した

もので厳密な意味の立木材積ではない。強いて立木材積を算出せんとするなればこの数値に造材歩止

り（通常 6D %内外）を加味し 966石+a. 6キ 1,6 D 1石と考えられる。（註・少しく過大の様にも思

われる）

表 C 1 ha 当り

~ 第一樹種 第二種 第三種 計 備 考

cm 石 石 石

i I 

石
4 D 2 2.8 3.2 1 6. 9 4 2.9 第一種•·•Dryobalanops.Shorea spp 

50 6 1. 7 6.4 5 4.8 1 2 2.9 

6 0 8 7. 9 5.6 6 uo 1 5 3.5I 第二謹•·Eu,;de,oxylon spp 

7 0 9 5.2 4.6 3 6.9 136. 7 ・  

80 1 D 5.8 2.9 3 1. 3 
i 

1 4 0. 0 第三種 以上の他の種

9 0 1 D 4.6 2.0 3 2.8 1 3 9. 4・ 

1 0 0 4 1. 2 0. 3 9.8 I 5 1. 3 ! 
1 1 0 4 5.6 0.4 1 1. 0 5 Z D I 
1 2 D 3 9. 4 a6 4aO 

1 3 D 1 3. 4 2.6 1 6.0 . 

1 4 0 1 7. 2 1. 9 1 9. 1 

1 5 0 1 4.5 3. 1 1 Z 9 

1 6 D 4.5 U3 4.8 

1 7 D 6. 3 2.8 9. 1 

1 8 0 1. 4 1. 2 2.6 

1 9 D 2.6 2.6 

200 J. 9 0. 9 

2 1 0 1. 2 1. 2 

計 6 6 6.5 2 5.4 2 7 4.0 9 6 5. 9 
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! 
ゑ ……戦后（昭和 35年）日本とインドネシャの共同調充（カリマンクン調査森林）報告によれ

ば次の表 D 1の通り。この立木材稜の算出にぱインドネッャ政府林野庁にて用いる次式を以てした。

V=冗 r2.f. H V…材租

H…枝下高

f・・・係数（全樹種共通）；てして a7とする。

r…胸高径（板根のある場合はその上部）
』

I

表 D 1 …•••東カリマンクン州 Nunukan, Tarakan, B erau, Sangkri Jangの菩栢

菩 禎 1000rrf
面租 —— 

地方別 I 100Dha 有用大径木 その他

饂平地 中腹 1高山 1計 ，メラン！カプ クル こ18小,20計0/14有6程,云360用木しjI I 9 雑55,函木000 I ,1ヽ計 I計1 林林林 l林! ~ チ:~—• イン

Nunukan 1 1 122 5241効43/ 9 I 85 I 621 48,8,!J 110,510 9,210 54,lSU I 122,750 l ヽ
Tarakan 30 112 76 742 心，64Dj14,78014,780 61,360 1汐，56()

B erau 93 111 40 633 32,78J s,om 9,445~7,2251 9,445 仙 670 56,115 103,340 

S angkr i I ang 6 139 お5 430 26,90□: 7,7岱 7,785 42,470 7,0刃 35,38) 42,QD 84,9心

計 130 484 1,611 201 2,426 1'57, 1叫38,07541,220 236, 必528氾 5185忍 0214,135四 590

大径木… 55cm 以上

小径木… 54~35.:m

上の表の各地区の各森林の蓄積は下記の通り。

Nunukan 低地林→ 1 BDnf/ha 中腹林→ 2 5 0叱1/ha 

Tarakan・fl  170 fl fl 230 fl 

Berau " 160" " 220"  

｀ S angkri lang••· …"  160 " " 220 " 

4. 戦前 (19 3 2年） F・E. Ender t氏の行った帯状調査の記録では，

〇カリマンクン西部 (Pontianak周辺）では 15 0吋1/ha内外にして， Kapur(Dryoba Ian ops 

spp)がその過半を占め Red-meranti(Shorea spp)とKeruing(D ipterocarpus spp) 

が各 2O rrP/h a位である。

〇カリマンクン西南部のKapuas河流城では蓄積は減少し約 8Om8/h aで，その中にKeruing

が約 20rrf/haである。

QSampit周辺では約 230rrf/haにして， Red-meran tiが約 40 rrf/ha, その他の二羽柿

科林木が約 40叱/ha,Belian (Eusideroxylon spp)が約 30品/haとなっている。

0 B and j er mas inの東方 (Muratos山脈東側部）は 11 0~1 3 OrrP/haにして， Belianが約 ＼ 

30rrP/ha, Ke ruingが約 20吋/ha, Red-merantiが約 15品1/haである。

OLaut島の北部は約 25 0吋/haにして， Kerui ngが 10 0吋/ha以上， White-meranti 

(Shoreaその他）が約 70品Vha, Red-merantiが約 20 rrf /h a, B e I i anが約 3Om8/h a と

なっている。
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OBarito河上流では 22 0 ~2 3 OrrP/haにして， Red-merantiが 70~8 0叫/ha, その他

の二羽柿科が 3o ~so品/haである。

OB  a Ii kpapan周辺には 8e Ii anの優勢な林分があり，総菩積（約 30 Om8/ha)の中で 7 0 

吋1/haにも逹している。

0S  amarindaより北方Mahakam河流域の丘陵林は地方により蓄積も異るが 110~320吋／

haにして，一般に Red-merant iが多くなり（最も多い林分では 12DrrP/ha),Belian も割合

に多い。

OSangkri lang周辺で優良林分は 500吋/haにも達し，或ものはその中でKeruingが 200

吋1/ha,Kapurが 80叱/haを示し，或るものはその中でRed-merantiが 10 OrrP/ha, Kapur 

が 100rriツhaを示している。

註 前述の記録にてこの地方の蓄稜にふれたが，その数宇も Kapur が著しく多いことを示して

いた。

〇北ポルネオの Lahad-datu周辺では約 200m8/haの中で， Red-meran tiが約 50叫/ha,

また Balau(Shorea sppの中の重硬な種）を含めたその他の二羽柿科が約 7Om8/haとなってい

る。

B スマトラの森林資源

I 森林の概況

スマトラ本島はマレイ半島の南にあり，赤道に 2分される如く位置し，附属の島嶼は北はマラッカ

海，東はジャワ海，西はインド洋に散在し，之等を合した総面積は約 47万Km2 と称される。本島の

地形は南北に走る中央山脈（この中には標高 3,0DD mも越ゆる高岳もある）が東西側の分水嶺となっ

ていて，東海岸の斜面は一般に緩にして著しく広大であり，大河川が発達し，河口地帯には大面積の

湿地が見られる。西海岸の斜面は一般に前者より急にして狭く，発達する河川の延長は短かく，河口

地帯の湿地もより小さい。全島の周辺の附属島嶼は一般に低地性である。気候は年中温暖，多雨にし

て，森林の生育は良好であり，その森林総面積は約 29万Km2 と言われる。この中で再生林は人口の

桐密な本島の南部や東海岸地方に多く，原生林は西海岸，北部の中央山脈， Djambi の西方などの

地方に多く見られる。之等の再生林の型は同一の自然条件下にあっても破壊の状態により相異するが，

原生林（老齢の再生林を含むかも知れない）の型は同一条件下にては暑同じ型である。

II 森林型と樹種構成

この地方の森林型についてもボルネオと同様に扱うものとして，

II -1. 紅葉林→は西海岸にも見られるが，マラッカ海峡側に良好な生育をなしたものが多い。こ

の構成樹種はスマトラ近隣地方の紅樹林に分布するものと同様或は類緑のある Bruguiera spp 

(Bosin,Mengalangan,Lengadai,Bakau), Ceriops spp(Tengar), Rhizophora 

spp(Akit,Bakau-belukap), Sonneratia spp(perepat, Pedada), Avicenia spp 
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(Api)が主なるものである。之等は小径木にして，薪炭材，魚柵，一時的な建築用材に，またカッ

チ原木（樹皮を利用）として利用されている。また~i ppa fr u tic ans (ニッパ椰子）はスマトラに

は＝ューギ＝ヤと同様著しく優勢な生育をなす群落が多い 3

II -2. 淡水湿地林→は東海岸に多く，所によりて；士河口より 9 D Km2 も内陸に入り，良好な生育

をなすものがある。この楷成樹種は Campnosper ma s pp (T erelnt ang, An tumbus, 

Menggajuran), Combretocarpus spp(perepat-paja), Tristania spp(Pelawan, 

A n g go I a 11'¥ L u t j u) にして， Campn~sperma sppは特に優勢な場合が多く，季節的に乾く地

帯には前述の如く二羽柿科林木も生育する，而して Oncosperma spp (有棘のヤン）は之等の喬

木の群落の周辺に旺盛な生育をなすのが常である。之等の喬木は小～中径木にして， Shorea, 

T r i s t a n i a s pp を除いて，多くは軽，軟な材質であり左程利用されない。

JI-3. 海岸林→は岩石地を除いた全島各地の海岸（乾地）に見られる。この森林には Cocos 

spp (コ、椰子）が常に生育し，喬木としてはCasua ri na spp (Ru, Ant ur mangan), 

Calophyllum spp(Penaga, Bintangor), Barringtonia spp(Dara, Putat)が生育

する。之等の材は現地にて杭，舟，建築材に利用される。 （之等の喬木は大径木にも達するが，多く

は小～中径木である）

II -4. 低地，丘陵林は標高約 1D D m. 以下の各地に見られ， Fam,Di pterocarpaceae の優

勢な所謂二羽柿科林が多い。この構成樹種は Shoreaspp (一般に Meranti, Balau, Benio, 

Bawang, Resakなどの名で呼ばれる） Dryobalanops spp (Kapur, Kur us), 

Dipterocarpus spp (Keruing, Lagan), Anisoptera spp (Masawe, Tenam), 西海岸

に多い Hopeaspp (Mersawa, Tjengal, Resak) と Vaticaspp (Resak, Landak) など

の二羽柿科林木の外に，主なるものは Nepheliumspp (Rambutan, Kerandji), Artocarpus 

spp (Terap, Keledang), Mangifera spp (Bindjai, Kemang), Kibessia (id Pternandra 

spp (Dolik, Marubi), Aglaia spp (Gango, Lage), Amora spp (Parak, Kedundung), 

Dysoxylum spp (Balu-bunga, Bawang), Sandoricum spp (Sentul, Tempurung), 

Xylocarpus spp (Njirih,. Darug), Toona spp (Sur in, Ingul), Ficus spp (Eono, 

Sernantang) である。之等は中～大径木に達し，その材質は各様で，各種の用材に適し，有用材と

して海外にまで知られる。

皿 森林の蓄積（蓄積についての記録は主として低地，丘陵林のものである）

1. ・・・・・・戦前 (19 3 2年） F-E-Endert氏の帯状調査記録では……

0本島南部の蓄積は一般に少なく， Palembang周辺以南では 15 0品1/haを越ゆるものは稀

にして，その中の Red-merantiは 40品1/ha以下である。

QDjambi地方の西方は 220品1/ha(ICして, Belian(Eusideroxylon spp)が特に目

立って多く 15 Om8/haとなっている。

ORengat地方は 200~300品1/haにして丘陵林では Red-merantiがその 60~7 0 %を
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占めている。

0Pakanbaru周辺も前者同様であるがKapurも著しく優勢にして，総菩稿 400吋/haの中

で250祀1/haも占めることがある。

〇東海岸の附属島嶼のBengkalisでは 300吋/ha(その内容は Red-merantiが 60叱

Balam(Palaquium spp)が 12Drrf)にも達するが，その他の島は一般に少ない (120-200

吋1/ha), 然し全体として南部地方よりも蓄栢も多く，且つ経済価値の高い樹種が多い様である。

〇北部の Langsa周辺は蓄摂は林分により多様 (70~340吋1/ha)であるが，西南方の高地

林の或ものは 34 Om8/haの中で Red-merantiが 240吋/ha, Ba lauが 80品Yha を占め， ま

這 ものは 31 0 rrP/haの中で, Balauが 17 0吋1/ha, Ker ui ngが 13 0吋1/haを占めるものもあ

る。

2・・・・・・・戦前 (19 4 2年）科学動員協会調査団の記録では……Asakan河流城の森林について調査

した結果，その利用可能木（註．これは現在の利用可能木と必ずしも一致しないかも知れない）は次

表の通り。

試験 区 総 蓄 積 胸高 50日以上の材稽 比 率
ha当り

m 3 m 3 ％ 
1 1 5 5.5 9 5.0 60 

2 7 4.5 2 5.0 34 

3 1 3 a 9 1 0 2. 0 74 

4 1 5 3.9 9 6.8 63 

5 2 5 7. 1 1 7 3. 4 6 3 

6 3 0 6. 7 2 5 4.0 82 

この樹種構成は乾地林ではMerantiが 3D %, Damar-lau(Shorea spp)が 1D %, 

Cheng a i (Hopea spp)が 1D %, Njan-minyak(Palaquium spp)が 15 %, T russan 

(A 1 t i ng i a s pp)が 1D %, 其の他 35 %であり，湿地林では Bongan(Neesia spp)が 15 

%, D j a nka n (S t er cu 1 i a s pp)が 25 %, Te mbusu (Fagraea spp)が 15%,Meranti 

-bunga (Shor ea spp)が 15%, Rengas(Glata.&Mangifera)が 2%, その他 28%で

ある。

n-s. 高地林→は前記低地，丘陵林の上部にあり，その低位帯（標高約 1,8 D D叫以下）は喬木類

が多く， Castanopsisspp (Pisang-baik, Berangan), Quercus spp (Empening, Paning, 

Berangan, Ketjing-besi), Adinandra spp (Tiup, Manggul, Kalet-pinang), 

T ernstroemia spp (Gumepal, Djirak), Engelhardtia spp (Kedi, Talanan, Nari-

bonsa), Altingia spp (Tulasan, Lamin, Leuso), Styrax spp (Kemenjan, Talanan, 

Kandung), Pinus spp (Sigi, Tusam) が分布している。之等は一般に中径木にして整形の樹

幹を有するものは少ないが，南部に多い Altingia excelsa Norの如く高地林の王者と言われる

整形，豊満な大径木や，北部に多い Pin us mer k usu J . e t D の老齢の大径木もある。之等は各
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種用材に適する材質にして，ポルネオの店地林のものより利用されることが多い（之は材質面よりも，

高地林が伐採し易いことに起因すると思われる）。

之の低位帯の上部の植生は灌木類や倭性の木本が生育し，利用される林木の生育は少ない。

C ジャワ及ぴ小スンダの森林資源

I ジャワ（本島）の森林の概況

この地方の総面栢は約 13 2, 1 7 4 Km2 にして，森林面栢は 29,000編と言われる。ジャワの中央部

は高地にして，海岸部は低，平地である。気象は西半部は多雨的（降雨林的）であるが，束半部は季

節に乾燥する（季節風林的）。この地方はインドネジャ領域では最も人口が密にして，その多くが農

業（特に米作）に集中し，森林の多くは耕地と変り原生林として残存するもの若しく少ない。この森

林破壊は西半部において甚しく，降雨林型の植生は余り見られない。然し一部に残存するものよりし

て，西半部の森林はポルネオ，スマトラなどに類似した二羽柿科降雨林であったと推定されている。

II 森林型と棚種構成

II - 1. 紅樹林→は一般に北岸（ジャワ海沿岸）に発達し，その溝成樹種はポルネオなどに似てい

るが，生育はそれ程良好なものは少ない。

II -2. 淡水湿地林→は稀少の様である。

II -3. 海岸林→は各所に見られるが，喬木としては Cas ua r i na (r u) が優勢であり，特に東半

部においては目立っている。

II -4. 低地，丘陵林にて西半部の所謂熱帯降雨林型の植生匹ついては記録に接し得ないが，束半

部のもの（即ち季節風林）はビルマ，クイのこの型に似たものにして，その構成樹種は主なるものと

して Tectona spp(Djati),Acacia spp(Akar), Albizzia spp(Jemerelang), 

Schleichera spp(?), Schoutenia spp(Bani tan-merah), Lagerstroemia spP 

(Bongor), Terminalia spp(Cattapa)が挙げられる。

之等は一般に大径木に達する種は少なく， Dj a ti, B ongo r を除いて高く評価される種は少ない。

D j at i はジャワの代表林木とも見られるものにし，現存のこの森林植生は人工にて造成されたもの

が多い様である。 （この種は 7世紀項に導入されたとの説もある）

II -5. 高地林→標高 1,800m位迄はスマトラ高地にも分布する Al ti ng i a s PPが優勢な湿潤('L

して着性植物の多い確生であるが， Quercus & Pasania spp (Berangan, Mempening), 

Melia spp (Bawang), Eugenia spp (Kelat, Jambu), Tristania spp (Pelawan-bukit), 

Ficus spp (Ara) Gordonia spp (Kelat-merah, Semak-pulut), Schima spp (Kelat-

gelugor), Elaeocarpus spp (Medang, Jiha, Derumun) が生育している。

これ以上の標高 1,8 0 0 ~ 2, 3 0 0 mはポルネオ高地の所謂僻苔林に似て， Podocarpusspp 

(:iv1edang-bulu, Sentada), Engelhardtia spp (Teraling), Elaeocarpus spp (前記） ， 

Schima spp (前記） Michelia spp (Champaka) などが多く生育する。而しこの上部は灌木
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叢になって行く。

之等の高地林の林木は Altingia excelsa Nor. (Rasamaraとも呼ばれる）を除いて大径木

は少ない。然し Rasmara, Bawang, Champaka などは優良材として良く知られている。

◎熱帯の高地は降雨林的であると否とに拘らず，一般に降水や，大気中の湿度が多く，所謂湿性

の植生を形成するが， ジャワの東半部の高地には乾性の所謂硬葉林型のものがあり，

Casuarina montana J• (Ra-bukit) が疎休をなしている。勿論こ 0種は不整形の喬

木にして，燃材以外には用いられない様である。

RU 小スンダの森林の概況

ジャワ本島の束方に連る諸島（この中にはチモール島の一部のポルトガル領城もある）の小スンダ

にてインドネ・ンヤ領の総面栢は約 73.6 1 4編 と言われる。この地方の島には標高 2,D DD m. 位の高岳

も見られる。気象は大部分が季節風的にして，低地，丘陵には所謂季節風林が多く，降雨林型のもの

はWettar島に僅かに見られる。《之もピルマ，クイにて見られる廻廊林→水湿の多い土壌や河川に

接した水湿の多い土地に成立する常緑林と同様のものらしい》

Il" 森林型と桐種構成

rr,, 一1. 紅樹林→は見られるが，その生育は一般に著しく悪く，構成樹においても，ポルネオより

は種の数が少ない様である。

["-2. 淡水湿地林→について見るべきものはない。

11"-3. 海岸林→は、シャワのそれに似ている。

Il"-4. 低地，丘陵林→は前述の如く季節風林型が多く， Tarrietia spp (Teraling, 

Dungun), Pterospermum spp (Bajur), Alstonia spp (Pμlai), Wrightia spp 

(Susun-kelapa), Schontenia -spp (Banitan), Horsfieldia spp (Penarah)が生育し，` ；；

ャワの如 (Djati は含まない。之等は中～小径木にして Tarrietia spp 以外に左程の優良材は

ない。之の直生も再生林となれば散樹草原状になることが多く，灌木類や不整形の樹幹をなす

Albizzia, Casuarine spp など主林木となる。また小面積の降雨林についての記録冗接しない

が，モ Jレッカ南部諸島のものに類似したものと思われる。

II" -5. 高地林→の標高 1,0 0 0 ~ 2, 0 0 0叫士多くは降雨に恵まれているが，或地方には乾いた前述

の如きジャワと同様の植生も見られる。構成樹種については、ジャワと客同様である。

fヽ D セレベス及ぴモルツカ地方の森林資源

I セレペス森林の概況

セレベス本島はポルネオの東方にあり，その北部 (Tomini湾）は赤道直下匠ある。東及東南部

の附属島嶼を含めて総面積は約 10.8万止と言われる。附属島嶼は低地性であるが，本島は中央部
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が台地をなし，

分も見られる。

それは一般に邸く， 海岸に至る間の斜面は急竣なものも多く，

気象は東南部諸品の一部を除いて一般に降雨林的であるが，

海岸線も複雑である部

Pa Ju地方の如く 540

四／年の降雨しかない所もある。全体として森休の生育は良好にして，

言われる。本品の南部地区 (Kendari,

く，

及びTempe湖周辺），

その面積は約 1

その或ものは曾ての植生型は失われて散樹林や竹林などになっているものも多い。

Q 6万 Km2 と

Muna島の南半部('Lは再生林が多

(Muna島に

は曾て Tectona sppが生育していたが， 現在ぱ之は伐採されてしまった）。

II 
森林型と樹種 概 成

1I -t 紅樹林→は Pone筍の西岸， マカッサル海波側， Muna島北部に見られるが， ポルネオ，

スマトラの如き俊良な生育をなすものは少なく， その樽成樹種は Bruguieraspp (Bulipandu, 

Bangko, Kandjangkadja, 

Sonneratia spp (Pedoda, 

Toke-hali, 

Rhizophora spp (Bako-tahi, Lanro, 

Bunayon), 

Adin), 

Toko), 

Xylocorpus spp (Buli, 

の径級，

II -2. 

利用については前記スマトラと暑同様。

淡水湿地林→はスマトラ，

Ceriops spp (Buli, 

Avicennia spp (Api, 

Gagala, 

Pia pi), 

Tangir), 

Kontabu)にして，

ボルネオの如く紅樹林に接して成立することは少なく，

その材

南部の

Kol aka附近， Tempe湖周辺に小面稜のものが見られ， これを構成する喬木としては，
： 

｝ 

＼ 

ii 
,! 
， 

Combretocarpus sp p (T i ng ti ng) が目立っている， この種は小径， 不整の樹幹にして薪炭材

以外には適しない。

[I - 3. 海岸林→ Cocos spp (コ ヽ椰子）が特に優勢なことで知られる， 喬木としては，

Calophyllum spp (Dongala, Bakan-api, Wetai), Barringtonia spp (Karnbahu, 

I 
Pootja, 

II -4. 

Weru), 

低地，

Casuarina spp (Ru) が生育する。之等の材については前述の通り。

丘陵林で所謂降雨林型の植生は大部分の地方（後記する季節風林の地区を除いて）

に見られる。 然しこの植生は西方のポルネオ島の如き二羽柿科の優占するものではなく， 多種が混生

したものである。 構成樹種は二羽柿科として僅かに数種の

Hopea spp (Demandere, 

Vatica spp (Karoto-bata, 

Keri, Pooti), 

Simburu, 

Eugenia (id Jam bus a) spp (Kata, Noto 

Shorea 

Kongis, 

Anisoptero spp (Buti, Tolu), 

spp (Darnar-larie, Tornungko), 

Lomori)が挙げられ，

Djarnboo), 

i也の科としては

Metrosideros spp (Asiok, 

I 

Lappa, 

Polo), 

Momosi), Xanthostemon s pp Kalandji, 

Nephelium spp (Balatoong, Bu-loon, 

Langara), 

Rambutan), 

Sloetia spp (Bon-rnotea, 

Pometia (Kaseh, Landung), 

Canariurn spp (Biolo, Kanari, Tontong), Garuga spp (Empo, Wose), Lumonitzera 

(Luminutzera) spp (Bunga) Terminalia spp (Lajapi, Kata pang, Talise), Albizzia 

spp (Tiwala, Koloc, Bilalang), Erythrina spp (Kanni, Rada), Intsia spp (Bajam, 

Ipil, Gafi, 

(Dali po) 

Aglaia 

Maniltoa spp (Talas), 

Dracontomelum spp (Kuili, 

!pi) 

spp (Lasa-dondri, Galatri), 

Sindora spp (Minja), 

Dao), 

Carnpnosperrna spp 

Koordersiodendron spp (Gui, Ori), 

Bariraga-kadu), Cratoxylon spp (Sisio, 
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Garcinia spp (Buli, Miere), Magnolia spp (Ure), Michelia spp (Urebawang), 

Agathis spp (Damar, Dama) が挙げられる。之等は大～小径の各様で，材質も多様である。

然し一般に利用度の高い種が多く，セレベスの森林では経済性の高い内容である。

また季節風林型の植生は PaI u地方や東南部諸島の一部に見られ，その構成樹種は Semecarus 

spp(Sibotu, Anga), Bomhax spp(Loloh, Roroi), Ekretia spp(Kasu-wai), 

Term i na I i a s pp (前記）， Diospyros spp(Baliang, Naro, Sola)であり，材として知

られたものは Di o s p yr o s s pp であり，曾て我国にも黒橙材として輸入された。

II -5. 高地林→の低位帯（標高 1,000111以上ー 1,500m位の間）には喬木林があり， Castanea

spp(Asa. Jasa), Quercus spp(Kesunu, Polili), Engelhardtia spp(Mari), 

Podocarpus spp (Damar-laki, Angin, Mela lu), Agathis spp (前記）が生育する。こ

の上部は灌木林となり，高度を増すにつれて森林植生は消滅して行く。之等の林木は低地，丘陵林の

それの如く大径木にはならないが，中径木に達し，利用し得る林木も含まれている。然し一般市場に

出ることは稀である。

I" モルッカ諸島の森林の概況

インドネシャ領域にてセレペス， 9トスンダ列島の東方に散在する島嶼群（＝ューギ＝ャを除いて）

をモルッカ地方と総称し，その総面積は 83, 6 7 5Km2 と言われる。この地方にて 2,0 0 0 ~ 3, 0 0 O a 

の高 1和の見られる島は Bu l u, C e r s m, B a t j anのみにして，その他の多くは低～丘陵地である。こ

の地方の南部は季節風の影響を受けるために，降雨期が偏り，その量も左程多くないが， Bul u, 

Ceram島の中部以北の地帯は平均 10 Oflflll./月以上にして年 1,5 0 0 ~ 3,0 0 0暉に達している。従っ

てこの地方の北部の諸島は降雨林型，南部の諸島は季節風林型とも言えよう。

Il" 森林型と樹種構成

Il" -1. 紅樹林→は各島の風浪隠やかな砂泥土の海岸及び海水の浸す河川，湿地に見られ，その構

成種も隣接地城のそれと大差はなく ,Bruguierespp (Dan, Endiedaren, Jangar, Karakata, 

Tongke), Ceriops spp (Fuesen, Falun, Tangir, Laru, Sirai), Rhizopho:a spp 

(Akat, Karamane, Waka Bangh~ta, Letementamen), Avicennia spp (Afaful, Saik, 

Endrove), Sonneratia spp (Posi-posi), Xylocarpus spp (Kewalau, Katjofwale, 

Loilara) が主なる林木である。一般にその生育状態はポルネオ，ニューギニャの如く良好ではな

いが，海岸地方では前記の他の地方と同様に利用されている。

Il" -2. 淡水湿地林→はこの地方で最大のHalmake ra 島の河口周辺に見られるが，まとまった

大面積ではない。而してこの構成樹種はMetreoxylon spp (ヤシ類）が優勢で，喬木類は少ない。

Il"-3. 海岸林→はセレベスに似ている。

II"-4. 低地，丘陵林にして降雨林型の植生はセレペスと同様に二羽柿科の優勢なものではなく，
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多種によって溝成され，既してセレペスの分布種と共通したものが多い。 Hflち主なるものとして

Buchannania spp (Esbubut, Langara, Balowe, Make), Dracontomelum spp 

(Kawili, Lokus, Ganiegul), Semecarpus spp (Ena-kau), Octomeles spp (Afu, 

Bada, Palaka). Diospyros spp (Tufiri-buslawa, Bontulinu, Elau, Ri, Roka), 

Intsia spp (Aakunal, Beu -k, Fra, Wai), Sindora spp (Besi-k, Linggua -dewra), 

Eugenia spp (Tjengke, Beko, Barda, Goda, Lura), Meterosideros spp (Nani-

batu), Pometia spp (Loto, Motoa, ¥Volo, Lura), Sterculia spp (Kalupa, Pe lani, 

Tuba), Viteu spp (Alawa, Ao las, Gofasa, Pasal, Banga-kuba) などが挙げられる。

また季節風林型の植生について判然とした記録に接し得ないが， Eucalyptus sppの分布が知られ

Ehretia spp(?Bor), Terminalia spp(Kelisu, Fusa, Talisae), Lagerstroemia 

spp (前記）， Po m e t i a s pp (前記）の分布も推定される。之等の林木の中には大径木にも逹し，

優良な材を産するものもあるが，現地以外には余り知られていない。

rr -s. 高地林→についても全島について記録されていないが， Castaneaspp (Afa, Sapin, 

Palano), Cryptocarya spp (Ain, Gotal, Salon, Masu), Litsea (Fansoli, Datu-k, 

Gobal, Bonga), Nothophoebe spp (Amedela, Makila), Dacrydium spp (Djewebeak, 

Kasuari-utan), Podocarpus spp (Biali, Damar-laki) が生育する様である。また

Bat j an島には＝ューギニャにも見られる Libocedrus sppが分布すると記録される。之等の林木

は一般に中径木であり，材質も他の地方では各種材に適するものとされるが， この地方では現地用材

以外としてのみ知られている。

E ニューギニャの森林資源

I 森林の概況

この島は東経 14 1°~ 1 4 1゚ 1'48" の線によって現在はその領有を異にしている。即ち西部はイ

リヤンと呼ばれるインドネジャ領（国連決定の暫定処置ではあるが）であり，東部は濠州領である。

従って前記の Timar島と共に特異な領有形態である。この島や各領域の面積については種々の記録

があるが，大約として全面積（附属島嶼を含めて）は 8 D万 Km2vc:して，インドネンヤ領に約 4 2万 Km2

濠領は約 48万編 (F-A-0-記録では 47,537万編）と言われる。インドネ・ンヤの森林面積は各

種資料から推定して約 3 2万編と算せられる。

濠領の森林について F-A-0(1963年版）の記録によれば：森林面積 36 4.2 2万編の中で，公

共有林 5.4, 千斌，私有林0.1 2千Km2 , その他（制限を受けるもの，保存を要するもの）である。こ

の森林は針葉林 45千 km2, 広葉林 14 2.3 7千km2 に分れ，その総蓄積は 54 7百万 msである。 而し

この中には胸高 3 4 cm以上の針葉樹は 4百万叶，広葉樹は 5 4 3百万面である。年間の森林生産量は

1960~62年の平均は針葉樹 1,D D D千ms, 広葉樹 2,6 8 1千吋計 2,781千msにして，その中の

2,538千 ms(全部広葉樹）は薪炭材で， 2 4 3千 ms(針葉樹 1D D千 ms, 広葉樹 14 3千ms)はその他

の用材であった：
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ニューギニャ本品はそのtrttをなす山脈が東西方向に走り，その中には恒雪の高岳が多く，最高峰

のCarstenz山は標高 5,04 0 mに達している。この他に西北端部にも 3,000m級の高岳を有する山脈

ゃ，前記背骨山脈の北方に 2,0JO m級の高山を有する山脈も発逹している。之等の山脈から発する河

川は大河が多く，斜面の広い南岸の大河川の河口地帯には大面栢の湿地を形成している。本島の東南

端部（濠領）を除いてポルネオと同禄熱帯降雨林的な気象型で，森林の生育は一・般に良好である。

II 森林型と樹種構成

II -1. 紅樹林→は海岸各地に見られるが Papua 湾に面した南部海岸のものはその面稜が著しく

広大であり，良好な生育をなしている。この森林の構成樹種はポルネオと同様にして，主なるものと

して Rhizophoraspp(Midage, Parai, Togar, Mangrove) Bruguiera spp (Tongka 

Pau Saro mangrove -black) Ceriops spp (Barn Kandarus) Sonneratia spp (Auta 

Nairo Abu Mangrove) Avicennia spp (Pai Riho Sido Mangrove-white)Xylocarpus 

spp (Kira, Tapi Cedar -Mangrove) が挙げられ，その径級，利用については他の地方と同様

である。

TI -2. 淡7k湿地林→は前記紅樹林に接して発達することが多く，南部のMarbeFri河や北部の

S epi k 河流域には大面苗のものが見られる。この構成樹種は浸水の頻度により相異するが，

Dillenia spp (Adiwo Karu Dillenia) Campnosperma spp (Ari Osa Canpnosperma) 

Parishia spp (Katjau Kawa) Hex spp (Ambubu Bene) Vatica spp (Asuk Manauri 

Vatica) Homalium spp (Ied, Ropi Malas)が多く，乾燥し易い所には Gurcinia, lntsia 

pometia sppも生育する。之等は大径木に達するものは少なく，且つ材質も左程優れたものではな

ぃ，然し現地では利用されている様である。この林帯は現住民の主食ともなるサグ椰子

(Metroxylon rumphii)の生育する場であり， この点で他の領城の淡水湿地林と異る。

IT -3. 海岸林→は各地の海岸に見られる，その構成は椰子類が多く，喬木としては，

Casuarina spp (Bajowa Tali Tjemara) Calophyllum spp(Bintongu Bita 

Calophyllum-beach) Barringtonia spp (Kiwi Potet Barringtonia) Intsia spp 

(Besi Pas Kur la) Lumnitzera spp (manuri) Heritiera spp (Geremo Heritier_a) 

Vites spp (Ab Aigo Vitexが挙げられ Intsia Heritiera spp の多いのが特徴的である。

之等は Intsir spp以外に材として余り知られていないが，原住民には舟，小屋材などに用いられ

ている。

IT -4. 低地，丘陵林の降雨林超の植生は前述の如く各地の標高 1,0:J0~1,500m以下の内陸匠成

立し，その組成は二羽柿科が優勢ではないが，良好な生育をなしている。構成樹種の主なるものは

Anisoptera Vaticaの二羽柿科の稀少種の他の種にして，フィリピン， セレベスの分布種と豪州

系の種が多く出現している。主なるものとして Dracontomelum spp (Kul Karoh) 

Nemgunea-walnut), Canarium spp (Nanari Aruk Canarium) Oclomeles spp (Senao 

Tina Erima) Intsia spp (前記） Kingiadendron spp (Som) Aglaia spp (Armota Etie 
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Aglaia) 

spp (Abu, 

Melia spp (Marua-Pisa) Myristica spp (Kumap Pala Nut-meg) Eugenia 

Kaw o Satinash) Meterosideros spp {Merapa Nani 

bot Da-ai Helicia) Adina spp (Nisat Badenga Adina) Anthocephatus spp (Aparabire 

Masarambi ｀
ー
、 Nauclea spp (Andori Manda Cheese -Wood) 

(Lantiat Mastixio) Pometia spp(Hiame Mendek Ta wan Taun) Palaquim spp(Njatoh 

Djur Mori£Nqatoh) Planchanella spp (Waku Morep Siik 

Kesi Papeda Kauli) が挙げられる。之等は大径木にも逹し，

し開発の遅れた地方のため海外に知られたものは少なく， 漸時市場に現れて来た。

moresby 及びMarauke地区は特別の乾期があり降雨泣も少なく，

るも硬葉を有する樹種より成立する）とがある。 前者は多くは Port-moresby

500111, 以下）に見られ，

spp {Binikuri 

spp 

spp (Pafirie Tebetabere Hernandia) Semecarpus 

Mapa Semecarpus) Bonbax spp (Kapak-utan Maniku) Lagerstrocmia 

(Tiekotiojaj) Acarcia spp. Sterculia spp. 

不整形の径木にして燃料以外に用いられることは稀であるが．

spp の如く優良な材質もある。

”以下の地に成立し，

Eucalyptus・spp, 

Heinandia 

Xanthostemon spp 

後者の硬葉林型はMarauke 

L agi rs tren-ia, xanthos temon 

port -Moresby附近の標高 1,5 0 0 

多くは草本を主体とした所謂散樹草原をなし，

Melaleua spp (Gelam Sanamasa ai 

Albizzia spp (Bae Wai) 

前者同様不整形の小径木にして，

Grervllea spp (Kaurj 

¥．'_ 
Helicia spp (Em 

Masixiodendron spp 

Wood) Agathis spp (Damar 

材質としても利用価値が多い，

東南部の

が生育する，

喬木としては，

Casuarina spp 

Oak-silky) が生育する。

然

port-

季節風林型と硬葉林型（常緑な

周辺の低地，（標高

之等は

（前記）

之等の種も

9
1
;
`
1
|
_
9
9
 

燃材以外に用いられることは少ない。

II -5. 高地林→は標高 70 0 ~2,0 0 0 111, が喬木の植生にして他の領城と同様の組成であるが， この

上部から雪原までは特異の組成である， 即ち前者の構成樹種は

Oak) Engelharditia spp (BuKi Kai Engel) Gordonia 

後者のそれは

Ouercus spp (Atu, Masi Patu 

spp (Hulum Gordonia) 

Nothofagus spp (Beach) Agathis spp (前記）

であり，

Araucaria spp (Kohu 

Makut Kesiama Kauri Hoop-Pine Klinki-Pine) Dacrydum spp (Kewinu Aru, 

Dacrydiun) Phyllocladas spp, Podocarpus spp (Towar Barara, Podocarpus), 

Libocedras sppである。之等は大径木に達する種（特に針葉樹に多い）があり， 優良な材質を有

するものもあるが，

参 考 文

山地民族の燃材や小屋材に利用される程度である。
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第一章 熱帯林の材積表と収穫表

I 材積表

熱帯樹種の樹型に関する研究はあまり数多くみられないが，根張り (buttress)の影響が大きい

ためこれに関してマラャの商用樹種やナイジェリアの熱帯低地降雨林で調査研究が行なわれている。

Setten(1953) はマラャの商用樹種の 15,067本のうち 40. 7 %が 4フィート 6インチ (1.37 

m)以上の高さまで根張りがあることを見出した。この割合は樹種によってかなりの差があり，最大

は Ints ia p alembanicaの 87.8%,最小は Calophyllum spp. の 0.8 %で，約 50樹種

が 4フィート 6インチ以上の高さまで根張りがあった。またVincent(1960) によれば．マラャ

の低地 Dipterocarpの林分の 2,000本の伐採木の資料から標準の高さの人間が直径テープで側定し

た場合．根張りの影等が大であるため，材栢表の作製や成長最推定には胸高直径を独立変数として利

用できないという結論を得ている。 Lowe(1 9 6 3) はナイジェリアの東部と西部の熱帯低地降雨林

のTriP lochiton scleroxylon とCeltis Zenheriは根張りの高さは根張りの上 1フィート

の周囲または地上 10 フィートのところの周囲と密接な関係があると述ぺている。

このように熱帯樹種のいくつかは根張りが大きいために材積の査定が困難な場合があるが．熱帯諸

国では次のように多くの材梢表が作製されている。

インドでは Griffith(1947)が Terminalia tomentosa の標準材稜表と利用材積表を作

製し， Matha uda (1 9 5 6)は 1,1 8 3本の資料を用いてBab u l (Ac a c i a a r ab i ca)の材積表と樹

皮表を調製している。 Dabral (1957~1960)はAcacia arabica ,Abies pindrow 

Anogeissus pendula, Casuarina equiselifolia, Phoebe gealparensis, Picea 

smithiana, Syzyqium cumini, Anogeissus latifolia および Boswe l Ii a 

serrata 等の多くの樹種の標準材積表を作製している。

インドネシアでは Ferguson(1949)がポルネオのAgathis borneenisの材積表を作り，

北ポルネオでは Shorea spp. や Dipterocarps spp。の立木材稜表が作られている。

ウガンダ，ヶ＝ャ，クンガニカのCy p r e s s us l us i t an i c a, C• b e n t h a m i i , C• l i n d l e y i 

などの 1,5 7邸の資料をもとにして材積と断面積の直線関係を利用して直径は 1.5-29.5:ンチ，

樹高は 10-1 00 フィートに対して上部直径が、2インチまでの材精表がクンガニカの林野庁 (19 

6 3)で作製されている。ウガンダではEucalyptus so I ignaの材積表が Finlayson(1963) 

や0s mast on (1 9 6 0)により作られている。 Dawkins(1 9 5 9 , 1 9 6 0)は

．．． 

.
ン
}
~
，

Vs 
D2 H = X 0. 2 
1 0 0 

D2 H 
500 

(Dはインチでの皮付胸高直径， Hはフィートでの全樹高）という式を用いて立方フィート単位の上

部直径 20インチまでの地方的な si I vovo I um e を表わす材積表を作り，東部および南部アフリカ
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の Cypresses, Pines および Eucalyptsによく適合することを見出している。

マラヤではVinccnt(1961) が豊富にありしかも経済的に価‘直のある樹種の利用材積表のツリ

ーズの最初のもの と し て Sho re a L c pro s u I a (;>,I e ran t i T c m bay a)について発表している。こ

れは 5 フィート丸太ごとの 3インチ胸届周万扱で 2 4 インチ皮付岡囲までの皮付の利用可能な丸太材

租を示している。彼 (1965)はまたヽIangro vc 樹秤以外の土治の樹種．土治の ;t.-langrove 樹種

およ び外来樹種に対して 4 1の色々な地方材積表を集録している。

フィリピンではMahogany (Swietenia macrophylla)の地方材梢表を 0rdcn (1 9 5 6) 

が．また胸高直径 1D--3 5cmの 3 1 9本の在料をもとにして Molave (V  itex parviflora) 

の 地方材租表をAbraham(1 9 5 9)がそれぞれ作製している。

カンポジアでは RoI I et (1 9 5 2)が Dry forestで 2Dcm--180cm(D直径に対する一変数材積

表を作製しているが USAID (United States Agency for International Development 

(1 9 6 2)が林相別に小径木（胸高直径 10-29cm),中大径木（胸高直径 3 0 cm以上）ごとに次

の式を用いて利用材租表を作製している。

林 相 ;Jヽ 径 木 中 大 径 木

H血 id and Semi-humid 
V = 0.0 2 1 9 7 + 1.6 7 8 5 1 Cザ H)forest type V= U280528+ 1.89533(02 H) 

Dry,Dwarf evergreen, and 
V =U0275611+1.49511(02H) Inundated scrub forest type V =-UDO 156193 + 1.40889(D田

Pine type V= 0.009 3205 4 + 1.68890 (びH V = 0.0 11 5 9 0 5 + 2.0 5 7 1 6 (D2 H) 

¥1angrove type V = UO 150 43+1.33521 (D2 H) V=-U0595411+1.402470 D2 + 

1.0 69 2 7 (D2 H) 

上記の式でVは上部直径 8C1IIま で の 5m丸太の材積 (rrf). Dは地上 1.3 mの胸高直径 (cm) , Hは 5

m丸太の数で 2.5 m単位すなわち I(2. 5 m丸太 1本）， 1(5  m丸太 1本）， 1百 (5m丸太 1本
百

と 2.5 m丸太 1本），．．．．．．．．．で表わされた数字である。これらの式は Humid and Semi-humid 

typeは 58 4 本， Dry and Dwarf evergreen type は 534本， Pine type は 339本．

Mangrove tYPe は 14 2本合計 15 9 9本の立木の野外測定の資料をもとにして Louiaiana の

New Orleans の南部林業試験場で 70 4回帰プログラムによって電子計算機で回帰分析されたも

のである。

]I 収穫表

熱帯樹種の多くは年輪が不明なため年令をもとにした収穫表はその樹種が限られている。

Griffith とHowland (1 9 6 1)は東部アフリカの Cyp re s s us I us it an i ca 群 の

Cypressesの収穫表を発表している。赤道付近の乎均雨量 30 .._ 6 0インチの soo o-a 5 o oフィ
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j 

ートの高度でとられた 33個のプロットで伐倒した資料をもとにして作られたものであるが・地位 I

の 35年で上肝樹高 13 6 フィート，胸高直径 20. 7インチ，胸高断面租 250立方フィート／エーカ

-.  ェーカー当り 50本，上部直径 2インチまでの材租は 84 1 5立方フィート／エーカー，平均成

長最 240立方フィート／エーカーで，最悪の地位mでは同じ年令で上瞳樹高 57フィート，胸高直

径 9.6インチ，胸高断面積 90平方フィート／エーカー，ェーカー当り 240 本，材栢は 2500立

方フィート／エーカー，平均成長祉は 7 1立方フィート／エーカーである。

インドでは多くの収喪表が作られているが， Wolff von Wiilfing(l 950)が Acacia

mollissima の収稜表を作製している。 Sagre iya と Chacko(19 6 2) は上層樹高で同令チー

ク林の地位指数をきめ次の三つの関係の式を用いて収稜表を調製した。 (1)地位と年令に応ずる全樹高，

(2)上謄樹高に応ずる胸高直径， (3)平均直径を与えるエーカー当りの本数。 Indian Forest 

Recods(19 42)および (1959)にはそれだれ Sal(Shorea robusta)の高林およびチーク

(Tectona grandis)の造林地の収穫表および林分表が調製の過程と共に集録されている。前者は

1 9 1 1年頃より Troup によって始めて設定された 42個の固定標準地の資料を含む 244 個の固定

標準地の 67 4 の測定値をもとにして種々検討し，不適当な資料を除いて最終的には 22 5 個の固定

標準地の 54 2 の測定値をもとにして作られたものである。

ジャワのチークについては Ferguson(1953)が次のような収穫表を発表している。（一部のみ

掲載）

林 分 高 (m) 主林分の ha当り本数 平均直径 (cm)

地〗這ぐ 1 D 30 80 10 30 80 10 30 80 

II 1 0.0 1 5.7 2 1.0 2268 804 314 7.1 14.6 2Z9 

m 12.9 2Q 1 2 7.0 1,452 515 ・201 9.1 1 a? 35.8 

N 15.9 24.6 33.0 913 324 1 27 1 2.2 25.1 4ao 

V 1 8.7 2 9.1 39.0 69 0 245 9・6 15.3 31.5 6Q 1 

I 

主林分の蓄積（叫伽） 総収穫量（叫'ha) 年平均成長量（叫盆

~ 10 30 80 1 D 30 80 1 0 30 80 

n 9.0 13.5 1 7.2 47 1 18 232 4.7 3.9 2.9 

m 9.4 14.2 2Q2 64 162 319 6.1 5.4 4.0 

N 1U7 16.0 22.8 89 220 468 a9 6.6 5.8 

V 12.6 19.0 2 7.1 1 21 316 649 12.1 1Q5 8.1 
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ペーユ
弟—早 熱帯林の成長量

熱帯 の林 木は 年輪がないかまたはあったとしてもはっきりしないから成長JL（ の測定は困難である。

したがつて固定標準地による長期間の観測査科をもとにしてこれを知る方法が多くの国で試みられて

いる。

Foggie(1945)は英国の林木で熱帝条件に適する成長祉の推定方法を研究した，これはある期

間の測定値をもとにして林木の大きさのクラスごとに成長曲線を画き，個々の曲線から連続した成長

曲線を作る方法である。

プエルトリコの LuquiI lo Moun to in の（氏地山岳降雨林 (19 5 1)で 2インチ直径級以上の

6 3 9本の直径成長最の 3年の記録をもとにして熱帯原生林に生育している木の年令を推定する方法

が試みられ，推定年令表が作られている。胸高直径 4 0インチの木は 46 D年であると推定されてい

る。

Wilhelmi(1952) は熱帝の成長最の計算た関する文献をとりまとめ， 19 6 1 年の IUFR

0の 13回会議では異令の熱帯林の成長籠の測定法が論ぜられ,D awk ins , Loe ts ch and Ha I ler, 

V i n c en t , L owe 等の発表が印刷されている。

アフリカでは Da wk i n s (1 9 5 4) がウガンダのMabira 森林の成長量測定プロツトの資料をも

とにして根張り上部の周囲の連年成長最を大樹冠優勢木を 1, 0としたときの主要樹冠群などの相対的

比率を明らかにした。南部スーダンの色々な地方のチークのサンプルプロットの測定からインドの同

じ樹高成長の木よりも直径成長が良好であり地位の良好な場所の成長はインドの地位 1Iにあたり，低

い地位のところでも樹幹が通直なため間伐収入も高いという結果が得られている (1954)。ヶニャ

の Cypressus lusitanlca の樹高成長曲線は三つの級にわけられ， I . 1I等地の分割点は 78フ

ィート， 1I• III等の分割点は 56フィートであることが報告されている (1958)。Be a t o n (1 9 6 0) 

はウガンダの熱帯高林の成長量の測定方法に対する提案を行い,Dawkins (1 9 6 1)はウガンダの

熱帯高林は多くの輪伐期方式では連年のエーカー当り成長量が 20立方フィート以上の製材材積を収

穫することは不可能であり．これ以上の収羅を望むとすれば単一の輪伐期方式をとるぺきで．このと

きでも年当りェーカー当り 6 0立方フィートが限界で，広大な地域では 30---40立方フィートが最

良であると思われる。間伐木や小径木が売れるようになるまではこの成長量を高めるような技術的な

方法は考えられない。また彼 (1961)は熱帯高林の材積成長量の測定法に満足なものが見出されな

いため．最終収穫まで残される木だけの再測による断面積成長量を求めようとする簡易化を試みてい

る。

Fray(1962) はケニャのP inus radiata の成長と問伐問題を論じ，早期強度間伐を推奨し

てる。 Horne(1 9 6 2)は西部ナイジェリアのTerminalia spp, Tectona grandis 

Cedrela odorate 等の造林地の樹高，胸高周囲，胸高断面積，材積の成長量を表わす表を作って
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いる。ナイジェリアでは 19 5 5年に設定された 6個の低地降雨林の固定標準地の 6インチ以上の林

木の周囲を 1 9 6 3年迄に再測した結果をもとにして上阿木の成長は中層下層木よりも 10倍も早い

成長を示し， 6._ 5 4インチの周囲をもつ木は平均的に 480年も経過していることがわかった。

インドではMathauda (1 9 5 3)が 19 3 9年-1949年の 4つの熱帯常緑樹林の固定標準地の

観測結果と 1チェイン幅 ,27.5-67チェインの長さで高度が 470-2000フィートにわたる一

時的な成長観測プロ・ントの測定結果をもとにしてその中に表われる主要樹種の割合，それらの樹種が

表われる高度の範；用，直径級毎の本数分布などを解析している。 Seth(1956)は継時調査の直径

分布から匝径成長術を求める照査法の改良法を提案し， Seth と Bhat n agar (1 9 .5 9)は SaI 

(Shorea robusta)の天然更新と士壌との関係を研究している。

インドネシアでは Ferguson(1954)が北スマトラ土殖の樹種である Pi nus me rks ii がスマ

トラとジャワに広範囲た植栽されているが，多くのプロットの資料をもとにして収穫表を 5地位， 3

5年生までのもの:,cついて作っている。これによれば．平均地位で普通間隔 (3mx3m)に植栽さ

れた林分では平均成長愉は 25年で ha 当り 22. 4 rrf (7 C1II直径以上）の皮内材稜であり．連年成長

罷は最初の植栽間隔に影悸され， (2mx2m)間隔では 20年で ha当り 26 711.、,(4mx4m) 

間隔では 2 5年 で 19 m• である。

マラャでは Nicholson(1958) は北ボルネオの Shorea smithiana の 5本の木の周囲成長

祉をご週間間隔に 1年間にわたって観測し，樹冠の大きさや位置と成長との関係や両や新葉．紅葉と

成長休止期との関係を分析している。 Vincent(1961)はDryobalanops oblongifoliaはマ

ラヤでは 19 3 9年まで植栽奨励樹種であったが D.aromaticaの生産材と比較してマーケットがこ

の樹秤をポイコットしたことと，造林地では形が不良な木が多いことであまりかえりみられなくなっ

たため• 既往の文献や固定標準地の資料をもとにしてこの樹種の成長を分析しとりまとめている。ま

たマラャの固定標準地の記録から Shorea Curtis i i , S• p I at ye I ados および S• ovata の

成長 (Ifを明らかlteし，過去の試験地は低地のD ipterocarp の森林の研究が多く• 高地の樹種の成長

情報が不足していることを指摘している。また， 12個の固定標準地の資料をもとにして (3個は処

理プロット， 9個は単木周囲成長量測定プロットで 3個は高地 Dipterocarp森林内にあり， 9個は

低地 Dipterocarp 森林内にある） , ~horea macropteraの成長量を明らかたしている。

プエルトリコの Luquillo 森林のいろいろな樹種に対して 12-s 1 4本の 4-20インチの直

径 (/)~•~t 本木をもとにして平均直径成長量を示す表が作成された (1 9 5 3)。また Tabonuco と

Colorado 森林型で大径木に成長する樹種の 24 8 8本について成長量が測定され， Tobonuco型

では優勢木が準優勢木よりも成長が遅いことがわかった。また Liquillo 森林の 2つ:J..J2 7年生の

Mahogany の植栽林の成長比較が行なわれた (1960)。 この 2つのうち 1つは密度の高い純林で

他は泡林初期に枯死したため他の更新樹の上にMahogany が散在している造林地である。前者は

2 0年まで間伐されず．ェーカー当り断面積は 10 0平方フィート以上であった。優勢木と準優勢木

の平均直径は現在 14インチで最大は 18インチである。天然更新樹は最初 23年目にあらわれ一年

生のだ生苗が現在多い。定期直径成長量は 10年間で 4インチである。後者は平均直径 18インチ，
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最大 2 4インチで樹型はよい。 1952-57年の間の定期直径成長俎は 10年間で 6インチ以上であ

る。しかし~1 ahoganyの天然更新樹は他樹種の下密となって被圧されている。 BoniI I a(1 9 6 4) 

はウルガイの Carrasco 地帯の Pin us P in as t erの測定結果から 3 4年生の林分で断面税は 48

叫 !/ha,連年成長惜は 1U7m1/ha,全収穫祉は 46 7 m'/haであることを示した。同じようにゥルガ

イの地のいろいろな樹種の連年成長祉を次のようにとりまとめている。

r 

P inus P inaster 
． 

1U7~1Z6 m1/ha ． 
p. radiata 

． 
zs-1a.2 ,,.,,. ． 

Eucalyptus saligna 
． 

a9-..39_s ~ ． 
他 の Eucalyptus spp. 

． 
3.3~19.5 ~ ． 

populus 'I-154' ． 
9.1-15 ． ~ 

Salix alba vor calva 
． 

1a9-1a7 ,,_, ． 
P inus deltoides 4.6 ......, 2 t 2 // ~-

コスクリカの 6樹種の各々 10 ~ 2 8本の周囲を 19 6 3年 11月から 19 6 4年 11月まで二週間に 1回

測定し，成長紐を湿度．雨雇，雨の日数．天気の日数と比較して Lojan(1965)は次のような結果

を得ている。落葉樹種は年雨祉と正の相関をもつが雨期はそうではない。常緑樹種は雨龍と雨の日数

と正の相関があった。すぺて 6樹種とも成長最は天気の日が多いと負の相関となる。成長リズムは天

候因子よりも迫伝因子に多く支配され，常緑樹は連続した成長（乾燥期には滅少）をし，落葉樹は殆ん

ど等しい成長期間と休止期間をもっている。

フィリッピンではTiam(1957)か Pious insularis の 5つの造林地の直径成長と樹高成長

を比較している。 1 5 0 0 m の高度の成長は 13年で直径成長率 15.38% , 平均樹高 12. 4 9 m , 乎

均直径 14. 2 0 cmで760m の高度の 22年の直径成長率 9.0 9 % , 平均樹高 8.7 3 m , 平均直径 12. 

2 4 cmよりもすぐれていることがわかった。 Assido(1959)は 19 5 9年4月までに戦後から 33

4個の固定標準地が作られたことを明らかにし，その位置，設定年月日，再測数を掲げ，戦後の資料

のチークやDipterocarpus spp. のいくつかの予備的分析を行なつている。皆伐地に設定された

固定標準地の 3年間および 5年間の再測資料をもとにした更新状態の分析が多く発表されている。

(.1960---1961)。チークについては 19 3 7年に植栽されて 19 5 0年に設定され氾固定標準地D

1 9 5碑の再測資料での成長分析が発表されている。 (1960)。Schaffer (1962)はミンダナ

オのSurigao de S unの Lianga の一地城の 19 5碑択伐された森林の中に 60個の片。エーカ

ーの固定標準地を設定して Dipterocarps の残存林分の成長盤を観測した結果を詳細に報告してい

ヽ

る。

クイでは Gartner(1962)が Loetsch が 19 5 7年に設定した 3つのサンプルプロットをもと

にして D ipterocarpus spp. の周囲成長量を報告している。胸高周囲と周囲成長量の直線回帰を

135---37Qcm周囲の約 50 0本と 56-37Qcm周囲の 10 0本以上の木に対して示している。成長

の早い Dipterocarpus SPP・ はわづか 2......,5年の測定で周囲成長量を確実に予測できることを明ら

かにしている。
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カンポジアでは Ro11 etが 19 5 9年に設定したメコン上流の Snou Iの Reserve de Trapeang 

の固定標準地で 19 6 3年に再測された 3 9 9本の調査賓料を 4本目ごとに 10 0本の標本木を抽出し

て成長批を求めたら次の通りであった。 (1964)

ha当り成長最 <mぅha当椀［年成長量 成長率 (%) 
(m") 

Dipterocalpuo alatus 5. 2 t 3 1. 3 

Shoree vulgaris 0. 8 U 2 0. 6 

Hopca odorataおよび

S indora t 9 0. 5 U 6 

cochinchinensis 

試 験 地 全 体 Z 9 2. 0 0. 9 

これをもとにすれば humidおよび semi-humidな森林では材稜成長率は直径 1□-29cmで

3.0%, 30cm以上で 0.7 % • 林分全体で 0.8 %位であることが予想される。

＇ 

.l', 
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ペーコ
弟二早 熱帯における森林調査の実例

熱 帯 に お い て 数多くの森林調在が行なわれているが，そのうち主な調杏法をとりあげてみる。殆ん

どが FA0の開発援助計画のもとに行なわれたものであるが，他のものもいくつか含主れている。ま

た主として航空写共により 1屑 J紀林相を行化し．弓本Jい究法を用いた森林調介法が多い。

I 調査線法

調 査線法はカナ ダ で Seely(1955,1957)が用いた方法であみが，熱帯林の調査にいくつかの

国でこの方法が使われた。まづ航空写兵を用いて森林を府化して予備的な地図を作る。地図上で明確

な点を調査線上の出発点または出発点を地上に配冗する参考点として選ぷ。通常明確な点が調査線の

両端で必要であり，これらの点を結ぷ直線を森林の中を通って地図上で引く。次にあるやり方によつ

て調査に必要なだけの数のプロットを線に沿って配腔する。地上サンプリングの在料が集まったら．

前に写其で行なった暫定的な洞化を補正したり，補ったりして結果を印刷する。

セイロンやプラジルのアマゾン袈谷の森林調杏にこの調査線法が用いられている。南スーダンのプ

バ森林で D-A-Francis(1960) が用いた方法は調査帯線の出発点を無作為に選んでいる。地上

調査をする場合，主要な到達し易い場所の見取図を画いて自動車で調査する場所に行き易いようにし

ている。この見取図の配置は航空写其をもとにして作った地図からきめた。このような到達し易い場

所から出発する帯線野外サンプリング調査は躙内で番号を無作為に抽出して行なわれた。 2 D m幅の

帯線を幅 200m,長さがいろいろなプロックごとに測定した。 (1図参照）。帯線の長さは実行上 1

kmが 限 度 で あ った。帯線上の調査単位は 2□mx4Qmであった。

Hein sd i j k (1 9 5 7 , 1 9 5 8) はアマゾン深谷で行った実地踏査を発表した。この目的は次の通

りである。 (1) 航空写其の判読を地上チェックにより修正し，国土の地形と植生についての情報を集

めて立派な地形図や植生図を作製すること。 (2) できるだけ広地域を踏査すること。 (8) 乾燥林か

らできるだけ多くのサンプルを集めること。

しかし．この地城は全部図化できなかったし，主として戦時中の三角測量飛行の帯線しか利用でき

なかった。初期的な情報もかけており，写真判読を地上チェックで修正する方法をとった。

地上のサンプルは大きさ 1ha(1 D m幅で長さ 1kmのトランセクト）に沿つてとられた。その位

置を選ぷには交通の便が支配因子だが，広大な地域にトランセクトを一様にばらまくように努力が払

われた。

胸高直径 2 5 cm以上の全部の林木をトランセクトの中心線から左右 5m幅の中で測定した。利用樹

高は 5mの竹ポールを使って推定した。この樹高推定値を特に訓練した木登りによる直接測定でチェ

ックした。この利用可能な樹幹の未口と中央の周囲を測定した。この資料はアマゾンの樹種の立木材

積表作製のために利用された。また上層木の全樹高と樹冠直径を特別な研究に使うために測定した。

仕事に費した時間は二つの地城で旅行日当り 1グループで調査した平均面積で表わすとそれぞれ
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1図 Vuba林地に対する D.A. Francisのサンプリング計画

0.9 6 ha と 1.1 7 haであり，旅行日当り測定した平均本数は 12 3本と 12 5本であった。

セイロンでは，予備調査はすでに 19 5 7年に行なわれたが， 19 5 8年以来，カナダの写真測量会社

とセイロン林野庁の計画課の共同でコロンボ計画の下に大規模森林調査が行なわれた。主な地上調査

は 19 5 9年 8月から 19 6 0年 7月にわたって行なわれ，調査の最終報告は 19 6 1年 3月に提出された。

主要森林帯のうちの三つ．すなわち湿性．乾性および中間性の森林に対しては新しい 1:40,000

の縮尺の航空写真を使って層化した。これは大ざつばにしか層化できなかった。たとえば乾燥帯では

次の三つの層しか識別できなかった。中間的な生産地，低生産地および非生産地。層化の基礎となっ

た特性の主なものは，ぅっぺい度，樹冠直径および樹高である。立体視して写真上に分類を記入し．

モザイクに移写してトレーシングペーパーで写しとった。サンプリングを行なう場合にこの置化は地

上でチェックして修正した。
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調査密度は府の重要性によって違っている。たとえば，乾燥帯では地上調査は中間的な生産地の眉

内だけで実行された。

サンプリングは調査線に沿って行ない，調在線の記録は測定期間中残してあった。襟本地は調査線

から左右等距離に系統的に測定された忠合が多いが，遁査線に沿って設定し測定された場合もある。

(2図参照）。標本地の数は標本地の全断面積の分散によってきめられた。サンプリングを行なう前

にはこの分散はわからないから，仕-'1Iの途中で調査した標本地の資料から計箕し，標本地の数が必要

な正確度を十分満足すると思われたときにサンプリングするのをやめた。

°`•9 

低生産地

4
r
 

無林地

4̀
＾
 

2図 C ey I onの調査における調査線上のレラスコープの

測定点の位置

標本地の測定で特長があるのは楔プリズムを使って Bitterlich のレラスコープでプロットの境

界を設定することであった。熱帯林では，全部の木を十分な信頼度で標本地の中にいれたり除いたり

することは不可能であるから，はつきりしない場合は木の直径と木までの距離を測定してチニックし

た。しかし全体的にみたらこのチェックはそう必要でなかった。すなわち 4番目か 5番目のプロット

で 1本位の木しかチェックする必要がなかった。

胸高直径 4インチ以上の木は全部輪尺またはたまにテープで測定した。また末口 4インチの直径の

ところまでの樹高または力枝までの樹高を Haga測高器で測定した。材積を推定するための形数の研

究を別個に行なった。

地上調査の実行にあたっては，トラック道に数週間キャソブを設営する。また自道車道が作れないよ

うな場所では数日間特別な戸外キャンプで過さなければならないが．これは相当調査費用の節約にな

った。
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資料の整理はバンチカード法で行なった。結果は現地で指定されたプランクのところに記入する方

式であるが，調査した夕方キャンプでベンチカードに移しかえた。このようにすると調査もれなどが

あった場合にはすぐ発見でき．必要なら再チェックを行なうことができた。

Il Dawkinsの方法

D awk i n s (1 9 5 8) はウガンダで計画した熱帝林の実地踏査サンプリングの方法を発表した。第

一段階は闇化である。 Oawkinsは最大の効率をあげるには林相区分図をもとにして標本抽出しなけ

ればならないということを指摘している。これは造林学的たみてはつきりした林相の分布のことをい

うのであるが，サンプリングを行なうまではこれをわけることは不可能であるから，第一段階は樹冠

を写真で見た外観だけをもとにした外観型の地図を作ることで十分である。これは地図で沼地．雑木

林，草地などのようにサンプリングの場合除外するような地城をわけるだけでも価値がある。しかし，

普通は数個の林相が区分できる場合が多い。

層化をしてから次の段階は最も経済的なやり方でサンプリング計画を立てることである。

Dawkins の方法での茎礎単位はプロックで．理論的には幅が½ チエイン．長さが均 から 3

または 4マイルの短形である。ここに 1は抽出率である。 Dawkinsは標本誤差が 20 %以下となる

ような単位の大きさについて次のようなガイド的な数値を示している。

林地面稜 （平方マイル） 1 5 2 0 100 - 200 

エーカー当り平均 2本以上の木の
0. 2 D 

母集団を推定するためのIの値
U 1 0 0. 0 3 0. 0 1 

もつと一般的な規則はプロックの数を 10以上とらなければならないが．あとで説明する。 トラン

セクトの数が少ないかまたは全くトランセクトをとらないような場合には 30以上のペロックを必要

とするということである。しかし．与えられた精度を得るためのプロックの抽出率はサンプリング前

にはきめることができない。理想的な方法は，まづ大きなプロックは抽出率を小さくし．その段階で

標本誤差を計算してみることである。このような初期的な標本では 5または 6プロックが最小と考え

られる。それらをもとにして標本が扱数的に増加したときに簡単な公式を用いてどの位標本を追加し

たらよいかが計算できる。

標本年位の型は幅 1チェイン (20 m)で長さはプロックの長さと同じ狭い帯のトランセクトであ

る。 (3図参照）。プロック内に 2個のトランセクトを無作為に配置する。これはHasel(1938)

の論文を参考にした方法である。 HaseIは森林の標本調査の場合には標本単位をはつきりした地理

的なプロック内で対にしてとると効率が大であることを示している。 Dawk i 11 s (1 9 5 7)はプロッ

クがはつきりした林相と一致したとき効率はそれより大であることを明らかにしている。この方法が

すぐれているのは標本誤差を標本単位間の差から計算でき，また一般的にいって単位が・近くにあれば

差は小さくなり，同じ森林内にあればなおさら小さくなるということにある。
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トランセクトの出発的

3図 DI awk in の方法のプロックとトランセクトの配置

しかし，記録単位は小さいもの
である。すなわち• 長さはわづか 2チェイン (40 m)で面積とし

ては D.2エーカーである。

いうこととプロ

るからである。

このよう
応 Jヽ さな単位を使うと便利である。それはコントロールし易いと

ットを細分するから非常に数が多くなるかまたは重要性の少ない資料を目IJ次抽出でき

トランセクトは写真上で確認でき
る道路または歩道，川，森林境界などの到達し易い場所から出発

する。 3図ぱプロックとトラン
セクトの例が示してあり，更にトランセクトの図と呼び名が書いてあ

る。地園上た書かれたトラン
セクトの位置と林内を次々に切断してゆくそれに応ずる位置を接近線と

呼ぶo 接近線に平行に左側 1チェ
インのところ 1K.1つの側線を設ける。最終線は 2チエイン (40 m) 
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間隔で配骰されている。

各トランセクトごとに地形，林相および林分の究料をとる。特別な記吸法を用いて測定や損害の程

度などを表わす。根張りの上◎祈面積を根張りのすぐ上の高さのところ．すなわち樹幹の形が適度に

同筒型となり，製材木へ突換するのにうまくゅく最低点（紋小 4フィート 3インチの高さ）のところ

の周囲 (g.a.b)から求めるo 周用が 5または 6フィートより大きい大径木はトランセクト全体

で祀帳し，中径木．小径木は副次プロットだけで調査する。記帳は現在必要な樹種だけに限定しな I/¥,

副次プロットは g • a • bの下限が 2フィートで 5フィート以下の木をすべて記帳する。材租表を用い

て材梢をa+笠する場合の樹泊jは 30 ~ 4 0フィートの測棒を1吏って腸枠より上の長さを目測で求める。

これは伐採が行なわれていない熱帯高林では測謁器を使うことは殆んど不可能だからである。ある場

合には，樹高測定は扇lj次プロットだけ妃限定するかまたは伐採現場で伐倒木を測定してよいことにな

っている。 外業にあたって測定と記帳をする班と調査線を伐閲する班を別（疋した方が便利であるこ

とがわかった。伐開班はそういそがなくてもよいし高度の技術をもつ必要もない。殆んどのウガンダ

の森林では 1日当り半マイルの平均功程で 7人の組がトランセクトを作ることができた。 4,,._ 5人の

調介班たは 2人の森林官が入っていなければならない。

調印結果を用いて次のようなことを行なう。 (1)外観団から林相図を作る。造林，経済または他の

分印を示すには若干修正する。 (2)全対象林地に対して主要樹種や樹群の直径階別本数表を作る。これ

はてきるだけ林相別に作る。 (3)望む木の母集団に対して材積，断面積または本数の信頼できる最小推

定；:iii (R  :':IE)を計算する 3

ll M Eとは Dawkinsが材積に必要な値は信頼限界の下限．すなわち平均値から標本誤差を引いた

ものであり，これを信頼できる飛小推定値と名付けたものである。これはまた森林官が 3 9 : 1の確

率て信頼できる最大の tj}であり．また 39 : 1の確率でその値を含まない最小最であるともいえる。

したがって 9 5 %信頼度での標本誤差をもとにしているが ,RMEを計算する場合，範囲の一方だけ

しか関係していないから，比は 39 : 1である。 Dawkinsは平方根と対数変換を使って R M Eを計

算する分析法を発表している。

][ Loe tschの万法

J,'A 0の技術援助官 F.Loetsch(1957, 1958) の指導によって 19 5 6年と 19 5 7年にクイ

北部のチークの生育している 5つの州で森林調査が行なわれた。全面積は約 61,0DOk叩であった。

調査はクイの森林局で行なった。約 3年前の平均縮尺 1: 4 8,0 0 0の写真を層化に使った。写真で識

別できた層は高度 11,000m以下で混交落葉樹林，半常緑樹林，乾燥二羽柿林，永久的に森林！疋なら

ない地域であった。写真をチークの開花期にとれば，チークが生育している混交落葉樹林と生育しな

い混交落葉樹林の副次層を区別することが出来る。一つの州の常緑原生林は区分の初期的な基礎とし

て yang(D  ipterocarpus alatus) の影響の仕方を利用して 1:50.000の写真上で 4つの層

に細分できた。層の面積を求めるには地城調査線法という特別な標本計画にしたがって写真ごとに層

の割合を推定した。写真縮尺が小さいので．ドッドグリッド法も図化法もうまくゆかないことがわか
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4 8個のプロッいの地域
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4園 Loetsehの方法のキャンプ内のサンプルプロットの配置

った。地域調査線法には，大きさが 5.0 X 5. 0 cmの正方形の辺に沿って 111111の目盛をつけたガラス板を

使う。 この板を写真上に置き，実体鏡を使って 4倍に拡大し，判読者が各々 2辺をもつ二つのプロッ

クに分割された正方形の辺をたどつてゆき•特別な型として識別された層間の境界を印づける。

和を各層の割合とした。

叩nの

地上調査はキャンプ単位方式を使った。 この方式の基礎となるものは QD 5 haの円形プロット（半

径 12. 6 1 m)である。 キャンプは 7つのキャンプ単位からなり，各単位は 7つの地城からなる。 プロ

ットを地城に配置するやり方はスウエーデンの国家森林資源調査に用いられたものと同じである。 キ

ャンプの中心から一番遠いプロットまでの距離は5kmで，単位の中心から地城の最初の隅までの距離は

1 kmであった。 (4図参照）。

5つの州全体で 43個のキャンプを系統的に配列するには，写真を撮影コース番号と写真番号の順

序にしたがつて数が同じ多くの群に細分した。各群から写真を無作為にとり出して参照キャンプを配
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既した。すなわち，厳密な無作為配列を用いた。単位の中心をセルロイド円盤を用いて写真上に見出

し，ポケット実体鋭を使ってそれを現場に配耽した。

航空写兵の判読は野外サンプリングした地域に対してチエックした。その結果を現地でわかった層

化と比較して偏よりを正した。

野外サンプリングは 2人の職員と 2人の人夫からなる組で実行した。各組が 1日 1地城すなわち

4 8個のプロットを調査した。 1つのキャンプのスクッフは 7組に加えるにキャンプリーダーと補助

からなつている。したがって 1日の仕事は 7地城すなわち 1キャンプ単位であった。スクッフには馬

カの強いジ ープが配腔され，各単位の中心にできるだけ近いとこるまで運転し，あまり歩くことがな

いようにした。組は中心からの位屈をコン＇パスを用いて確かめ，プロットを測定して同じルートでキ

ャンプに帰った。

プロット内で測定したり推定したりする資料は，樹種，胸高断面稜，利用材租を計算するための形

ト 数および付加的な観測であったo 全体で 72の主要樹種をコードし，残りは共同コードの中にいれて

ある。最も重要な樹種であるチークには 5つのコードがある。 1つは蓄積， 2つは伐根で， 2つは樹

皮を綸状にはいだ木に使うコードで．これらは伐採が記録されたとかされなかったかを求めるために

用いるも のである。胸高断面栢は Bitterl ichの Tarifmesswinke l (輪尺の一種）を用＾て直

接た求めた。この単位はいわゆるWanner weight (wの胸高断面積 X 4 0)である。 Wanner

weightでの 5m丸太の数を利用材積を求めるため目測で推定した。 D.D 1 ha の同心円内で更新樹

をサンプリングして 4つの直径一樹高級にわけて記録した。また種子更新と萌芽更新をわけた。チー

クの直径成長擾は成長錐で調査し，プロットの中心の 2 5 m半径内の優勢木の胸高周囲と樹高の比を

測定して立地級を決定したo 更に，プロットから一般的な種類の竹，地形や伐採条件についてもその

資料を集めた。

1地域の平均作業時間 (1組 1日の仕事）は約 4時間で，林相や地形によって 3..._ 6時間の幅があ

った。キャンプの位置から各単位の中心まで徒歩でまたは行けるところまで車で行って要した旅行時

間は平均 77分（往復 15 4分すなわち 2.5時間）であった。熱帝の条件の下では 2.5時間の徒歩に

加えるに 4 時間の調査を行なう 1 日平均の仕事はせい一杯のように思われる。これは平均でおり• 全

体の作業時間が 8時間以上にもなるような例外的な場合もあった。キャンプからキャンプに移動する

時間は平均 2日で 1..._ 6日の幅があった。 1スクッフは 1月に 2..._ 2. 5キャンプ単位を終了した。し

たがつて. 5つの州で必要な 43キャンプは 2つのスクッフのグループで約 10ヶ月の外業で終了し

た。

デーク処理はパンチカードの計算で行ない，このとき 1本の木を 1枚のカードに書いたものを用意

した。

結果の正確度については，林地面積では混交落葉樹林に生育するチークの 5,00 0 k m2 に対して士

4 %の標本誤差の目標に達することができた。蓄積については 1,0 0 0万立方米に対して士 5%,百万

立方米に対して土 10 %の正確度が得られた。
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W Rolletの方法

FA  0の拡大技術援助計画の下で， B-Roi letが 19 5 8年 2月からカンボジアのメコン河東部

の森休調査を指導した。人.iu具， if罪土カンポ・ノア森林，水利，漁業および狩猟局が提供した。林

地でないものも含む調査全面積はカンポジアの面 f:[<の三分のーである約 18 8,0 D D k m2であった。抗

空写兵は縮尺 1: 40,000のもので 19 5 3 年：a撮影したものであった。写兵はかなり良好であった

が，調査を始めたときはほゞ 5年経過していた。

洒化は次のとおりであった。密度の高い常紐樹林，混交湿地落葉樹林，乾燥二羽柿林，二次成長ま

たは移動森業の多い場所，草原，校水草地，沼地，雑木林，米作地，ゴム造林地， i告林地，竹林。最

初の三つが王要咽で勿論いくつかの混交咆もある。仕 'j:i:を確実に成功させるために，いくつかの踏査

を行なう帯線を設けたり，トランセクトを測定したりした。仕事のリーダーは実体鏡を使いたかった

が，利用できなかった。阿化をしている問，航空写其上に型に関する記入を行なったが• その境界は

必らずしも詳細には引かれなかった。

図はモザイクで集成し，普通の 1 :4□0,000の地図で見る場合と同じように．ゴムバンドで作つた

方形座標のパクーンを表面に配列した。ゴムバンドをもちあげると，モザイクの縮尺での変動を一般

の地図と対比して見ることができた。写其モザイクで見ることができる層化を次々に方形ごとに普通

の地宮に手で移写できた。したがって移写は技術的に非常に簡単な道具で行なうことができた。

点格子板を使って層の面租割合を計算した。 1crivC.25点ある 4X 1 2 cmのガラス板を使い，層の

境界に落ちた点は両方にわけた。

地上サンプリングに対しては，以前の調査とパイロットサンプリングの結果の両方をもとにして予

備的な計算を行なった。分類には次の三つのものを使った。 (1)林相。最も大切なものは密度の高い常

緑樹林，混交湿性落葉樹林および乾燥二羽柿林， (2)樹郡。これは次の 4群にわけた。貴電材，ー級材，

二級材，三級材， (8)直径級。 (2D -4  D cm, 4□-6  0 cm等）。まづ断面積を使い，一部は材積の数字を

使って，分布曲線の形に十分注意し，また地方差を考慮して必要なプロットの数を 95 %信頼度で1

0%精度で計算した。たとえば直痒級 20-40四の二級材の木の乾燥二羽柿林では，断面積測定で与

えられた精度を得るには理論的に 1haの大きさのプロットが 14 1個必要であった。

各層にプロットを配置する場合．完全な無作為配置が妥当とは考えられなかった。与えられた組織

的な順序にしたがつてプロットをキャンプに群わけした。キャンプの大きさは 4 km X 5kmの短形で，

その中を 1kmの正方形にわけて方形の各頂点のところに 1haの大きさのプロットを設定した (5

図参照）。したがつて．プロットはキャンプ内では 1km間隔ごとに 6X5=30個設定されたこと

になる。キャンプ内のプロットが調査するようにきめられた林相内に層していない場合には，その膚

する林相の一番近い点まで線に沿つてそのプロットを移動させることができた。これができない場合

は測定を行なわなかった。したがって．いくつかのプロットはすてられたことになるが．キャンプは

小さな林班面積のところは配置されていないから，全体的にみて 2 5個のプロットがキャンプ当り測

定キ・れている。
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サンプルプロット

1 0 0 m 

＾
 

II -
I 

-J  

林木の調査はサンプルプロ":',.

内のと方形どとに別個に行な

9。矢印は調査の順序を示す。

キャンプ

5 km 

E
二

く

~ 
主サンプルプロ・ットの大きさ 1ha 

5図 Ro I letの方法の主サンプルプロット

上述のプロットと別に, U 5 km 間隔で他の 1 6個のプロットを測定し，結果の分析に用いた。こ

のプロットもまた 1ha の大きさである。最初のキャンプを測定してから• 林木測定は全体で 42 0 ha 

行なわれたことがわかった。

1 ha のプロットを毎木する場合プロットを％に分割して測定した。¼ のプロットの中では更に

その片すなわち 1/ishaのプロットにわけて林木を記載する。仕事の始めの段階では，樹高測定は

行なわず，材積表は独立変数としては胸高直径だけで作らなければならない。地城ごとにこの表を作

製するようになっている。 19 5 9年 10月迄に 1,300本の木が測定された。成長量の研究のためrrc• 
キャンプごとに 2個のプロットが固定標準地にされている。 (I- 2参照）。そ

の配置は特別な考え

から行き易いところを主観的に選んできめられた。

外業の実際にあたっては，踏査班と調査班を別個にわけると便利であった
o 踏査班はキャンプの場

所までの道路を作ったり，調査班のためにキャンプを作ったりする責任があった。
キャンプ場所はキ

ャンプあたり 2-3週間で作られるが．仕事をしている間に次のキャンプに移動して二つのキャンプ

-157-

L 



場所をうけもつことが一番よかった。笥炉}:;:t 2)、立鯰視はと 2人の人夫からなる。また調査班は年

背の下級森林官 1人と 5人の監祝nと 3 つ人 Jつ人夫からなっている。班は更に伐用したり．いろいろ

な調査線を印づげたり，樹所ごとに紅登禎＇走をしたりする労働のための小グループに分けられる。

V カンポジアの国家的森林資源調査法

1 9 6 0年 12月から行なわれた USA ID  (1:ni led S !ates Agency for clntcrnat ional 

Development) による大規控森林調査；こ先セって， L"S OM  (Uni t cd S tat es Opera t ion 

'.¥l is s ion)とカンポ・ジア森林，水利，漁党および空猟局の協同で 19 5 9年の終りに調究を始める予定

であったWhei::ler の調査計画の概要は 次 の 通 り で あ っ た 。 こ れ は USAIDの森林究源調査の墓礎

となったものである。カンポジアは国士面積は 18 8. 0 0 0 km2 で，その中森林面秘は 8QOO 0~1 00, 

0 0 0 km2である。おそらく 20,000~30,000k而が密林で，残りは非常に疎開した林で菩梢は少な

いであろう。 Wheeler の調査計画を立てるときには 1958----1959年に撮影された新しい航空写

兵が利用できた。大部分は縮尺 1:40,000のものであったが，全土の 3 0 %は 1:10,000で撮影

された。すなわち， 1 ! 40,000で撮影 した而積の中で 16 km 問 隔 で 約 2km幅の帯線が 1: 10,0 

0 0 の縮尺で撮影された。

航空写其で行なう層化は次の通りであった。広葉樹密林，広葉樹疎林，松密林，松疎林，没水マン

グロープ林，必要に応じてシュロ，竹，分類できないクラスおよび非生産的なクラスの分類を行なう。

この習化は地上のプロットの配置とは無関係であるのが特長である。すなわち，地上調究は層化と

無関係に 16 km X 1 6 kmの等間隔な格子点で行なわれる。この格子点を地上に配置するために 1! 1 

0, 0 0 0の航空写兵を用いる。また面積と材積の測定に航空写真を和極的に利用しようとしたことは特

に興味がある。たとえば，林地と林地でない場所との分類は 1km2当 り 約 1点のドットカウントで行

なわれる。この分類は埜礎格子点 (16 km x 1 6 km の格子点をこのように呼ぷ）でこの地上調査で

チニックするが， 68%信頼度で士 1%以下の標本誤差で全林地を推定できるようになっている。林

地の滋格子点 (2X 2 km問隔）を樹高，樹冠幅，ぅっぺい度の測定を行なって写真判読により分

類し．これらの値は基礎格子点での地上測定と関係づけるようになっている。これを行なうと調査の

正確度をかなり向上させることができると思われるが，密林ではおそらく写真判読は困難であろう。

基礎格子点の地上調査（林地で 310----390配置される）は全材積の推定を士 5%の標本誤差で行な

えるようになっている。写真判読資料（ほゞ 22,500の写真標本点の判読）を併用するとカンボジア

の全材積の標本誤差を士 1%と士 2%の間，すなわち 3,0 0 0万立方米あたり士 5%以下に滅少させ

ることができよう。

地上調査は茎礎格子点 16 km X 1 6 km 間隔ごとに行なわれるが，将来もっと詳細な調査を州やコ

ンセッションに対して行なうときには対象地城の大きさや性質によって違うが 8x 8 km , 4 x 4 km 

間隔で行なうように計画されている。

あとで述ぺる USAIDの調査では 0.1 ha の円形プロットが用いられたが，この調査計画では基

礎格子点で Bitterlich のレラスコープ法で測定するようになっている。器械は断面積定数が2.69
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1本カウントされると ha当り 2.6 9 m• の胸高断面栢があることになる）の楔型プリズムを用いる。 1

ha の正方形の中に 6図に示すように 4つのポイントサンプリングを配置する。このカウント本数は

1点当り平均 4本， 4点で平均 1 6本になるであろうと予想されている。プリズムでみて境界すれす

れの木は胸商直径と木の中心までの距離の測定でチェックする。

ポイント 1を航空写其上でその点に最も近四士つきりした点からコンパスとチェインを使って到達

する最初の点とする。この点でプリズムで選ばれたすぺての木の一番丸太の形級を測定する。形級は

5 m第一丸太の皮内直径に対する胸昼皮付直径の百分率であるが，すぺての林木に登つて調査する。

またポイント 1, 2 , 3 , 4で選ばれたすぺての木の胸高直径（地上 1.5 mまたは降起があればその上

U 5 mのところの直径） . 2倍の皮厚，利用樹高および全樹高を測定する。すなわちポイント 1では

上部丸太の細り以外の材稜表の作成資料をとる。上部丸太の細りは主要樹種群について土場や移動農

業の皆伐地で測定できる。

樹種とか樹種群の測定のぽかに，開発可能かどうかの判定も行なう。開発の可能性の指標は 1m胸

高直径以 J:の林分の全部の本数を調査する必要がある。更に丸太の等級の調査と併行して 1本 1本の

木の陣全と不健全の割合の測定も行なう。また更新樹があるかないかの記録も全森林でとる。土壊の

分類も同時た行なう。これには土壇技術者の訓練を必要とする。

,------------7 
111 I 

I 
,,、・イント 1 ポイント 2

I X X 

I 
I 
I I! E 

I ゜ |。
"' 

゜I 
I 
I X 5 0 m X 

I ポイント 4 ポイント 5

I 
L ________ ------

ー 10 0 m -

6図 Wheelerの方法の格子配置でのレラスコープの測定点

成長量や枯損量の測定のために全ポイントを固定標準地とする。第 1年目の終りに基礎格子点のポ

イントの再測を行なって毎年測定が可能かまたは相当期間を必要とするかどうかを検討する。

また伐採量の推定を点 1..._ 4 で囲まれた ½t ha内のすぺての木の伐根測定によって行なう。

外業調査班は主任調査林務室，副主任調査林務官，ガード ，コンハスマンからなる。ある場合には

調査線の伐開や料理のため/1(ジープまたは動物の運転手を含む人員を増す必要があろう。 2組の恒久

的な外業チームが最初の調査とそれにひきつづいて行なう再測のために必要であろう。さらに仕事の
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初期段 階に 2つの余分な外業チームを訓練して 6 ヶ月以内に埜礎格子点の野外行料を確実に得るよ.,

に計画されている。

調査資料のとりまとめはパンチカード法で行なう。系統的標本抽出の襟本誤差の計算は無作為標本

として計算した場合のほぼ 90 %の誤差となることが期待されよう。結果をとりまとめると小縮尺の

地図も作製されよう。

この計画はWheeler(1959)によって述ぺられているが．この方法をもとにして USAIDによ

る実地調査が 19 6 0年 12月から実施された。これはカンポジア全土を 7図のように 7つの地区にわ

け 基礎格子点 (16 km X 1 6 kmの交点）での調査が行なわれ，第 1地区の Cardamo meの調査は 1

9 6 2年 3月に終了し，その結果は Forest Inventory Report No 1, 1962: Forest and 

land use statistics Cardamome area (No1)に発表されている。

この調査の要綱は Forest Inventory manual (Techniques and Procedures for 

Cambodia)として 19 6 2年に US AIDにより印刷されている。これによれば調査の概略は次心直

りである。

調査の且的は林業および他の土地利用に関する国家政策を確立するために必要な情報を集めること

である。第 1回調査から統計最が得られると林地と林地でない地城，立木材積と消費材稜および山火

による年間の損害程度に関する最近の状況が明らかとなるであろう。また第 1回調査は開発計画に非

常に役に立つ情報を与える。地図には老令林分の主なプロックが示され，統計表には林型，林分構成

樹の大きさのクラス，蓄稜級ごとの平均材積がのせられる。これらの情報は大いに開発計画に役立つ

であろう。定期的 (1 0年毎）に再測して成長率を測定し林業経済や他の士地利用の変化や傾向を測

定する。これらの調査は原則として第 1回調査で設定したプロットで行なう。
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調究計画は航空写真による可化と地ヒの梗本抽出をもとにして立てられている。最初の調査のため

に航空写れによるカンポジア全 tの司化を 1 : 4 0.0 DJの縮尺で行なう。 1 : 1 0.0 o D の縮尺の写兵

は地上プロットの配府に主として用いられる。

1: 40,000の坑空写只で林利，油密度，構成樹の大きさのクラスに区画し．その区画を地図に移

写する。米軍地刃部（じ• S . A rm y~I ap Ser,-ice)が 1:so.000の地図を作成しているが，そ

れができあがるまでは現在の 1 : 1 D 0,0 DDの紬図を利用する。地図から開発可能林地，開発不可能

林地，林月1)_• 現在の上地利用．管轄林 (reserved forest)と自由林 (unreserved forest) 

：州および各地区の面梢の統計を得る。描成樹の大きさのクラスや蓄梢級のような森林の状態に関す

る面梢の統計は地上の標本プロットの割合で決定する。

材梢の統計tii:は系統的な格子点で調杏した地上の慄本査料で求める。プロットは N-SおよびE-

w方向に 16 km間隔の正方形の格子に配腔されている。各サンプルプロットは 4つの副次プロット

の集洛からなっている。この配骰は 7図石下に示すように格子点を中心にした 5 D 111を 1辺とする正

方形の 4つの頂点であり，副次プロットの大きさは 0.1 ha の円形である。定期的に再測するプロッ

トは的噂巧真とプロットの記録帳に明確にしておき，プロットの現地の印づけもはつきりしておく。

今迄カンポジアに対する森林調究の情報が不足しているので，プロットの数は資金と時間と人間の

方からきめられた。他の国での経験によると中大径木の蓄積は 3,0DD万 m当り士 2.0%以下 (68%  

信頼度）の標本誤差が期待されよう。第 1地区の中大径木の蓄摂の標本誤差は約士 5%であったから，

全士では士 3%以下になろう。

t噂から決定した面梢の推定の標本誤差は考慮にいれない。第 1地区の結果はすぺて報告されてい

るが，残りの地区については士地利用とか森林の状態を考慮していくつかの地区を組合せて報告され

るかもしれない。 19 6 4年わが国のカンポジア国の森林開発調査団が同国を訪れたとぎは他の地区は

I I3 ¥1で計算を行なっている途中であった。

甜，査の組織は次の通りである。 (1)調査部長と補助， (2)野外調査主査（専門家），同副査（ガード）。

3人 1組 の 4班（各々が経験あるガードにより指導され，写真にプロットを配置するための内業の際

のガードを 1人含む）。 4人の乗物の運転手。 (3)写真判読主査（専門家）， 1人の副査・（ガード），

2人の写真判読者（ガード）， 1人の写真を整理する管理係（専門家でなくてよい） (4)測樹家（専門

家） . 2人の統計係， (5)地図製作者（ガード）， 5人の専門家でない人。この調査が終つて経営計画

調査を始めるときは，測樹家に経営計画を立てる弱務が付加される。その時には組織は 4人の専門の

林務官と 1D人のガードと 2D人の専門家でない人からなる編成にする。

航空写呉による判読要領は調査要綱に詳細に記裁されているが，航空写真による森林の習化は次の

ように行なわれている。

-161 -

L
 



コード： 林 型 コード I 林 型
---—-+----·-- ---

0 1. 乾 燥 林
0 6 I i竹林

02 松 林 0 7 マングロープ海岸林

0 3 半湿性林 Q 8 マングロープ1和後林

D 4 湿 性 林 8 9 及水灌木林

05 矮性常緑樹林 1。1広瓦哨｛造林地

コード番号は IBMにかけるためのものである。さらに写其判読によって適当な林型を林分構成樹の

大きさによって林相区分を行ない，これをたとえば第 1地区では 100.000の地図に移写して詳細に

林相区分図を作成している。林相区分に用いられた記号の 1例をあげると次のようである。

D 1 a : 乾燥林 貧弱林分，更新樹あり

D 2 a : ~ 

D 1 b : ,,, 

D 2 b : ,,, 

H 1 a : 湿 性林

H2a,H1b  

適当な蓄租をもつ林分．更新樹あり

貧弱林分．小径木および中大径木あり

適当な菩稜をもつ林分・小径木および中大径木あり

貧弱林分，更新樹あり

H2bは湿性林でDの記号と同じ林分を表わす。

このような林相区分図はすでに一部作成されていて，次々に他の地区も作成されてゆくので，カンボ

ジアの土地利用および林相区分が明らかとなり今後行なわれる経営案の調査に役立つであろう。

格子点の現地調査の要領についても詳細な要綱が作られている。米国は第 1回調査が終了し地 1地

区の発表が終つてから自由にひきあげたので他の地区についてはカンポジア国のみでとりまとめを行

なっていたが，わが国の森林開発調査団によりこの資料をもとにして 19 6 4年 12月に森林開発報告

書が印刷されている。

‘ヽ

VI 帯線法

この方法は熱帯林で非常に多く用いられている。これは航空写真を使う必要がないということで今

迄述ぺた方法と違つている。すなわち．この方法は非常に大きな縮尺の地図しか調査に利用できない

ような条件の場合に適用される場合が多い。

一般的な地形に直角に等間隔に帯線を走らせる方法がある。ポルネオ（カリマンクン）の

Belanjan 河 地域の約 40.00□ha で帯線法で調査が行なわれた。これには主帯線とこれに直角に

枝のような測面帯線があり，これは等間隔にコンクーに直角に配置されている。 (8図参照）。帯線

間の距離は 2kmで，帯線の副が 20 mのときは調査割合が 1であるという。この割合はインドネシア

で面積が 10,000ha以上のときによく使われる。たとえば,5,0 0 0--6,0 0 0 haの面積の場合は調

査割合は 2 • すたわち帯線間隔が 1kmの場合が多く採用される。記録単位は 1ヘクトメートルすな

わち 10 0 m長さの場合が多い。スリナムでは記録単位は 20 0 mの長さであるが，帯線幅は 10 mに

しかすぎない。また帯線間隔は計算単位として用いられた 3,2 0 0 haのプロックに対して 500mで

｀
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8図 Belanjan河地城における帯線調査

あった。 (Jaa rve rs lag 1 9 5 7)。帯線調査と関連して，地図作製のためには間隔をせまくする方

がよい。カンポジアではずつと以前は帯線幅は 5D m以下ということは殆んどなかったが， 500m間

隔が多く用いられていた。

樹種ごとにある直径以上の木を帯線で調査することが多い。すなわち商用樹種しか測定しないとい

うようなことが多い o 直径限界は 45 cmの場合が多く， 25 cmまたは 10 CIIIのこともある。同じ木の

樹幹長を測定し，平均形数たとえば Q 7を使って樹幹材積を求める。必要なら今迄述ぺた他の方法と

同じような付帯調査を行なう。これらの結果は森林条件の違い方によつて別個にとりまとめることが

できる。

地上調査はキャンプ設営して実行する場合が多い。伐開，調査線の測定・毎木調査を別個な組で実

行する＾いままで長い実地経験はあるが，合理化すれば結果をまだかなり改善できる。たとえばスリ

ナムでは，距離測定の場合，普通の巻尺は使わないでプルーメライス測高器の距離計を使って，調査

線測定を 3人 1組で 1日 2,....,3 km行なうことができた。 (Jaarverslag 1957)。

ヽ
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帝線調査の匹料はペンチカード法を使わ な い で 行 な わ れ た 場 合 が 多 い 。 し か し た と え ば ィ ンドネシ

アで ば (Outlines of the methods of forest survey applied for islands 

outside Java, 1950)在料を最初に分 類す る場 合に この 方法 を使 って いる 。
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第四衆 熱帯林における航空写真の利用

前章で，わかるように熱帝の森林調査においては航空写其が多く利用されている。広大な地城を調

査する褐合，航空写真を利用すると，地上調査の経費を非常に節約できて膨大な利益をもたらす。熱

帯林を調査する場合，森林の特性，気候，交通機関がないということのためた労力がかヽり費用が多

くかヽることが多いための地上調査を滅らすということは特に軍要である。航空写兵の森林調査の主

な利用は地図作製，樹種識別，林相区分および菩校の推定である。地図の作製を除いてこれらの問題

を文献からひろってみよう。

I 樹種識別

熱帯林にはいろいろな価値をもつ数多くの樹種がある。このような樹種の航空写真による識別の可

能性については次のような実例が参考になるであろう。

Paijmans(1951)はセレベス (SuI awes i)のMaliIi森林で縮尺 1:10.000の品質の良い

航空写其を使った。彼は次の例外的な場合だけ樹種が識別できることを見出した。その例外は

Anthocephalus Macrophyllus と丘陵地の Campnosperma sp• であった。これら以外は航

空写兵で見た樹冠の形は年令によって非常に変化が多く，更に他の樹種に属する樹冠の林相と写真と

ではかなり違う場合が多いから，樹種の識別に対してはあまり信頼がおけなかった。これら 2つの樹

種以外のものは．問題になつている樹種の殆んど 10 0位が識別できなかったので．結果は良いもの

でなかった。 Paijmans は林業の必要性にあったような写真測定法を用いると，もつとよい結果が

得られるであろうといっている。

Hanni ba I (1 9 5 2)はより一般的な立場からインドネシアでの樹種の識別を論じた。乾燥林の個

々の樹種の識別は仲々困難である。更にMaliIi 森林で行なった調査をもとにして彼は次のように

結論した。すなわち，たとえ単一樹種が群を形成しており，またそのときにすべての優勢木の全樹冠

面積の主要部分がその樹種の 1つ 1つで表わされているとしても，航空写真上でそれを識別すること

は例外的な場合しかできない。しかし，樹種が純林をなしているような場合には識別は可能である。

このことは Campor (Dryobalanop sp.)の純林がスマトラの森林で写真縮尺が 1: 40,0oo 

であっても識別できたことで明らかである。

マングロープと湿地林の場合は比較的良いようである。マングロープは bakau (Rhizophora), 

niph (Nipa fructicaus), nibung (Ooncospera filamentntosa)等の純林は識別

できた。同様に湿地林では gelam (Melaleuca sp.)や sago (Metroxylon sp.)の純林

は識別された。これらの樹種は純林であった。個々の樹種は単木としてその大きさと外観がわからな

いから識別できなかった。

E.C.Francis (1955)が北ポルネオでマングロープの樹種の識別実験を行なった。 1: 2 5, 

0 0 0 の航空写真と関連した地上写真を使って，航空写真からほゞ 10のマングロープの樹種の外観
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を明らかにした。

Boon (1 9 5 6)はニューギニャの実験について次のような報告をした。 Agathis や

Araucaria のような針葉樹の非常に特殊な樹冠型をもつ樹種は写真で識別できるが，樹種の主要

部分は識別できなかった。

クイの常緑樹林では， Yang (Dipterocarous alatus )はその大きな樹冠と光りがゞやく葉

のために写其ではつきり識別される唯一つの樹種である。幸にも Yangはこれらの森林で最も価値の

高い樹種である。落葉樹林では写兵が 6月 1 5日から 8月 15日の開花期にとられたものであればチ

ークを識別できる。

東南アジアでカンポジアの乾燥二羽柿林では Dipterocarpus intricatusがその色が明るいた

めに識別できる。

セイロンの S inharaja森林では航空写兵で 2つの樹種が識別されたo hora(Diptarocarpus 

zeylanicus and D-hispidus)を群をなしているときには識別でき， thini ya(Doon a 

congestiflora)は林分でも単木でも識別できた。

D.A.Francis (1957)はアフリカでの自分の経験から比較的限られた場合しか樹種の識別は

できないと述ぺている。ガーナの森林のバンクロ写真では識別できる樹種は silk cotton(Oiba 

pentandra) と umbrella tree (Musanga smithii)にすぎなかった。そして普通Musanga 

は天然更新をした森林であることを示す場合が多いが，いづれの樹種も商用的な価値もなく．また価

値の高い林型の指標でもない。

C ahus ac (1 9 5 7)はウガンダの実験をとりまとめた。標準の小縮尺の写真を使って，樹冠構造

と色調で約 6 つの樹種がはつきりと識別できた。そのうち 2 つの場合は単木で識別できたが• 他の 4

つの場合は集団であった。しかし．一度識別されると．どこでも一つ一つの樹種を位置づけすること

が可能である場合が多い。不幸にも，識別できる殆んどの樹種が型をきめる場合のかぎとなる樹種と

しては価値がないものである。

Heinsdijkは南米での彼の経験を報告して．真の困難さは単木を判読することにあると書いてい

る。 2年以上徹底的な写真研究をしてから（この期間の約半分は現場で行なった）．ある状況の下で

はスリナムの森林の多くの樹種を識別できると結論している。後 (1 9 5 7-5 8)になって，彼は熱

帯林で樹種を航空写真から識別することは特に 1:40,000の縮尺を使ったときには非常に困難で危

険であると述ぺている。確実に識別できたのは次の二，三の場合にすぎなかった。すなわち，森林の

上層を一樹種が占めていて純林（たとえばMora excelsa)としてかまたは単一樹種からなる上層木

が班点をもつている混交熱帯林 (Coupia glabra. Hymenolo bium petranm等）として写

真に表われた場合である。また上層にはっきりした形の樹冠をもつ二，三の樹種だけしか含んでいな

いような林型の場合にも識別できた。これは湿地林の場合が多い。これらの場合は乾燥林では例外で

あった。しかし彼は最大の樹冠から林分構成をきめることができるような方法を述ぺている。

スリナムでは baboen (Virola surinameusis)を調査する場合，航空写真が非常に役に立

った。特に湿地に生育している樹種は地上で調査することは困難であるから，できるだけ航空写真で

-166-

ー.:』



識別しなければならなかったo babolnは密な樹冠をもって生育している。このような樹冠で対をな

すものの一方は matakki (Symphonia globilifera)である。研究目的であるから，テストし

た写真はすぐ近くの空からとられたので，写其がない空中調査よりもむしろ航空写真を使った方が賢

明であることがわかった。全体で 41,000本を点で印づけして詳細に図化できた。

Swel lengrebc I (1959)は 1! 10,000の航空写真を使った英領ギアナの研究をもとにした論

文を発表した。個々の樹種は識別できなかった。これは主として写兵上で一つの樹種の樹冠で作られ

た外観に非常に変動が多いというためであった。ある木は古い葉をもち，暗くみえたが．同じ樹種で

も他の木はいきいきとした新しい葉をつけ写其上で明るい色調をみせた。もう一つ困難なことは，全

体的な樹冠からはみ出した木は同口針種の他の木よりも明るく見えるということであった。しかし．

集団で生育している樹種は写真で識別できた。これはmora(Mora excelsa),morabuphea 

(Mora gonggrijpii)および green heart(Ocotea rodiaei)であった。しかし．そのと

きでも．集団内の個々の木の形によってよりもむしろその全体的な外観で集団が識別された。いいか

えれば．このような集団内の大部分の木がある樹種からなりたっているとしても，確実に集団内の一

本の木の名前をあてることは非常に困難であった。 wallabaの林は型を識別できたが．こ如でもま

た一本一本のwallaba の木を確実に識別できなかった。

今迄引用した論文をとりまとめると，熱帯林において航空写真から識別できる樹種はたとえばクイ

では Dipterocarpus alatus, スリナムではVirola surinamensisおよびマングロープ等で

あった。しかし大部分の熱帯林での識別結果は良好でなく，うまくいったのはむしろ例外的な場合で

あった。ある樹種は集団であらわれる場合にはよく識別できるが，熱帯林ではこのようなことはめつ

たにない。したがつて熱帯林の樹種は普通の縮尺で撮影された写真，したがって経済的な費用では識

別できないのが普通である。したがって熱帯林の調査においては地上調査が不可欠なものとなる。

Il 林相区分

航空写真を用いた林相区分については若干の例をm章であげたが．区分にあたっては樹種構成に加

えて林分密度，樹高，樹冠の大きさや形，地形，湿気と土攘，それに人為的な影蓉（開発，移動農業）

を考慮にいれなければならない。

航空写真を使っていらいろな植生型を識別したり，植生から土攘を識別したりすることについての

最初の論文の一つは Co I we I I (1 9 4 6)のものであった。彼はマングロープ．ニッペヤシ等が航空写

真上にどのようにあらわれるかについての考え方を示した。

Honn i ba I (1 9 5 2)はインドネシアで人手によって影響された植生と自然植生の 2群を区別した。

前者は更に次のように区分した。老令二次林。幼令二次林。造林地，伐採地．それに加えて湿田およ

び次の 2つの型．すなわち乾燥農地，草地それにララン草原のある地城．これら 2つは写真ではお互

に区別し難い。自然植生（原生林）は次の 3つの型に区分できる。マングロープ林．湿地林および乾

燥地林。これらは更にたとえば密度をもとにして副次型に細分できるが，副次型がお互に重なりあう

のではっきり区別することが困難な場合が多い。

:-1 

＇ 
1
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北ポルネオの林相区分は次の二三の論文に発表されている。 Howroyd (1 9 5 4)によれば．マング

ロープと＝ッペヤンと二次林およびそれ以外を商用乾燥林と区別することは一般に簡単である。この

場合，一部分しか伐採されていない所は例外となる。 E.C.Erancis and¥Vood(1954)はその

分数法は 1 6の植生級であり．そのうち 1 2は林木が優勢なもので．もとは天然生のものであった。

森林は地形と更に判読できる樹冠の平均の大きさによって細分される。 1 6の塑を次の 6つの標題の

下尻配列してある。これらは大ざつばに商業的価値のある森林とそれ以外の商業的でない植生のもの

と 人手の加わった植生のものに分類したものである。すなわち．その 6つとは，塩水湿地林，過渡期

の森林．水はけの よい内陸林．洪水になり易い内陸林，耕地，伐跡地である。写哀の縮尺は 1 : 2 5, 

DD Dか ら 30,000 であった。蓄者等の説によれば．品質のよい写兵であれば 16以上の植生型を作

ることができるということである。

サラワクでは小縮尺の写哀でも次のような主な天然植生をかなりたやすく識別できる。普通の副次

型をもつマングロ＿プ林，海岸林．混交湿地林， A Ian (S horea albida) 湿地林, " padgng 

paya" "Kerangas"すなわちヒース（溜木）林，低地二羽柿林．川岸林，丘陵二羽柿林，泥炭地林。

パプアとニュー ギ ニ ア で 写 其 で 識 別 で きる型について TayIo r and Stewart (1 9 5 8)が述ぺて

いる。 1: 40,0DCJの縮尺で品質の良い写兵で立体視すると次の主な型が識別された。成熟降雨林．

二次林一再草生地型，租層または丘陵地帯のいづれかの草地ー再草生地一二次林，変動の多い湿地型，

4 つの副次単位をもつマングロープ型• Casuarina型， Octomeles sumatrana型，低地洪水

型．風衡型。

クイの北部の州の森林調査で平均縮尺 1 :48,000の航空写真でLoetseh (1957)が識別した

11,ooom以下の習は次の通りであった。混交落葉樹林，非常緑樹林．乾燥二羽柿林．永久的に森林

にならない地城。 Loetschの説によれば．写真をチークの開花期にとれば．チークの生育している

混交落葉樹林と生育していない混交落葉樹林の副次禰を区別することができる。一つの州の常緑原生

林は区分の初期的な基礎として Yang (Dipterocarpus alatus)の影智の仕方を利用して 1: 

1 5, 0 0 0の写真上 で 4つの僭に区分できた。

カンボジアでは， メ コ ン 東 部 で B・RoI I e t用いた分類は主として次の型からなる。密度の高い

常緑樹林，混交湿地落葉樹林，乾燥二羽柿林，二次成長または移動農業の多い場所，草原．浸水草地，

沼地，雑木林，米作地・ゴム造林地．竹林• 最初の三つが主要型でいくつかの混交型もある。

Wheeler の調査計画 (1959)は次の 5つの林相区分である。密度の高い広葉樹林，疎開広葉樹

林．密度の高い松林，疎開松林および浸水マングロープ林。これをャシ，竹および分類できない非生

産的なクラスを加えることも可能であり• 森林でないものの分類も必要である。

USAID(1962)の層化は次の通りであったo 森林は乾燥林，松林，半湿性林，湿性林，矮性常

緑樹林，竹林，マングロープ海岸林．マングロープ背後林．浸水灌木林．広葉樹造林地の区分。耕作

地は米作地，他は 1年生作物，果樹園，ゴム園，他の耕作地．移動農業地の区分o 非耕作地は耕作放

棄地．草原．叢地．沼地，岩石地，太湖，他の湖沼，市町村，塩田の区分。

merri tt and Ranatunga (1959) および de Rosayro(1959)はセイロンの実験を報
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告した。 1: 1 5, 8 4 0の縮尺の航空写真を使つて湿地帯にある 10,000 ha の Sinharaja林で生膜

型を図化した。主として写兵判読により次の数の町が識別された。原生林が 8 • 二次林が 2 • 森林で

ないクラスが 4" コロンポ計画で固有林を調査したときには，乾燥地帯の航空写其の判読でこれより

もつと簡単な層が採用された。 1:_40.000の写其で森林は次の三つの層に分割された。すなわち・

中間生産地．低生産地，非生産地，のクラスわけである。樹種の識別は行なわなかったし．主として

ぅっべい度，樹冠直径および樹高による分類が行なわれた。

東南アジア以外で航空写真からの林相区分について発表されたものは少ない。スリナムでは

Heinsdijk (1952)による予備調査の結果，航空写兵で六つの森林でない型が識別され，更に森

林はマングロープ林.5つの特長をもつ湿地林．沼地林，乾燥地にある森林にわけた。乾燥林は重要

な群でしかも容易に識別できる型しかわけることができなかった。

ずつとあとの論文で Heinsdijk(1955)は系統的な型の分析を行ない，林相図化の技術的な方

法を述ぺ，航空写兵の重要性を強調した。これに書かれているものは 1: 40,000の北部スリナムの

航空写兵を用いた植生型の判読のかぎとなるものである。それには各々の地上立体写真で 3 0の典型

的な林型に対して対にした航空写哀と型とその分布の簡単な説明がほどこしてある。

航空写真を使った林相図化がまたプラジルのアマゾン奨谷で大規模に行なわれたが• 林相区分には

地上調査が大切であった。ガテマラの航空写其調査はマホガニーが主要商用樹種である森林で行なわ

れ，森林に対して 7つの型の一般化された分類を行なった。

皿 蓄積の量的推定

航空写真から推定できる主なものは，樹高，樹冠直径，ぅっぺい度および本数である。林相区分の

場合にこれらと同じ特性を成分因子として用いるから，蓄積推定に含まれる仕事の一部は已に終った

ことになる。しかし，単木や林分の材積と上述の特性との間の相関の程度やこれらの特性の数値がど

の位写真から測定できるかということを検討しなければならない。

単木材積は与えられた樹高と樹冠直径から求まる平均材栢を表わす単木航空写真材積表から推定さ

れる。林分材積は林分平均樹高，うっぺい度または樹冠直径がわかつた時に林分材積表から平均の林

分材積が求まる。

航空写真材積表は暖帯の二三の樹種に対して作られている。しかしあまり正確な結果は得られない

ようである。推定値の誤差は土 2D~士 30%程度でこの表から求められた値は近以的な値にしかすぎ

ず•全体の推定値だけが必要な時でも，表の系統誤差を正すにはいくらかの地上調査を必要とする。

熱帯林での写真材積表はメキシコでマッ林に対して VeruetteFuentes (1963)が作製して

いる。表は D.5 haの 16 2個のプロットの胸高直径，樹高，ぅっぺい度をもとにして，全樹高が 10, 

15-5Qm, 疎密度（％）が 10. 2 D・ …・・9 D に対しての D.5 ha当りの m゚ で表わされている。これら

はすぺて航空写真上で測定されるものである。

写真材積表の精度をあげるためには，材積に影響する航空写真から推定できる特性を詳細に検討し

てみる必要がある。
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樹高（単木樹高，林分平均樹高等）は暖帝林では非常によく用いられている特性である。熱帯林で

は特に航空写其調査では樹高は役に立たない。その推定は困難であるかまたは不可能である。一般に

樹高は木の頂上と生えている地上の両方が同時に写其上で見えるときしか測定できない。 このような

ことは樹冠ゃ下同植生で地上が被いかくされている速帝林ではめ・ったにないことである。

測定が困難であるということと別に．熱帯林では全樹高よりもむしろ利用樹恥の方が重くみられて

いる。地上調査でも全樹高が測定されることはめったにない。

い。

また二羽柿林では上洒樹冠をもつ木の

樹高は殆んど一定であり，針葉樹林よりは熱帝広葉樹林の方が上切樹高と胸麻直径の相I周はかなり低

したがつて祉を評価する場合全樹高を使うことはあまり信用できない。結論として，熱帯林の航

空写其調査で一つの特性として樹高を用いることは問題にならない場合が多い。

ぅっぺい度は暖帯では航空写其材和表に一般に用いられているが．これもまた熱帝林ではあまり役

、."AA.,．
，
り
'
,
'

に立たない。過密な熱帯林では樹冠が複そうしていて完全な樹冠測定が仲々困難である。

視して判読により最大木のうつぺい度を測定してこれを利用する可能性はある。

しかし立体
賣
巳
，

本数は単木の樹冠がはつきりしている疎林では重要である。 したがって林分密度の指標としての本

数は，写兵上で判読できる本数を用いることもあるが，熱帯林ではあまり価値がない。

樹冠直径はいままでのものよりも熱帯林では適当な特性のようである。 勿論全部の木の樹冠は写真

上で判読できないし，測定もできないが，最大のもので同時にはつきりしているものが測定できる。

たとえば Swe l l en gr e be l (1 9 5 9)が求めた英領ギアナのある植生型での可視木の割合をみてもこ

のことがわかる。 写其縮尺は 1:10.000であった。 次のような直径級の木は全部写真で判読できた。

Wallaba森林 では 50 CIII以上，混交林と Moraの森林では 70cm以上,Pa i jam ans. (1 9 5 1)の

発表をみてもそのことがわかる。すなわち．写真で判読できるものは殆んど商業用樹木であった。

かし．樹冠がはっきりしない木は全立木材租には大して影轡を及ぼさない。

し

樹冠直径の測定問題とは別に重要なことは樹冠と樹幹の相関であり，これについて二三の研究が行

なわれている。

Paijamaus(19 51)はセレベスの原生林で樹冠直径と樹幹直径の間に著しい一次相関があるこ

とを見出した。 Miller(1957)は北ポルネオでの Howroyd(19 54)およびクンガニカでのFarror

が行なった予備的な調査について述ぺている。両方とも樹群の樹冠直径と胸高直径との間の関係は地

上で行なった測定から決定している。二人共， この関係は直線的であり，群内でその傾向が非常に似

通っているので，すぺての樹群を一つの線で表わすことができるということを見出した。

とも相関係数は非常に高かった。

両方の場合

Macabes(1957) はフィリッピンで樹冠直径と材稼や樹高等との関係をホワイ トラワンで検討

したが 200本の材採木から次の関係式を求めた。 Xをm単位の樹冠直径とすると

根株直径 (m)  

利用材の長さ (cm)

利用材積 (m•)

2a93 + 4. 7 6 8 X 

1&216+0.223X 

1.915+0.926X 

利用材積と樹冠直径の相関係数は 0.9 6 7で非常に高く，材積推定には樹冠直径が大いに役に立つこ
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とを見出している。

Heinsdijk (1957--58) は膨大な夜料を使って樹冠庖径と樹幹直径の間の関係を研究した。

スリナムおよびアマゾン添谷ともに．←.I::阿木の樹冠直径と胸高直径または根張りのすぐ上の直径との

間には密接な閉係があった。地形差は比較的少なかった。

I zquierclo(196 4)は二次林の材積を航空写其から推定する方法を研究した。視差造法で合理的

な正確度で樹高を 10 m間隊の行にわけることができた。 31--40m層の写真判読をした樹冠密度と地

上で求めた材梢との間には非常に晶い相関 (0.748)があり， 21--30m層では相関は非常に低かつ

た (0.138)。また 31 ....... 4 0 m庖の木の材栢と全材積との間の涸関は非常に高かった (0.806)。

上述の論文はいづれもかなりよい相坦を示しているが，これと対照的に中部ジャワのチークの森林

でHo I I e r wo g e rが行なったテスト (19 5 4)ではあまりよくなかった。樹冠直径と胸高直径の相関

はわづか (Q,33)であった。

とりまとめると，熱帯林では樹冠と樹幹の直径または材梢の間には相涸があることがわかる。もし

航空写兵で樹冠直径測定ができればこの相関は普通考えられることである。すなわち樹冠が大きくな

ればなるほど樹幹も大きくなることはいうまでもないことである。

もし，上庖木の材栢を求めることができれば・全材積を近似的に求めることができる。これは前述

の Izquierdoの論文にもみられる通り．これら 2つの間には相関があるからである。しかし．多く

の場合，たとえば特に商用樹種の材秒がどの位かを知りたい場合が多い。樹種は航空写真からはっき

り識別できないから，商用樹種の材栢と全材栢との関係．上層木の材積との閑係を知ることが必要で

ある。この関係がわかれば．これらの材積を商業用樹木の材梢推定に利用できる。

Heinsdijkはアマゾン梁谷の森林で集めたサンプリング資料から，森林の全材積とその構造との

間にはっきりした関係があることを明らかにした。これを界に明らかにするものは，降雨林で利用で

きるサンプリング法を研究する目的で南スマトラの過密な低地林のかなり斉ーな磨でインドネシア航

空写真判読局が集めた測定資料をもとにした分析である (1959)。

S ukadan a 地区のWaikambas森林で測定が行なわれた。これは 12 0個のプロットの測定であ

り．その大きさは D.18,0.20 または 0.2 2 haである。縦 1200m,横 12 4 0 m の短形の周囲の 2

0 m の帯線調査と．その内部に等間隔に設けた縦横それぞれ 4本の同じ幅の帯線調査からなりたって

おり，プロットの大きさに応じてそれぞれ長さ 90. 100 または 11 0 m に帯線を区切ってそれらを

記録単位としている。 (9図参照）

2 5cm以上の胸高直径または根張りのすぐ上の直径をもつ木を全部数え，直径と利用樹幹長の両方

が測定された。樹幹材積は平均形数 0.7を使って計算された。本は次の 2群にわけた。商業用樹木お

よび非商業用樹木。これは現在取引きされている樹種とそれ以外のものをわけることであった。樹種

総数は 12 5 で，その中約 20が商業用樹木であった。

沓料の分析のため 42. 5cm以上の直径をもつ木の全部の材積がプロットごとに計算された。この直

径はこの地区で用いられている普通の限界である。同じ大きさの商業用樹木の材積を計算し，その ha

当り材積を ha当り全材積に対して 10図のようにグラフ上にプロットした。商業用樹木材精をC,
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Scale, meters 

0 100 200 300 400 500 

9図 S ukadan aの実験におけるサンプリングプロットの配置

全材積を T とすると， C = D. 7 9 T - 1 5. 5 の関係があり，両材積の間には正相関関係があり• 相関

係数は 0.8 5 5であり，非常に多くのプロットに対して著しく有意であった。全材積の平均は ha当り

1 O 5 m• で，商業用樹木の平均は 6 7がであった。

、すなわち．ある大きさの限界以上のすべての木の材積が航空写真で判読できれば，蓄積の構造，す

くなくとも商業用樹木の材積を求めることができる。

これらの研究は航空写其から蓄梢を量的に推定する将来の研究に大いに役立つであろうが，現在の

ところ，斉ーな層に蓄積を分割すのに利用できるだけのようである。明らかに多くの熱帯林では航空

写真から蓄積を推定することは確実な方法ではない。商業用樹種や樹幹の欠損などを識別することが

困難であることが航空写真から蓄積を直接推定することに限界を与えている。

W 航空写真の縮尺とフィルム

航空写真の判読値に影響する最も重要な因子は判読者の技術である。しかし，結果は撮影．焼きっ

け．判読のための設備，資料および方法によっても影響される。撮影季節，日時，天候条件もまた結

果に影響する。また写真の縮尺とフィルムの質が重要な因子である。
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し
＇

大縮尺の写真は一般に判読が容易である。しかし，縮尺が夭きくなると費用がすごく高くなる。

Harrison and Spurr(1955)は写兵の費用も含めたプリント 2組の相対費用と写真縮尺との関

係について次のような大面積に使う表を報告している。

縮 尺

相対費用

1:  30,000 
｀ 

1. 0 0 

1 :  20,000 

1. 5 0 

1: 15,000 

2. 2 0 

1: 12,000 

3.2 5 

y. 

これによれば縮尺が倍になると費用は 3倍にもなる。

Hanni ba I (1 9 5 2)はインドネシアでは 1:1 0.000-1: 13,000この中でも大低の場合は 1

: 1 2,0 0 0が周囲条件に良好であると推奨している。同じような大縮尺の写真が他の国でも用いられ

推奨されていた。 Swellengrebcl(195 9)は1:10.000の写真を研究に使ったodeRosayro 

(1958,59)はセイロンでの植生の層化の研究に 1:10.000--1: 15,000を使った。スリナムで

は Virola surinameusis の写真からの推定には 1: 10,000だけが適当であった。クイでは

Loetsch(1957)は1: 4 o.o 00と 1:48.00Jを使ったが，もつと詳細な層化には 1:15,000が

必要だと述ぺている。これをもとにして彼は新しい航空写真の最小可能な縮尺として 1:20,000を

推奨している。これは 1:15,000-1: 20.000の縮尺が国有林調査で主要な商業用林型の正確な

図化のためには良好であると主張した Harrison and Spurr(1 955)の結論と一致している。
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もつと 小さ い縮尺の写兵については，英国の弓民地では一般に 1: 3QOOO(いたまにはこれより

少し大きい位であるが，改良されたカメラが".写できるようになってから 1: 40.000の縮尺が用い

ら れた。しかし，海外調査指芍局以外の成OOが最初汰芙 IJ的のためにとった7-J./J;は普;,111 : 1 5. 0 0 0 

-1:  20.000の縮尺である。 E,C.Francis and ¥¥"01Jd(1955)は林 tlI 区分、~!.I.ft に 1 : 2 s,ooo 

-1 : 3 0. 0 0'.)を用いて， Tctglor and Stewart(1958)は 1: 40.000を用＾た。コロンポ

計画の磯刃によっ て最近セイロンの全体の写｝が i: 40.000でとられた。その森林調介のリーダー

であ る J • R • T • A nd r ews は最小縮尺として 1 : 2 CJ.。：：： 0が叩ましいと述ぺているが．上の縮尺で

あらい植生界！に識別できる。阿じようにカンポ・ンアで ROI IC tけ 1: 40,000 を府化に使った。同

因で¥¥'heelerおよび USAJD(1960),まさとして 1: 40,000の写真を使っている。しかし

全士 の 3D %は 1 6 km間隔で 1: 10.0JOの縮尺で啜影されプロットの配閥のために用いられた。

D.A.Francis(1957)は 樹 種 識 別 1/C:は最小 1: 20.000が必要であると考えたが，熱帯では写 9 

A

八

兵判説の初期段階では少くとももつと小さい苑尺でもよいことがわかった。

大縮尺 (1 : 1 0, 0 0 0 ......., 1 : 1 5, 0 0 0)の写其は，まづ実験的な調査に用いられた。そして詳細な

調査にすゞめられる。しかし．原則として樹種の識別と材稜 J)把握は大縮尺の写真でも満足には行な

うことができない。写真を主として用いるのは地域を林相区分するためであり，これは許通 1 : 3 0 

0 J 0から 1: 40,000 の写真でも行なうことができるから，経済的な理由のためにまづこの位の縮

尺が一番よいであろう。

しかし，このことは大縮尺の写兵が熱帯林の調査では不必要であるという意味ではない。特別な問

題，特に集約な林業経営のための調査紀は必要で将来これはかなり電要性をもってくるであろう。

熱帯林の調査でどのようなフィルムがよいかをきめる最も重要な点は樹種と林相の識別である。こ

の仕事を容易にするには適当なフィルムとフィルクーの組合せである。

この目的のために最も重要なフィルムの型はパンクロ，赤外線およびカラーフィルムであり，これ

らはすべて幾分違った質の要求に応ずるものである。以前熱帯林でカラーフィルムを使うことについ

ては割合楽観的にみられていたが，現在はカラーはあまり有効さを発揮できないようである。すなわ

ち，材料は高価であり，フィルムの色調差は大切な緑色の地帯でかなり悪くなる場合が多い。

赤外線フィルムは広く研究され使用ぎれてきた。広葉樹と針葉樹の両方が森林内にある場合は樹種

の識別にこれを使うと特に良好である。しかし，このような場合は熱帯林ではあったとしてもごくわ

づかであるし．そのような場合は殆んどないといってもよいが，赤外線フィルムはともかく与えられ

た条件の下では，パンクロフィルムよりもぽんやりしたものをは・つきり見えるようにする長所をもつ

ている。

しかし，一般的に黄色のフィルクー付き高速度の品質良好なパンクロフィルムが熱帯で最も推奨で

きるであろう。それは色調差を最もよく表わし，価格の面でも一番やすい。

.`‘h 
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